




鬼釜遺跡　全景

鬼釜遺跡出土　縄文土器



神之峯城跡　遠景

神之峯城跡出土　古瀬戸製品 ・大窯製品



鬼釜古墳　全景

鬼釜古墳出土　玉類 鬼釜古墳 馬の埋葬土坑出土　馬具





長野県の最南端に位置する飯田市は、古くは東山道、近世以降は三州街道や遠州街道などの陸運

や天竜川の水運に恵まれた交通の要衝です。そこには、古代東国の起点となる史跡恒川官衙遺跡や

重要無形文化財霜月祭りをはじめとする民俗芸能など、三河・遠江地方と信濃との人や物の動きの

歴史を考える上で大切な文化財が数多く残されてきました。

今般、長野・静岡・愛知の県境を越えて整備を進めている三遠南信自動車道は、地域間の交流に

よって新たな連携を促進し、広域的な経済・文化圏を形成することが期待されています。

長野県埋蔵文化財センターは、三遠南信自動車道の一部である飯喬道路の建設に先立ち事業用地

内の埋蔵文化財を保護するため、平成１１年度から発掘調査を行ってまいりました。本書は平成２１・

２３～２５年度に発掘作業を実施した飯田市上久堅地区の鬼釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡の成果を報

告するものです。

調査内容の詳細につきましては本書をご覧いただければと思いますが、竜東地区初見の鬼釜古墳

殉葬馬墓、神之峯城跡の中腹や風張遺跡に点在する建物跡と城跡との関係など、今回の調査によっ

て得られた資料と情報が、今後、多方面で十分に活用されることを願ってやみません。

飯喬道路の建設に伴う発掘調査は本報告をもって完了となります。最後になりましたが、発掘か

ら整理作業、本報告書の刊行に至るまで、深いご理解とご協力をいただきました国土交通省中部地

方整備局の方々、長野県教育委員会や長野県立歴史館、飯田市、飯田市教育委員会、地権者や区長

をはじめとする地元住民の皆様、そして発掘作業・整理作業に従事協力いただいた多くの方々に、

心から敬意と感謝の意を表する次第であります。　　

はじめに
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例　　言

１ 　本書は、長野県飯田市上久堅に所在する鬼釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡の発掘調報告書である。
２ 　発掘調査は国道４７４号（飯喬道路）建設工事に伴う記録保存調査として、国土交通省中部地方整備局

からの委託事業として一般財団法人長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財センターが実施した。
委託契約等については第 １ 章を参照願いたい。

３ 　遺跡の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』２８～３１並びに雑
誌『伊那』（河西２０１２、２０１３※）で紹介しているが、本書の記述をもって本報告とする。

４ 　本書で使用した地図は、国土地理院発行の地形図（「時又」１：５０，０００、「時又」「上久堅」１：
２５，０００）、飯田市都市計画図（１：２，５００、承認番号２７飯地計第４１７号）、国土交通省中部地方整備局飯
田国道事務所作成計画平面図（１：１，０００）をもとに作成した。また、第 ５ 図地質図は（社）中部建設
協会発行『天竜川上流域地質図（１：５０，０００）』をもとに作成した。

５ 　本書で扱っている国土座標は、国土地理院の定める平面直角座標系第Ⅷ系の原点を基準点としてい
る。座標値は日本測地系（旧測地系）を用いている。

６ 　発掘調査にあたっては、以下の機関・諸氏に業務委託もしくは協力を得た。（敬称略）
　　測量・空中写真撮影：（株）みすず綜合コンサルタント、（有）Ｍ２クリエーション
　　自然科学分析：パリノサーヴェイ（株）、（株）古環境研究所　

放射性炭素年代測定：（株）加速器分析研究所、パリノサーヴェイ（株）、（株）パレオ・ラボ
土器付着物成分分析（赤外分光分析、炭素・窒素同位体分析）：（株）古環境研究所

　　土器実測：（有）アルケーリサーチ
　　金属製品保存処理：（株）文化財ユニオン、長野県立歴史館
　　古墳時代土器指導：長野県文化財保護審議会　史跡考古部会　笹澤　浩
　　中世土器・陶磁器指導：愛知学院大学教授　藤澤良祐
　　石器・石材鑑定：信州大学教授　原山　智
　　馬具指導：朝日新聞社　宮代栄一　　
　　城郭遺跡調査指導：滋賀県立大学教授　中井　均
　　　　　　　　　　　東京都豊島区郷土博物館学芸員　橋口定志
　　　　　　　　　　　飯田市上郷考古博物館前館長　岡田正彦
　　地形・地質指導：伊那谷自然友の会理事　松島信幸
　　建物跡指導：飯田市歴史研究所元客員研究員　金澤雄記
　　人骨・獣骨鑑定：京都大学名誉教授　茂原信生、総合研究大学院大学准教授　本郷一美
　　　　　　　　　　獨協医科大学技術職員　櫻井秀雄
　　遺物写真撮影：信毎書籍印刷（株）
７ 　発掘調査及び報告書刊行にあたり、下記の方々・機関にご指導、ご協力をいただいた。お名前を記し

て感謝の意を表する。（５０音順敬称略）
　　市澤英利　伊坪達郎　風間栄一　小池茂彦　小林正春　坂井勇雄　笹本正治　澁谷恵美子　下平博之
　　田中正治郎　田畑重弘　寺内隆夫　時枝　務　中澤克昭　中野晴久　中村由克　羽生俊郎　馬場保之
　　原　董　松井　章　松井一明　溝口彰啓　守矢昌文　山下誠一　山本智子　吉川金利　吉川　豊
　　長野県遺跡指導委員（小野　昭　会田　進　工楽善通　笹澤　浩　丸山敞一郎）
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　　長野県文化財審議委員　史跡考古部会（小野　昭　会田　進　笹澤　浩）
　　長野県立歴史館　飯田市上郷考古博物館　飯田市教育委員会　飯田市美術博物館
　　飯田市上久堅自治振興センター　飯田市下久堅自治振興センター　飯田市龍江自治振興センター
　　飯田市立上久堅小学校
８ 　神之峯城跡出土人骨については、京都大学名誉教授茂原信生氏から玉稿を賜った（第 ５ 章第 ６ 節）
９ 　発掘作業の担当者、発掘作業員、整理作業員は第 １ 章第 ２ 節に記載した。
１０　本書の執筆分担は下記のとおりであり、調査部長平林　彰、調査第 ２ 課長岡村秀雄が校閲した。
　　河西克造　　第 １ 章、第 ２ 章、第 ３ 章第 １ ・２・ ５ 節、第 ３ 節 ２ ～ ４ 、第 ６ 節 １ ・ ３ 、第 ４ 章第 １ ～

　　　　　　 ３ ・ ５ ・６節、第 ４ 節 １ 、第 ５ 章第 １ ～ ４ ・７・ ８ 節、第 ５ 節 １ 、第 ６ 章
　　水澤教子　　第 ３ 章第 ３ 節 １ 、第 ３ 節 ２ ～ ４ の草稿と「出土遺物」部分、第 ４ 節 １ ～ ５ 、第 ６ 節 ２ 、

　　　　　　第 ４ 章第 ４ 節 ２ ～ ４ 、第 ５ 章第 ５ 節 ２ ～ ５
１１　本書に添付した ＤＶＤ には、以下の内容を収録した。
　　科学分析報告書、遺構一覧表、遺構番号対比表、遺物観察表、中世土器・陶磁器組成表

※第 ３ 章の「引用・参考文献」参照。
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凡　　例
１ 　本書では、遺跡別に第 ３ 章～第 ５ 章を起こし、遺跡の概要、遺構と遺物、各遺跡の総括を小結とし

た。個別遺構図と遺物図ならびに表は章中に掲載し、遺構の一部と遺物観察表（別表）、写真図版（Ｐ
Ｌ）　は巻末に一括して掲載した。

２ 　本書に掲載した実測図及び遺物写真の縮尺は、原則として下記のとおりである。他についても当該箇
所のスケールの上に表示している。

（１）全体図関係
・縮尺
遺跡位置図　１：５０，０００　基準線設定図　１：４，０００　１：６，０００　地質図　１：６０，０００
遺跡分布図　１：３０，０００　遺跡範囲図　１：４，０００　１：８，０００　
調査範囲図・地形区分図　１：２，０００
地区設定図　１：３，０００　基本土層図　１：６０
遺構全体図　１：１００　１：２００　１：５００　１：８００　トレンチ配置図　１：５００　
（２）個別遺構図関係
・縮尺
竪穴建物跡　 １ ：４０　 １ ：６０　 １ ：８０　土坑　 １ ：３０　 １ ：４０　 １ ：６０　掘立柱建物跡　 １ ：８０
周溝　 １ ：８０　炉等竪穴建物内施設　 １ ：３０　 １ ：４０　溝跡　 １ ：６０　 １ ：８０
遺物包含層分布図　 １ ：１００
遺物出土状況図　 １ ：２０　 １ ：３０　 １ ：４０　 １ ：６０
・スクリーントーン
下記のとおり使用した。これ以外の場合は、該当箇所で説明してある。
焼土・被熱部分　 　　火床　 　　炭・灰分布　 　　地山　
（３）遺物実測図
・縮尺
土器・陶磁器　 １ ： ４ 　土器拓影・土器破片実測　 １ ： ３ 　土偶・土製品　 １ ： ３
石鏃・石匙・石錐・掻器、削器等小形石器　 ２ ： ３ 　 剥片　 ２ ： ３ 　 １ ： ２

打製石斧・磨製石斧・横刃形石器・凹石・敲石・刃器・磨石・石錘　 １ ： ２
礫石器　 １ ： ３ 　硯　 １ ： ２ 　箆状垂飾　 ２ ： ３ 　玉類　 １ ： １
金属製品　 １ ： ２ 　青銅製品　 １ ： １ 　 １ ： ２ 　銭貨　 １ ： １ 　木製品　 １ ： ６
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・スクリーントーン
下記のとおり使用した。これ以外の場合は、該当箇所で説明してある。

①土器　黒色処理　 　　釉　 　　須恵器断面　 　　陶磁器断面　

　土器片加工品の磨面は矢印で記載。

②石器　摩耗　 　　研磨面　 　自然面　 　　節理面　

　　　　　線状痕　 　　敲打痕　  　　発掘調査による傷（ガジリ）　

３ 　基本土層及び遺構埋土等の色調は、『新版　標準土色帖２００５年版』による。
４ 　竪穴建物跡、掘立柱建物跡、土坑等遺構の面積はプラニメーターで測定した。
５ 　ＳＫ 一覧表等で用いた断面分類名は以下の通りである。

　  

６ 　遺物の報告番号は、遺物実測図・遺物写真図版とも共通する。なお、図化せず写真図版に掲載した遺
物は、管理番号を用いた。

７ 　土器の時期
　　出土遺物のうち縄文時代に属するものの時期区分は２０１３一般社団法人日本考古学協会２０１３年度長野大

会『研究発表資料集　文化の十字路信州』に準拠する。中世陶磁器（古瀬戸製品、大窯製品）の小
期名と時期は、藤澤良祐２００２「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」（財）瀬戸市埋蔵文化財センター研究
紀要』第１０輯、藤澤良祐２００８『中世瀬戸窯の研究』高志書院、を基準とする。

８ 　遺物写真
　　原則としては遺物図とおおよそ同一縮尺であるが、任意縮尺にしているものもある。ただし鬼釜遺跡

の古墳時代以前の土器破片は原則 １ / ４ とした 。 なお、写真図版では土器・石器・木製品といった種
別でまとめて掲載した。
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第 1 章　調査の経緯と方法

第 １ 節　発掘調査に至る経緯

１ 三遠南信自動車道の建設計画
三河（愛知県）、遠江（静岡県）、南信州（長野県）の ３ 地域を結ぶ三遠南信自動車道は、長野県飯田市

の中央自動車道を起点として、静岡県浜松市北区引佐町の東名高速道路までを結ぶ延長約１００km の自動
車専用道路である。長野県内は起点側から、飯喬道路、小川路峠道路及び青崩峠道路の ３ 区間に分かれて
いる。飯喬道路は、中央自動車道から分岐する飯田市山本地籍の飯田山本インターチェンジ（以下「ＩＣ」
という。）から天龍峡 ＩＣ を経て飯田市上久堅の（仮称）飯田東 ＩＣ に至る延長１４．６km 区間として、平成 ２
年（１９９０）１１月 １ 日に基本計画が決定され、平成 ４ 年度（１９９２）には事業化が決定した。平成 ９ 年（１９９７）
２ 月２５日には整備計画が決定となり、平成 ９ 年度から建設省中部地方建設局飯田国道工事事務所（現国土
交通省中部地方整備局飯田国道事務所（以下「飯田国道」という）が用地取得を開始した。その後、平成
１６年度（２００４）に（仮称）飯田東 ＩＣ ～（仮称）喬木 ＩＣ（喬木村氏乗）間が小川路峠道路から編入され、
飯喬道路の延長は２２．１km となった。

２　埋蔵文化財の保護協議と長野県教育委員会による分布調査
飯喬道路建設事業用地にかかる埋蔵文化財の保護については、飯田国道と長野県教育委員会（以下「県

教委」という）が平成 ５ 年（１９９３）から ６ 年（１９９４）にかけて協議を重ねた。その結果、保護措置は記録
保存とすること、そのための発掘調査は、飯田国道が財団法人長野県埋蔵文化財センター（現一般財団法
人長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター。以下「埋文センター」という）に委託して実施する
ことが確認された。

飯田国道による飯喬道路建設の工区は、飯田山本 ＩＣ ～天龍峡 ＩＣ までが１工区、天龍峡 ＩＣ ～（仮称）
飯田東 ＩＣ までが ２ 工区、（仮称）飯田東 ＩＣ から（仮称）喬木 ＩＣ までが ３ 工区である。本書で報告する鬼

釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡の ３ 遺跡（第１図）が含まれる ２ 工区の埋蔵文化財保護協議は、平成１５年
（２００３）１２月１５日、飯田国道、県教委、飯田市教育委員会（以下「市教委」という）及び埋文センターの
四者により行われた。これ以降、平成２１年度まで調査開始に伴う事前の保護協議が行われた。

県教委は、平成 ６ 年（１９９４）７月２１日の協議結果を受けて、飯喬道路事業用地内の遺跡を確認するため、
同年１１月１４日に、市教委の協力を得て、飯田山本 ＩＣ から（仮称）飯田東 ＩＣ 間について現地踏査を中心と
した詳細分布調査を実施した。その結果、竜東（天竜川左岸、以下「竜東」という）では ７ 遺跡が調査対
象とされた。

３　発掘届と発掘の指示
　文化財保護法に基づく届け出等の手続きは第 １ 表のとおりである。

４　埋文センターによる発掘調査と受委託契約
埋文センターによる飯喬道路事業地内の発掘調査の実施については、平成 ９ 年度（１９９７）から実現化へ

の動きが強まり、飯田国道、県教委、埋文センターが実施に向けての調整協議を続けた。

第１節　発掘調査に至る経緯
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飯喬道路事業用地内の発掘調査は、平成11年（1９９９）、飯田市川路地区の川路大明神原遺跡に始まり、
次年度は飯田市山本地区諸遺跡の調査が開始された。

本報告書に関わる受委託契約は第 ２ 表のとおりである。

飯田市

神之峯城跡
風張遺跡

鬼釜遺跡

第 1 図　飯喬道路と発掘調査遺跡の位置

（1:50,000） 2km0

第 1 図　飯喬道路と発掘調査遺跡の位置
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第１表　文化財保護法の手続き

鬼釜遺跡
土木工事通知（法９４条 ） 県教委勧告 （法９４条 ） 発掘届 （法９２条 ） 県教委指示 （法９２条 ） 埋蔵物発見届 文化財認定

文書番号 ・日付 文書番号 ・日付 文書番号 ・日付 文書番号 ・日付 文書番号 ・日付 文書番号 ・日付

国部整飯調設第２０７号

（Ｈ２０．３．３）

１９教文第１８－２５９号

（Ｈ２０．３．２５）

２１長埋第１－２号

（Ｈ２１．７．１５）

２１教文第６－５号

（Ｈ２１．８．１０）

２１長埋第２－１５号

（Ｈ２２．１．２２）

２１教文第２０－１２３号

（Ｈ２２．２．１）

国部整飯調設第２０７号

（Ｈ２０．３．３）

１９教文第１８－２５９号

（Ｈ２０．３．２５）

２２長埋第１－１３号

（Ｈ２３．３．１）

２３教文第６－１号

（Ｈ２３．４．８）

２３長埋第４－１４号

（Ｈ２３．１２．２１）

２３教文第２０－１２５号

（Ｈ２４．１．６）

風張遺跡
国部整飯調設第２０７号

（Ｈ２０．３．３）

1９教文第１８－２５９号

（Ｈ２０．３．２５）

２３長埋第３－１０号

（Ｈ２３．７．１２）

２３教文第６－４号

（Ｈ２３．８．２）

２３長埋第４－１５号

（Ｈ２３．１２．２１）

２３教文第２０－１２４号

（Ｈ２４．１．６）

国部整飯調設第２０７号

（Ｈ２０．３．３）

1９教文第１８－２５９号

（Ｈ２０．３．２５）

２３長理第３－１５号

（Ｈ２４．３．２）

２３長埋第６－２０号

（Ｈ２４．３．１９）

２４長埋第２－２号

（Ｈ２４．８．２０）

２４教文第２０－３９号

（Ｈ２４．８．２７）

神之峯城跡					   
国部整飯調設第２０７号

（Ｈ２０．３．３）

１９教文第１８－２５９号

（Ｈ２０．３．２５）

２４長埋第１－２号

（Ｈ２４．６．１）

２４教文第６－４号

（Ｈ２４．６．１２）

２４長埋第２－１１号

（Ｈ２４．１２．２０）

２４教文第２０－８８号

（Ｈ２５．１．７）

国部整飯調設第２０７号

（Ｈ２０．３．３）

１９教文第１８－２５９号

（Ｈ２０．３．２５）

２４長埋第１－９号

（Ｈ２５．２．１）

２４教文第６－１６号

（Ｈ２５．３．７）

２５長埋第２－９号

（Ｈ２５．１２．１７）

２５教文第２０－９５号

（Ｈ２６．１．１６）

第2表　受委託契約一覧
年度 契約期間 契約額 （円 ） 作業内容 発掘遺跡 整理遺跡

平成２１ ４月１日～３月３１日 ６５，７３８，０７０ 発掘作業、 基礎整理作業 鬼釜遺跡 　

平成２３ ４月１日～３月３１日 ９０，１９０，０００ 発掘作業、 基礎整理作業
鬼釜遺跡

風張遺跡

平成２４ ４月１日～３月３１日 １０６，４１７，０００ 発掘作業、 基礎整理作業
風張遺跡

神之峯城跡

平成２５ ４月１日～３月３１日 １２６，８１９，０００ 発掘作業、 基礎整理作業 神之峯城跡 　

平成２６ ４月１日～３月３１日 ９，４７１，８００ 本格整理作業

鬼釜遺跡

風張遺跡

神之峯城跡

平成２７ ４月１日～３月３１日 ３３，２９４，６１０ 本格整理作業、 報告書刊行 　

鬼釜遺跡

風張遺跡

神之峯城跡

※平成22年度は、井戸端遺跡、下村遺跡（鶯ヶ城跡）、芦ノ口遺跡と並行して鬼釜遺跡の本格整理を実施。

調査対象面積は鬼釜遺跡３５，３００㎡、風張遺跡１５，３００㎡、神之峯城跡２９，２４３㎡である。
なお、飯田国道、県教委、埋文センターの三者は発掘調査についての覚書（「三遠南信自動車道建設事

業に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する覚書」）を年度ごとに締結した上で契約を行った。
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第 ２ 節　発掘調査・整理作業の体制と方法

１　体制
調査・整理体制は第 ３ 表のとおりである。

２　発掘調査における記録の方法
調査は県教委の「記録保存を目的とする発掘調査の標準および積算基準」と、埋文センター作成の「遺

跡調査の方針と手順」に則って実施している。

（１）遺跡の名称と遺跡記号
遺跡名称と遺跡記号は、鬼釜（ＯｎｉＧａｍａ）遺跡が ＩＯＧ、風張（ＫａｚａＨａｒｉ）遺跡が ＩＫＨ、神之峯（Ｋａｎｎｏ

Ｍｉｎｅ）城跡が ＩＫＭ である。
遺跡記号の １ 文字目の「 Ｉ 」は長野県内を ９ 地区に分割した場合の飯田地区を示し、 ２ 文字目、 ３ 文字

目は遺跡名のローマ字表記の一部から採ったものである。

第３表　調査・整理体制一覧
平成21 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27

所長 仁科松男 窪田久雄 窪田久雄 窪田久雄 会津敏男 会津敏男

副所長兼管理部長 阿部精一 阿部精一 会津敏男 会津敏男 多城　哲 多城　哲

管理部部長補佐 佐藤国昭 佐藤国昭

管理課長 窪田秀樹 窪田秀樹 村山清治 村山清治 山本希一

管理課長補佐 山本希一 望月英夫

管理係長 窪田秀樹 西澤宏明

調査部長 平林　彰 大竹憲昭 大竹憲昭 大竹憲昭 大竹憲昭 平林　彰

担当課長 上田典男 上田典男 上田典男 上田典男 西山克己 岡村秀雄

担当調査研究員 
　（ 対象遺跡 ）

河西克造 
曵地隆元
（ 鬼釜 ）

河西克造 
三木雅博 
古賀弘一 

（ 鬼釜、 風張 ） 

河西克造 
三木雅博 
古賀弘一 

（ 風張、 神之峯 ） 
市川隆之 

（ 神之峯 ）

河西克造 
市川隆之 
三木雅博 
古賀弘一 
大澤泰智 
宮村誠二 

（ 神之峯 ）

河西克造 
水澤教子 

（ 鬼釜、 風張、  
神之峯 ）

河西克造 
水澤教子 

（ 鬼釜、 風張、  
神之峯 ）

平成 21、 23 ～ 25 年度発掘作業員 
市瀬勝人、 伊藤和恵、 岩間健治、 今牧千春、 内山和一、 大西千草、 小木曽欣三、 尾曽初枝、 片桐正良、 木下由紀子、 熊谷晃、 小嶋啓亮、 後藤實、
小林安敏、 沢柳隆治、 清水恒子、 竹村訓一、 竹村サダエ、 竹村満利、 遠山武幸、 遠山佳宏、 中野麻里子、 中野充夫、 長沼史子、 長沼善朗、 西野英利、
平沢一光、 野田充夫、 牧ノ内昭吉、 松枝克子、 松枝義雄、 松沢キヌ子、 簑島正三、 宮沢吉博、 宮下典彦、 森本和宏

平成21、 23～27年度　整理作業員 
岡村美喜子、 小嶺幸則、 中島裕子、 永澤千春、 増田千加代、 三沢真由美、 宮下正治 （ 基礎整理作業 ） 
石田多美子、 市川ちず子、 窪田順、 窪田翔、 塩野入奈菜美、 清水栄子、 下倉武、 相馬麻織、 塚田春美、 鳥羽仁美、 西村はるみ、 藤井裕子、
藤丸薫、 松本眞行、 待井聖、 柳原澄子、 山本和美、 涌井智明、 渡辺恵美子 （ 本格整理作業 ）
※平成22年度は、井戸端遺跡、下村遺跡（鶯ヶ城跡）、芦ノ口遺跡と並行して鬼釜遺跡の本格整理を実施。

（２）調査区（グリッド）の設定と略号（第 ２～ ４図）
国土地理院の平面直角座標系の原点（長野県はⅧ系、Ｘ＝０．０００、Ｙ＝０．０００）を基点に２００の倍数を選

んで測量基準点を設け、調査対象地の全体をカバーするように調査グリッドを設定した。
大々地区は、２００×２００ｍ の区画で、グリッド名は北西から南東へⅠ・Ⅱ・Ⅲ・・・のローマ数字で表記。
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第 ２ 図　鬼釜遺跡　測量基準線設定図
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大地区は、大々地区内を４０×４０m の２５区画に分割し、北西から南東へＡ～Ｙのアルファベットで表記。
中地区は、大地区内を ₈ × ₈ m の２５区画に分割し、北西から南東へ 1 ～２５のアラビア数字で表記。
小地区は、中地区内を ２ × ２ m の1６区画に分割し、北西から南東に 1 ～1６のアラビア数字で表記。
調査ではこの中地区を遺構測量の基準・単位とした。座標値は日本測地系である。

（３）遺構名称と遺跡記号
埋文センターでは、検出した遺構について記録と遺物の注記等の便宜を図るために遺構記号を用いてい

る。本書で用いた遺構記号は以下のとおりである。
SB：竪穴建物跡、竪穴状遺構　　ST：掘立柱建物跡、礎石を使用した建物跡　　SＫ：土坑　
SD：溝跡　　SＭ：古墳　　SQ：土器集中　　SA：柵列　　SF：焼土跡　　SＨ：集石　

（４）測量と写真撮影
遺構の測量は簡易遣り方測量及び遺構実測支援システムにより、調査研究員及びその指導のもとに発掘

作業員が行った。加えて業者委託による単点測量を併用した。縮尺は、個別遺構図と土層図が 1 ：２０、遺

第 ３ 図　風張遺跡　測量基準線設定図

第 3 図　風張遺跡　測量基準線設定図
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物分布図などは必要に応じて １ ：１０とした。調査範囲、トレンチ掘削地点及び土層断面記録地点は、全体
図や地形図とともに業者委託の単点測量で作成した。
　発掘中の遺構等の撮影は、 ６ × ７ 判カメラ、３５ｍｍ 一眼レフカメラ、デジタル一眼レフカメラを併用し
て撮影した。フィルムカメラでは、モノクロフィルム（ネオパン１００）とカラーリバーサル（フジクロー
ム１００F）を用いて調査研究員が撮影した。現像と焼き付けは業者委託とした。調査区全体の空中写真は
業者委託のラジコンヘリコプターを用いて撮影した。

（５）遺跡の公開
発掘作業中、各種団体の視察や見学会を実施するとともに、地域住民を対象にした現地説明会を開催し

た。また、調査成果は埋文センター速報展等で公開し、公開講座等で報告した。

３ 　整理作業の経過
（１）基礎整理作業

発掘作業年度に、記録類や出土遺物の基礎整理作業として各種記録類の内容確認や修正を行い、台帳及
び遺跡・遺構の調査所見を作成した。写真類は撮影内容等の点検、台帳作成の後、アルバムに収納した。
出土遺物は洗浄・注記を行い、種類別に仮収納した。

第 4 図　神之峯城跡　測量基準線設定図

第 4 図　神之峯城跡　基準線設定図
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（２）本格整理作業
報告書の刊行に向けた整理作業を平成２２・２６・２７年度に実施した。

　遺構については、基礎整理で作成した台帳をもとに属性表を作成するとともに、個別に内容を検討し
て報告書掲載遺構を確定した。掲載遺構は、パソコンを用いたデジタルトレース（使用ソフトは Adobe 
Illustrator）をして、個別遺構図や遺物出土状況図などを作成した。遺構全体図や基本土層図等も同様で
ある。なお、遺構全体図や測量基準線設定図、調査範囲図等は、委託業者が作成した図面を報告書掲載用
に加筆・修正して用いた。遺構写真等については、報告書掲載写真を選択した後に仮図版組みを行った。

遺物のうち土器や陶磁器は全体像を把握した後に遺構単位に観察し、遺構の時期や性格を裏付けるため
に必要か否か、遺存率が高く図化できるかなどの観点で報告書に掲載する遺物とそれ以外に選別した。た
だ、個数や重量は一部の非掲載遺物を含めて計測した。掲載遺物については、接合、復元、補強ののち通
し番号（管理番号）を付け、遺物管理台帳を作成した。また、石器や金属器は観察後、遺存度が良好でか
つ器種が判別可能なものを抽出して、図化した。実測図は １ ／ １ 縮尺で作成している。

なお、遺構記号及び番号は、基本的に発掘作業時に認定したものを踏襲しているが、整理作業の過程で
遺構として認定できないと判断したものや、新たに遺構記号・番号を付けたものもある。

新たに付けた遺構番号や遺構番号を変更したものには、1001番以降の番号を付けた。また、新旧遺構番
号がわかるように、掲載した個別遺構図には「ST01 P1（SK０１）」と新旧遺構名を併記し、遺構番号対比表
を DVD に収録した。

（３）報告書の作成
編集作業は平成２７年度から着手した。遺構図・遺物図・挿図・挿表など報告書に掲載する各種の図・写

真仮図版と原稿が出来上がった段階で業者へ委託して行った。遺物写真撮影は業者委託で行った。

（４）埋蔵文化財包蔵地の変更への対応
鬼釜遺跡や風張遺跡、神之峯城跡の範囲は、整理作業中の平成２７年 ３ 月に市教委により変更された。神

之峯城跡は「神之峰城城跡」と「神之峰北中腹遺跡」に分けられたが、本報告では調査開始時点の遺跡名
と範囲を踏襲している。

平成27年度　本格整理での記念写真
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第１節　遺跡の位置と遺跡周辺の地理的環境

神之峯城跡は、権現山・二本松山付近を水源とする玉川左岸の独立丘陵に立地する。風張遺跡は神之峯
城跡の北東側、細田川を挟んだ対岸にある台地に所在する。この台地は尾根状を呈し、南東から北西方向
に穏やかに傾斜する。この丘陵の北西側に鬼釜遺跡が立地する段丘が広がっている。（第１図）
各遺跡が所在する飯田市上久堅地区は尾根と谷が入り組む山間地で、天竜川から伊那山地の中間地点に

位置し、天竜川に向かって下がる階段状の段丘の上にある。 ３遺跡は隣接した位置関係で、天竜峡の東
側、現在の飯田市街地（飯田城跡周辺）から約 ９ km南東方向にある。飯田市は長野県の南部に位置し、
市の中央には天竜川が縦断して、南部が風光明媚な名勝天竜峡となる。
長野県のほぼ中央には諏訪湖がある。天龍川はこの諏訪湖に源を発し、長野県南部を貫いて流れ、静岡

県を経由して太平洋に注ぐ。この天竜川は木曽山脈と伊那山地に挟まれた盆地に流れ、この地域を伊那谷
（伊那盆地）と言う。伊那谷は、上伊那郡辰野町から飯島町までが上伊那地域、それ以南が下伊那地域と
呼ばれる。飯田市を含む下伊那地域は、伊那谷南半分の広い地域で、竜東（天竜川左岸、以下竜東）と竜

西（天竜川右岸、以下竜西）ともに、扇状地と扇状地を開析した中小河川が形成した複雑な地形がみられ
る。竜東には竜東段丘と呼ばれる段丘地形が分布し、段丘より山地側は丘陵地帯となる。天竜川両岸には
河岸段丘が発達し、その背後に山地が連なる。天竜川の西側が木曽山脈、東側が伊那山地と呼ばれる。
伊那谷の地質は花崗岩（第５図）や変成岩などから成り立つ領家帯に属している。伊那谷の中央には糸

魚川－静岡構造線が走り、構造線から東側が千枚岩や結晶片岩から成る三波川帯と中生層や古生層から成
る秩父帯、四万十帯から成っている。

飯田市上久堅地区遠景

第１節　遺跡の位置と遺跡周辺の地理的環境
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第 5 図　地質図
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第 ２節　遺跡周辺の歴史的環境

鬼釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡の発掘調査では、縄文時代～古墳時代、平安時代と平安時代以降、中
世の遺構と遺物を発見した。本節では、上記 ３遺跡が所在する竜東の遺跡の分布状況を中心に概観する。
第 ６図 １が鬼釜遺跡、 ２が風張遺跡、 ３が神之峯城跡である。
なお、平成２７年度、市教委によって埋蔵文化財包蔵地地図が改訂された。その結果、神之峯城跡は、城

郭遺構が明瞭に残る山頂部とそこから北側に派生する尾根を含む範囲が「神之峰城城跡」、北西側の中腹
は「神之峰北中腹遺跡」となった（市教委２０１５）。調査対象地の １区と ３区が「神之峯北中腹遺跡」、 ２区
は両遺跡にまたがっている。本報告では、発掘作業開始時点の遺跡名「神之峯城跡」を使用して記述する。

１　旧石器時代
飯田市域における旧石器時代遺跡の分布は大半が竜西にあり、竜東では確認されていない。

２　縄文時代
草創期は下久堅地区の大原遺跡（図外）から出土した有舌尖頭器のみで、様相は不明である。
早期は上久堅地区の北田遺跡（8）があり、竪穴建物跡 １軒と小竪穴 １基が確認された。竪穴建物跡か

らは立野式の押型文土器と横刃形石器、石鏃、剥片石器などが出土した。
前期は、龍江地区の龍江大平遺跡（１０2）で中葉の竪穴建物跡 ２軒と土坑 ４基が確認されている。龍江
大平遺跡は天竜川を臨む河岸段丘上に立地する遺跡である。また、龍江大平遺跡より一段低い天竜川氾濫
原に立地する龍江田中下遺跡（７０）で集石炉や遺物包含層、上久堅地区の北田遺跡では土坑が １基確認さ
れている。龍江大平遺跡が立地する段丘上と田中下遺跡が立地する氾濫原には集落が展開している可能性
が高い。
中期は遺跡数が爆発的に増大する。現在までに、第 ６図の遺跡ほぼ全てが当該期の遺跡として登録され

ている。これらの遺跡は、天竜川両岸の河岸段丘上（低位段丘面）と天竜川の氾濫原を中心に分布するが、
遺跡は天竜川よりやや離れた段丘上（中位段丘面、高位段丘面）にまで拡大している。また、天竜川より
奥まった場所である上久堅地区に分布する遺跡は、大半が河川の浸食で形成された尾根状（段丘状）地形
や扇状地に立地し、その全てから当該期の資料が得られている。
発掘資料としては、龍江城遺跡（６6）から中期後半の遺物、細新遺跡（８6）から中期の遺物が確認され

ている程度で、竜東では資料がほとんど得られていない。その一方で、天竜川からかなり奥まった上久堅
地区に立地する北田遺跡では、竪穴建物跡が５０軒確認され、その大半が中期後半に属する。また、中期初
頭の土坑１２基が発見され、いずれの土坑にも土器を埋納し、なかには土偶や横刃形石器、黒曜石製の剥片
を伴う土坑もある。北田遺跡の調査事例からすると、竜東においては複数の竪穴建物跡で構成される集落
跡が中期後半に形成されている。
後期・晩期に属する遺跡は確認されておらず、龍江城遺跡からは後期～晩期後葉の遺物、細新遺跡から

は後期の遺物が確認されているに過ぎない。

３　弥生時代
前期は竜東で当該期の遺跡が確認されていない。
中期は竜東では当該期の遺跡や当該期の発掘資料は確認されていない。
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後期は遺跡が増大する。遺跡の分布は大きくふたつに分かれて分布する傾向を示す。第一は、天竜川氾
濫原と天竜川を臨む河岸段丘上（低位段丘）に分布する遺跡である。特に龍江地区と下久堅地区で遺跡が
集中する。天竜川対岸の川路地区と竜丘地区でも遺跡が密集していることから、当該期の遺跡は天竜川沿
いの低地に進出したものと推定される。第二は天竜川より奥まった上久堅地区である。発掘資料では、天
竜川氾濫原に立地する田中下遺跡で集落と方形周溝墓、細新遺跡で竪穴建物跡 ３軒、上久堅地区に所在す
る北田遺跡で竪穴建物跡が ５軒確認されている。

４　古墳時代　
古墳時代の遺跡は、弥生時代後期とほぼ同様な分布状態を示しており、天竜川沿いの低地を中心に展開

している。前期の遺跡は、竜東では龍江大平遺跡（１０2）、鬼釜遺跡（１）、竜丘地区では蒜田遺跡（４8）、
小池遺跡（４6）、地家子遺跡（４4）に過ぎず、遺跡数は少ない。
後期になると遺跡数は飛躍的に増大する。竜丘地区の開善寺境内遺跡（６0）と川路地区の留々女遺跡（７
8）から集落がみつかっていることから、低地への進出・定着が顕著になることがうかがえる。一方上久
堅地区では、弥生後期の集落が確認された遺跡で当該期の遺構・遺物が確認されていることから、弥生後
期に集落が形成された場所が当該期でも利用されていることがうかがえる。発掘資料では、天竜川氾濫原
の細新遺跡で竪穴建物跡６９軒、竜東の河岸段丘（低位段丘）に立地する下村遺跡（１０6）から後期（ ６世紀）
の竪穴建物跡 １軒、龍江大平遺跡から中期（ ５世紀）の竪穴建物跡 ２軒と古墳時代の掘立柱建物跡 １棟が
確認されている。また、上久堅地区の北田遺跡では、後期の竪穴建物跡が１７軒、掘立柱建物跡が２４棟確認
されており、竪穴建物跡と掘立柱建物跡とで構成された集落の様相をうかがうことができる。竜東におけ
る当該期の集落様相が把握された貴重な資料となる。北田遺跡の古墳時代集落は、６世紀後半～７世紀初
頭（岡田ほか１９９２）に比定されるもので、鬼釜古墳の追葬と同じ時期である。鬼釜古墳と北田遺跡は近接
することから、北田遺跡の集落構成員と鬼釜古墳の追葬者との関連性がうかがえる。
竜東では、後期古墳が分布する。古墳は天竜川を臨む河岸段丘（低地段丘）から上久堅地区まで散在的

に分布するが、消滅した古墳も多い。龍江地区で現存する古墳は、ハンバ古墳、石原古墳、羽入古墳の ３
基に過ぎず、消滅した古墳のなかには芦ノ口遺跡のなかに存在した芦ノ口古墳と中原古墳がある。発掘資
料では、鬼釜古墳の北西方向にある塚穴 １号・ ２号古墳などがある。
今回、鬼釜古墳では ６世紀の馬の埋葬土坑が発見された。従来、馬の埋葬例は下伊那地域では３０例（飯

田市内２８例、高森町 ２例）確認されている（市教委２００７）。遺構の時期は、飯田市内３０例は ５世紀、高森
町 ２例は７世紀である（小林ほか２００７）。新井原・高岡古墳群 ４号土坑に代表される飯田市内２８例は、全て
竜西から発見されている。今回、竜東に馬の埋葬土坑を伴う ６世紀の古墳が存在することが判明した。こ
れは、飯田市を含む下伊那の古墳文化を考える上で重要な資料となる。

５　奈良 ・平安時代
竜東では、奈良時代の遺跡は確認されていない。第 ６図の遺跡のなかでは、天竜川対岸の竜丘地区の開

善寺境内遺跡（60）から遺物が確認されているに過ぎず、当該期における遺構・遺物の様相は不明である。
平安時代になると、天竜川氾濫原に立地する龍江城遺跡（６6）、下久堅地区の坂下遺跡（２2）、馬出し遺
跡（２0）、内御堂遺跡（図外）、小林宮の前遺跡（２4）、向新道地遺跡（19）で遺物が確認されている。また、
龍江地区の細新遺跡（８６）では竪穴建物跡２１軒と掘立柱建物跡 ５棟が確認されている。遺構・遺物が少な
く、当該期の様相は不明な点が多い。しかし、これら遺物が確認された遺跡の立地と、細新遺跡で確認さ
れた遺構からすると、当該期は天竜川の氾濫原や河岸段丘（低位段丘）に集落が展開していたものと推定
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される。

６　中　世
竜東に分布する中世の遺跡は、天竜川を臨む河岸段丘（下久堅地区、龍江地区、千代地区）と、天竜川

より奥まった山間地（上久堅地区）とに分布する。今回の飯喬道路建設に伴う調査以前、発掘調査で確認
された遺構としては、北田遺跡の掘立柱建物跡と龍江大平遺跡の集石墓に過ぎず、ほかは遺物が確認され
ているに過ぎない状況であった。井戸端遺跡（108）の掘立柱建物跡・土坑等は、当該期の考古学的な様
相を捉える上で貴重な資料となる。
下伊那には天文年間に武田信玄が侵攻する。武田氏侵攻以前の下伊那は、竜西を小笠原氏、竜東を知久

氏が支配した。天竜川が小笠原氏と知久氏の支配境界線を意味していた。
市村咸人氏の先行研究（市村１９７０）から、知久氏の動向を概観する。
知久氏の第 １代は知久信貞で、上伊那郡蕗原庄に居住した。しかし、承久 ３年（１２２１）５ 月の承久の乱
の軍功によって、同氏は下伊那郡伴野庄へ移ったとされている。この知久氏は知久郷（上久堅・下久堅）
を本拠とするが、知久氏の支配領域は、応仁～文明年間（１４６７～１４８６年）に竜東の河野郷・伴野郷・阿嶋郷・
小川郷・伊久郷・知久郷・今田郷・南山郷のほかに、竜西の飯沼郷・黒田・南條・座光寺（上野）まで及
んでいたとされている。知久氏第 １代信貞もしくは第 ２代敦幸が文永寺を創建している。天文 ２年（１５３３）
５ 月には、この文永寺に京都醍醐寺理性院の厳助僧正が滞留し、結縁灌頂を執行している。同年 ６月、厳
助僧正は文永寺から知久頼元のいる神之峯城に足を運び、輿に乗って登城している（「信州下向記」信濃
史料刊行会１９７4）。文永寺と神之峯城、さらに街道の位置からすると、厳助僧正一行は下久堅から上久堅
に向かう近世の「秋葉みち」を通って神之峯城へ向かったと推定される。知久頼元は文永寺と神之峯城で
連歌会を行うなど、厳助僧正の接待をしている。なお、「信州下向記」には、「神峯」の記載が多々認めら
れる。
知久郷に含まれる上久堅地区には、知久氏が本城とした神之峯城跡（３）がある。神之峯城跡の北方に

ある北田遺跡では、長辺 ６間（１４．８ｍ）、短辺 ３間（６．０ｍ）を測る掘立柱建物跡が確認されている。
竜東における城郭分布は、神之峯城跡のほかに下久堅地区の知久平城城跡（２1）、龍江地区の兎城城跡（６
1）、上久堅地区の小野子城城跡（１5）、千代地区の鶯ケ城城跡（１０７）がある。神之峯城跡と小笠原領域と
の境界である天竜川との間（下久堅地区、龍江地区、千代地区）は、城郭分布が散漫である。また、神之
峯城周辺に砦跡や狼煙台跡が確認されないことから、知久氏は神之峯城跡を中核としたネットワークを形
成していない可能性が高いと推測される。従来、知久領に分布する城郭調査・研究が進んでいなかったた
め、今回の発掘調査を機会に、今後、高梨氏、井上氏、村上氏、諏訪氏など信濃各地を支配した国人領主
の本拠の城郭様相と比較して明らかにする必要がある。なお、城郭の発掘調査は、知久平城城跡と鶯ケ城
城跡で行われている。知久平城城跡の調査では、土塁・堀・土橋が確認され、掘立柱建物跡と推定される
柱穴列と配石列がみつかっている。鶯ケ城城跡は、地元（飯田市千代地区）に神之峯城の出城との伝承が
残る遺跡である。遺跡が立地する尾根のほぼ全域が調査され、１５世紀後半～１６世紀後半の平場、切岸、堀
切、城内道などの城郭遺構と、その下層から中世の墓坑がみつかっている。

７　近　世 （織豊期以降の竜東 ）
天正１０年（１５８２）２ 月、甲斐武田氏討伐のため織田信忠が信濃（伊那郡）と甲斐に侵入する。上久堅地
区の興禅寺には、織田信忠が同寺に与えた禁制が残っている（「興禅寺文書」信濃史料刊行会１９６９）。同年
３月、甲斐武田氏滅亡後の甲斐と信濃は織田氏の支配領域となる。甲斐と信濃は織田氏家臣が分割して
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支配（分割統治）し、伊那郡に毛利秀頼が入部して飯田城を本拠として同郡を支配した。近年、平山優氏
は、同年 ５月に諏訪大社上社権祝矢嶋氏に宛てた矢嶋弁瓢書状（「矢嶋文書」信濃史料刊行会１９６９）から、
武田氏滅亡直後に知久頼氏が知久領に復帰したことと、知久頼氏の復帰を支援したのは織田氏と指摘した
（平山２０１１）。同年 ６月、本能寺の変で織田氏の分割支配は崩れて、信濃は越後の上杉景勝、三河の徳川家
康、相模の北条氏直の争奪を繰り広げる場となった。知久頼氏は同年 ７月に家康から知久郷を安堵されて
いる（「知久文書」信濃史料刊行会１９６９）。支配領域は、竜東と飯沼、黒田、座光寺にまで及んだ。
上久堅地区には、江戸時代に盛んとなった秋葉山（静岡県）への参詣の道（国道２５６号線）が通っている。

秋葉信仰は火防の信仰（庶民信仰）として、全国的に広まったという。この秋葉山への参詣道は江戸時代
中期には「秋葉みち」、近代になって「秋葉街道」と呼ばれるようになった。その道のひとつが飯田の八
幡宿から上久堅、小川路峠を越えて、和田宿（南信濃村）、遠州（静岡県）へとつながる道で、物資の移動、
人の往来のある、重要な道となっている。中世以前のこのルートについては、上述した「信州下向記」の
記述から、少なくとも飯田市下久堅地区（天竜川を臨む低位段丘）から神之峯城のある上久堅地区までは
通じていたと考えられる。ただし、静岡県側へ繋がる道があったかは不明である。

神之峯城跡　主郭部から竜西を臨む
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第 ４表　遺跡地名表

　
飯田市
遺跡
番号

遺跡名 地区 ふりがな
旧
石
器
縄
文
弥
生
古
墳
奈
良
平
安
中
世
近
世 種別 備考

１ ４６５ 鬼釜遺跡 上久堅 おにがまいせき 　 ◎ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ 　 集落跡 今回、 発掘調査実施
２ ４６６ 風張遺跡 上久堅 かざはりいせき 　 ○ 　 ○ 　 　 ◎ ◎ 集落跡 今回、 発掘調査実施
３ 上久２５ 神之峯城跡 上久堅 かんのみねじょうせき 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 今回、 発掘調査実施
４ １０６０ 鬼釜古墳 上久堅 おにがまこふん 　 　 　 ◎ 　 　 　 　 古墳 今回、 発掘調査実施
５ １０５８ 塚穴１号古墳 上久堅 つかあな１ごうこふん 　 　 　 ◎ 　 　 　 　 古墳 　
６ １０５９ 塚穴２号古墳 上久堅 つかあな２ごうこふん 　 　 　 ◎ 　 　 　 　 古墳 　
７ ４６１ 原の平遺跡 上久堅 はらのたいらいせき 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ ○ 散布地 　
８ ４６２ 北田遺跡 上久堅 きただいせき 　 ◎ ◎ ◎ 　 　 ◎ 　 集落跡 一部発掘調査済
９ ４６３ 明賀塚遺跡 上久堅 みょうがつかいせき 　 　 　 　 　 　 ○ 　 散布地 　
１０ ４６４ 中宮原遺跡 上久堅 なかみやはらいせき 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 散布地 　
１１ １１５０ 龍源寺跡 上久堅 りゅうげんじあと 　 　 　 　 　 　 ● ● 寺院跡 　
１２ ４７３ 堂平遺跡 上久堅 どうだいらいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１３ ４７１ 北ノ入遺跡 上久堅 きたのいりいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１４ ４７２ 惣三坂遺跡 上久堅 そうさんざかいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１５ １１０９ 小野子城城跡 上久堅 おのごじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 　
１６ ４７５ 小野子上遺跡 上久堅 おのごうえいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１７ ４７６ 落倉遺跡 上久堅 おとしぐらいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１８ ４７７ 蛇沢遺跡 上久堅 へびさわいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１９ ４５２ 向新道地遺跡 下久堅 むかいしんどうちいせき 　 　 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　
２０ ４４９ 馬出し遺跡 下久堅 うまだしいせき 　 ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 散布地 　
２１ １１０７ 知久平城城跡 下久堅 ちくだいらじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 一部発掘調査済
２２ ４５０ 坂下遺跡 下久堅 さかしたいせき 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 散布地 　
２３ ４５４ 小林堀端遺跡 下久堅 こばやしほりばたいせき 　 ○ 　 　 　 　 ○ ○ 散布地 　
２４ ４５３ 小林宮の前遺跡 下久堅 こばやしみやのまえいせき 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 散布地 　
２５ ４５８ 下久堅南原遺跡 下久堅 しもひさかたみなみばらいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
２６ ４５５ 五輪原遺跡 下久堅 ごりんばらいせき 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ ○ 散布地 　
２７ ４５７ 和平遺跡 下久堅 わだいらいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 散布地 　
２８ １１０６ 小林城城跡 下久堅 こばやしじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 　
２９ ４６０ 南原中平遺跡 下久堅 みなみばらなかだいらいせき 　 ○ 　 　 　 　 ○ ○ 散布地 　
３０ ４５６ 小松原遺跡 下久堅 こまつばらいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　
３１ ４５９ 下の平遺跡 下久堅 しものたいらいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 散布地 遺跡内に下の平古墳あり。
３２ ４８０ 龍江狐塚遺跡 龍江 たつえきつねつかいせき 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
３３ ２０７ 城陸遺跡 竜丘 じょうろくいせき 　 ◎ ○ ○ 　 ◎ ○ ○ 集落跡 遺跡内に丸塚古墳

３４ ２０６ 大島遺跡 竜丘 おおしまいせき 　 ○ ○ ○ 　 ◎ ◎ ○ 集落跡 ・
その他の墓

一部発掘調査済。遺跡内に番匠塚古墳・丸畝町古墳・ヒエ田古
墳あり。

３５ ２０４ 駄科権現堂遺跡 竜丘 だしなごんげんどういせき 　 ◎ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 集落跡
一部発掘調査済。 遺跡内に安宅３号古墳 ・権現堂１・２号古墳 ・井
ゾエ１・２号古墳 ・ツカノコシ古墳 ・神送塚古墳 ・御殿塚古墳あ
り。 　

３６ ２０５ 安宅下遺跡 竜丘 あだかしたいせき 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ 散布地 　

３７ ２２１ 久保尻遺跡 竜丘 くぼじりいせき 　 ◎ 　 ◎ ○ ◎ ◎ ○ 集落跡
一部発掘調査済。 遺跡内に北羽場１・２・３号古墳 ・久保在家１・２号
古墳 ・田中古墳 ・公文所古墳 ・久保尻１・２号古墳 ・久保尻幸神
古墳あり。

３８ ２１９ 内山遺跡 竜丘 うちやまいせき 　 ○ 　 ◎ 　 ◎ ◎ ○ 集落跡 一部発掘調査済
３９ ２１８ 古瀬原遺跡 竜丘 こせばらいせき 　 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 散布地 　

４０ ２２２ 前の原遺跡 竜丘 まえのはらいせき 　 ◎ 　 ◎ 　 ◎ ◎ ○ 集落跡
一部発掘調査済。 遺跡内に中屋１・２号古墳 ・高見古墳 ・前ノ原１
～６号古墳 ・中屋畑古墳 ・庵ノ塚１・２号墳 ・尾畑古墳 ・坊主新田
２号墳あり。

４１ ２２０ 宮下原遺跡 竜丘 みやしたばらいせき 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ ○ 散布地 遺跡内に桐林大塚古墳・桐林丸山古墳・梶垣外古墳・宝下古墳・
兼清塚古墳・念仏塚古墳あり。

４２ ２２３ 駒沢川北遺跡 竜丘 こまざわがわきたいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　

４３ ２０８ 長野原遺跡 竜丘 ながのはらいせき 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 散布地
遺跡内に原古墳 ・中井田西古墳 ・ゲンチャウナギ１・２号墳 ・ 中
井田１・２号墳 ・西羽場古墳 ・福宮１・２号墳 ・西原古墳 ・長野原二
ツ塚１・２号墳 ・猿楽塚古墳 ・藤塚１・２号墳あり。

４４ ２０９ 地家子遺跡 竜丘 じけいしいせき 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 散布地 遺跡内に持田古墳あり。
４５ ２２５ 安城垣外遺跡 竜丘 あんじょうがいといせき 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 散布地 遺跡内に安城垣外古墳あり。

４６ ２２４ 小池遺跡 竜丘 こいけいせき 　 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 集落跡 ・
その他の墓 一部発掘調査済。 遺跡内に塚古墳あり。

４７ ２２９ 駒沢川南遺跡 竜丘 こまざわがわみなみいせき 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ ○ 散布地 　
４８ ２３０ 蒜田遺跡 竜丘 びるたいせき 　 ○ ◎ 　 　 　 　 　 その他の墓 一部発掘調査済。 遺跡内に蒜田古墳あり。

４９ ２３１ 塚原遺跡 竜丘 つかはらいせき 　 ◎ ◎ ◎ 　 ○ ○ ○ 集落跡
遺跡内に塚原２・３・６～９・１１・１２号古墳 ・内山塚古墳 ・鏡塚古墳 ・
鎧塚古墳 ・金山６・８・９号古墳 ・甚兵衛塚古墳 ・塚原黄金塚古墳
あり。

５０ ２２７ 大座遺跡 竜丘 たいざいせき 　 ◎ ○ 　 　 　 ◎ ◎ 集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に大座１・２号古墳あり。
５１ ２２６ 殿垣外遺跡 竜丘 とのがいといせき 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 散布地 遺跡内に殿垣外１～５号古墳あり。
５２ ２２８ 小池下遺跡 竜丘 こいけしたいせき 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ ○ 散布地 　
５３ ２３２ ガンドウ洞遺跡 竜丘 がんどうぼらいせき 　 ○ ◎ ◎ 　 ◎ 　 ○ 集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に塚原１４～１６号古墳あり。
５４ ２３３ 島遺跡 竜丘 しまいせき 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ 散布地 　
５５ ２３４ 金山遺跡 竜丘 かなやまいせき 　 　 ○ ○ 　 　 　 ○ 散布地 遺跡内に金山２・３号古墳・かりん塚古墳・金山二子塚古墳あり。
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凡例  第４表は、市教委2015『飯田市埋蔵文化財包蔵地地図（市内遺跡詳細分布調査報告書）』をもとに作成。
    ◎：遺構確認（市教委２０１５に記載あり）。
   　○：遺物確認（市教委２０１５に記載あり）。
    ●：市教委２０１５に記載されている時期。
    神之峯城跡の遺跡名と遺跡範囲は、市教委１９９８『飯田の遺跡－市内遺跡詳細分布調査報告書－』による。

５６ ２３５ 中原遺跡 竜丘 なかはらいせき 　 　 ◎ 　 　 　 ○ ○ 集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に中原１・２号古墳あり。
５７ ２３６ 中原下遺跡 竜丘 なかはらしたいせき 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 散布地 　

５８ ２３９ 上の坊遺跡 竜丘 かみのぼういせき 　 ◎ ○ ◎ 　 ○ ○ ○ その他の墓 一部発掘調査済。 遺跡内に権現５号墳 ・馬背塚古墳 ・上の坊２号
古墳あり。

５９ ２３８ 西の塚遺跡 竜丘 にしのつかいせき 　 ○ ○ ◎ 　 ○ ○ ○ 集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に権現塚古墳 ・権現２・３号古墳 ・鳥居塚
古墳あり。

６０ ２４１ 開善寺境内遺跡 竜丘 かいぜんじけいだいいせき 　 ◎ ◎ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ 集落跡・
その他の墓

一部発掘調査済。 遺跡内に西２号古墳 ・御猿堂古墳 ・開善寺境
内古墳 ・塚前古墳 ・上川寺新屋敷古墳 ・町並古墳あり。

６１ １１１１ 兎城城跡 龍江 とじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 　
６２ ４７９ 上の城東遺跡 龍江 かみんじょうひがしいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
６３ ４７８ 上の城西遺跡 龍江 かみんじょうにしいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
６４ ４８２ 成田遺跡 龍江 なりたいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
６５ １１１２ 老ノ屋布城城跡 龍江 おいのやぶじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 　
６６ ４８３ 龍江城遺跡 龍江 たつえじょういせき 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ◎ その他の遺跡 一部発掘調査済
６７ ４８６ 定継寺付近遺跡 龍江 じょうけいじふきんいせき 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
６８ ４８５ 御庵遺跡 龍江 ごあんいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
６９ ４８４ 龍江阿高遺跡 龍江 たつえあだかいせき 　 ◎ ○ 　 ○ ○ 　 　 その他の遺跡 一部発掘調査済

７０ ４８８ 龍江田中下遺跡 龍江 たつえたなかしたいせき
　 ◎ ◎ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ 集落跡・

その他の墓 一部発掘調査済

７１ ４０３ 久保田遺跡 川路 くぼたいせき
　 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に閻魔王塚古墳 ・久保田１・２号古墳 ・
坂裾塚古墳 ・岩本塚古墳あり。

７２ ４０２ 今洞遺跡 川路 いまほらいせき 　 ◎ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に今洞１～６号古墳あり。
７３ ４０１ 明殿脇遺跡 川路 みょうどのわき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 遺跡内に明殿脇１～３号古墳あり。
７４ ４００ 琴原遺跡 川路 ほとはらいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 遺跡内に琴原古墳あり。
７５ ４０４ 御射山原遺跡 川路 みさやまばらいせき 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 散布地 　
７６ ４０６ 辻前遺跡 川路 つじまえいせき 　 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ 　 集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に辻垣外１・２号墳 ・辻垣外古墳あり。
７７ ４０５ 防垣外遺跡 川路 ぼうがいといせき 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 散布地 遺跡内に川路丸山古墳あり。
７８ ４０７ 留々女遺跡 川路 どどめいせき 　 ○ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ ○ 集落跡 一部発掘調査済
７９ ４８８ 田中上遺跡 龍江 たなかうえいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
８０ ４８７ 新地遺跡 龍江 しんちいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 散布地 　
８１ １１１３ 龍江城山城城跡 龍江 たつえじょうやまじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 　
８２ ４８１ 谷ヶ原遺跡 龍江 たにがはらいせき 　 　 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　
８３ ４９０ 一本木 Ａ遺跡 龍江 いっぽんぎＡいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 散布地 遺跡内に石原古墳あり。
８４ ４９２ 川狩遺跡 龍江 かわかりいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 ○ 散布地 　
８５ ４９１ 一本木 Ｂ遺跡 龍江 いっぽんぎＢいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　

８６ ４９５ 細新遺跡 龍江 ほそあらいせき
　 　 ◎ ◎ 　 ◎ ◎ ○ 集落跡・

その他の墓 一部発掘調査済

８７ ４９４ 龍江石原遺跡 龍江 たつえいしはらいせき
　 ○ 　 ◎ 　 ○ ◎ 　 集落跡 ・

その他の墓 一部発掘調査済。 遺跡内にハンパ古墳あり。

８８ ４９３ 羽入田遺跡 龍江 はにゅうだいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 散布地 　
８９ ４９６ 更生下遺跡 龍江 こうせいしたいせき 　 　 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　

９０ ４０９ 殿村遺跡 川路 とのむらいせき
　 ○ ◎ ◎ 　 　 　 ◎

集落跡 一部発掘調査済。 遺跡内に殿村１・２号墳 ・大荒神の塚古墳 ・下
井戸古墳あり。

９１ ４１０ 弥宣屋平遺跡 川路 ねぎやだいらいせき 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 散布地 　
９２ ４１３ 川路梶垣外遺跡 川路 かわじかじがいといせき 　 ○ ○ ○ 　 　 　 　 散布地 　
９３ ４１２ 初ノ免遺跡 川路 しょのめんいせき 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 散布地 　
９４ ４１１ 井戸下遺跡 川路 いどしたいせき 　 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 集落跡 一部発掘調査済

９５ ４１５ 月の木遺跡 川路 つきのきいせき
　 ◎ ◎ ◎ 　 　 ◎ ◎ 集落跡 ・

その他の墓 一部発掘調査済。 遺跡内に月の木１～７号墳あり。

９６ ４１４ 藤塚原遺跡 川路 ふじつかはらいせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
９７ ４１６ 川路大野遺跡 川路 かわじおおのいせき 　 ○ ○ ○ 　 　 ◎ 　 散布地 　
９８ ４１７ 川路大畑遺跡 川路 かわじおおばたいせき 　 ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 散布地 　
９９ ４１８ 東原遺跡 川路 ひがしばらいせき 　 ◎ ◎ 　 　 　 ◎ 　 集落跡 一部発掘調査済

１００ ４１９ 川路大明神原遺跡 川路 かわじだいみょうじんばらいせき
　 ◎ ◎ 　 　 　 ○ 　 集落跡 ・

その他の遺跡 一部発掘調査済。 遺跡内に庚申塚古墳あり。

１０１ ５０２ 福沢遺跡 龍江 ふくざわいせき 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ 散布地 　
１０２ ４９７ 龍江大平遺跡 龍江 たつえおおだいらいせき 　 ◎ 　 ◎ 　 　 ◎ 　 集落跡 一部発掘調査済
１０３ ５０３ 宮ノ平遺跡 龍江 みやのたいらいせき 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ 散布地 遺跡内に宮ノ平２号古墳あり。
１０４ ４９９ 芦ノ口遺跡 龍江 あしのくちいせき 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 散布地 一部発掘調査済。 遺跡内に中原古墳 ・芦ノ口古墳あり。
１０５ ４９８ 椚平遺跡 龍江 くぬぎだいらいせき 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　

１０６ ５０４ 下村遺跡 千代 しもむらいせき
　 ○ 　 ◎ 　 　 ◎ ○ 集落跡 ・

その他の墓 一部発掘調査済。 遺跡内に大屋敷古墳あり。

１０７ １１１４ 鶯ヶ城城跡 千代 うぐいすがじょうじょうあと 　 　 　 　 　 　 ● 　 城跡 一部発掘調査済
１０８ ５０５ 井戸端遺跡 千代 いどばたいせき 　 ○ 　 　 　 　 ◎ ◎ 集落跡 一部発掘調査済
１０９ ５０６ 岩垣外遺跡 千代 いわがいといせき 　 ○ 　 　 　 　 　 　 散布地 　
１１０ ５００ 尾林山中遺跡 龍江 おばやしやまなかいせき 　 　 　 　 　 ○ 　 　 散布地 　
１１１ ２４０ 開善寺裏遺跡 竜丘 かいぜんじうらいせき 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ 散布地 　
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山内尚巳ほか１９８４『歴史の道調査報告書Ⅷ－秋葉街道－』長野県教育委員会



- 19 -

第 1 節　遺跡と調査の概要

第 ３章　鬼釜遺跡

第 １節　遺跡と調査の概要

１ 遺跡の概観
（１）遺跡範囲と地形
鬼釜遺跡は天竜川左岸の飯田市上久堅地区に所在する。上久堅地区は尾根と谷が入り組む山間地であ

る。鬼釜遺跡は権現山・二本松山付近を水源とする玉川によって形成された段丘に立地する。調査に着手
した平成２１年度の遺跡範囲（市教委１９９８a）は、北限が玉川で浸食された段丘崖の縁辺、南限が風張遺跡
の立地する台地の裾、西限が玉川の屈曲する地点、東限が鬼釜遺跡の立地する段丘東側の尾根裾で、南北
約２５０ｍ、東西約９００ｍ に及ぶ。

鬼釜遺跡が立地する段丘は、玉川に沿う自然堤防とその背後の低地とに区分される（第 ９図）。自然堤
防は幅約２０ｍで、東西方向に延びる。低地には東から西に向かい流下する複数の流路の存在が調査によっ
て明らかとなった。なお、平成２７年 ３ 月、市教委により飯田市域に分布する遺跡範囲の見直しがなされ、
鬼釜遺跡の範囲は、自然堤防と低地の一部に変更された（第 ７ 図、市教委２０１５）。

（２）過去の調査
調査対象範囲には久堅神社の境内が含まれた。『下伊那史』（下伊那誌編纂会１９５５）によると、「玉川左

岸の同じ台地縁字宮ノ原の久堅神社境内右横手にあった有石室の円墳、明治２５年頃に発掘して数多の遺物
を得た」とある。直刀・管玉・金環・轡・土師器（坩・高坏）・須恵器（坏・𤭯・堤瓶）が出土し、上久
堅小中学校に所蔵されたと記載されている。この古墳は鬼釜古墳と命名され、発掘調査開始時点では、久
堅神社境内にこの鬼釜古墳の石室と伝わる石（天井石等）が祀られていた。

平成 ９ ・１１年度、鬼釜遺跡周辺の農地保全型基盤整備事業（以下、農地整備）に伴う市教委による試掘
調査がなされたが、遺構・遺物は確認されなかった（第 8 図、市教委１９９８、２０００）。

平成１０年度には、今後の道路建設と埋蔵文化財保護の調整資料とすることを目的に、遺跡の範囲や内容
を確認するための試掘調査が県教委により実施された（第 8 図、県教委２０００）。トレンチ調査の結果、自
然堤防（県教委報告書では「尾根部」と呼称）と低地（県教委報告書では「谷部」と呼称）が認められ
た。自然堤防上ではピットなどが検出され、中世集落が存在すると推測された。低地では遺構が確認され
なかった。

２ 　調査の概要
試掘調査結果から、県教委は鬼釜遺跡の保護措置として、自然堤防上での本発掘調査、低地でのトレン

チによる水田遺構の有無の確認調査が必要と判断した。

（１）確認調査
平成２１年 ９ 月１０日～平成２２年 １ 月１５日、調査対象地内（３５，３００㎡）における確認調査を実施した（第 8

図）。調査にあたっては、調査区をほぼ東西に縦断する市道 ２ － ８５号線を境に北側を １区、南側を ２区と
した。

１区に２３本、 ２区に ８本のトレンチを掘削し、土層断面観察と遺構検出を実施した。その結果、調査区
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第 7 図　鬼釜遺跡・風張遺跡　遺跡範囲図
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第 8 図　鬼釜遺跡 調査範囲図
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の北側を流れる玉川の縁辺部に沿って東西方向に自然堤防が延び、背後に低地が広がっていることが判明
した（第 ９ 図）。さらに、自然堤防上では、Ⅰ層もしくはⅡ層を剥いだⅤ1 層上面で縄文時代の竪穴建物

跡、縄文時代と推定される土坑、平安時代の竪穴建物跡、土坑等を確認した。
また、Ⅴ1層上面より下層では遺構が確認できなかった。低地で ３条の流路跡を確認し、自然堤防側の

流路（流路跡１）に堆積したⅣ層から縄文時代中期の土器と石器が多数出土した。なお、低地の土層断面
観察で、畦畔等の水田遺構は確認できないものの、水田土壌と考えられる層をとらえることができた。こ
の土壌を科学分析（珪藻、花粉、プラント・オパール分析）した結果、低地に堆積するⅡ層（中世）とⅢ
1 層（平安時代）から植物珪酸体が検出され、水田稲作が行われていた可能性が高いとの報告を得ている。
以上から、自然堤防上と流路跡 １ を対象として面調査を実施した。流路跡 ２ ・ ３ はトレンチ調査に留め

た。

（２）調査の課題
飯田市上久堅地区の広範囲に及ぶ発掘調査としては北田遺跡が著名である。この北田遺跡では縄文時代

早・中期、弥生時代後期、古墳時代後期の竪穴建物跡が多数確認されている。遺跡の位置は玉川を挟んで
鬼釜遺跡の対岸にあたるため、両遺跡の自然堤防上における遺構分布や集落変遷を検討することを課題と
した。

鬼釜古墳は、正確な所在地が不明であり、鬼釜古墳の存否を確認することを課題とした。
低地では、流路跡 １のⅣ1層から出土した縄文時代中期の遺物包含層調査を課題とした。
なお、平成２１年度、飯田市上久堅小学校所蔵遺物の資料調査を行い、同校に直刀（ ３本）、鉄製馬具（轡

１点）、須恵器の堤瓶 １点が所蔵されていることを確認した（第97図）。

（３）調査の方法
①調査区の設定

調査対象地は広いため、便宜上の調査区を設定した。調査対象地は農地整備後の水田もしくは畑とな
り、明確な地形変換点が認められない。なお、 １区は、確認調査の結果から自然堤防部分を①区、低地部
分を②区と分けた。

②自然堤防での調査
久堅神社境内を除く １ － ①区は農地整備による造成がなされ、Ⅴ １ 層上面を検出面として調査を実施し

た。その結果、縄文時代中期の竪穴建物跡と土坑、平安時代の竪穴建物跡と土坑、古墳時代の古墳（鬼釜
古墳）と土坑、平安時代以降の掘立柱建物跡と土坑、中世の掘立柱建物跡などを確認した。これらの遺構
は自然堤防のほぼ全域に分布していた。

発見した鬼釜古墳の直下には弥生時代の遺物包含層（基本土層、鬼釜古墳Ⅲ層）が遺存したが、それ以
外の場所で確認された遺構の遺存状況は悪く、特に縄文時代の竪穴建物跡（ＳＢ１４・１６）は埋土がすでに
現在の耕作（Ⅰ1層）で削平され、炉とピットを検出するにとどまった。

③鬼釜古墳の発見
久堅神社境内には、鬼釜古墳の石室に利用されたと伝承されている石が残っていた。この石は、横穴式

石室の側壁石、天井石と推測した。市教委の遺跡分布図をみると、鬼釜古墳の位置は鬼釜遺跡内にある自
然堤防上とされている（市教委１９９８）。しかしながら、鬼釜古墳の正確な位置は、墳丘が遺存しないこと
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や境内にある石室の石が原位置を留めている可能性が低く、地表面観察だけで推定することは困難な状況
にあった。

今回の調査地点は石室の石の隣接地にあたる。調査では、まず、石室の石の東側で半円形にめぐる溝跡
を検出した。溝跡は調査区外まで延び、この溝跡が円形に巡っていたと仮定すると、溝跡の直上付近に、
現在の石室の石が位置するため、石は動かされたと判断できた。また、溝跡からは古墳時代後期の土器が
出土し、飯田市上久堅小学校所蔵の堤瓶の時期（ ６世紀前半）と同時期であった。よって、溝跡は鬼釜古
墳の周溝と推測し、調査を進めることとした。

周溝に囲まれた内部（以下、盛土部分）は、墳丘が削られて無く、石室の推定場所には近代以降の掘削
が及んでいた。なお、この掘削された穴（ＳＸ０１～０３）から古墳の奥壁もしくは側壁石と考えられる石が
出土し、穴は石室の石の抜き取り痕跡と考えた。

④低地での調査
低地の流路跡 １ では、縄文時代中期の遺物包含層（Ⅳ１ 層）上面を調査面とした。遺構を確認できなかっ

たが、ほぼ全域から縄文時代中期の土器と石器が出土した。遺物の分布は自然堤防側に多く、鬼釜古墳と
縄文時代中期の竪穴建物跡（ＳＢ１４・１６）付近に集中していた。任意ではあるが、土器がより集中すると
みえる箇所をⅣ１ 層上面からⅣ１ 層下面まで掘り下げを実施した。

なお、発掘作業時の出土遺物の記録は、一定のまとまりがみられた範囲を任意に ＳＱ０１～０３として取り
上げたが、本報告に際して、これらをⅣ１ 層遺物包含層として扱うこととした。

久堅神社境内に残る鬼釜古墳と伝わる石室の石
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3　調査経過

平成21年度（発掘作業）
4 月 1 日 受委託契約締結
8月21日　事前現地協議（飯田国道、埋文センター）。主とし 
　　　　　て鬼釜遺跡の確認調査を行うことを確認
9月10日　重機稼動開始。ダンプトラックによる排土運搬開始
9月18日　 1 ‐ ①区1トレンチで平安時代の竪穴建物跡（SB05）
　　　　　を検出
9月25日　 1 ‐ ①区2トレンチで県教委の試掘トレンチと3・4          
　　　　　　　　　　トレンチで、県教委試掘調査報告書記載の「谷部」を
　　　　　確認
9月28日　発掘作業開始式
10月 1 日　 1 ‐ ①区1トレンチⅢ1層から須恵器出土
10月 5 日　 1 ‐ ①区10トレンチⅣ1層から縄文時代中期土器出土
10月 9 日　 2区の防草シートを業者委託で除去
10月21日　 1 ‐ ②区21トレンチで流路跡 2を検出
10月22日　 1 ‐ ②区16トレンチⅣ1層から縄文時代中期の土器    
     と打製石斧出土
10月27日　 1 ‐ ①区16トレンチⅤ1層から縄文時代早期の押型文
　　　　　土器出土。 2 区23トレンチで平安時代の竪穴建物跡
　　　　　（SB01）確認。埋土から灰釉陶器出土
11月 9 日　飯田市立上郷考古博物館「月よう会」遺跡見学
11月26日　現地説明会（見学者22名）
11月27日　現地説明会（見学者12名）
12月 4 日　 1 ‐ ①区 2トレンチで科学分析用土壌採取。
12月 7 日　埋め戻し作業開始（～ 1 月15日）

平成21年度（基礎整理作業）
1 月 5 日　基礎整理作業開始
2月10日　飯田市立上久堅小学校学校開放講座で調査成果を報告
3月31日　基礎整理終了

平成22年度（整理作業）
4 月 1 日　受委託契約締結
　　　　  本格整理作業開始（整理作業は、井戸端遺跡、下村遺
　　　　　跡 ( 鶯ケ城跡 )、芦ノ口遺跡と並行して実施）。図面修
　　　　　正開始
4月13日    台帳・測量の整理開始
12月 6 日    トレンチ成果の整理開始
2月 8日    遺物（注記）台帳作成開始
3月31日    本格整理作業終了

平成23年度（発掘作業）
4月 1 日　受委託契約締結
4月14日　事前現地協議（飯田国道・埋文センター）。重機稼働 
　　　　  開始
4月18日　発掘作業開始式
4月28日　2‐ ①区で平安時代の竪穴建物跡（SB02）検出
6月 7日　2‐ ①区自然堤防上の久堅神社隣接地から、半円形にめ          
　　　　 ぐり、調査対象地外に延びる溝跡を検出

発掘作業開始式

平安時代竪穴建物跡の検出

ラジコンヘリによる空中写真撮影

平安時代の竪穴建物跡炭化物・焼土の調査



- 27 -- 26 -

第 ３ 章　鬼釜遺跡

6 月 9 日　同溝跡埋土から古墳時代須恵器が出土。この段階で、  
　　　　　鬼釜古墳の周溝と推測した。
6月15日　 2 ‐ ①区、ラジコンヘリによる空中写真撮影
6月16日　排土の場外搬出開始
6月22日　 1 ‐ ①区、Ⅳ1層上面で縄文時代土器・石器が多数   
　　　　　出土
7月 6日　 1 ‐ ①区、自然堤防上の遺構検出で掘立柱建物跡の  
　　　　　柱穴を多数確認
7月 7日　飯田市立上久堅小学校での資料調査で、過去に鬼釜　
　　　　   古墳発掘（明治25年頃）で出土したと伝わる直刀・  
　　　　　馬具・須恵器堤瓶の所蔵を確認
7 月13日　 2 ‐ ①区、発掘作業終了
7 月15日　 1 ‐ ①区、鬼釜古墳周溝内（以下、盛土部分）の 
　　　　　トレンチ調査開始
7 月21日　同トレンチ土層断面観察で、暗褐色土の盛土を確認。
　　　　　盛土から古墳時代の管玉と勾玉が出土
7 月22日　同盛土から江戸時代～明治時代の陶磁器出土。鬼釜　
　　　　   古墳墳丘は近代以降に削平され、盛土（以下、  近代　
　　　　　代以降の盛土）されたと判断
7 月25日　同トレンチで、石室の奥壁石と推定される石を検出
8 月 3日　同トレンチから古墳時代の鉄鏃が出土
8 月 4日　近代以降の盛土の掘り下げを開始。掘削土は篩にか　
　　　　　け微細遺物を取り出すこととする
8 月10日　近代以降の盛土の下には、弥生時代の遺物含有層、　
　　　　　（基本土層、鬼釜古墳Ⅲ 1 層・Ⅲ ２層）が残っている
　　　　　ことが分かる
8 月11日　 1 ‐ ①区、自然堤防上で、縄文時代の竪穴建物跡　
　　　　　（SB14）検出。埋土は現在の耕作で削平されている　
　　　　　とわかる。
8 月22日　 1 ‐ ①区、縄文時代の竪穴建物跡（SB08）で石組炉  
　　　　　を検出
8 月28日　現地説明会（見学者116名）
9 月 2日　飯田市立上久堅小学校 6年生の発掘体験を実施（鬼  
　　　　　釜古墳周溝の埋土掘り下げ）
9 月 7日　鬼釜古墳の盛土部分から耳環出土
9 月28日　鬼釜古墳の石室推定地点 SX01～04を確認。出土遺物
　　　　　から SX01～04は近代以降に掘削されたと判断。　　
　　　　　飯田市上久堅公民館主催の遺跡見学
9 月29日　鬼釜古墳周溝埋土から、須恵器甕を中心とする土器　
　　　　　集中を確認
10月11日　盛土部分掘削土の篩作業開始。ガラス小玉を発見
10月13日　SX04出土の奥壁石・側壁石を取り上げる。
10月14日　飯田市立上久堅小学校同窓会の遺跡見学
10月20日　 1 ‐ ①区、ラジコンヘリによる空中写真撮影
10月24日　 1 ‐ ①区、自然堤防上で縄文時代の陥し穴（SK175）　
　　　　　検出
10月25日　鬼釜古墳下の弥生時代含有層の精査開始
10月26日　長野県遺跡調査指導委員会（当時）による調査指導
11月 2 日　 1 ‐ ①区、重機による自然堤防から低地のトレンチ  
　　　　　調査開始
11月 9 日　SK174底部付近から ３点の鉄製品出土。内 1点は馬具
　　　　　と推定。他の調査事例と比較・検討し、SK174を馬の

Ⅳ１層遺物包含層調査

現地説明会

現場での遺物洗浄

鬼釜古墳周溝の検出
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　　　　　埋葬土坑と考える
11月10日　SK174出土鉄製品の取り上げ（遺物周囲の土ごと取り
　　　　　上げたものあり）弥生時代遺物含有層の下に堆積する
　　　　　縄文時代遺物包含層（基本土層、鬼釜古墳Ⅳ層）から
　　　　　縄文土器片出土
11月15日　飯田市教育委員会渋谷恵美子主事による鬼釜古墳の視   
　　　　　察。教示を受ける
11月18日　馬の埋葬土坑（SK174）の報道公開
11月19日　長野県立歴史館で SK174出土鉄製品のＸ線写真撮影。
　　　　　鉄製品は 3点とも馬具と判明（ 金具 2点、雲珠 1点）
11月22日　伊那谷自然友の会理事松島信幸氏による鬼釜遺跡の地
　　　　　形・地質指導
11月23日　現地説明会（参加者84名）
12月 7 日　鬼釜古墳の縄文時代遺物包含層の掘り下げ開始
12月 9 日　発掘作業終了式。引き渡し現地協議（飯田国道・埋文
　　　　　センター）
12月12日　SK192を検出。重機による調査区内の埋め戻し開始
12月15日　SK192完掘
12月19日　埋め戻し終了。発掘作業終了

平成23年度（基礎整理作業）
12月20日　基礎整理作業開始。センターで記録類の整理
1月 5日　原図の記載内容確認開始
1月16日　遺物（注記）台帳作成開始
1月24日　図面台帳作成開始
1月26日　写真整理開始
2月 2日　図面修正開始
2月 6日　遺物注記開始
2月 7日　長野県遺跡調査指導委員会（当時）笹澤　浩委員に  
　　　　　よる鬼釜古墳出土遺物の調査指導
3月 6日　京都大学名誉教授茂原信生氏による馬の埋葬土坑
     （SK174）出土骨の鑑定
3月31日　基礎整理作業終了

平成26年度（整理作業）
4 月 1 日　受委託契約締結
4月 7日　整理作業員の作業開始
4月14日　遺物注記開始
4月23日　遺構図、全体図修正作成開始
6月 9日　土器接合開始
6月13日　アルコールを用いた鉄製品のクリーニング。遺構のデ   
　　　　　ジタルトレース開始
7月15・16日　長野県立歴史館で金属製品のX線撮影
9月 1日　復元、土器実測、トレース、拓本開始
10月 7 日　石器実測・トレース開始
10月20日　（株）文化財ユニオンに応急的保存処理業務委託の締
　　　　　結
11月26日　飯田市立上久堅小学校から（伝）鬼釜古墳出土須恵器
　　　　　提瓶借用。埋文センターで実測、写真撮影を行う
12月11日　信州大学理学部教授原山智氏による石器・石製品の石
　　　　　材指導

馬の埋葬土杭　報道公開

上久堅小学校6年生　発掘体験

縄文時代竪穴建物跡　炉の調査

上久堅公民館主催の遺跡見学会
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1 月 6 日　遺構計測開始と遺構計測表作成開始
1月20日　国交省飯田国道事務所建設監督官高橋寿氏、整理状   
　　　　 況の視察
2月10日　愛知学院大学教授藤澤良祐氏による中世土器・陶磁器    
　　　　　の指導
2月13日　信毎書籍印刷（株）と遺物写真撮影業務委託の締結
3月 2日　信毎書籍印刷（株）による遺物写真撮影開始
3月 3日　馬具研究者宮代栄一氏による鬼釜遺跡 SM01（鬼釜古
　　　　　墳）出土馬具の指導
3月18・19日　飯田市教育委員会へ鬼釜遺跡出土縄文土器の資   
　　　　　　料調査
3月23日　作業員作業終了
3月31日　整理作業終了

平成27年度（整理作業）
4 月 1 日　受委託契約締結
4月 6日　整理作業員開始
5月11日　遺構図版作成開始
5月18日　土器観察表作成開始
7月16日　原稿作成開始
7月22日　鉄製品の実測開始
7月31日　土器図版レイアウト開始。以後、石器等遺物図版レイ
　　　　　アウトを進める。
11月17日　遺物写真撮影委託業務開始（株式会社信毎書籍印刷）
12月18日　印刷業者決定（鬼灯書籍株式会社）
1月 5日　入稿開始
3月18日　整理作業員終了
3月28日　報告書納品

図面整理

長野県遺跡調査指導委員会　笹澤浩委員による調査指導
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第 ２節　基本土層

基本層序は、鬼釜遺跡と鬼釜古墳のそれを分けて設定した（第１０図）。
鬼釜遺跡の基本層序は、平成２１年度の確認調査におけるトレンチ土層断面観察で共通して確認される土

層を鍵層と捉え、Ⅰ～Ⅴ層に分けた。各層は低地と自然堤防上で堆積状況が異なり、自然堤防上では現在
の水田層（Ⅰ層）直下がⅤ層となる。後世の水田等の造成によりⅡ～Ⅳ層が削平を受けたと考えられる。

鬼釜古墳の基本層序は、近世以降の盛土の下層に弥生時代の遺物包含層、その下から縄文時代遺物包含
層が確認され、鬼釜古墳Ⅰ～Ⅴ層に分けた。鬼釜古墳は調査前まで久堅神社境内であったため、水田造成
等の影響を受けなかったと考えられる。

なお、本報告で提示する鬼釜古墳の基本土層は、発掘作業時の呼称 １層をⅠ層、 ２～１５層をⅡ層、１６層
（上）をⅢ１ 層、１６層（下）をⅢ２層、１７層をⅣ層、１８層をⅤ層とする。以下、各々の土層堆積状況を記す。

鬼釜遺跡基本土層

　Ⅰ層：農業基盤整備事業による造成土を基調とする現在の水田層。鬼釜古墳を除く調査対象地のほぼ全 
　域に堆積する。土質・色調・酸化鉄集積状況の差から、 ２ 分層した。

　　　 Ⅰ１層：１０ＹＲ ３ ／ １ 　黒褐色。シルト。水田層。
　　　　　　  暗灰色化（グライ化）し、酸化鉄が集積する。
　　　 Ⅰ２層：１０ＹＲ ４ ／ １ 　褐灰色。シルト。Ⅰ１ 層以前の水田層。
　　　　　     低地（流路跡 １～ ３）に堆積する。暗灰色化（グライ化）し、下部に酸化鉄が集積する。
　Ⅱ層：10YR3/1    　低地（流路跡 1）に堆積する黒褐色シルト。中世の水田層。

　　　Ⅰ層の耕作でⅡ層が削平された可能性が高く、流路跡 2・3では確認できない。暗灰色化（グラ
　　　　イ化）し、黄褐色ブロックが混入する。

　　　古瀬戸後期の縁釉小皿 1 点と青磁碗が 1 点出土している。
　　　Ⅱ層の上面は、Ⅰ2層の耕作で削られたと考えられるため、畦畔等の水田遺構は確認できない。

　　　　土壌のプラント・オパール分析を実施し、イネ珪酸体が5,400個 /g 検出され、水田稲作が行わ
　　　れたと考えられる。

　Ⅲ層：低地（流路跡 １）に堆積する黒色土で、色調とシルト質の差によって ２ 分層した。
　　 Ⅲ １ 層：１０ＹＲ ２ ／ １ 　黒色。シルト。平安時代の水田層。
　　　　　　 Ⅲ２ 層が水田土壌化したものと考えられる。
　　　　　　 Ⅲ１ 層の上面は、Ⅱ層の耕作で削られたと考えられる。土壌のプラント・オパール分析を実

　　　 施し、イネ珪酸体が３，０００個 ／ｇ 検出され、水田稲作が行われたと推定される。
　　　　　　 平安時代と推定される須恵器が １ 点出土している。
　　 Ⅲ ２ 層：１０ＹＲ１．７ ／ １ 　黒色。シルト。
　　　　　　 著しく黒色化し、湿地等により形成された層と推定される。
　　　　　　 土壌のプラント・オパール分析を実施し、イネ珪酸体が２，４００個 ／ｇ 検出され、水田稲作が

　　　 行われたか、Ⅲ １層の混入か明瞭でない。
　Ⅳ層：低地（流路跡 １）に堆積し、色調と土質の差によって ３分層した。
　　Ⅳ １ 層：１０ＹＲ ４ ／ ３ 　にぶい黄褐色。シルト。縄文時代中期の遺物包含層。
　　　　　   東から西に緩やかに傾斜している。遺物はⅣ１層上～中位で出土量が多い。
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　　　Ⅳ ２ 層：１０ＹＲ ４ ／ ２ 　灰黄褐色。シルト。
　　　Ⅳ ３ 層：１０ＹＲ ４ ／ １ 　褐灰色。シルト。低地（流路跡 １ ）の自然堤防側に分布する。
　　　　　　　Ⅳ ２層の堆積により削平された可能性が高い。砂質を帯び、特に下部は砂質が強い。
　Ⅴ層：自然堤防堆積層で、土質と色調から ２分層できる。
　　　Ⅴ １ 層：１０ＹＲ ３ ／ ２ 　黒褐色。シルト。上位は黒色分が強く、花崗岩風化層と花崗岩粒が混入す

　　　　る。縄文時代～中世の遺構検出面。縄文時代の遺物包含層。縄文時代早・中・後期、弥生
　　　　土器、土師器が出土した。このうち弥生時代以降の遺物は上層からの混入と考えられる。

　　　Ⅴ ２ 層：１０ＹＲ ４ ／ ６ 　褐色。シルト。砂質を帯び、花崗岩粒を礫が多量混入する。
　　　　　　Ⅴ１層の母材層と考えられる。遺構と遺物は確認できない。

鬼釜古墳基本土層

Ⅰ層：表土。現代の水田耕作が及ばなかった盛土部分のみに堆積する。
Ⅱ層：盛土部分に堆積する近代以降の盛土と盛土の下層で確認した近代以降の穴（ＳＸ０１～０４）の埋土

　　　　を一括した。調査時、盛土を ２～ ８ ・ ９ ・１４・１５層、この埋土を１０～１３層と呼称した。１９世紀～
　　　　２０世紀 の陶磁器が出土。

Ⅲ層：色調と土質の違いから、 ２分層できる。
Ⅲ １ 層：１０ＹＲ１．７ ／ １ 　黒色。シルト。黒色化し、Ⅳ層ブロックが混入する。調査では１６層（上）

と呼称した。弥生時代遺物包含層。
　　　　　　盛土部分のなかで近代以降の削平が及ばなかった場所で確認された。
　　　　　　縄文時代中期土器と弥生時代最終末土器、古墳時代後期土器が出土している。
　　Ⅲ ２ 層：１０ＹＲ ３ ／ ３ 　暗褐色。シルト。弥生時代遺物包含層。調査では１６層（下）と呼称した。
　　　　　　Ⅲ １層との境界は不明瞭で、境界線は細かな凹凸がある。盛土部分の西側に分布する。
　　　　　　弥生時代最終末の土器が出土している。
Ⅳ層：１０ＹＲ ４ ／ ３ 　にぶい黄褐色。シルト。炭化物を少量混入し、砂質を帯びる。縄文時代の遺物包

　　　　含層。縄文時代土坑（ＳＫ１９２）の検出面。調査では１７層と呼称した。
　　　Ⅳ層は鬼釜古墳の盛土部分において、Ⅲ層の下で確認された層である。盛土部分のなかで近世以
　　　降の削平が及ばなかった場所で確認された。縄文時代早・中期土器、箆状垂飾が出土している。
　　　出土遺物と土質、土層堆積状況から、鬼釜遺跡Ⅴ１ 層に対比できる可能性が高い。
Ⅴ層：１０ＹＲ ５ ／ ６ 　黄褐色。シルト。かなり砂質を帯び、花崗岩粒を多量に含む。調査では１８層と呼称

　　　　した。盛土部分～周溝の範囲に分布する。土質及び土層堆積状況から、鬼釜遺跡Ⅴ２ 層に対比で
　　　　きる可能性が高い。
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第 10 図　基本土層図
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第 11 図　遺構全体図 1
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第 ３節　遺　構

１　縄文時代
（１）概要
　縄文時代の遺構は、自然堤防上のⅤ１層上面で検出した。竪穴建物跡 ３ 軒、土坑２３基で、自然堤防の中
央部と東側に分布する。

一方、自然堤防南側の低地にはⅣ層が堆積し、うちⅣ１層が遺物包含層である。Ⅳ１層からは、縄文時
代中期後半を中心とした土器と石器が出土している。調査は、Ⅳ１ 層上面で遺構・遺物の検出を行った。
遺物が集中していた箇所を ＳＱ０１～０３と呼称し、Ⅳ２ 層上面まで掘り下げた。

本報告ではⅣ１層出土遺物を遺物包含層出土遺物として扱い、必要に応じて、（ ）内に西・中・東の分
布のまとまりを記載している。遺物の表記は、図版番号とした。

なお、第 ４ 節で触れるが、土器の時期については、「長野県における縄文時代中期土器の編年と動態」（宮
崎 ・綿田２０１３）（以下「協会」とする）の編年を採用した。

（２）竪穴建物跡
ＳＢ０８［遺構：第17・１８図 PL1 ・ ２、土器：第５３図、石器：第７７ ・ 79 ・ 80 ・ 86図］

位置：１ － ①区、VＡ２２・２３、VＦ０２・０３グリッド。南側が調査区外となる。　検出・調査状況：Ⅴ１ 層で検
出した。Ⅴ層と埋土が類似し、検出は難しく、土質の違いと東壁のわずかな立ち上がりを手がかりに住居
跡の輪郭を確定した。　重複関係：なし。　埋土： ２ 層に分層され、掘方をもつ。 ５ 層は ４層がピットに
落ち込んだ土壌で、Ｐ１ ～ ３ に共通する。　規模・形状・構造：推定値であるが長辺４．８ｍ、短辺４．５９ｍ、
深さ２０ｃｍ を測る。西側に入口を有する隅丸五角形を想定した。主軸は Ｎ２３°Ｗ である。床面は硬くな
く、明瞭な貼床とはいえない。　柱穴：Ｐ１ ～ ６ が柱穴と推測する。Ｐ２ は底に柱痕跡と考えられる窪みが
ある。　炉：長方形石囲炉。炉石は２０～３０cm の角礫 ９ 点からなり、内側が被熱している。飯田市域の炉
が、奥壁寄りで奥壁に対して横に長い形態が多い点から類推すると、本遺構は西側が入口、東側が奥壁と
なる可能性がある。炉内からは炭化物を微量に検出したが、焼土はなかった。　出土遺物：Ｐ１から １（第
５３図）が出土した。炉の南側からは深鉢形土器 ３・５・７・８・９・１０・１３・１４と横刃形石器５６が出土してい
る。炉の西側からは磨製石斧８９、横刃形石器５１が出土している。東壁際からは、打製石斧３２、横刃形石器
５２・55・６０、磨製石斧９２が出土している。以上の遺物は ４ 層出土で、出土した標高をみるとほぼ床面にあ
たり、一括資料として把握できる。深鉢形土器 ９はほぼ完形である。　時期：中期後葉　協会 ９ ～１０期。

ＳＢ１４［遺構：第19・ 20図 PL2・3、土器：第54 ・ ５５図、石器：第８１図］

位置： １ － ①区、ⅣＤ１２・１３・１７・１８グリッド。　検出・調査状況：Ⅴ１ 層で検出した。埋甕と炉が確認

されたため、竪穴建物跡を想定して調査を進めた。　重複関係：掘込みが確認できず、不明である。推測

では ＳＢ１６と重複する可能性が高い。　埋土：柱穴を除き、後世の削平により確認できない。　規模・形状・
構造：不明。主軸は埋甕、炉、Ｐ１ を結ぶ線を軸とすると、Ｎ４１°Ｗ である。北寄りに土器敷炉を有する。

貼床はない。　柱穴：Ｐ１・３・４・６～ ９ の ７ 基である。埋土は黄褐色および褐色のシルトである。

埋甕：炉の南東側に ２ 基がある。炉に近い方から、埋甕 １（１９）、埋甕 ２（２０）とした。埋甕 １ は破片で

あったが、埋甕 ２ は縄文地文の深鉢で割れることなく胴部中央から底までが残存し、ほぼ垂直に埋設され

ていた。埋甕 ２ の脇から深鉢３０が出土している。柱穴と埋甕の位置関係から柄鏡形敷石住居の祖型とな
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第 17 図　SB08　遺構図
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る潮見台型（本橋１９９８）の可能性が高いが、円形で柱穴が ５角形に巡る岡谷市長塚 ３ 号住例なども含め、
茅野・諏訪地域の唐草文系土器を有する竪穴建物跡に共通する形態の可能性もある。　炉：側面は被熱し、
炉底部から側面にかけて土器片が割り敷かれ、 ５ 重に敷設されていた。　出土遺物：遺物は埋甕とその周
辺及び炉とピットからの出土に限られる。炉の敷設土器は ９個体の土器に分けられ、特に １個体の半分以
上の破片が ４ 点みられた。上からほぼ深鉢２５・２８・２９・２１・２４・２３・２６・２７・２２の順に重なる（第２０図）。
２８は、全体が著しく被熱を受け灰褐色に変色し、きわめて脆く劣化していた。 ２番目以下の土器は若干の
被熱に止まる。これらの土器は、沈線文を地文とする下伊那 Ａ タイプⅤ類２８、縄文を地文とする下伊那
Ａタイプ２９、無文の在地系粗製土器２１、条線地文の下伊那ＡタイプⅡ類の２４、下伊那ＡタイプⅡ類２６で、
地文が全て異なる土器が敷かれていた。Ｐ ７ からは横刃形石器６１、埋甕 ２の下から黒曜石の剥片が出土し
た。　時期：中期後葉　協会１１期。

ＳＢ１６［遺構：第２１図 PL3、土器：第５６図］

位置： １ － ①区、ⅣＤ１３グリッド。　検出・調査状況：Ⅴ１ 層で検出した。埋甕と、炉と推測した焼土を含
む黒褐色土が検出され、竪穴建物跡を想定して調査を進めた。　重複関係：推測では ＳＢ１４と重複する可
能性が高い。　埋土：柱穴を除き、後世の削平により確認できない。　規模・形状・構造：不明。主軸は
埋甕、炉、Ｐ２ を結ぶ線とすると、Ｎ１１°Ｅ である。床面、掘方の詳細は削平によって不明である。　柱穴：
柱穴と推測したピットは Ｐ１～１０の１０基で比較的規模が揃っている。　埋甕：埋甕３３は胴部最大径以下を
欠いた状態で、逆位で埋設されていた。　炉：中央やや北よりに被熱硬化した黒色土が確認されたため、
地床炉と推測した。　出土遺物：埋甕３３以外に出土遺物は無い。埋甕は下伊那 ＡタイプⅢ類である。
時期：中期後葉　協会１０期。

（３）土坑　［遺構：第１２～１６図］　　　
Ⅴ１ 層で検出された土坑は、２１３基である。土器が出土している土坑は ＳＫ０８・２２・７８・９６・９７・１４１・

１６４・１７４・１８５・１９２の１０基で、縄文土器のみが出土している土坑は ＳＫ２２・１８５・１９２、石器のみが ＳＫ１８６
と ＳＫ１８７である。重複関係から確実に縄文時代に比定できる土坑は ＳＫ１８８がある。

ここでは、縄文時代に比定した土坑について個別に記述するが、ＳＫ１７５を陥し穴と推測しているため、
これを含め報告する。

なお、以下、本報告での断面分類名は以下にする（凡例参照）。
ａ１類　底部は平坦で、壁はほぼ直立気味に立ち上がり、深さは比較的浅い。
ａ２類　底部は平坦で、壁はほぼ直立気味に立ち上がる。
ｂ１類　底部は湾曲し、壁がなだらかに立ち上がり、深さは比較的浅い。
ｂ２類　底部は湾曲し、壁がなだらかに立ち上がる。
ｂ３類　底部は湾曲し、壁がほぼ直立気味に立ち上がる。
ｃ類　底部は狭く、断面が「Ｖ」字状になる。
ｄ類　底部は狭く、中間にテラスをもつもの。

ＳＫ１７５［遺構：第２２図 PL3］

位置： １ － ①区、ⅣＤ０６・１１グリッド。　構造：長辺１．９３ｍ、短辺１．２８ｍ、深さ７ｃｍ を測る。楕円形で、

断面形は ｂ３ 、底面に逆茂木と推定される坑底ピットがある。　出土遺物：なし。　時期：不明。
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ＳＫ１８５［遺構：第２２図、土器：第５６図］

位置： １ － ①区、ⅤＡ２３グリッド。　構造：長辺０．５２ｍ、短辺０．４３ｍ、深さ３４ｃｍ を測る。楕円形で断面形
は ｂ ３ 。ＳＫ１８８と重複し、本土坑が切る。　出土遺物： １層からは深鉢３４と３５、 ２ 層からは横刃形石器、
埋土から打製石斧が出土している。　時期：中期後葉　協会１０期。

ＳＫ１８６［遺構：第２２図］

位置： １ － ①区、ⅣＣ２０、ⅣＤ１１・１６グリッド。ＳＭ０１周溝内で検出された。　構造：長辺推定３．６４ｍ、短
辺１．２２ｍ、深さ５８ｃｍ を測る。楕円形で断面形は ｂ２ 。　出土遺物：楔型石器 １ 点が出土した。　

ＳＫ１８７［遺構：第２２図 PL3・６］

位置： １ － ①区、ⅣＤ１１グリッド。ＳＭ０１周溝内で検出された。　構造：長辺２．０６ｍ、短辺推定１．５１ｍ、深
さ４２ｃｍ を測る。楕円形で断面形は ｂ１ 。　出土遺物：埋土から磨製石斧 １ 点 、 ３ 層から黒曜石剥片が出
土している。

第 21 図　SB16　遺構図
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ⅣD18-01

ⅣD13-09

ⅣD18-03

P1・P2・P3・P4・P5・P6・P7・P8・P9・P10（SB14P2）
1　10YR4/6　褐色土　　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　砂を少量含むシルト層
2　10YR4/6　褐色土　　土質は1層に類似　Ⅴ1ブロッ
                                          ク混入
3　10YR5/8　黄褐色土　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　砂を少量含むシルト層

埋甕
1　10YR3/4　暗褐色土　しまり強い　粘性あり　粗砂を多量に含むシルト層
2　10YR4/4　褐色土　　しまり強い　粘性あり　粗砂を多量に含むシルト層

33
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SK175
1　10YR2/1　黒色土　しまりあり　粘性なし　φ2～4mm礫・炭
　　化物混入　黒色化顕著　暗褐色土がブロック状に混入
2　10YR3/2　黒褐色土　しまりあり　粘性なし　φ2～3mm白色
　　粒子・炭化物混入　黒色土がブロック状に混入
3　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性なし　φ4～5mm礫・
　　炭化物混入　暗褐色土と褐色土混合層

SK185・188
1　10YR4/1　褐灰色土　　　　しまり　粘性あり　φ5mm礫混入
2　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物・φ5mm礫混入
3　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　φ5mm礫・炭化物混入
4　10YR2/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　φ5mm礫・炭化物混入
5　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　φ10mm礫・φ5mm礫・炭化物混入
6　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　φ5mm礫・炭化物・黄褐色土混入

SK186
1　10YR4/6　褐色土　しまりあり　粘性なし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層）主体層　やや締まる　黒色土ブロック混入
2　10YR4/4　褐色土　しまりあり　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層）主体層　やや締まる　黒色土・暗褐色土ブロック混入

SK187
1　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性弱い　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層）主体層　若干砂質
2　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまり弱い　粘性なし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層）主体層　黒色土ブロック混入　若 
                                                      干砂質
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層）主体層　土質は2層に酷似　花崗岩 
                                                      粒多量混入　若干砂質
4　10YR4/4　褐色土　　　　　しまり弱い　粘性なし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層）主体層　3層より色調は明るく花崗
                                                      岩粒少量混入

4　10YR2/2　黒褐色土　しまり弱い　粘性なし　φ2～4mm白色
　　粒子混入　褐色土ブロックと黒色土ブロック混合層
5　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　黒色土ブ
　　ロックと褐色ブロック混入
6　10YR4/6　褐色土　しまり　粘性あり
7　10YR4/4　褐色土　しまり　粘性あり

SK175

SK185･188 SK186 SK187

第 22 図　SK175・185・186・187・188　遺構図
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ＳＫ１８８［遺構：第２２図］

位置・検出： １ － ①区、ⅤＡ２４グリッド。ＳＫ１８５と重複し、本土坑が切られる。　構造：長辺１．３０ｍ、短辺０．
９２ｍ、深さ２５ｃｍ。楕円形、断面形は ｂ１ 。　出土遺物：なし。　

ＳＫ１９２［遺構：第２３図 PL４ 、土器：第５6図、石器：第80・85・88・89図］

位置： １ － ①区、ⅣＣ１５グリッド。　調査状況：鬼釜古墳調査時のトレンチにより北西側を失ったが、出
土した横刃形石器等はその時点で位置を記録している。　埋土：黄褐色土ブロックが混入し、埋め戻され
たと考える。　構造：長辺１．３０ｍ、短辺１．０８ｍ、深さ５４ｃｍ を測る。不正円形で断面形は ｂ １ 。
出土遺物：深鉢３６口縁部直下～底部付近の土器片が、埋土 １ 層上面で出土した。外面を上に、径１６ｃｍ 程
度の小礫を支えとして水平に置かれていた。３６は唐草文系Ⅱ期新段階で、直下に下伊那 Ａ タイプⅣ類の
深鉢３７口縁部と、敲石１１３が伴う。土坑北側で刃器８５、横刃形石器５８、剥片１０３・１０４、西側から横刃形石
器５４、南側で横刃形石器５９・剥片１０６、東側から剥片１０５・横刃形石器５３が出土している。　時期：中期後
葉　協会１１期。

（４）遺物包含層での遺物出土状況
①鬼釜古墳の下層［遺構：第２４図］

前項で述べたように、本遺跡では、基本的に縄文時代の包含層であるⅤ１ 層の上部はⅠ層によって削平
されていたが、鬼釜古墳の盛土部分の直下ではⅤ１層に対応する可能性がある土層（鬼釜古墳Ⅳ層）が遺
存していた。

鬼釜古墳Ⅳ層の ＳＸ０２北側からは縄文時代早期の土器底部２０２と胴部２０３（第63図）が出土している。同
南側からは縄文中期後葉深鉢２０５と中期前葉とみられる箆状垂飾 １（第９０図）が出土している。このこと
から、鬼釜古墳Ⅳ層は幅があるものの、縄文時代早期まで遡る可能性がある。
②鬼釜古墳以外の自然堤防上

自然堤防上には基本土層Ⅴ層が堆積する。縄文時代中期後葉の土器は、そのうち ＳＢ０８周辺と ＳＢ１４・１６
周辺から出土している。ＳＢ０８の周辺には中期前葉の土器３８（第５７図）とⅢ １層の２１１（第６３図）の一部が、
西に２５ｍ ほど離れたⅣＥ２４グリッドからは縦型の石匙１６（第７５図）が出土した。

１区の最も西側端で掘立柱建物跡が密集しているⅣＢ１２グリッドからは、堀之内 ２ 式土器４１（第５７図）
が出土した。このことから、Ⅴ層遺物包含層は縄文時代早期・中期前葉・中期後葉・後期の時間幅で捉え
られる。Ⅴ層出土土器は縄文土器だけで４２０１．５ｇ である。
③低地の状況

調査対象地内の低地（流路跡 １）のほぼ全域に堆積するⅣ１層内出土遺物の一部について、出土土器の
一括性を三次元的に捉えるために試験的にドット取り上げを行った。ここではそのまとまりを東から便宜
的に東・中央・西として記載する。
Ⅳ１層遺物包含層（東）［遺構：第１４図 PL４、 土器：第５７～６１図、石器：第６８・７５・７７～７９・８１・８２・８４・８６～８９

図］	

東西９．３０ｍ、南北９．６０ｍ の楕円形の区域を指す。この区域から２４９４２．９ｋｇ 出土した土器のうち７１３点の
№取り上げを行った。出土土器は中期後葉中富式系９９・１０１・１０４・１０５他と下伊那 Ａ タイプ４５・５４・５５他
が主体で、在地系粗製土器深鉢７２・７３等が伴う。また、唐草文系Ⅱ期新段階の深鉢８３や釣手土器１３７・１３８
もみられる。土製品には土偶顔面 １、腕 ３・４、土器片加工品としては ７がみられる。石器は打製石斧３３
～３５・３９・４０・４５・４７～４９、石匙１５、横刃形石器６３・６５・６６～６９・７２・７８・７９・８０、磨製石斧９０・９１・
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1　10YR4/6　褐色土　　砂を含むシルト層　しまり　粘性弱い
　　　　　　φ1～2mm白色粒子・φ10mm礫少量混入
2　10YR4/6　褐色土　　しまり弱い　粘性あり　φ1～2mm白色粒子少量混入
3　10YR4/4　褐色土　　砂を含むシルト層　1層より砂の混入少
　　　　　　しまり弱い　粘性弱い　φ1～2mm白色粒子少量混入
4　10YR5/6　黄褐色土　砂を含むシルト層　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　黄褐色土ブロック状に混入　φ1mm礫少量混入
5　10YR4/4　褐色土　　砂を含むシルト層　しまりあり　粘性弱い

S
S

S

S

54
113

37

53

105

10659

36

5885

104

103

37
1135954 85

103
58
104

36
53

105106

36

第 23 図　SK192　遺構図・遺物出土状況図
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第 24 図　鬼釜古墳　Ⅳ層分布図
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９３・９４、磨石１０８、敲石１１４と磨製石斧を転用した敲石９６・９７がみられる。その他の時期としては ８～９期
の焼町土器１４０、氷Ⅱ式とみられる深鉢１４２が混入しているが、土器の主体は中期後葉　協会１０～１２期であ
る。
Ⅳ１層遺物包含層（西）［遺構：第１４図 PL４、 土器：第６１図、石器：第７７・７８・８２・8３・８５図］

東西８．２０ｍ、南北５．１０ｍ の楕円形の区域を指す。この区域から７２０１．４ｋｇ 出土した土器のうち１６０点の№

取り上げを行った。土器には下伊那 Ａ タイプの深鉢１４３・１４６他、中富式系深鉢１５６・１５７他、唐草文系深

鉢１５３がみられ、特に中富式系深鉢１５５は１６ｍ 離れた破片が接合した。石器は打製石斧４４・３８、刃器８７・

８８、横刃形石器７１・７３・７４・７５他が出土している。この区域の土器の時期は中期後葉　協会１０～１２期であ

る。

Ⅳ１層遺物包含層 （ 中央 ）［遺構：第１４図、土器：第６２図、石器：第７8・７９・8２～8４図］

東西７．１０ｍ、南北８．００ｍ の円形の区域を指す。この区域から８２７０．７ｋｇ 出土した土器のうち１７２点の№

取り上げを行った。土器は下伊那 Ａ タイプの深鉢１６６・１６９・１７１・１７２他、中富式系深鉢１７７・１８１・１８３・

１８４他、在地系粗製深鉢１７３、石器は打製石斧４３・４６、横刃形石器７０・７６・７７が出土している。この区域の

土器の時期は中期後葉　協会１０～１２期である。

その他の地点
ＳＢ０８の南西側で自然堤防から低地部へ落ち込む部分の本層からは、中期後葉の土器や土偶胴部 ２ 等の

他に、縄文中期前葉の五領ヶ台Ⅱ式併行期の土器破片１９９・２００（第６３図）が出土し、同じ地点のⅢ層から

も同時期の２０７・２０８・２０９・２１０（第６３図）がまとまって出土している。石器は ＳＱ０３に近いⅣＨ０５グリッド

からは黒曜石製石鏃１２（第７５図）が、ＳＢ１４の南のⅣＤ２２グリッドからは打欠石錘１１６（第８９図）が出土し、

Ⅲ層でも ＳＢ０８に近いⅤＦ０２グリッドから黒曜石製石鏃１０（第７５図）がみられる。

２　弥生時代
（１）概要
検出された当該期の遺構は、 １ 区の自然堤防頂部で確認された竪穴建物跡 １ 軒である。自然堤防上は、

現耕作土（Ⅰ層）が縄文時代の遺物包含層（Ⅴ層）まで及んでいるが、耕作が及んでいない鬼釜古墳の盛

土部分では弥生時代の遺物包含層（鬼釜古墳Ⅲ１ 層・Ⅲ２ 層）が残っていた（第26図）。この竪穴建物跡構

築時には、自然堤防上に弥生時代の遺物包含層が堆積していた可能性が考えられる。なお、低地では当該

期の堆積層は確認されていない。当該期における低地での水田稲作の存否は不明である。

（２）竪穴建物跡
ＳＢ１３［遺構：第２５図 PL４、 土器：第６４図］

位置： １ － ①区、Ⅳ Ｅ１３・１４・１８グリッド。　検出：Ⅴ層上面。　重複関係：古墳時代以降の土坑である

ＳＫ９６と重複し、本遺構が切られている。西側は現在の耕作で削平されていた。　埋土：１ 層で、１０ＹＲ ２ ／

３ 黒褐色のシルト層である。 ２ 層は掘方である。　規模・形状・構造：平面形は方形と推測した。推定し

た主軸方向は、Ｎ６３°Ｗ。柱穴は ３ 基あり、Ｐ１ から土師器と縄文土器が出土している。　炉：本遺構の中

央やや西側にある。炉には甕２２７（炉体土器）が正位の状態で埋設されている。炉体土器の内外面に被熱

痕跡はなく、土器内に焼土は堆積しない。また、約２７ｃｍ の長方形の石が炉体土器の南東側に設置されて

いる。　出土遺物：炉体土器のほか、埋土から土師器破片が少数出土した。　時期：炉体土器２２７から、

弥生時代最終末に比定した。
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３　古墳時代
（１）概要
検出された当該期の遺構は、自然堤防の頂部で確認された古墳（鬼釜古墳）１基で、周溝内から馬の埋

葬土坑が確認されている。鬼釜遺跡にはこの古墳築造に係る集団の居住域が存在した可能性は低いと考え
られる。

（２）古墳
ＳＭ０１（鬼釜古墳）［遺構：第２７～３１・３３ ・３４図 PL４～８、 土器：第６４～６７図、土製品 ：第６８図、 石器：第８５図、 石

製品 ：第９０図、 金属製品 ：第９１・９２図］

位置： １ － ①区、ⅣＣ１０・１４・１５・１９・２０、ⅣＤ１１・１６グリッド。　調査前の状況：久堅神社の境内には鬼
釜古墳のものと伝承されている石室の石がある。その東側は高まっており、調査対象地内までのびてい
る。この石室の石には天井石と推定できる石があり、東側の高まりが墳丘の残存とも考えられたため、現
況測量図を作成した。　調査時の状況：踏査で確認された高まりの性格と、その周囲における周溝の存在

第 25 図　SB13　遺構図
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を確認することを調査の最優先課題とした。高まりの中央部を中心に十字にトレンチ（１・ ２ トレンチ）
を掘削し、土層断面観察と精査を行った結果、高まりは近代以降の盛土であることがわかった。また、調
査区内では半円形に巡る溝跡を検出し、調査区外（久堅神社の境内）に延びて円形にめぐっていると推測
できた。結果的に近代以降の盛土を囲むかのように周溝が確認されたことになり、周溝のみ遺存する古墳
の可能性に留意して調査を進めた。なお、周溝内からは馬の埋葬土坑（ＳＫ１７４）を検出した。　検出：Ⅴ
層上面で周溝を検出した。　盛土部分の状況：近代以降の盛土により、墳丘は残っていない。盛土の中
央やや西側では不整形の落ち込み（ＳＸ０１～０４）を検出した（第３３図）。ＳＸ０４からは古墳の石室の奥壁と考
えられる石が倒れた状態で出土し、ＳＸ０１・０２から古墳時代の高坏、坏が出土した（第３４図）。しかしなが
ら、ＳＸ０１から近代以降（１９世紀～２０世紀）の陶磁器も出土している。高まりは近代以降（１９世紀～２０世紀）
の盛土（ ５・６・１４・１５層）で、ＳＸ０１～０４は近代以降に掘削され、さらに ５ 層堆積後にはかく乱（ ３・４層）
が及んでいる。盛土部分の周囲が現代にかなりかく拌されていることがわかった。なお、 ５層からは拳大
の礫が並べられたような状態で確認され、礫上面から高坏２８６が出土した。　規模・構造 ： ＳＭ０１は、周
溝から推定直径１６ｍ（周溝内側で計測）の円形と考えられる。周溝の北側と東側には途切れた場所がない
ため、前庭は南側か西側に存在したと推定される。　石室：遺存しない。石室が存在したと推定される場
所には ＳＸ０１～０４がある。　周溝：断面形は逆台形で、立ち上がりは墳丘側がやや急で、外側は緩やかに
立ちあがる傾向がある。埋土は ６層に分層できる。底面には基本土層Ⅴ層を基調とした褐色土（周溝 ５・
６層）もしくは黒色土（周溝 ４層）が堆積する。底面やや直上から出土した遺物は、周溝 ４層もしくは周
溝 ５層に含まれる遺物である。周溝 ４層～ ６ 層が堆積した後に周溝 ２層が堆積する。周溝 ２層は黒色化が
著しい土層で、古墳時代の土器を多量に含む。同層からは拳大～人頭大の礫が出土し、周溝の中央北側と
南側の ２ 箇所にまとまる状態で分布していた。　周溝内遺構：底面の精査で、土坑（ＳＫ１７４）が確認され
た。詳細は後述する。　出土遺物： ５層が近代以降の盛土で、 ５層の下には近現代に掘削された穴（ＳＸ）
がある。近現代の盛土からは、高坏２８６と坏２８５が出土した。また金銅製の耳環３３と青銅製の耳環３４、面繋
金具 ４、刀１７、刀子１８・１９・２１・２２・２３・２４、鉄鏃 ６・７・９・１０・１１・１３・１４、勾玉２、管玉 ３・４・５・６・
７他も出土した（第３３図）。篩による検出の結果、近代以降の盛土からガラス小玉４４点と臼玉５２が確認できた。

第 27 図　SM01　遺構図 土層注記

A-A’・B-B’・C-C’・D-D’・E-E’・F-F’
基本土層､鬼釜古墳Ⅰ層
耕作土（現代）
（鬼釜遺跡Ⅰ層）

耕作土（近世以降の盛土）
（基本土層､鬼釜古墳Ⅱ層）

耕作土（近世以降に掘られた穴に埋まる土）
（基本土層､鬼釜古墳Ⅱ層）

耕作土（近世以降の盛土）
（基本土層､鬼釜古墳Ⅱ層）

SX01埋土
（基本土層､鬼釜古墳Ⅱ層）                
SX02埋土 
（基本土層､鬼釜古墳Ⅱ層）                 
SX03埋土 
 （基本土層､鬼釜古墳Ⅱ層）                

基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層                                                                                            

基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層
基本土層､鬼釜古墳Ⅴ層

  1　   10YR2/2　   黒褐色土　          表土　木根・草木多量混入
  2　   10YR3/2　   黒褐色土　          しまり　粘性なし　グライ化　現耕作土（水田層）
  3　   10YR3/3　   暗褐色土　           2層（水田層）と褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）混合層　現耕作土（水田層）　
                                                             木根・草木多量混入
  4　   10YR3/4　   暗褐色土　          しまり　粘性なし　色調は暗灰色化　炭化物混入　木根・草木多量混入　近代以降の     
                                                             陶磁器出土
  5　   10YR4/3　   にぶい黄褐色土　砂質を帯びる　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入　近代以降の陶磁器出土
  5-2　10YR3/3　   暗褐色土　          しまりなし　砂質　5層より暗褐色土粒多量混入
  5-3　10YR3/4　   暗褐色土　          しまりなし　5-2層に酷似　黄褐色土・黒色土ブロック混入
  5-4　10YR4/3　   にぶい黄褐色土　しまりなし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入
  5-5　10YR2/3　   黒褐色土　          しまり弱い　砂質　土質は5-3層に酷似
  5-6　10YR3/4　   暗褐色土　          しまりなし　砂質　小礫混入　本層は基本的に5層と同じ
  6　   10YR4/3　   にぶい黄褐色土　砂質　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）混入
  7　   10YR2/3　   黒褐色土　          土質は8層に酷似　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入
  8　   10YR2/3　   黒褐色土　          しまりなし　色調はやや黒色化を帯びる　黄褐色土と黒褐色土混合層
14　   10YR2/1　   黒色土　              しまり弱い　粘性なし　黒色化　黒色土と褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック
                                                             混合層　硬化部分あり
11　   10YR3/4　   暗褐色土　          しまり　粘性なし
12　   10YR3/1　   黒褐色土　          しまりあり　褐色土・黒色土ブロック混入
  9　   10YR3/3　   暗褐色土　          しまりなし
10　   10YR3/2　   黒褐色土　          しまりなし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入
13　   10YR3/3　   暗褐色土　          14層と褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）混合層
15　   10YR2/3　   黒褐色土　          しまり　粘性なし　黒色化　12層より黒色化は薄い　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）
                                                             ブロック混入
16　   10YR1.7/1　黒色土　              しまり　粘性なし　黒色化顕著　層上部が最も黒色化　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ
                                                             層）ブロック混入　（弥生時代の遺物包含層）
17　   10YR4/3　   にぶい黄褐色土　しまりあり　やや砂質　炭化物・花崗岩粒混入　縄文時代中期の土器出土
18　   10YR5/6　   黄褐色土　           しまりあり　砂質　層上部がややシルト化　花崗岩粒多量混入
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SM01周溝
K-K’・L-L’・M-M’・N-N’・O-O’・P-P’・Q-Q’
1　10YR2/3　黒褐色土　しまり弱い　黒色
      化炭化物粒混入　周溝2層の土をブロッ
      ク状に混入
2　10YR2/2　黒褐色土　黒色化顕著　褐色
      土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック   
      混入
3　10YR1.7/1　黒色土　しまり　粘性なし
　   周溝内埋土で最も黒色化　褐色土（基本   
      土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入
4　10YR2/1　黒色土　しまりあり　粘性な
      し　黒色化顕著　褐色土 （基本土層､鬼釜 
      古墳Ⅳ層）ブロック混入　やや硬化
5　10YR4/4　褐色土　しまりあり　粘性な
      し　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）  
      と黒褐色ブロック混合層　周溝底部もし
      くは壁際に堆積　古墳時代の土器多量出土
6　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性な
      し　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層） 
      主体層　やや硬化

第 28 図　SM01　周溝　遺物出土状況図 1
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第 29 図　SM01　周溝　遺物出土状況図 2
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      硬化
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第 30 図　SM01　周溝　遺物出土状況図 3
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第 31 図　SM01　周溝　遺物出土状況図 4
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4　10YR2/1　黒色土　　しまりあり　粘性なし　黒色化顕著　褐色
                                                     土 （基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入  
                                           やや硬化
5　周溝の別地点に堆積
6　10YR4/4　褐色土　　しまり弱い　粘性なし　褐色土（基本土層､ 
                                                     鬼釜古墳Ⅳ層）主体層　やや硬化
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一方 ＳＸ の埋土では、ＳＸ０１の３ 層から甕２８７、ＳＸ０３の５ 層から坏２８８、内黒坏２８９・須恵器坏２９０が出土し
た。このうち坏２８８は ＳＸ０１の３ 層出土土器と接合している。ＳＸ０４の ６ 層から弥生時代最終末期中島式の甕
２９１、周溝からも同期の土器破片が出土している。なお、ＳＸ０１から抉入打製石包丁８３が出土した。いずれ
も原位置を留めていない。

周溝内では ２層（以下、周溝 ２層と表記）の礫直下から古墳時代を中心とする土器が出土した。出土土
器の総重量は約２７．４ｋｇ を測る。土器は中央北側、中央部、南側の ３ 箇所にまとまる（第２８～３１図）。

中央北側では主に周溝 ５層（第２９図 Ｌ－Ｌʼ）から小甕２３７、坏２３３、壺２３９、坏２３0・２31・２３4、が出土し
た。何れも ６ 世紀前半にあたる。

中央部では主に周溝 ５ 層（第30図 Ｎ－Ｎʼ）から、須恵器甕２５４・𤭯２５２、高坏２４３が出土した。須恵器甕
２５４は内外面の片面もしくは両面が剥離した破片が多量に出土した。同様の破片は周溝 ２ 層からも多量に
出土した。さらに、土器片加工品１３・１４、高坏２４２、坏２３６、𤭯２５３が出土している。なお、須恵器甕２５４・
２５５出土地点から約５０ｃｍ 離れた周溝 ５層では、縄文時代中期後葉（協会１２期）の土器２５６・２５７・２５８・
２５９・２６１が出土している。このうち２５６は下伊那 Ｂタイプである。

南側では、主に周溝 ４層から提瓶２４０と鉢２４５、坏２３２、弥生時代終末期中島式の壺２６２等が出土している。
笹澤浩氏からは、上記 ３つのブロックに分かれて出土した須恵器甕は、色調と胎土から美濃須衛産、猿

投産、大粒の花崗岩を含む地元産の ３種類に分かれる可能性があるとの指摘を受けた。
近代以降の盛土下層に堆積する弥生時代の遺物包含層の１６層（鬼釜古墳Ⅲ１層）からは、６ 世紀の坏（管

理番号４１９、 PL19）、弥生時代終末期中島式の甕２６５・２６６・２６８・２６９・２７０・２９１が出土した。また、縄文
土器２７２（在地系粗製土器）・２７１（加曽利 Ｅ 式系）・２７３（細隆線文土器）が出土している。　時期：周溝出
土遺物には、北側の ５層から出土した坏２３０・２３１・２３４等 ６ 世紀前半に比定されるものと、中央部の ５層
から出土した𤭯２５２・２５３や南側周溝 ４層から出土した提瓶２４０等 ６ 世紀末～ ７世紀初頭に比定されるもの
に分かれることから、SM01には 2 段階存在すると推定する。

（３）土坑
ＳＫ１７４［遺構：第32図 PL6 ・ 7、 金属製品：第91図］

位置： １ － ①区、ⅣＤ１１グリッド。ＳＭ０１の周溝内にある。　検出：ＳＭ０１周溝の底面精査で確認された。

周溝埋土の掘り下げ時には、本遺構の存在を確認できない。　埋土： ７ 層に分層した。埋土は底面の ７ 層

を除いて各層にはブロック土が混入する。３・５・６ 層は黒褐色土もしくは黒色土で、鬼釜古墳Ⅲ １ 層（１６

層）に由来する層を主体とする。　重複関係：検出状況から、本遺構は ＳＭ０１周溝掘削時に構築されてい

ると考えた。　規模・構造：長辺推定２．０４ｍ、短辺１．２５ｍ、深さ１０３ｃｍ を測る。平面形は長方形。しか

し、長辺方向の上端中央が外側にやや張り出すため楕円形に近い形状である。長辺方向は周溝と平行す

る。壁の傾斜は、長辺方向と短辺方向ともにほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、中央が

わずかに窪む。　出土遺物：鉄製の馬具 ３ 点と土師器 ５ 点が出土した。鉄製の馬具は雲珠 １ 、鞖金具 ２・

３である。これら馬具と土師器 １ 点は底面のほぼ中央部でまとまって出土した。また、骨片が １ 片（約 ３

mm 四方）出土している。京都大学名誉教授茂原信生氏の鑑定によると、部位は不明とのことである。　

時期：宮代栄一氏からは、出土した雲珠と鞖金具は ６ 世紀前半に比定できるとの指摘を受けている。　性
格：竜西（天竜川右岸）の飯田市域においては、馬骨と馬具が出した土坑が周溝内から数多く調査されて

おり（註 1 ）、これらは馬の埋葬土坑と理解されている。周溝内における土坑の位置と馬具の出土が共通

していることから、本遺構は馬の埋葬土坑と推定した。
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第 32 図　SK174　遺構図・遺物出土状況図
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                                           物少量混入　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層） 
                                           ブロック混入
3　10YR3/2　黒褐色土　しまりあり　粘性なし　黒褐色化　黄褐色土ブ
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第 33 図　SM01　近代以降の盛土　遺物出土状況図

664.500

4

14

17

1513
9

17

17
10

816

7

6 1

4

5
Ｓ Ｓ Ｓ

遺物は全点5層出土

18

EE

G
G

I
I

E E

SX03

SX01

SX02

SX04

調査区外

2トレンチ

1トレンチ

6トレンチ

4トレンチ

1トレンチ

0 （1:40） 1m

石器　1：10
勾玉・管玉・金属製品　１：３

ⅣC15-
10

ⅣC15-
09

ⅣC14-
12

※285･286 の出土地点は第 34図にあり
※土層注記は第 27図参照

24

13

33

34

5

14
7

2

6

19

4

23
10

17

22 6
21

23

3 9

7

18

11

4

23

19

4

7
5

34
33

1323

10

24

（第90図）6
2（第91図）6

17

4

21

3 9
18

11
7

14

22

286
285



- 63 -- 62 -

第 ３ 章　鬼釜遺跡

第 34 図　SX01 ～ 04　遺物出土状況図
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 G-G’・I-I’
 1　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性なし　砂質　褐色土と黒色土混合　  
       褐色土は基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層に極めて似る（SM01 9 層に対比）
 2　10YR3/2　黒褐色土　しまり　粘性なし　砂質　褐色土（基本土層､鬼釜 
       古墳Ⅳ層）混入（SM01 15 層に対比）
 3　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性なし　砂質　近代以降の陶磁器出土  
       基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層粒混入　SX01 埋土（SM01 11 層に対比）
 4　周溝内の別地点に堆積
 5　10YR3/2　黒褐色土　しまり　粘性なし　1 層に似る　石室の側壁の石 
       の下部に埋まる土 
 6　10YR4/4　褐色土　しまり弱　粘性なし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ
       層）ブロックと暗褐色土ブロック混入　石室の側壁の石の下部に埋まる土
 7　10YR2/3　黒褐色土　しまり　粘性なし　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ
       層）ブロック混入　SX03 埋土（SM01 15 層に対比）
 8　10YR3/1　黒褐色土　しまりなし　砂質黒色ブロックと褐色土ブロック   
        混合層　黒色土ブロックは弥生時代遺物包含層（SM01 16層に対比）
 9　10YR1.7/1　黒色土　しまり　粘性なし　黒色化顕著　層上部が最も黒
　　色化　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）ブロック混入　古墳時代の土器
       出土　基本土層､鬼釜古墳Ⅲ層（弥生時代の遺物包含層）（SM01 16 層に   
       対比）
10　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　やや砂質　炭化物・花崗岩粒    
       混入　縄文時代中期の土器出土　褐色土（基本土層､鬼釜古墳Ⅳ層）  
       （SM01 17 層に対比）

※285･286 の垂直分布図は第 33図にあり
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註

１） 市教委 2007 では、「土壙」と表記。本報告では「土坑」を使用。

４　平安時代以降
（１）概要
検出された遺構は、竪穴建物跡が ７棟、掘立柱建物跡１４棟、土坑１８２基、溝跡 ４条である。遺構は自然

堤防上のほぼ全域に分布し、竪穴建物跡では同一地点で重複もしくは近接する状況も確認できる。遺構か
ら出土した遺物は僅少で、遺構の帰属時期が特定できないものが多い。なお、掘立柱建物跡、土坑につい
て、全てを記述していないため、遺構一覧表を参照されたい（DVDに収録）。

（２）竪穴建物跡
ＳＢ０１［遺構：第35図 ＰＬ９、土器：第６8図］

位置： ２ － ①区、ⅣＡ１３・１４・１７・１８グリッド。　検出：平成２１年度の試掘調査で本遺構の存在が確認さ
れ、平成２３年度に本調査を実施した。基本土層Ⅴ層を掘り込む。　重複関係：ＳＢ０３・ＳＢ０４・ＳＴ１００１Ｐ １～４・
ＳＫ１３と重複し、本遺構が古い。　埋土： ２分層した。　形状・規模・構造：長辺 ８ ｍ、短辺は残存部で ６．
０３ｍ、深さは２９ｃｍ を測る。平面形は長方形。主軸方向は Ｎ２８°Ｅ。壁は斜めに立ち上がる。南西壁際の Ｐ
２ が柱穴の一つと推測した。　カマド：北側西壁よりにカマドの残骸が確認されている。　出土遺物： １
層から光ヶ丘 １号窯式とみられる灰釉陶器の碗２９３と土師器破片４６．２ｇ が出土した。また東側の床面上 ２
層からは板状の炭化材が出土している。そのうち １ 点の年代は７７８ｃａｌＡＤ－９０３ｃａｌＡＤ（２σ６８．６％）であっ
た。　時期： １層出土土器と炭化物の放射性炭素年代から平安時代に比定した。

ＳＢ０２［遺構：第36～38図 ＰＬ９、土器：第６8図］

位置： ２ － ①区、ⅢＥ２５グリッド。　検出：Ⅴ層上面。　重複関係：ＳＴ０２（Ｐ５・６・７・８）、ＳＫ０１・１１・２０
と重なり、本遺構が古い。　埋土：埋土は１１層で、床下は１２層と１３層の ２層に分けた。１１層は焼土と建築
部材と推定した炭化材を含む炭化物層である。炭化材は本遺構の長辺方向に平行もしくは直交する状態で
分布する。炭化材は本遺構の上屋が倒れたものと推定した。　形状・規模・構造：長辺４．３２ｍ、短辺４．３８
ｍ、深さ３７ｃｍ を測る。平面形は方形。主軸方向は Ｎ１０４°Ｅ。壁はほぼ垂直に立ち上がる。柱穴は南西隅
の Ｐ ５ をはじめ壁際の Ｐ １ ・７・１０が該当するとみられるが、その他のピットは性格不明である。周溝は
南西隅を除いて全周している。　カマド：南東壁にあり、２９層に分層され、そのうち７、１３～１５層は竪穴
建物跡の埋土と、掘方が住居跡の掘方１２・１３層と共通する。左右両側に袖石が配され、その他の石が周辺
に散乱している。袖石間に火床がみられ、強く被熱している。　出土遺物：埋土 １ 層から須恵器坏２９６、
埋土 ２ 層と ３ 層から土師器の破片、炭化物層の直上層である ８ 層から土師器（皿か盤）口縁部２９５と弥生
時代最終末（中島式）の壺２９７が出土した。炭化物層である１１層からは虎渓山～丸石 ２号窯式とみられる
灰釉陶器碗２９４が出土した。１１層出土炭化物は、放射性炭素年代測定によって較正暦年代９９４ｃａｌＡＤ－１０２５
ｃａｌＡＤ と判明した。　時期：１１層出土土器と炭化物の放射性炭素年代から１１世紀前半に比定した。

ＳＢ０３［遺構：第38図 ＰＬ９、土器：第６8図 ＰＬ20］

位置： ２ － ①区、ⅣＡ１７・１８グリッド。　検出：ＳＢ０１掘り下げ中に焼土を発見し、別遺構の可能性を考え、
トレンチ断面観察で壁の立ち上がりを確認するなどして、本遺構の存在を確認した。プランは推定部分が
多い。　重複関係：ＳＢ０１より新しく、ＳＢ０４・ＳＴ１００１より古い。　埋土：埋土は ３層に分層され、床面直
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放射性炭素年代
測定試料採取地点

2m（1:60）0

ⅣA18
-09

ⅣA18
-01

ⅣA18
-02

P1（SK21）
1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性あり　焼土層
2　10YR2/2　黒褐色土　しまり弱い　粘性あり

P2

1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性あり
　　　　　　　　　　　　褐色土ブロック混入
2　10YR2/2　黒褐色土　しまり弱い　粘性あり
3　10YR4/6　褐色土　　しまり　粘性弱い

Ａ-Ａ’
1　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性弱い　
　　　　　　　　　　　　褐色土ブロック混入
2　10YR2/2　黒褐色土　しまり　粘性あり
　　　　　　　　　　　　花崗岩風化土少量混入

B-B’・C-C’
1　5YR4/4　　にぶい赤褐色土　しまり　粘性あり
　　　　　　　　　　　　　　　焼土層
2　7.5YR3/4　暗褐色土　　　　しまり　粘性あり
　　　　　　　　　　　　　　　焼土層
3　10YR4/4　褐色土　　　　　しまり　粘性あり
4　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまり　粘性あり

第 35 図　SB01　遺構図
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第 36 図　SB02　遺構図
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2m（1:60）0

Ⅲ
E2

5-
09

Ⅲ
E2

5-
12

Ⅲ
J0

5-
01

A-A’・B-B’
 1　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
 2　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし　φ10～20mm炭化物混入
 3　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　東壁際に黄褐色土ブロック混入
 4　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　φ10～20mm炭化物混入
 5　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし　φ5mm炭化物混入
 6　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　壁際にφ50mm炭化物混入
 7　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　φ5mm炭化物混入
 8　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
 9　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
10　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　φ10mm炭化物混入
11　10YR2/1　黒色土　　　　　しまりややあり　粘性なし　炭化物層
　　　　　　　　　　　　　　　　にぶい黄褐色土・黄褐色土・礫混入
12　10YR4/6　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　　　　　　　　黄褐色・灰黄褐色・赤褐色粒子混入
13　10YR4/6　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし

P1

 1　10YR2/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし

P2・P3

 1　10YR2/1　黒色土　　　　　しまりあり　粘性なし

P5

 1　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
 2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
 3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
 4　2.5YR4/4　にぶい赤褐色土　しまりあり　粘性なし　焼土層
 5　2.5YR3/4　暗赤褐色土　　　しまりあり　粘性なし　焼土層
 6　10YR4/1　褐灰色土　　　　しまりあり　粘性なし　φ2mm炭化物少量混入

P7・P10

 1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし

P8

 1　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし

P9

 1　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
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第 37 図　SB02　カマド図
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 1　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　φ10～20mm炭化物混入
 2　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
 3　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　赤褐色粒子混入
 4　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
 5　2.5YR4/4　にぶい赤褐色土　しまりあり　粘性なし
 6　2.5YR5/8　明赤褐色土　　　しまりあり　粘性なし　焼土層
 7　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　炭化物混入　赤褐色粒子少量混入
　　　　　　　　　　　　　　　（A-A’･B-B’ 2層に対比）
 8　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
 9　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
10　10YR5/6　黄褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　赤褐色粒子混入
11　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
12　2.5YR4/8　赤褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
13　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　焼土粒・炭化物ブロック混入
　　　　　　　　　　　　　　　（A-A’･B-B’ 9･10層に対比）
14　10YR5/4　にぶい黄褐色土　（A-A’･B-B’ 9層に対比）
15　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまり　粘性あり　炭化物混入
　　　　　　　　　　　　　　　（A-A’･B-B’ 9･10層に対比）
16　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　赤褐色土ブロック混入
17　10YR4/1　褐灰色土　　　　しまり　粘性あり　炭化物混入
18　10YR6/6　明黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
19　10YR2/1　黒色土　　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物層
20　10YR5/1　褐灰色土　　　　しまり　粘性あり　粘土質
21　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまり　粘性あり　炭化物混入
22　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　赤褐色土混入
23　10YR2/1　黒色土　　　　　しまりあり　粘性なし
24　2.5YR4/8　赤褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　火床
25　10YR4/1　褐灰色土　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　黒色土･赤褐色土混入
26　10YR5/6　黄褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
27　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
28　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
29　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
30　10YR4/6　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし
 　　　　　　　　　SB02掘方
　　　　　　　　　　　　　　　（A-A’･B-B’ 11･12層に対比）

カマド焼土・炭化物分布 カマド掘方



- 67 -- 66 -

第 3 節　遺　構

第 38 図　SB02　炭化物・焼土分布図、SB03　遺構図
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上に炭化物（ ３層）が分布している。　形状・規模・構造：長辺推定２．９ｍ、短辺推定２．５６ｍ、深さは３１ｃ

ｍ を測る。床面、掘方は不明。　カマド：東壁のほぼ中央に焼土がおよそ３２ｃｍ ×３２ｃｍ の範囲に集中し
ている。出土遺物： ２層～床面レベルに灰釉陶器の玉縁小碗２９８、 ２ 層から丸石 ２ 号窯式とみられる灰釉
陶器深碗（管理番号 ８）が出土し、ＳＢ０１のピット出土の破片と接合した。 ２層から黒曜石製石鏃の小片
が出土している。　時期：出土土器から１１世紀前半に比定した。
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2m（1:60）0

2m（1:60）0 1m（1:30）0
土器　1：10

ⅣB13-14

ⅣB19-01ⅣB18-02

A-A’・B-B’
1　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性弱い　炭化物混入
2　10YR2/2　黒褐色土　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　炭化物・焼土少量混入　褐色土ブロック混入
3　7.5YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性弱い　焼土多量混入
4　10YR3/1　黒褐色土　しまり　粘性あり　炭化物少量混入

P1

1　7.5YR4/4　褐色土　　しまりあり　粘性弱い　焼土多量混入　炭化物混入
2　　－　　黒色土　　炭化物層
3　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり　炭化材多量混入

P2

1　10YR2/2　黒褐色土　しまりあり　粘性弱い　炭化物混入
2　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性弱い

299

299

炭化材分布

第 39 図　SB05　遺構図
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ＳＢ０５［遺構：第３９図 PL９、 土器：第６８図］

位置： １ － ①区、ⅣＢ１３・１８グリッド。　検出：Ⅴ層上面で検出したが、中央部をトレンチで失われた。
トレンチ内でピットを検出し、その位置から本遺構に伴うものと判断した。　重複関係：なし。　埋土：
４ 層に分層した。　形状・規模・構造：長辺：２．８５ｍ、短辺推定２．６３ｍ、深さ１６ｃｍ。主軸方向は Ｎ２°Ｅ。
柱穴は ３ 基で、Ｐ１ 埋土からは焼土と丸木材を含む炭化材が出土した。炭化材は Ｐ２ 、Ｐ３ でもみられた。
掘方は不明である。　カマド：なし。　出土遺物：Ｐ １ から灰釉陶器の碗２９９が出土した。　時期：出土
土器から１１世紀前半～中頃に比定した。

ＳＢ０９［遺構：第４０図 PL９、 石器：第７５図］

位置： １ － ①区、ⅣＥ１１・１２グリッド。　検出：Ⅴ層上面。重機でⅠ層現耕作土をはぎ、検出面を拡張し
ている際に確認した。Ⅴ層上面に暗褐色土の広がりがみられたため竪穴建物跡と認定したが、壁の確実な
立ち上がりの確認は難しく、埋土・床の残り具合は北側が特に悪かった。　重複関係：ＳＴ１７の Ｐ １ ～ Ｐ ６ 、
ＳＫ８９～９３、ＳＫ９５に切られる。　埋土： ５層に分層され、 ６ 層を掘方とする。１・２層は現耕作土が埋没し
ていた。　形状・規模・構造：長辺推定５．１３ｍ、短辺推定５．１２ｍ、深さ３４ｃｍ。Ｎ１１６°Ｅ。柱穴は Ｐ１ ～ Ｐ
４ の ４ 基で直径１８～３６ｃｍ 程度、深さは約４８～５４ｃｍ を測る。床面は黄褐色シルト質土壌であるが、硬化
面はみられない。　カマド：南東部に １基みられるが、袖石は無く、破壊されていた。厚さ１０ｃｍ 程度の
堅く焼けた火床がみられ、その上部に炭化物や焼土が混入した土層が堆積している。　出土遺物：埋土と
掘方から２４．２ｇ の縄文土器と石鏃４・５が出土している。　時期：出土遺物からは時期決定ができないが、
カマドが住居のコーナー付近にあることから、平安時代に比定した。

ＳＢ１０［遺構：第４１図 PL９、 土器：第６８図 PL２０］

位置： １ － ①区、ⅣＥ２３・２４グリッド。　検出：Ⅴ層上面。埋土は完全に削平され、掘方のみ遺存する。
重複関係：なし。　形状・規模・構造：長辺推定５．５０ｍ、 短辺推定５．２８ｍ。ピットは ８ 基で、そのうち主
柱穴の可能性の高いピットは Ｐ１ ～ ４ と Ｐ８ である。これらの直径は３５～４２ｃｍ、深さは３０～３６ｃｍ で、何
れも柱痕が確認されている。　カマド：主体部は既に削平されており、燃焼部は残存していない。中央に
支脚痕跡と見られる窪みが １箇所、その両側に直径約２４ｃｍ と約１２ｃｍ のピットがみられ、深さは何れも
約 ６ ｃｍ 程度であった。　出土遺物：掘方出土遺物のうち、最も多いものは縄文土器で６５１．９ｇ 混入し、中
期後葉の土器の突起３００と打製石斧、横刃形石器などがみられる。その他は弥生時代中島式（管理番号５５）
の甕が出土している。　時期：カマドがあることから古墳時代以降に比定した。
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第 40 図　SB09　遺構図・カマド図
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1　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
3　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
4　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　赤褐色土混入
5　10YR2/3　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
6　2.5YR5/8　明赤褐色土　　　しまりあり　粘性なし　火床

A-A’
1　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入　現耕作土（水田層）
2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　炭化物混入　現耕作土
3　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
4　10YR5/6　黄褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
5　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
6　10YR5/8　黄褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　掘方

P1・P2・P3・P4

1　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
2　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入

カマド掘方
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A-A’・B-B’
1　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土と黄褐色土混合層
　　　　　　しまり　粘性あり（掘方）

P1・P2・P3・P4

1　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土と黄褐色土混合層
2　10YR4/6　褐色土　　黄褐色土主体層　黒褐色土少量混入
3　10YR3/4　暗褐色土　黒褐色土と黄褐色土混合層
　　　　　　1層より黄褐色土多量混入
4　10YR3/3　暗褐色土　黒褐色土と黄褐色土混合層
　　　　　　1層より黄褐色土多量混入

カマド掘方

第 ４１ 図　SB10　遺構図・カマド図
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ＳＢ１１［遺構：第４２図 PL１０、 土器：PL２０、 石器：第８９図］

位置： １ － ①区、ⅣＥ２２・２３グリッド。　検出：Ⅳ層～Ⅴ層での検出作業中に発見した。現代の耕作によ
り、上部の大半部分が削平されているが、中世の土器を含む方形の落ち込みが確認されたため、当該期の
竪穴建物跡と認識して調査した。　重複関係：ピットは Ｐ １ ～１０・１７・１９の１２基あり、本遺構に伴うと判
断した。　形状・規模・構造：長辺推定３．４ｍ、短辺推定２．８ｍ、深さ１２ｃｍ。Ｎ３１°Ｅ。平面形は不明であ
る。北東側のみに掘方が残る。ピットは Ｐ ２ ・５・９・１０で方形を組むものの、その他のピットの性格は不
明である。　出土遺物： ４層（掘方）から白磁碗胴部、竪穴建物跡北西隅 Ｐ１０の脇から青磁碗（管理番号
５６）が出土し、北東部掘方内から敲石１１２が出土している。その他に縄文土器７９７ｇ と打製石斧等も出土し
た。　時期：１１世紀後半～１３世紀の可能性がある。

ＳＢ１７［遺構：第４３図 PL１０、 土器：第６８図 PL２０］

位置： １ － ①区、ⅣＥ１２・１７グリッド。　検出：Ⅴ層上面を重機で検出している時点で床面の広がりがみ
られ、竪穴建物跡とした。重複関係：南側はかく乱で削られ、さらに推定中央部を平成２１年度確認調査で
掘削されている。本遺構の全体像は不明。ＳＫ１０１２に切られる。　埋土：１層の下部と掘方のみ。ただし、
９ トレンチの東壁では本遺構の埋土が確認されている。　形状・規模・構造：長辺残存長３．７８ｍ、短辺残
存長３．４７ｍ、深さ１５ｃｍ。平面形は隅丸方形と推測した。主軸方向は Ｎ２８°Ｅ。ピットは ４基、直径約３０～

第 42 図　SB11　遺構図

第 42 図　SB11　遺構図
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1　10YR2/2　黒褐色土　しまり　粘性あり　黄褐色土少量混入
2　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性あり　黄褐色土と黒褐色土の混合層
3　10YR2/2　黒褐色土　しまり　粘性あり　砂・黄褐色土ブロック少量混入
4　10YR2/2　黒褐色土　しまり　粘性あり　炭化物・黄褐色土ブロック少量混入（掘方）
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３５ｃｍ で、深さが Ｐ１ は５１ｃｍ、Ｐ２ は４８ｃｍ であり、Ｐ３ は１８ｃｍ、Ｐ４ は３０ｃｍ 程度で規模が異なる。Ｐ２ の
上部の床面からは焼土と炭化物を検出した。本遺構の北壁と西壁に沿って幅約１８ｃｍ の周溝が巡るが、上
部を削平されているため、深さは ３ ｃｍ とかなり浅い。　出土遺物： １層からかわらけ３０２と土師器坏（管
理番号６３）、弥生土器の壺頸部３０５が出土した。 ２ 層（掘方）から山茶碗こね鉢（口縁部から胴部）３０３が
出土した。　時期：出土土器から１３世紀に比定した。

（３）掘立柱建物跡
ＳＴ０１［遺構：第４４図 PL１０］

位置： ２ － ①区、ⅣＡ１１・１６グリッド。　重複関係：なし。　規模・構造： ６基のピットで構成した整然
とした ２ 間× １間の建物跡。主軸は Ｎ７４°Ｗ。長辺４．７０m、短辺：２．１１mである。ピットの直径は幅２４～
３３ｃｍ、深さは Ｐ１ ・５・６が深くて平均約２０ｃｍ であるが、Ｐ２ ～ ４ は浅く平均８．４ｃｍ である。　出土遺物：
なし。 　時期：平安時代以降に推定した。

ＳＴ０２［遺構：第４５図］

位置： ２ － ①区、Ⅲ Ｅ２５グリッド。　重複関係：ＳＢ０２を切る。ＳＫ０１・０２・１１・２０と切り合い関係は不明だ
が重複する。　規模・構造： ８基のピットで構成され、 ２間×２間の建物跡の可能性が高い。主軸はＮ１０°

第 43 図　SB17　遺構図

第 43 図　SB17　遺構図
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A-A’・B-B’
1　10YR2/3　黒褐色土　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
2　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性なし　炭化物混入（掘方）

C-C’
1　10YR3/1　黒褐色土　グライ化　酸化鉄集積　現耕作土（水田層）
2　10YR4/1　褐灰色土　グライ化　酸化鉄集積（1層以前の水田層）
3　10YR3/2　黒褐色土　やや砂質　黄褐色土ブロック混入　SB17埋土
4　10YR3/2　黒褐色土　やや砂質　3層より白色粒子多量混入
　

P1・P2・P3・P4

1　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
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Ｅ。長辺４．２６ｍ、 短辺３．６８ｍ である。Ｐ３ のみ柱痕跡が確認した。　出土遺物：なし。　時期：１１世紀前半
以降。

ＳＴ０３［遺構：第４４図 PL１０］

位置： ２ － ①区、ⅢＥ２０・２５、ⅣＡ１６グリッド。　重複関係：ＳＴ０３の Ｐ５ が ＳＴ０４の Ｐ１ に切られる。　規模・
構造： ８ 基のピットで構成され、 ３間× ２間の可能性が高い。北側の Ｐ ２ ・３と南側の Ｐ ６ が軸からずれ、
深さにかなりばらつきがある。主軸はＮ９０°Ｗ、長辺５．２９ｍ、短辺３．３４ｍ である。　出土遺物：なし。　

ＳＴ０４［遺構：第４４図 PL１０］

位置： ２ － ①区、ⅢＥ２５、ⅣＡ２１グリッド。　重複関係：ＳＴ０４の Ｐ１ が ＳＴ０３の Ｐ ５ を切る。　規模・構造：
６基のピットで構成され、 ２ 間× １ 間の可能性があるが、西側中央のピットが検出できていない。ピット
の直径は１５～２０ｃｍ で深さは３０～５０ｃｍ で比較的揃っているが、Ｐ ６ のみ軸線から外れる。主軸は Ｎ８°Ｅ、
長辺５．５４ｍ、短辺１．８７ｍ である。　出土遺物：なし。

ＳＴ０７［遺構：第４６図 PL１０］

位置： １ － ①区、ⅤＡ１７・１８・２２・２３グリッド。　重複関係：ＳＫ１００１を切る。　規模・構造：調査区内で
確認された ５間× ２間で、１２基のピットで構成した。ピットの北列 Ｐ１・９・１０・１１・１２は深さがほぼ一定
しているが、南列は Ｐ３ が特に深く、Ｐ４・５・６・７・８ にかけて次第に浅くなる。最も浅い Ｐ８ は Ｐ３ より
も４０ｃｍ も浅くなっている。Ｐ４ の底には礎石の可能性がある礫が見られた。主軸は Ｎ８６°Ｗ。長辺推定８．
４０ｍ、短辺３．９７ｍ である。　出土遺物：なし。

ＳＴ１３［遺構：第４７図 PL１１］

位置： １ － ①区、ⅣＥ１２グリッド。　重複関係：ＳＴ１５の Ｐ２ に切られる。　規模・構造： ６ 基のピットで
構成したが、Ｐ３ のみ軸線から外れる。Ｐ２ が他より１０ｃｍ 程度深いが、深さはほぼ揃っている。 ２ 間× １
間の建物跡の可能性がある。主軸はＮ２６°Ｅ。長辺：４．５１ｍ、短辺２．６３ｍである。　出土遺物：なし。　

ＳＴ１４［遺構：第４６図 PL１１］

位置： １ － ①区、ⅣＥ１６・１７・２１・２２グリッド。　重複関係：なし。　規模・構造： ２ 間× １ 間で、 ７基
のピットで構成した。南側列は深さが揃っているが、北側列は西から東にピットが浅くなる。主軸はＮ８５°
Ｗ。長辺推定５．５３ｍ、短辺３．３２ｍである。　出土遺物：なし。

ＳＴ１５［遺構：第４７図 PL１１］

位置：１ － ①区、ⅣＥ１２グリッド。　重複関係：ＳＴ１３のＰ２ を切る。　規模・構造：３ 間× １間で、 ９ 基のピッ
トで構成したがＰ ９ とＰ１０が軸から外れる。 ３隅を構成するＰ ７・５・２ は深く、その間を支えるＰ８・９・４・
３・１０は深さが不揃いで浅い。主軸は Ｎ１３°Ｅ。長辺推定５．７２ｍ、短辺２．７５ｍである。　出土遺物：なし。

ＳＴ１７［遺構：第４８図 PL１１］

位置： １ － ①区、ⅣＥ１１・１２・１６・１７グリッド。Ｐ１～ Ｐ ６ 、Ｐ ８・９ で構成した。　検出：Ⅴ層上面。ＳＢ０９
のカマド調査中に、本遺構の Ｐ ６ がカマドを切っていることを確認した。柱の並びが整然としていて深さ
が揃っていることから、プランを確定した。ただし南西隅の柱穴は現代のかく乱によって検出できなかっ
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第 44 図　ST01･03･04･08　遺構図
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1　10YR2/2　黒褐色土　しまり　粘性あり
                        黄褐色土少量混入
2　10YR2/3　黒褐色土　しまり　粘性あり
                        黒褐色土がブロック状に混入
3　10YR3/3　暗褐色土　しまり　粘性あり
                        部分的に褐色土多量混入
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4　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり
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                        しまりあり　粘性なし
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1　10YR3/3　暗褐色土　しまり　粘性あり
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2　10YR2/2　黒褐色土　しまり　粘性あり
　　黄褐色土少量混入
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第 45 図　ST02･09･11･12　遺構図
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1　10YR3/3　暗褐色土　しまり　   
      粘性あり　φ2～4mm炭化物・
      黄褐色土少量混入
2　10YR4/4　褐色土　しまり
      粘性あり
3　10YR3/4　暗褐色土　しまり　    
      粘性あり　φ1mm炭化物少量混入
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4　10YR3/3　暗褐色土　しまり
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1　10YR4/3　にぶい黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　拳大の礫混    
      入　φ1～3mm小礫少量混入
2　10YR4/3　にぶい黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　拳大の礫・         
      φ1～3mm小礫混入
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　拳大の礫混 
      入　にぶい黄褐色土ブロック状に混
      入
4　10YR4/3　にぶい黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　φ1～2mm
      小礫少量混入
5　10YR4/2　灰黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　炭化物混入   
      φ1～3mm小礫少量混入
6　10YR4/3　にぶい黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　φ1～2mm
      小礫混入
7　10YR4/2　灰黄褐色土
      しまりあり　粘性なし　φ1～2mm
      小礫少量混入
8　10YR4/4　褐色土
      しまりあり　粘性なし　φ1～2mm
      小礫少量混入

ST07

ST14

第 46 図　ST07･14　遺構図
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1　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり　炭化物少量混入
2　10YR4/4　褐色土
3　10YR2/3　黒褐色土　しまりあり　粘性弱い　炭化物少量混入
4　10YR3/3　暗褐色土　しまり　粘性あり
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ST15

第 47 図　ST13･15　遺構図
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た。　重複関係：ＳＢ０９と ＳＫ９５を切る。ＳＫ８９～９３、１４０との前後関係は判断できなかった。　形状：長辺
２間で６．７８ｍ、短辺 ２間で４．７４ｍ を測る。　規模・構造：主軸方向は Ｎ１４°Ｅ。　埋土：Ｐ４ において柱痕
跡とみられる ４層中の炭化物を用いて Ｃ１４年代測定を行い、結果は１,０４５～１,１６１ｃａｌＡＤ となった。　出土
遺物：なし。　時期：平安時代以降に比定した。

ＳＴ１００１・ＳＢ０４［遺構：第４9図 PL10、土器：PL２0］

位置： ２ － ①区、ⅣＡ１３・１８グリッド。　検出：Ⅴ層上面。調査時には ＳＫ 番号を付けて記録したピット
について、整理時に配置を検討した結果、Ｐ１（ＳＫ１５）、Ｐ２（ＳＫ１６）、Ｐ３（ＳＢ０１Ｐ１）、Ｐ４（ＳＫ１４）で構成
した掘立柱建物跡と認定した。なお、本遺構の東側はトレンチで破壊されているため、短辺の長さは不明
である。ＳＴ１００１のピットと ＳＢ０４は重複しないことと、両者の主軸が極めて酷似することから、両者は一
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 ST17
  1　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
 2　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし　にぶい黄褐色土ブロック混入
 3　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし
 4　10YR3/1　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　黒褐色土ブロック・炭化物混入
 5　10YR3/1　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
 6　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
 7　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
 8　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
  9　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
10　10YR2/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
11　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
12　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
13　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
14　10YR5/6　黄褐色土　　　　しまりあり　粘性なし

第 48 図　ST17　遺構図
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体の遺構と判断した。　重複関係：ＳＴ１００１・ＳＢ０４とも ＳＢ０１と ＳＢ０３を切る。　規模・構造：長辺５．３ｍ、
短辺は推定３．２ｍ で、東西方向に長辺方向をもつ掘立柱建物跡。柱間は、長辺方向が２．１～３．４ｍ、短辺方
向が１．６ｍを測る。長辺方向は、Ｐ１ と Ｐ ２ の間がほぼ ２ 間分の距離があることから、この場所にピットが
存在した可能性が高いと考え、本遺構は長辺方向 ３間、短辺方向 ２間と推定した。本遺構の北西隅に竪
穴（ＳＢ０４）がある。　埋土：人頭大の礫が多量に混入する。 ６層は掘方である。　規模・構造：長辺２．
３８ｍ、短辺は２．３３ｍ、深さは２０ｃｍ を測る。壁際には２２基のピットがめぐる。調査の関係で掘方（ ６ 層下
面）精査時に検出した Ｐ１２～１４・１６・１８～２０も、 ６層上面から掘り込まれていたと推定した。北・西・東
壁際のピットは、２０～５０ｃｍ 間隔で密集して配置し、南壁は中央部（Ｐ１６）にはピットが １ 基ある。南壁
には、Ｐ１６を中心として左右に対峙するように Ｐ１５・１７がある。ピットが希薄であることと、Ｐ１５・１７は出
入口ピットの可能性が高いことから、本遺構は南側に出入口があったと判断した。ＳＢ０４の北側と東側で
は、ピットと壁の立上がりの間に溝状の落込みがあり、この溝状の落込みは壁の下端に平行して延びる。
ピット（Ｐ ４・５・７・８・９・１０・１１）には、溝状の落込みには重複するものがあり、ピットが切る。溝状
の落込みには、シルト質の褐灰色土が堆積しており、壁に板壁などを設置するために掘削した痕跡と推定
した。　炉：中央部よりやや西壁側に地床炉が １基ある。炉は直径５６ｃｍ の掘方を持ち、埋土は ３層に分
層できた。 ６ 層は掘方で、粘土質で砂が混入する。 ３ 層は焼土層で、被熱により形成された層である。 ２
層は埋土の一部である。　床：炉から北側には、褐色の砂が混入する粘土質土が分布する。この粘土質土
は厚さ約 ５ ｃｍ を測り、上面が若干硬化する。なお、この粘質土は炉の南側にも分布したと推定したが、

第 49 図　ST1001、SB04　遺構図
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炉 床下焼土

0 （1:80） 2m 1m（1:40）0

ⅣA18-06

ⅣA18-05

ⅣA18-01

1　　－　　黒褐色土        礫多量混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　φ5～10mm炭化物
                                              少量混入
3　　－　　赤褐色土        焼土層　粘土質土・砂少量混入
4　10YR5/6　黄褐色土        しまりあり　粘性弱い　φ5mm炭化物少量
                                               混入
5　10YR2/3　黒褐色土        しまりあり　粘性弱い　粘土質土・砂少量         
                                               混入　φ50～100mm礫多量混入　φ5～     
                                               10mm炭化物少量混入　ピット埋土
6　10YR2/3　黒褐色土        しまりあり　粘性弱い　φ5～30mm礫多     
                                               量混入　掘方
7　　－　　褐灰色土        しまりあり　粘性なし　板材等の設置痕跡
                                              と推定
8　　－　　赤褐色土        焼土層

第 49 図　ST1001、SB04　遺構図
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炉の南側は調査時に地山上面まで掘削したことから、分布範囲は不明。　床下：床面を除去した地山上面
で確認された焼土層がある。焼土層は、地山が被熱したものではなく、地山上面の窪みに焼土層が堆積す
るものである。地山上面は凹凸が著しく、随所に地山礫が露出する状況であることから、掘方を埋める際
に意図的に焼土を埋めたものと推測した。　出土遺物： １ 層から天目茶碗（管理番号 ９）とすり鉢（管理
番号１０）が出土している。また、縄文時代の打製石斧が出土した。炉の ４層に含まれていた炭化物の放射
性炭素年代測定を行い、１,４５５～１,６１７ｃａｌＡＤ の結果を得た。ピット内からの出土遺物なし。　時期：出土
土器と炉出土炭化物の放射性炭素年代から、１５世紀末～１６世紀前半に比定した。　性格：ＳＢ０４には炉が
あることから、半地下式の作業空間を伴う建物と推測した。

（４）土坑
　土器が出土した土坑は、ＳＫ０８・２２・７８・９６・９７・１４１・１６４である。

（５）溝跡
ＳＤ０１［遺構：第５０図 PL1１、土器：第６８図、石器：第７５・７９図］

位置： ２ － ①区、ⅣＡ７・８・９・１２・１３・１４・１５グリッド。　重複関係：ＳＤ０２に切られる。　埋土：１・２
層が現代の耕作土、３・４層が ＳＤ０２の埋土である。　規模・構造：東側は調査区に沿って約９０度に曲がっ
ている。長さ２３．２１ｍ、最大幅１．６４ｍ、深さ６７ｃｍ。　出土遺物： ２層から志野焼の丸皿３０７と瀬戸美濃系
丸碗３０８、青磁輪花皿３０９が出土した。 ４層から灰釉陶器碗３１０と弥生土器の壺３１１並びに土器小破片１２３．１
ｇ が出土している。１２層からチャート製石鏃 ６、１６層から縄文土器が １点と打製石斧５０が出土している。
時期：重複関係から近世以前に比定した。

ＳＤ０２［遺構：第５０図 PL1１、土器：第６８図 PL２０］

位置： ２ － ①区、Ⅳ Ａ９・１４・１５・１９・２０グリッド。　重複関係：ＳＤ０１を切る。　埋土： ３ 層と ４ 層で、
そのうち ４層に拳大の礫が混入する。　規模・構造：ほぼ直線的に延びる。調査区内で確認された本遺
構の規模は、長さ１０．７３ｍ、最大幅１．４８ｍ、深さ５０ｃｍ を測る。　出土遺物： ４ 層から青磁碗（管理番号
１７）、すり鉢（管理番号１８）、瀬戸美濃系天目茶碗３１４、瀬戸美濃系皿３１２、天目茶碗（管理番号２２）、打製
石斧 ３ 点、砂岩や黒曜石の剥片が出土している。　時期：出土遺物から近世に比定した。
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A-A’・B-B’
現耕作土（水田層）　1　10YR4/6　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　暗褐色土ブロック混入
　　　　　　　　　　2　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　酸化鉄の集積顕著
SD02　　　　　　　3　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　　4　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　層上部に拳大の礫混入
SD01　　　　　　　5　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
　　　　　　　　　　6　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　層下部に灰黄褐色土ブロック混入
　　　　　　　　　　7　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　　8　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　細砂少量混入
　　　　　　　　　　9　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　砂層（粗砂）混入
　　　　　　　　　10　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　砂層（粗砂）
　　　　　　　　　11　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　暗褐色土混入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂層（細砂）がラミナ状に堆積する部分あり
　　　　　　　　　12　10YR3/2　黒褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　13　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　暗赤褐色土混入
　　　　　　　　　14　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　層上部に砂層・炭化物混入
　　　　　　　　　15　 － 　 － 　　　　しまりあり　粘性なし　砂礫層　層下部に比較的大きい礫混入
　　　　　　　　　16　10YR2/3　黒褐色土　　　　しまりなし　粘性あり　褐色土ブロック混入
　　　　　　　　　17　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入

C-C’
現耕作土（水田層）　1　10YR5/6　黄褐色土　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　　2　10YR4/4　褐色土　　しまりあり　粘性なし　炭化物混入
SD01　　　　　　　　3　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性なし　2層との境界に硬化部分あり
　　　　　　　　　　4　10YR4/4　褐色土　　しまりあり　粘性なし　砂層（細砂）　炭化物混入
　　　　　　　　　　5　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　　6　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性なし　黄褐色土ブロック混入

D-D’
SD01　1　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　φ3mm炭化物混入（C-C’1層に対比）
　　　 2　10YR4/4　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし（C-C’2層に対比）
　　　 3　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黄褐色土と褐色土がラミナ状に堆積する部分あり（C-C’3層に対比）
　　　 4　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまりあり　粘性なし　黄褐色土混入（C-C’4層に対比）
　　　 5　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　砂層（粗砂）（C-C’5層に対比）
　　　 6　10YR4/6　褐色土　　　　　しまりあり　粘性なし　黄褐色土ブロック混入（C-C’6層に対比）
　　　 7　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　層下部にφ4～5cm礫混入

第 50 図　SD01･02　遺構図
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第 4 節　遺　物

第 ４節　遺　物

１　土器 ・陶磁器
（１）概要
　本遺跡からは約１５１ｋｇ の土器・陶磁器等の焼き物が出土し、そのうちほぼ半数の約７２ｋｇ は遺構から出土
したものである（第5表）。土器・陶磁器全体の約７４％は縄文土器であるが（第５１図）、次の ２ つの理由か
らその多くは原位置から動き、所属時期以外の遺構から出土している。まず第 １ に縄文時代の遺構面が大
幅に削平され、古代以降の水田層になったこと。第 ２ に縄文時代中期の包含層Ⅴ層を掘り込んで古墳時代
以降の遺構が構築されたため、それらが埋没する過程で多くの縄文土器が流れ込んだことである。一方低
地に堆積したⅣ １層から出土した中期後葉の縄文土器は、殆どが破片であったが、３カ所ほど地点的なま
とまりが捉えられている。よって土器図版（第５３～６８図）では、遺構時期の降順に、各遺構の時期決定資
料となるものをまず掲載するが、他時期ではあるが資料の性格上重要であるもの（主に縄文土器）を補足
的に加えた。掲載した個体の重量は約６３．９ｋｇ であり、出土総量に対する掲載率は重量比で約４２％である
（第５２図）。掲載資料の情報は観察表（別表第 ３表）を基本とし、出土位置、時期、法量、色調、付着物、
胎土（註１）を記載した。胎土は肉眼と２０倍程度の顕微鏡で観察した（註２）。また各資料の出土状況詳細
は第 ２ 節で既に報告しているため、本項では時代順にその概要のみまとめる。

（２）縄文時代
①草創期・早期

　本遺跡最古の土器は草創期後半の絡条体圧痕文土器の破片（第６３図２０４）で ＳＭ０１　１７層（Ⅳ層）から出
土した。横方向に４段の押圧が認められる。早期前半の土器は１区Ⅳ１層より底部（第６１図１３９）、ＳＭ０１　１７
層（Ⅳ層）と１６トレンチより胴部（第６３図２０３・第６４図２１８）が出土し、いずれも山形押形文が施されており、
立野式に相当する。玉川を挟んで北西７００ｍ に立地する北田遺跡では立野式期の竪穴建物跡 ２ 棟と土坑が
みられ、ここからは山形押型文の他、格子目文や楕円文も報告されている（岡田１９９２）。その他、ＳＭ０１　
１７層（Ⅳ層）からは尖底土器の底部（第６３図２０２）、 １ － ①区からは層位・地点不明ではあるが早期段階の
表裏縄文土器（第６４図２２６）が出土している。
②中期前葉

中期前葉の土器は １区包含層 ＶＦ０２・０６のⅤ層（第５７図３８・３９）、
Ⅳ１層（第６３図１９９・２００）、Ⅲ１層（第６３図２０７～２１０）並びに１０トレ
ンチ４層（第６４図２１９・２２０）、同１１層（第６４図２２１）から一定量出土
している。このうち１９９は頸部の隆帯上に半截竹管による押引文、
胴部には格子目文を有し、２０９は口縁部に縄文、頸部に縦方向の半
截竹管文が間隔を開けて施される。これらは五領ヶ台Ⅱ式並行期で
も古い様相を持ち、下伊那 ２期（坂井２０１３）にあたる。

一方２１９・２２０・２２１は、頸部直下に施される横位の沈線文や頸部
の集合沈線文の様相から、五領ヶ台Ⅱ式でも新しい段階で、平出Ⅲ
類 Ａ 土器の祖型である倉平土器（長崎１９９７）に相当するものとみ
られる。これらの胎土は例外なく大形の花崗岩片を多く含むⅠ類
（註３ ）にあたる。中南信に広く分布する平出Ⅲ類 Ａ 土器には大形

中近世陶磁器
1216.1ｇ　0.8％

須恵器
15816.2g
11%

土師器
14112.4g
9%

弥生土器
6989.4g 5%

その他　　699.3ｇ　0.2％

縄文土器
112,483.5g
74%

非掲載個休
58%

87399.1g

掲載個休
42%

63917.6g

第 51 図　土器・陶磁器の種類別重量

第 52 図　出土総量に対する掲載率
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白色の砂が含まれていることが多く、「伊那谷中部に土器生産圏が存在し、周辺に移出」された可能性が
指摘されている（林１９８５）。本遺跡では平出Ⅲ類 Ａ 土器そのものは出土していないが、鬼釜遺跡の胎土観
察から本地域の土器胎土が極めて特徴的であることが判明した。今後、各地で出土する平出Ⅲ類 Ａ 土器
の胎土を伊那谷の花崗岩地帯の土器の胎土と比較し、林氏の仮説を検証する取組みが期待される。
　下伊那地域以外の特徴を示すものは、細い隆帯が同心円状に添付される３９が北陸系、蒲鉾形隆帯上に半

截竹管による連続爪形文が施された２０７は東海系の北裏 Ｃ 式とみられる。

③中期中葉

　中期中葉の土器は １ 区Ⅳ １ 層と ＳＭ０１　１４層（Ⅱ層）から出土した（第６１図１４０・第６７図２７６）。このうち

１４０は口唇部に刻みが施され、２７６は隆帯脇に細沈線が沿うことから焼町土器の最終形態とみられる。

④中期後葉

・概観

　中期後葉土器は本遺跡において縄文時代の主体を占める。確認できた器種は、浅鉢（第６１図１３５・

１３６）、釣手土器（第６１図１３７・１３８）の他は全て深鉢であった。深鉢には数種類の土器型式等（註４）が

みられ出土量も多い。そのうち主体となるのが、「下伊那タイプ」（末木１９７８）、「下伊那系土器」（増子

１９８２）、唐草文系土器の「下伊那型」（米田１９８０）、「下伊那唐草文系土器」（吉川２００８）、「下伊那唐草文土器」

（吉川２００５・坂井２０１３）などと呼ばれる一群であり、唐草文系土器のⅡ期に並行する下伊那の土器である。

これは本遺跡の所在する下伊那地域の土器組成の一般的なあり方と一致する。

　唐草文系土器（註５）は設定当時から、「諏訪・上伊那地方」と「下伊那地方」（米田１９８０）もしくは中

信地域と伊那谷南半地域（三上２００２）に大きな地域差があると認識されており、「伊那谷独自の編年」（八

木１９７６）の必要性が指摘されてきた。地域差の背景には下伊那地域と東海地域とのより密接な関係（米田

１９８０）があげられ、複雑な様相が紹介されているが（吉川２００３・坂井２０１３）、型式学的な距離関係の解釈

によっては「下伊那タイプ」は唐草文系土器から括り出して捉えられている（野村１９８８・小口１９９８・神村

２００３）。本稿でも、これらの土器群を、上伊那を含む中信地域の唐草文系土器とは区別した上で、先学の

地域区分と呼称を援用しつつ記述を進める。また、編年の枠組みは、これらの対応関係を検討した上での

最新の編年案であることから日本考古学協会長野大会編年の９～１２期を用いる（以下「協会 ９ 期」等）。

・分類

下伊那タイプ（下伊那Ａタイプ）（註 ６）

　下伊那タイプは ＳＢ１４（第５４図２４、第５５図２６・２８・３０）、ＳＢ１６（第５６図３３）、ＳＫ１９２（第５６図３７）、 １ 区Ⅳ１

層遺物包含層（東・中央・西）（第５７図４５・４８・４９、第５８図５２、第６１図１４３・１４４・１４６）他、多量に出土し

ている。本遺跡で主体を占める在地土器であるため、ここでは器形と文様構成・要素をもとにⅠ～Ⅴ類に

分類して以下に説明を加え、米田（１９８０）・吉川（２００３）による名称を付記した。時期は協会１０・１１期（唐

草文系Ⅱ期古段階）にあたる。下伊那タイプの胎土の主体を占めるのは １ 類であり、特に大形の花崗岩が

含まれるものが多い。在地粘土を採取し、土器作りが行われたことを示唆するものとみられる。個々の岩

石鉱物の偏光顕微鏡での観察を将来の課題としたい。　

Ⅰ類：キャリパー器形で口唇部が外反し、把手が付く類（１４３・１４４）で、吉川の「Ⅰ型式」、米田の「下

伊那 Ｂ 型式」に相当する。本遺跡ではごく少ない。

Ⅱ類：先端が折り返されて肥厚する無文の口縁部が外半もしくは外傾し、頸部が膨らみ、胴部が再び膨ら

む類で、本遺跡の下伊那タイプ中、最も多く見られる。頸部の膨らみ部や胴部との境には、蕨手文の連弧

状構成（４５）、交互刺突（２４）などが施され、入組文と連弧文が交互に配されるもの（２６）もみられる。

地文には条線文（２６・４５）が多用される。吉川の「Ⅱ型式」、米田の「Ａ 型式」に相当する。
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Ⅲ類：口縁部が外傾もしくは外反し、頸部でくびれ、胴部が大きく張り出す類で、頸部に沈線による横入

組文が配され、口縁部と胴部は無文のものと口縁部に縦方向の刺突文、胴部に縦方向の蕨手文等を有する

もの（３３・１４６）、沈線による横方向の入組文（５２）を有するもの等がみられる。地文は縄文（３３・５２）、

条線文（３０、１４６）があり、吉川の「Ⅲ型式」、米田の「Ｅ 型式」にあたる。

Ⅳ類：口縁部が外傾し、横方向の沈線と蕨手文が口唇部までせりあがるもの（３７）。

Ⅴ類：胴部が膨らむ樽形の器形で、口縁部に袋状の貼り付けを有するもの（２８）。袋状貼り付けの上に押

し引き文を有するもの（４８・４９）も同類とみられる。このような土器は増田遺跡１３号住出土土器（上郷町

教育委員会１９８９）に類例がみられるが、下伊那地域でも多くはない。

唐草文系土器

　唐草文系土器は ＳＫ１９２（第５６図３６）、 1 区Ⅳ１層（第５９図８３・８４・８７・９３、第６１図１５３）、トレンチ（第６４

図２２４）から出土した。このうち３６は樽形で、Ｘ 字状の把手を持つ。地文は口縁部・胴部ともに櫛歯状工

具による条線文で、頸部に交互刺突、胴部に ２ 本一対の隆帯による大柄渦巻文が展開する。８３、１５３は胴

部にやや湾曲した沈線地文をもち、大柄渦巻文を構成する沈線が １ 本もしくは間隔が開く２ 本から構成さ

れる。何れも唐草文系Ⅱ期の新しい段階にあたる。細い条線文を地文とする８７は腕骨文風の隆帯が残るこ

とから、Ⅱ期古段階に遡るとみる。９３・２２４は主文様、地文ともに沈線、８４は地文に沈線と縄文が併用さ

れている。これらは唐草文系Ⅲ期に下る。

中富式系

　中富式系土器は １ 区Ⅳ１層（第５９図９８・９９、第６０図１０３・１０５・１０６・１０７、第６２図１７７、１８２～１８４）等か

ら多数出土していて、口縁部が鋭く内弯し、頸部でくびれる特徴を持つ。これらには口縁端部に沿って

列点もしくは刻目が施されその下に沈線による渦巻文が描かれる１０３・１０６・１０７、１８２～１８４、口縁端部に

沿って沈線が巡り、その下に沈線による入り組み文が描かれる９８・９９、口縁端部に沿って沈線が巡りその

下に巻きの弱い蕨手文が描かれる１７７等がみられる。中富式は東海地方（愛知～岐阜）に広く分布する中

期後葉の土器型式（増子１９７８、纐纈・高橋２００８）である。本遺跡の土器群はその殆どが口縁部破片のみで、

全体の判別が難しいものの、中富Ⅲ式（増子１９７８）（ ２ 期古（纐纈・高橋２００８））に併行するものと考える

が、東海地方の土器との詳細な比較検討が必要である。

　従来下伊那地域の中富式の場合、本来の分布圏のものが変容を遂げている可能性が高いとされている

が、本遺跡での土器胎土の観察によると、中富式系２５点のうち １ 類の胎土に分類できるものは全体の約半

数で、その他は ３ 種類の異なる胎土であった。中には砂が極めて少ない特徴的な胎土の個体もあるため

（第６０図１０５）、詳細な薄片観察等によって、特徴的な胎土の土器が搬入品であるかどうか判断できよう。

ここでは可能性のみ指摘し、その検証は今後の課題としたい。

曽利式系

曽利式系土器は ＳＫ１８５（第５６図３４）、 １区Ⅳ１層（第６１図１５８）等から出土している。このうち３４は無文
の口縁部が内弯し、胴部に縄文が施され、１５８は頸部に横方向の押し引き文が施されている。曽利Ⅱ式に
相当する。
加曽利Ｅ式・大木式系

　加曽利 Ｅ 式・大木式系土器は ＳＢ０８（第５３図３・５・６・７・８）、１区Ⅳ１層（第６０図１１８）、 １ 区Ⅰ層（第６３

図２１７）等から出土している。このうちキャリパー器形で口唇部のみ外反し、口縁部に隆帯によるクラン

ク文が施される３・５・６は、加曽利ＥⅠ式・大木 ８ ｂ 式最古相に並行する在地土器である。うち ３ は胴部

にも縄文が施され、 ２ 本 一 対の沈線による懸垂文と波状沈線文が描かれる。口縁部に定着性の弱い隆帯

による蕨手文が添付される７と、口縁部に隆帯が添付され、胴部に ２ 本一対の沈線文が描かれる ８ もほぼ
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同時期とみる。その他加曽利Ｅ・大木式系には口縁部の渦巻文を構成する隆帯が尖り、区画を有する加曽

利 ＥⅡ式新相並行の１１８などもみられる。

結節縄文土器

　ＳＭ０１１７ 層（Ⅳ層）（第６３図２０５）から区画の中に結節縄文が施される土器が出土している。これは天竜

川流域に一定の分布を示す（神村１９７８）もので、協会１４～１５期（唐草文系Ⅳ期）にあたる。

その他

　隆帯の脇に沈線地文を有する土器が ＳＢ０８から少数出土している（第５３図 ４ ）。これは人体文を有する大

門原遺跡Ⅲ群 ａ 類（下平１９９９）とみられ、中期後葉初頭、協会 ９ 期に位置づけられる。

　本遺跡には口縁部が外側に折り返され、胴部に文様が施されないものが多く、これらを「在地系粗製土

器」と仮称する。ＳＢ０８（第５３図９ ）、ＳＢ１４（第５４図２１）、 １ 区Ⅳ１層（第５８図７２・７３）他にみられる。この

うち胴部にくびれが無く、口縁部が直立する ９ を Ａ 類、同じく口縁部が外反し胴部にくびれを有する２１

を Ｂ 類とする。これらには何れも地文が施されていない。周辺では北田遺跡２４号住（岡田１９９２）に Ａ 類

がみられる他は形が分かるものが殆ど無く、破片も含めてその広がりの検討が課題である。口縁部の折り

返しは下伊那タイプⅡ類にもみられるため、同様に口縁部が折り返されている土器（第５８図）で、細い条

線文が施される７１・７９、縄文が施される７４等については類例を蓄積した上で類別を行いたい。これらは協

会１０～１１期にあたる。

・所見

　さて、鬼釜遺跡に集落が営まれ始める協会９期（唐草文系Ⅰ期）は、東日本の縄文世界に大きな変革が

起こる時期にあたる。中南信では大枠、唐草文系Ⅰ期の土器や井戸尻式からの伝統を保持した地元の細隆

線文土器等に、大木 ８ ｂ 式やそれが北信から越後で変容生成した栃倉式系、甲府盆地側から流入すると想

像される曽利式土器や、東信地域、甲府盆地あるいは東海地域から流入する加曽利 Ｅ 式が伴う。上伊那

でも大木 ８ ｂ 式そのものが飯島町丸山遺跡 １ 号住から出土しており（藤原２００３）、下伊那タイプの祖型と

なる口縁部が折り返されて肥厚する縄文地文の小形深鉢と共伴している。丸山遺跡の大木 ８ ｂ 式が、加曽

利 Ｅ 式と共通するキャリパー形ではなく、樽型に把手を有する東北北部の大木式固有の形態であったこ

とは、その後のⅡ期以降の同様な器形の唐草文系土器の生成に繋がる可能性があり、注目される。今後、

主文様が隆帯による大柄渦巻から構成される大木 ８ ｂ 式類例の、中南信での増加を待ちたい。このような

事例から、加曽利 Ｅ 式や大木式の情報はこの時期、繰り返しもたらされていた可能性があり、クランク

文を有する ３（第５３図）や定着性の弱い隆帯渦巻文が口縁部に添付される ７（同図）のような下伊那独特

の土器は、それらからの影響によって生成された可能性がある。

鬼釜遺跡全体で土器の量が最も多いのは、続く協会１０～１１期（唐草文系Ⅱ期）にあたる時期である。そ
の主体は下伊那 Ａ タイプであるが、Ⅰ類は比較的少なく、口縁が外反するⅡ類が目立つ。本遺跡の土器
で全体の形の分かるものが少ないことや天竜川の東側の遺跡がまだ少ないため、これが下伊那タイプの中
の地域差になるのかどうかは今後の課題である。

本遺跡では中富式そのものか中富式と下伊那タイプが折衷したとみられる土器群も一定量出土し、曽利
式も少数みられる。多系統の土器が共伴するのは当地域の特色であるものの、これらの中に搬入品がある
かどうかを判断する際に、型式学的な特徴の比較に加え、胎土の観察が必要である。鬼釜遺跡出土縄文土
器のうち、図版に掲載された２３２点を肉眼観察によって分類したところ、大粒の花崗岩やその造岩鉱物を
多く含んでいる １類が全体の半数以上を占めることが分かった。遺跡の基盤層が生田花崗岩、玉川の上流
が上久堅花崗岩であることから、これが本遺跡の在地胎土と考える。通時的な観察の結果、このような花
崗岩を含む胎土は縄文時代中期の土偶をはじめ、古墳時代の土師器や須恵器の一部、さらに周辺の遺跡の
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埴輪等にもみられる。これほど大粒の砂が通時的に胎土に混入している例は、日本列島の他地域の土器群
と比較しても稀であり、在地外胎土と弁別する際の明確な基準となりうる。中富式系をはじめ、土器の搬
入品と模倣品を検討するには非常に良好な素材といえる。

今後天竜川西側の遺跡も含め、剥片を用いた胎土分析が実現し、肉眼鑑定の鉱物と顕微鏡下で厳密に鑑
定した鉱物の対比表が完備できれば、肉眼観察のみでもこれらの同定が可能となり、中期中葉期も含めて
中南信に広く分布する花崗岩を含む土器の由来を検討する素材となろう。胎土 １ 類以外の土器胎土が逆
に、元もとの在地の素地土から大形の砂を除去したのか、異なる素地土採取内に由来するのかの検討が今
後必要である。
⑤後期前葉

　後期前葉の土器は ＳＭ０１５ 層（Ⅱ層）から、良好な磨きが施され、沈線により蕨手文が描かれた口縁部

突起（第６７図２８４）が出土している。称名寺式とみられる。

⑥後期中葉

　後期中葉の土器はⅣＢ１２区のⅤ層から深鉢（第５７図４１）が出土している。頸部には頂部に刻みを有する

隆帯が巡り、丸みを帯びる胴部には一条の垂下沈線に対し左右対象に下から上に向かう鉤の手状の区画文

が展開する。文様部分の下端には １ 条の沈線が沿う。県内の該期の資料（綿田２００２）では、安曇野市北村

遺跡 ＳＢ１０２の炉（平林１９９３）、長野市村東山手遺跡 ＳＢ０８埋土（鶴田１９９９）より、文様構成が類似した土器

が出土している。堀之内 ２ 式とみられる。

⑦晩期終末

　晩期終末の土器は、１ 区Ⅳ１層（第６１図１４２）、ＳＭ０１５層（Ⅱ層）（第６７図２８３）・ＳＸ０４（同図２９２）から、

　口唇部に長楕円の刻みを有するものが出土している。氷Ⅱ式とみられる。

（３）弥生時代
　弥生時代の土器は ＳＢ１３（第６４図２２７）と弥生時代以降の遺構の埋土、ＳＭ０１周辺を中心に、壺（第６７図

２６３・２６４・２６７・２６８・２７４・２８２、 第６８図２９７・３０５・３０６・３１１）、 甕（ 第６４図２２７、 第６７図２６６・２７５・２９１）

が出土している。そのうち壺２７４・２８２・２９７・３０６・３１１の口縁部は、強く張り出して内側に鋭く屈曲し、

並行した太い沈線が引かれている。壺の頸部には、櫛描波状文が横方向に展開している（２６３・２６４・

２６７・３０５）。これらは典型的な中島式である。一方甕２２７・２６６・２７５・２９１には、外面が縦、内面が横の非

常に良好な磨きが施され、磨きは底部外面まで連続している。同じく中島式である。

　

（４）古墳時代
古墳時代の土器は、そのほとんどが ＳＭ０１周溝とその周辺（第６４図２３０～２４０、第６５図２４１～２５４、第６６図

２５５、第６７図２７７～２８１・２８５～２９０）から出土している。坏２７７・２７８・２８１など内面黒色で外面の底部付近ま
で非常に良好な磨きが施されるものは ６世紀でも古手の特徴をもつ。周溝中央北側 ５ 層からは内面に黒色
処理が行われた坏２３０～２３４と口縁部が直立し底部に削りをもつ小甕２３７、口縁部が大きく外反する甕２３９が
まとまって出土している。このうち坏には、須恵器を模倣して口縁部下に屈曲をもち底部を削った２３４、
さらに屈曲部が下がった２３０・２３１、そして碗形を呈する２３３がみられることから ６ 世紀前半に比定する。

一方周溝中央部からは須恵器𤭯２５２・２５３、高坏２４２・２４３他が出土している。このうち𤭯２５２は頸部径に
対して口縁部がかなり開く特徴をもつ。また、周溝南側の４層からは須恵器坏２４７・２４８と提瓶２４０が出土
している。坏２４７・２４８は南側の ２層から出土した坏２４６とともに口縁部の立ち上り方、外上方に延びる受
け部、扁平化が進んだ器形から ＴＫ２１７とみる。同じく周溝の南側から蓋２４９・２５０も出土していて、何れも
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器高が高く頂部に向かって大きく立ち上がる。このうち蓋２４９には箆記号が書かれている。以上の特徴か
ら、これらを ６世紀末～ ７世紀初頭に比定する。

（５）古代・中世
古代の土器は竪穴建物跡 ＳＢ０１（第６８図２９３、ＰＬ２０管理番号 １）、ＳＢ０２（同図２９４～２９６）、ＳＢ０３（同図２９８、

ＰＬ２０管理番号 ８ ）等から出土しているが、全体に非常に少ない。このうち２９３は灰釉陶器の碗で、器面が
薄く削られ釉薬がハケで塗られており、光ヶ丘 １ 号窯式と推定される。管理番号 ８は灰釉陶器の深碗で器
形と釉が非常に薄いことから、丸石 ２号窯式と推定される。２９４は碗で高台が三角系を呈して大きく広が
らないこと、釉を漬け掛けしているものの、残存部位が少ないことから虎渓山～丸石 ２号窯式と考える。
２９６は底部に刻書（カマジルシ）のある須恵器の坏である。焼きが堅硬で糸切り底、底径がやや小形化し
ている。 ９ 世紀の前半とみられる。

中世の土器・陶磁器としては中国産磁器、国内産陶器等がみられ、ＳＢ０４（ＰＬ２０管理番号９・１０）、ＳＢ１１（Ｐ
Ｌ２０管理番号５６・３９２）、ＳＢ１７（第６８図３０２）、ＳＤ０１（同図３０９）、ＳＤ０２（ＰＬ２０管理番号１７・１８・２２）、ＳＤ０３（同
図３１５）等から出土している。このうち管理番号５６と管理番号１７の青磁碗には鎬連弁文がみられる。３１５は
同じく青磁碗で、高台が削り出されている。３０９は青磁の輪花皿で口縁部が大きく外反している。管理番
号３９２は白磁碗でやや黄色味かかった素地と釉薬が特徴的である。国内産陶器では管理番号 ９と管理番号
２２が天目茶碗で独特の茶褐色の鉄釉が施されている。管理番号１０と管理番号１８はすり鉢で錆釉が施され、
櫛目の摩耗は少ない。また３０２は非ロクロのカワラケで、やや粗雑な作りである。

（６）近世以降
　近世の陶磁器は ＳＤ０１（第６８図３０７・３０８）、ＳＤ０２（同図３１２・３１３）と ＳＭ０１（ＰＬ１９管理番号３８４～３８８、３９０・

３９１）から出土している。このうち３０７は志野焼の丸皿である。３０８は灰釉陶器の丸碗で、淡緑色の細かな

貫入のある釉薬が施され、口縁部が垂直に立ち上がり胴部が屈曲する器形である。３１２は灰釉陶器の皿で

梅の模様が摺られ、高台以外には釉がみられない。また、ＳＭ０１５層（Ⅱ層）から出土した管理番号３８４～

３８７、同１４層（Ⅱ層）から出土した３８８、同１３層（Ⅱ層）から出土した３９０、同 ９ 層（Ⅱ層）から出土した

３９１は、ＳＭ０１がかく乱を受けた時期を決める際の根拠となる基準資料（第 ６ 節参照）であるが、いずれも

瀬戸美濃産の磁器である。特に管理番号３８８は型紙摺で文様を付けていることから明治２５年以降に時期が

絞り込める。

註

１ ）　観察のうち胎土はあくまでも簡易的な観察であり、土器の部位や表面と内面で異なる可能性は否めない。

２ ）　うち １ 類は、０．５ ～ ４ｍｍ 大の砂を多量に含むものを指す。１ 類中の花崗岩片は平均 １ ～ ３ｍｍ 程度、斜長石、石英、

黒雲母は ０．５ ～ １ ｍｍ 程度でやや多く、角閃石は ０．５ｍｍ 程度で少数含む。２ ～ １１ 類は １ 類より砂が少なく、多少の

組成の違いで分類している。凡例は別表第 ３ 表の末尾に示した。

３ ）　註 ２ の １ 類の説明に同じ。

４ ）　本時期の土器群は折衷変容が予想され、本来の分布圏の個体との型式間距離の比較検討が不十分である土器型式に関

しては「系」を付記した。今後、型式学的検討と胎土の観察によって搬入が確認できれば、系を外すことがのぞましい。

ただし、「唐草文系土器」には成立の際の学史上の経緯があり、この限りではない。

５ ）　唐草文系土器は「胴部の前面に展開する大柄渦巻文、その間隙を篦描沈線による綾杉文とその変形文で充たす文様構

成は、唐草文系と総称して呼ぶ最大の特徴」（長崎他 １９７９）、「曽利式とは別の土器群として分離された一群」（米田
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１９８０）として設定された。その時期的な範囲や系統関係において、まだ一致した見解が出されていないものの（小口

１９９８・神村 ２００３・三上 ２００２）、井戸尻式の伝統に、栃倉式等の強い影響が加わって成立したものと理解され、中野市

千田遺跡の資料（綿田 ２０１３）によりその点がさらに明確化した。

６ ）　本稿では「下伊那タイプ」を土器型式に準ずるものと理解した。

２　　土製品
（１）概要
　本遺跡からは土偶 ４点、土製品 ２点、土器片加工品が ８ 点出土している（第６８図１～１４）。

（２）縄文時代
土偶は ４ 点出土している。全て破片で、 １は頭部、 ２ は胴部で １ 区Ⅳ１層遺物包含層から、 ３ ・ ４ は腕

部で ３点とも １区Ⅳ１層遺物包含層（東）から、出土している。 １は顔面全体の ２ ／ ３ 程度の破片で、押
し引きによる目と刺突による鼻の表現がみられる。また、耳は三角形の、髪は細い粘土紐の貼り付けであ
る。 ２の腹面中央には隆帯が垂下し、左右から延びた沈線文の先端が残っている。背中には、くの字状に
押し引きがなされている。断面を上からみると ３ 箇所、下から見ると ２ 箇所、串を刺したとみられる穴が
残る。胎土は何れも １類（註１）で大粒の花崗岩や斜長石の破片がみられる。 ３ は胴部との接合部で離れ
た左腕で、胴部と接合するための串が通されていた穴が残り、接合面に沿って沈線が引かれている。腕の
先端はかるく反り、 ４箇所の浅い刻みがあって指を表現したと推測される。文様は腕の前面のみにあり、
小蕨手文を ２ ～ ３重に沈線が包み込み、外側にも沈線が沿っている。中期後葉の土偶の文様にはしばしば
このような蕨手文を沈線が包み込む構成がとられる。 ４も腕の先端には ４つの刻みが設けられ、指の表現
が明確である。

土器片加工品は ４点出土し、何れも 1 区Ⅳ 1層遺物包含層（東）から出土した。 ７ は縦の条線文の上か
ら横波状に ８ 本の条線が展開する土器の破片を不整形に打ち欠いたもので、全面がかるく研磨加工されて
いるものとみられる。９・１１はともに無文の土器の胴部を楕円形に打ち欠いたもので、後者には付着物が
みられる。１２は無文の土器片を切り出して長方形に整えたものとみられる。

（３）古墳時代
土製品 ５ は直径１．６ｃｍ 程度の円筒形で片方の端面が凹状、もう片方の端面が凸状を呈し、ＳＭ０１周溝 ２

層から出土している。
土器片加工品は ４点出土し、そのうち土器片加工円板 ８ と１０はどちらも ＳＭ０１の ５ 層（Ⅱ層）から出土

している。 ８ は内面が黒色の土師器の坏の胴部を円形に打ち割って研磨加工したものである。１０も打ち欠
いた面全体が丁寧に研磨加工されている。１３と１４は何れも ＳＭ０１周溝から出土し、高坏の脚部を長方形に
切り出してそのほぼ全周が研磨されたものとみられる。１２よりも破断面が平滑に研磨されているものの、
製品の形を整えるための加工というよりも、何かの対象物を土器片で研磨したものと推測される。

註

１ ）　本節 １ 土器・陶磁器の註 １ に同じ。
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３　石器
（１）石器群の概要
鬼釜遺跡で出土した石製遺物の総合計は１,５８４点で、剥片石器１２種類、礫石器 ６種類、剥片石器の素材・

残滓 ４種類がみられる（第 ６表）。剥片石器の中では横刃形石器が最も多く２２４点４２．７％、打製石斧が１３７
点２６％、石鏃は３９点７．５ ％を占める（第６９図）。礫石器は全体に少なく、石皿や蜂の巣石はみられない。
その他加工痕跡や使用痕跡は認められないものの、人為的に遺跡に持ち込まれたとみられる礫等がある。

石器のうち縄文時代中期後葉の竪穴建物跡や土坑から出土し、土器が確実に伴っているものは時期が判
別できる。また、包含層で出土した石器も中期後葉の土器が多く出土していることから、概ねその時期と
みられる。ただ、ＳＭ０１とその周辺の ＳＸ０１～０４には縄文早期、弥生後期～古墳前期の土器が混在している
ため、中期後葉にそれらの時期の石器が混入している可能性がある。地点ごとの確実な土器との共伴関係
が検証できなかったこと、形態のみからは時期が判別できなかったことに課題が残る。

第 ７表に、遺構別の各器種出土数を示した。出土石器のうち縄文時代の遺構（ＳＢ０８・１４、ＳＫ２２・１８５・
１８６・１８７・１９２）から出土したものは１０８点、縄文時代以外の遺構から出土したものが３８６点、遺構外（第
７表右側参照）からの出土が１０８９点であった。縄文時代の遺構から出土した石器１０８点の比率は剥片が６１
点５６．０％、横刃形石器が２６点２３．9％であり（第 ７図）、縄文時代の竪穴建物跡である ＳＢ０８でも剥片以外で
は横刃形石器の比率が高く１７点出土している（第 ７ 表）。第 ８表に遺構別の各石材出土数を、第 ９ 表に石
材別の各器種出土数を示した。本遺跡では石器石材として３２種類以上が認められる。石材の細分名称の中
には一部粒径による分類と組成による分類が並列されているが、認定できた最も詳細な細分名称を使用し
た。両表への記載順序は火成岩（火山岩・深成岩の順に酸性岩から塩基性岩へ）、堆積岩（砕屑堆積岩・
火山砕屑岩・化学的堆積岩の順）、変成岩（接触変成岩、広域変成岩の順）とした（黒田・諏訪１９６８）。石
器と石材の関係として次の点を指摘する。

Ａ　石鏃、石錐、掻器、不定形石器、楔形石器等
小形石器には黒曜石が使われる比率が高く、
チャート、湯ヶ峯流紋岩（下呂石）（註 １）
も認められる。

B　横刃形石器の８７．２％（第７１図）、打製石斧の
５４．１％（第７２図）刃器の７９．１％（第７３図）は
砂岩（註 ２）が使われる。

C　磨製石斧の63.1％（第７4図）と打製石斧の

３６．６％（第７２図）は緑色を呈する凝灰岩（註
３ ）が使われる。

Ｄ　磨石・敲石など礫石器には花崗岩や安山岩が
使われる。

Ｅ　剥片で大形のものは砂岩、小形のものは黒曜
石が多い。

第 6表　石器出土数（含石製品）
大分類 記載順 器種 点数

剥片石器

１ 石鏃 ３９
２ 石錐 ５
３ 石匙 ６
４ 掻器 １２
５ 削器 １０
６ 不定型石器 ４
７ 楔形石器 ３４
８ 打製石斧 １３７
９ 横刃形石器 ２２４
１０ 抉入打製石包丁 ６
１１ 刃器 ２４
１２ 磨製石斧 ２１

素材 ・残滓

１３ 石核 ８
１４ 剥片 ９０８
１５ 砕片 ９９
１６ 原石 ２

礫石器

１７ 磨石 ６
１８ 凹石 ２
１９ 敲石 ２８
２０ 石錘 ３
２１ 砥石 １
２２ 礫器 ４

装身具 ２３ 篦状垂飾 （石製品 ） １

合計 　 　 １５８４
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第 7表　遺構別各器種出土数

遺構名 （点 ） 石
鏃

石
錐

石
匙

掻
器

削
器

不
定
型
石
器

楔
形
石
器

打
製
石
斧

横
刃
形
石
器

抉
入
打
製

石
包
丁

刃
器

磨
製
石
斧

石
核

剥
片

砕
片

原
石

磨
石

凹
石

敲
石

石
錘

砥
石

礫
器

篦
状
垂
飾

合
計

内
訳

ＳＢ０１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

縄
文
時
代
の
遺
構
出
土
総
数
（
１
０
８
点
）

／
遺
構
出
土
総
数
（
３
８
６
点)

ＳＢ０２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
ＳＢ０３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＢ０４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＢ０６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３
ＳＢ０８ ３ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １７ ０ ０ ２ ０ ４３ ６ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ７４
ＳＢ０９ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
ＳＢ１０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ６ 　 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８
ＳＢ１１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ７
ＳＢ１４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ７ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９
ＳＢ１７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ＳＫ０６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＫ２２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＫ３９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ＳＫ１７４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １
ＳＫ１８５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 　 ０ ０ ０ ０ ２
ＳＫ１８６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４
ＳＫ１８７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４
ＳＫ１９２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０ １ ０ ０ ６ ０ ０ ０ 　 １ ０ ０ ０ ０ １４
ＳＤ０１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７
ＳＤ０２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５
ＳＤ０３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ５ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １１
ＳＭ０１ ８ ０ ０ ５ ５ ０ １０ ７ ２４ ２ ３ ２ ２ ２３９ １７ ０ ２ １ ６ ０ １ １ １ ３３６
ＳＸ０１ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １５ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２０ 遺

構
外
出
土
総
数(

１
０
８
９
点)

ＳＸ０２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
ＳＸ０３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＸ０４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９
Ⅳ１層遺物包含層 （東 ） ４ ０ １ ０ １ ０ ２ ２２ ５４ ０ ４ ９ ２ １１０ １７ ０ ３ ０ ３ ０ ０ １ ０ ２３３
Ⅳ１層遺物包含層 （西 ） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ １９ ０ ６ ０ ０ ３１ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ６３
Ⅳ１層遺物包含層 （中央 ） １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ １０ １ ２ ０ ０ ３０ １１ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ６１
遺構外 １１ ０ ５ ２ ２ １ ９ ５５ ６６ ２ ３ ６ １ ２８２ １７ １ ０ １ ４ １ ０ １ ０ ４７０
トレンチ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １２ ４ ０ ０ ０ １ ２３ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４３
表採 ・耕作土 ・排土 ５ ２ ０ ３ ２ ３ ９ １７ ２０ ０ ４ １ １ ８８ ２３ ０ ０ ０ ７ ２ ０ １ ０ １８８
合計 ３９ ５ ６ １２ １０ ４ ３４ １３７ ２２４ ６ ２４ ２１ ８ ９０８ ９９ ２ ６ ２ ２８ ３ １ ４ １ １５８４

第 8 表　遺構別各石材出土数

遺構名 （点 ）
黒
曜
石

湯
ヶ
峯
流
紋
岩

(
下
呂
石
）

安
山
岩

花
崗
岩

ざ
く
ろ
石
黒
雲
母
花

崗
岩

黒
雲
母
花
崗
岩

は
ん
れ
い
岩

砂
岩
硬
砂
岩

凝
灰
質
砂
岩

粗
粒
砂
岩

ア
ル
コ
ー
ス
質
砂
岩

細
粒
砂
岩

泥
岩

凝
灰
質
泥
岩

粘
板
岩

珪
質
頁
岩

頁
岩
凝
灰
岩

チ
ャ
ー
ト

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

千
枚
岩

緑
色
片
岩

白
雲
母
片
岩

菫
青
石
黒
雲
母
片
岩

変
輝
緑
岩

片
麻
岩

角
閃
石
黒
雲
母
片
麻
岩

変
成
岩
水
晶

玉
髄
（
め
の
う
）

透
閃
石
岩

不
明

合
計

内
訳

ＳＢ０１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

縄
文
時
代
の
遺
構
出
土
総
数
（
１
０
９
点
）

／
遺
構
出
土
総
数
（
３
８
６
点)

ＳＢ０２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
ＳＢ０３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＢ０４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＢ０６ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３
ＳＢ０８ １６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３９ １ １ ３ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ４ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ７４
ＳＢ０９ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
ＳＢ１０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８
ＳＢ１１ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７
ＳＢ１４ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９
ＳＢ１７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ＳＫ０６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＫ２２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＫ３９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
ＳＫ１７４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ＳＫ１８５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
ＳＫ１８６ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４
ＳＫ１８７ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４
ＳＫ１９２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １４
ＳＤ０１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７
ＳＤ０２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５
ＳＤ０３ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１
ＳＭ０１ １１8 ２７ １ ０ １ １ １ １０６ ０ ２ １０ ０ ９ １ ０ １ ０ １ ２7 ２２ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1 ０ ３３6
（ＳＸ０１） １１ ２ ０ ０ ０ 　 ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２０ 遺

構
外
出
土
総
数(

１
０
８
９
点)

（ＳＸ０２） ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
（ＳＸ０３） １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
（ＳＸ０４） ４ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９
Ⅳ１層遺物包含層 （東 ） ５２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １３６ ０ ７ ８ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １７ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ４ ２３３
Ⅳ１層遺物包含層 （西 ） ２ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ５０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ６３
Ⅳ１層遺物包含層 （中央 ） １９ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３３ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ６１
遺構外 １１８ ４ ０ １ ０ １ ０ ２４３ ０ ０ １０ ０ ０ ０ １ １ １ ２ ６０ ２１ ２ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ４７０
トレンチ １７ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４４
表採 ・耕作土 ・排土 ７７ ６ １ １ ０ ０ ０ ６７ ０ ０ ４ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １７ １３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １８８
合計 ４６8 ４３ ４ 5 １ ２ ２ ７１５ １ １２ ４２ ２ １３ １ ３ ３ １ ３ １５4 ７3 １１ １ ２ ２ ０ ３ ０ １ ３ １ １ 1 １０ １５８４

＊ 縄文時代の遺構に網かけ

＊縄文時代の遺構に網かけ。ホルンフェルスには片状ホルンフェスを含む。黒雲母花崗岩には細粒黒雲母花崗岩を含む。
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第 4 節　遺　物

石材名 （点 ） 石
鏃

石
錐

石
匙

掻
器

削
器

不
定
型
石
器

楔
形
石
器

打
製
石
斧

横
刃
形
石
器

抉
入
打
製
石
包
丁

刃
器

磨
製
石
斧

石
核

剥
片

砕
片

原
石

磨
石

凹
石

敲
石

石
錘

砥
石

礫
器

篦
状
垂
飾

合計

黒曜石 ２６ ５ ０ ８ ３ ３ ２６ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ３０１ ９０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４６８

湯ヶ峯流紋岩 （下呂石 ） １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３９ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４３

安山岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ４

花崗岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ５

ざくろ石黒雲母花崗岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

黒雲母花崗岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ２

はんれい岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

砂岩 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ７４ １９４ ６ １９ ０ ０ ４０５ ０ ０ ４ ０ ６ ３ ０ ３ ０ ７１５

硬砂岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

凝灰質砂岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ０ １ ４ ０ １ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １２

粗粒砂岩 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４ １３ ０ １ ０ １ ２２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４２

アルコース質砂岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

細粒砂岩 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １３

泥岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

凝灰質泥岩 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ３

粘板岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

珪質頁岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

頁岩 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

凝灰岩 ０ ０ １ ０ １ ０ １ ５０ １１ ０ ０ １２ １ ６７ １ ０ ０ ０ ８ ０ ０ １ ０ １５４

チャート １０ ０ ３ ３ ５ １ ５ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４０ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７３

ホルンフェルス ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ １１

千枚岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

緑色片岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

白雲母片岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

菫青石黒雲母片岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

変輝緑岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

片麻岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

角閃石黒雲母片麻岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

変成岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

水晶 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

玉髄 （めのう ） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

透閃石岩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

不明 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ３ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １０

合計 ３９ ５ ６ １２ １０ ４ ３４ １３７ ２２４ ６ ２４ ２１ ８ ９０８ ９９ ２ ６ ２ ２８ ３ １ ４ １ １５８４

第 ９ 表　石材別各器種出土数
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第 69 図　剥片石器の器種別構成

第 71 図　横刃形石器の石材構成

第 70 図　縄文時代の遺構から出土した石器の比率

第 73 図　刃器の石材構成 第 74 図　磨製石斧の石材構成

第 72 図　打製石斧の石材構成
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（２）石器の器種別概要
第 ６ 表の器種順に若干の所見を記載する。観察の視点は川路大明神原遺跡（鶴田・贄田２０１０）に準拠し、

器種や石材ごとの点数は各表に示しているため、ここではくり返さない。また、個別資料の石材は第７５図
～第８９図に付記している。
①石鏃（第７５図 １ ～１２）

小形剥片の両面に押圧剥離を施したもので、先端が尖り三角形状を呈する。全て無茎で、基部には抉り
込みをもつが、抉り込みの度合いに差がある。縁辺部の形態は丸みを帯びるもの、直線的なものと、抉り
が見られるものがある。石材は黒曜石、チャートの他に湯ヶ峯流紋岩（下呂石）製の ８ がある。湯ヶ峯流
紋岩（下呂石）は剥片も出土していることから、搬入品ではなく、現地製作であろう。ＳＢ０８出土資料の
うち側縁部に抉りがみられる ２は形態から中期後葉とみられるが、 ５層出土の ３ は基部の深い Ｕ 字形の
抉り込みの形態から早期に遡る可能性がある。
②石錐（第７５図１３・１４）

小形剥片を素材としその一端を両面から加工して錐部を作り出しているものを指す。１３は側縁全体を加
工して棒状に作り出しているが、１４は素材に尖鋭な先端部のみを付けている。
③石匙（第７５図１５～１７）

剥片を素材として縁辺部に加工を施し、抉りを入れて摘み部を作出したものを指す。
摘み部を通る軸線に対し直交方向に刃部が作出されるいわゆる横型の１５と、並行方向の刃部を有する縦

型の１６・１７が見られる。特に１６の石材は非常に良質である（註 ４ ）。
④掻器（第７６図１８～２４）

剥片を素材として長軸に対し直交方向に急角度の刃部を作出しているものを指す。いずれも片面からの
みの加工で片刃の刃部を有する。縄文の遺構に伴うものは無いが、素材に樋状の剥離を有する２１等、押型
文に伴う石器を含む可能性がある。２２は両面に比較的平坦な剥離がなされる篦状の石器であるが、本器種
に含めた。片刃を基本とするが腹背両側から剥離がなされ、両刃の刃部が形成される例もある（２２・２３）。
⑤削器（第７６図２５～２７）

剥片を素材として長軸に対し並行方向の縁辺部に連続的な二次加工を施し急角度の刃部を作出している
ものを指す。さらに長軸に直交方向の縁辺部にも刃部が形成されるもの（２５）、直交方向にはやや粗い剥
片剥離が施されるもの（２７）も含める。
⑥楔形石器（第７６図２８～３０）

両極打法による剥離が対峙する ２面にみられるものを指す。
⑦打製石斧（第７７図３２～第７９図５０）

大形剥片に対し器面の両側に剥離を施しながら長方形に整える、もしくは長方形の礫素材の片面を剥離
することによって長方形に整え、縁辺部に特徴的な平坦剥離を連続的に行っているものを指す。平面形状
からは短冊形（３２～４５）、撥形（４８～５０）、嘴形（４６・４７）に分類される。刃部先端の形態は、平坦な直刃
（３３～３８）、円刃（４０～４５）がみられる。方向性のわかる擦痕が認められるものは細線（４１・４７・４８）で示
し、解らないものは灰色のスクリーントーンで示した（４０・４２～４４）。摩耗痕は刃部に見られるものが多
いが石器の中央部に認められるものもあり（４２・４４）、着柄に由来する可能性がある。
⑧横刃形石器（第７９図５１～第８４図８０）

厚さ１．５cm 程度の剥片の縁辺部に二次加工を施し、刃部を作り出しているもの（５１～５５・６４～６８）と
鋭利な側縁部に使用時の微細剥離痕が確認できたもの（５６～６３・６９～７９）を指す。抉りを入れているもの
もみられる（７８・７９）。背面に自然面が残るものが多い。砂岩の礫素材を分割することによって鋭利な剥
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片を採取し、そのまま使用できるものは使用し、できないものは刃部に加工を施して更に鋭利な部分を作
出して使用したと考えられる。また刃部がかなり摩耗しているもの（６５）があり、使用痕観察が課題である。
⑨抉入打製石包丁（第８５図８１～８４）

砂岩製の剥片素材の左右に抉りがみられるものを指す。背面には自然面が残り、刃部には微細剥離痕が
みられる。８１・８２がともに出土した ＳＭ０１ ５ 層（Ⅱ層）は弥生時代後期終末中島式が出土した ＳＭ０１ １６層

（Ⅲ層）の直上にあたるため、出土層位と形態を根拠に弥生時代後期に比定されるものと推測したい。
⑩刃器（第８５図８５～８８）

厚手の剥片や分割した礫を素材とし、 ２ ｃｍ 以上の剥片を連続的に剥離しているものを一括した。形状
は定型的ではない。
⑪磨製石斧（第８６図８９～第８7図95）

全体を台形状に敲打しながら整え、部分的に磨いて仕上げたもの。敲打部分が残っていても未製品では
ない。全体に肉厚のもの（８９・９０・９２・９４・９５）と断面形状が扁平で小形（９３）のものがみられる。刃部
の平面形は直刃（８９・９１）と円刃（９４・９５）がみられる。
⑫剥片（第７６図 ３１・第８７図９８～第８８図１０７）

石器を製作する際もしくは刃部を再生する際に出る破片で、便宜的に １ cm 未満を砕片（チップ）、 １
cm 以上を剥片（フレイク）とした。小形剥片には黒曜石、チャート、湯ヶ峰流紋岩、大形剥片には砂岩、
凝灰岩が多用される。砂岩の剥片素材の中には微細剥離を持たないものの、横刃形石器と類似した形状も
の（１００・１０３～１０７）が多く認められ、横刃形石器として使用される以前の状態と推察される。
⑬磨石（第８８図１０８・１０９）

１０８は安山岩製で表裏に、１０９はかなり脆い黒雲母花崗岩で表裏と側面に、それぞれ磨面がみられる。
⑭凹石（第８８図１１０）

１１０は表裏面に敲打による窪みがみられる。
⑮敲石（第８９図１１１～１１５）

棒状の礫を素材とし、長軸先端部に敲打痕が認められるもの（１１１・１１２）と、塊状の礫を素材とし側面
を中心に敲打痕がみられるもの（１１３・１１５）、卵形の礫の先端部に敲打痕がみられるもの（１１４）がある。
⑯石錘（第８９図１１６）

礫の両端を打ち欠いて抉りを入れている、いわゆる打欠石錘である。

註

１ ）　縁辺部に透明感のある黒色の剥片は南信では一般的な石材であり、一般に下呂石と呼ばれている。これらは湯ヶ峰デ

イサイト（原山 １９８８b）の可能性がある。同岩は、全岩化学分析（中村 ２００７）によって流紋岩とされている。

２ ）　大形の剥片石器で多く使われる石材であり、天竜川周辺の在地石材である。

３ ）　原山智氏より緑色を呈し、三波川変成岩よりも弱いが、変成が認められるものとのご教示をいただいている。川路大

明神原遺跡の報告では「緑色の凝灰岩」と呼ばれている（鶴田・贄田 ２０１０）が、中村由克氏より「緑色岩」、「緑色片岩」

に分類することが可能とのご教示をいただいている。

４ ）　原山智氏より「凝灰岩」、中村由克氏より周辺遺跡との比較からは「第三紀の頁岩」とみられるというご教示をいた

だいている。凝灰岩は堆積岩のうち火山から噴出した岩石・鉱物に由来する火山砕屑岩であり、頁岩は堆積岩のうち

既に存在している岩石が風化を受けて分解しもとの岩体より分離された粒子（砕屑部物）のうちシルト（１／１６ ～

       １／２５６ｍｍ）や粘土（１／２５６ｍｍ 未満）のサイズのものが集積して形成されたグループで特に剥離性の強いものを指す。

なお、川路大明神原遺跡で本器種に最も多い石材は「珪質凝灰岩」（鶴田・贄田 ２０１０）で、本石材と類似している。
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４　石製品
（１）概要　
本遺跡からは篦状垂飾 １点（第９０図１）と勾玉 １ 点（同図 ２）、管玉 ５点（同図 ３ ～ ７ ）、ガラス小玉４４

点（同図 ８ ～５１）, 臼玉 1 点（同図５２）が出土している。何れも ＳＭ０１からの出土で、篦状垂飾は ＳＭ０１
の１７層（Ⅳ層）、管玉は ＳＭ０１ ５～ ９ 層（Ⅱ層）レベル、ガラス小玉は主に、ＳＭ０１ ５層（Ⅱ層）から出土
している。

（２）縄文時代
　篦状垂飾 1 は下部が広がる逆三角形で、下端は直線状を呈し、頂部に直径 ５ ｍｍ 程度の孔がやや斜めに

穿孔されている。側面は緩く湾曲し刃部は付けられていない。表裏面には、横斜め方向に規則的な擦痕が

みられる。石材は透閃石岩か（註 １）。このような垂飾は縄文早期（川崎１９９６）から中期前葉の時間幅で

捉えられるため、本製品はその下限となる。遺跡からは五領ヶ台Ⅱ式の土器が出土しているため、その時

期として矛盾はない。

（３）古墳時代
勾玉 ２ は濃緑色の碧玉製で、全体に丁寧に研磨され、光沢を帯びている。表面は節理面にあたるのか、

凹凸が激しく、裏面の孔付近が平坦に研磨されている。孔はやや斜めに一か所開けられ、片面穿孔であ
る。管玉は淡緑色の碧玉製で、全体に丁寧に研磨されている。孔の直径は一方が約 ２ ｍｍ、反対側が約
１～１．５ｍｍ であり、その位置は、穿孔の起点と推測される上部は面のほぼ中央であるが、穿孔具が抜け
る反対側ではやや端に偏る。上下の孔径の差異は３・４・５で顕著であり、孔の位置の偏りは ６ で顕著であ
る。穿孔に不慣れな工人の製作によるものか。ガラス玉は緑色（８～１５）、黄色（１６～２０）淡緑色（２１～
２３）、濃紺色（２４～５０）、透明（５１）がみられる。直径は ３ ～ ７ ｍｍ を測る。古墳時代のガラスにはカリガ
ラス、ソーダ石灰ガラス、鉛ガラス、鉛バリウムガラス等があるが本資料の化学組成は測定していない。
臼玉５２は滑石製品で １点だけ出土している。

註

１ ）　中村由克氏のご教示による。
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第 75 図　石器実測図 1（石鏃・石錐・石匙）
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第 76 図　石器実測図 2（掻器・削器・楔形石器・剥片）
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第 77 図　石器実測図 3（打製石斧）
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第 78 図　石器実測図 4（打製石斧）
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第 79 図　石器実測図 5（打製石斧・横刃形石器）
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第 80 図　石器実測図 6（横刃形石器）
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第 81 図　石器実測図 7（横刃形石器）
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第 ８２ 図　石器実測図 ８（横刃形石器）
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第 83 図　石器実測図 9（横刃形石器）
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第 84 図　石器実測図 10（横刃形石器）
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第 8５ 図　石器実測図 1１（抉入打製石包丁・刃器）
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第 86 図　石器実測図 12（磨製石斧）



- 127 -- 126 -

第 ３ 章　鬼釜遺跡

0 （1:2） 5cm
95～97､100､102

0 （2:3）
98､99､101

5cm

凝灰質砂岩（緑色岩）
Ⅳ1層遺物包含層（東）

変輝緑岩
ⅣI07-2 Ⅳ1層

砂岩　SB08

細粒砂岩　SB08

凝灰質砂岩（緑色片岩）
Ⅳ1層遺物包含層（東）

黒曜石　SB14
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第 87 図　石器実測図 13（磨製石斧・敲石・剥片）
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第 88 図　石器実測図 14（剥片・磨石・凹石）
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第 89 図　石器実測図 15（敲石・石錘）
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第 90 図　石製品・玉類実測図（箆状垂飾・勾玉・管玉・ガラス小玉・臼玉）
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５　金属製品
（１）概要
本遺跡からは鉄製品が４２点、金銅製品が １点、青銅製品が ３点出土した（別表第 8表）。全ての金属製

品について長野県立歴史館で Ｘ 線透過撮影（電圧６２～７８ｋｖｐ、電流 ５ ｍＡ、撮影時間６０秒、距離８４０ｍｍ）
を実施し、その結果に基づいて１９点（第91図１～６・９～１４・１７・２０、第９２図２２・２３・３２～３４）（註 １）を選
択して応急的な保存処理を実施した。また保存処理を実施した資料以外に１７点を Ｘ 線画像から実測図を
作成して掲載した。よって掲載点数は鉄製品と青銅製品を含めて３６点（第９１図１～２１、第９２図２２～３６）と
する。資料の状態は全体に良くない。応急的な保存処理を施した資料を含め、今後、錆による剥離が進行
するものと予測される。

（２）古墳時代
①鉄製品

馬具は ＳＫ１７４から雲珠 １点（第９１図 １ ）と 金具 ２ 点（同図 ２ ・ ３）、ＳＭ０１から面繋金具が １ 点（同図
４ ）出土している（註 ２）。 １～ ３は現場での検出時に既にかなり脆弱であることが予想されたため、資
料の周囲も含めて直径２０ｃｍ ×３０ｃｍ 程度を土ごと切り出して取り上げ、 ２ 年間乾燥材を入れたタッパー
に保管し、その後室内で慎重に表出して保存処理を実施したため、劣化を最小限に食い止めることができ
た（ＰＬ２６・２７の土中に埋まった状態のＸ線透過撮影写真参照）。

１ は環状雲珠であり、脚部は １点の環状部分と革紐を固定する ６ 点の責金具、紐を打ち付ける鋲のつい
た鉤（こう）金具 ３点から構成されている。環状部分は幅 ６ ｍｍ、厚さ ２ ｍｍ 程度の正円形である。責金
具は無文で環状を呈し、それぞれの幅は１．５ｃｍ から２．２ｃｍ までの間で一定しない。 ６点の責金具同士の
幅は革紐の幅に対応するとみられるが、それが一定しないことは紐の幅と関係するのだろうか。また、そ
のうち １ 点（ １の右端）は三角形状を呈することから綴じ方が他とは異なる。鉤金具 ３点のうち １ 点は本
体（ １ － １ ）に止まっているが ２点（ １ － ２ ・ １ － ３ ）は離れた状態である。何れも ６つの鋲が打ち込まれ
ている。うち ２点（ １ － １ ・ １ － ３ ）の先端は凸状であるため、その先に杏葉が取り付けられていたと推測
されるが、 １ 点（ １ － ２ ）は先端が丸く削られて加工されている。 １ － １ と １ － ３ の裏面には布のような痕
跡が残っていた。

宮代栄一氏の復元展開図（第９３図）によると環状部分から推定 ８方向へ放射状に革紐が延び、それぞれ
に責金具が付き、そのうち ３方向に鉤金具が表現されている。

金具 ２ ・ ３は、 ２点の法量と形態が非常に近似しているため当初は同一の鞍に装着されていた一対の
ものであったとみられる。直径 ５ ｍｍ 程度の棒を環状に折り曲げ、先端部を環金とし、厚さ０．５ｍｍ の楕
円形の座金具に差し込み、先端を ２本の脚としてそれぞれ外側に折り曲げている。通常環金具と脚が一体
化する資料には刺金（さすが）がみられる筈だが、本資料にはみられないことが特筆される。座金具の裏
（脚側）と脚には何れも木質が残存していて鞍に打ち込んだ際の痕跡とみられる。脚の折れ曲がり方が使
用時のままと推測されることを考慮すると、鞍に金具が打ち込まれたまま土坑に埋納されたものと推測さ
れる。

これら ＳＫ１７４出土馬具の製作時期は、 ２つの観点から次のように推測される。第 １に環状雲珠に装着さ
れる責金具のうち、無文のものは ＭＴ１５（ ６ 世紀前半）かそれ以前（宮代１９９３）、もしくは ＴＫ４３以降（ ６
世紀後半）の時間幅に限定される。第 ２に環金具と脚が一体化するような 金具は ＴＫ４７から ＭＴ１５に限
定される（宮代１９９６）。よって仮に雲珠と 金具がセットであったとすると、本馬具の年代も ＭＴ１５以前
に位置付けられよう。
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ＳＭ０１の主体部付近の ＳＭ０１ ９ 層（Ⅱ層）に相当するレベルから出土した ４ は面繋を構成する金具の一
部である小形鉸具である。太さ ４ ｍｍ程度の輪金を折り曲げて横棒を作出し、先端部をソケット状に差し
込む形態である。飯田市宮垣外遺跡 ＳＫ６４に類例がみられる（澁谷・小林・片山２０００）。周溝から出土した
５（第９１図）は厚さ １ ｍｍ 程度の本体にジョイント状の鋲が打ちこまれたまま出土しており、馬具を含め
た可能性を検討したい。

馬具以外の金属製品として鉄刀と鉄鏃、刀子が出土している。鉄刀（第９１図１７）は ＳＭ０１ ９ 層（Ⅱ層）
のレベルから出土し、破片であるものの１．２ｃｍ の厚さの茎とみられる。鉄鏃（第９１図６～１６）はで全て Ｓ
Ｍ０１からの出土である。刀子ないし刀子の可能性のある鉄製品は ＳＭ０１出土の１８～３１（第９１・９２図）であ
る。うち２０・２７～３０には部分的に木質が残存している。
②銅製品

銅製品としては ＳＭ０１から直径３０～３２ｍｍ、厚さ１０ｍｍ の金環が出土している（第９２図３３）。金箔は全体
の １ ／ ４ 程度が残存している。中空で、器壁は非常に薄い。ＳＭ０１からは青銅製で直径１６～１９ｍｍ、厚さ １
ｍｍの小形の耳環（同図３４）も出土している。

（３）古代
平安時代の竪穴建物跡である ＳＢ０１から刀子の柄（第９２図３２）が出土している。

（４）中近世
ＳＭ０１の西側トレンチから寛永通寶（第９２図３５）が出土している。現耕作土から青銅製の煙管（キセル）

の雁首部（同図３６）が出土した。

註

１ ）　そのうち、１ ～ ４・６・１０ ～ １４・２０・３３・３４ は株式会社文化財ユニオン、５・９・１７・２２・２３・３２ は長野県立歴史館に

委託した。

２ ）　馬具の鑑定並びに時期比定に関しては宮代栄一氏からご教示いただいた。また雲珠の復元展開図（第 ９３ 図）は、宮

代氏作成の原図をもとにトレースしたものである。
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第 91 図　金属製品実測図 1（雲珠・鞖金具・面繋金具・鉄鏃・刀・刀子）
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第 92 図　金属製品実測図 2（刀子・耳環・銭貨・煙管）
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耳環 銭貨 煙管

第 93 図　SK174 出土雲珠復元展開図
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第 ５節　科学分析

１ 分析目的
遺跡周辺の環境や、遺跡内での植物利用の様相を明らかにするため、土壌に関する分析として、花粉分

析、プラントオパール分析、珪藻分析を行った。また、本遺跡では遺構埋土の遺存状況が悪く、出土遺物

が僅少で、遺構の時期決定が困難な状況であった。各遺構の存続期間、埋没年代の数値年代データを得

て、遺跡検討の資料とするため、出土した炭化材・炭化物の放射性炭素年代測定を実施した。

２ 分析試料 ・結果概要
分析試料は10表のとおりである。分析結果の詳細は本報告書添付の DVD に収録した。ここでは、概要

のみ記述する。

第１0表　科学分析一覧表

実施
年度 分析対象資料 分析項目 委託先

２３

低地堆積層 （鬼釜遺跡Ⅱ～Ⅳ２層 ） プラントオパール分析
花粉分析
珪藻分析 （一部 ）

㈱古環境研究所
自然堤防堆積層 （鬼釜古墳Ⅲ１～Ⅴ層、 鬼釜遺跡Ⅴ層 ）

遺構出土の炭化物 （ＳＢ０１・０２・０４、ＳＴ１７、ＳＫ１９２） 放射性炭素年代測定法 ㈱加速器分析研究所

（１）土壌分析について
分析結果の概要を第１１・１２表にまとめた。

分析結果から推測される環境は次のとおりである。

花粉分析ではコナラ亜属の花粉化石が卓越して出現していることから、Ⅳ１ 層（縄文時代中期）～Ⅱ層

（中世）までは遺跡内に落葉広葉樹林が分布していたことが推定される。自然堤防堆積層であるⅤ１ 層と

鬼釜古墳直下に遺存した縄文時代の包含層（鬼釜古墳Ⅳ層）、弥生時代の包含層（鬼釜古墳Ⅲ 1 層、Ⅲ 2 層）

は、比較的乾燥した堆積環境が推測されるとの結果を得た。

プラントオパール分析では低地堆積層のⅢ１ ・Ⅲ ２ 層でプラントオパールの検出量が多く、調査所見を

合わせるとⅢ 1 層が水田土壌であった可能性が高い。低地を利用した水田稲作が行われていたと理解でき

る。

珪藻分析では、Ⅱ層からは水田に多い珪藻化石が検出され、真・好流水性種であることから、灌漑水の

引水と湛水状態を示すとのことである。Ⅲ １ 層からはイネ珪酸体と水田雑草が検出されており、水田の存

在を肯定する所見が得られた。

（２）放射性炭素年代測定について
各遺構から出土した炭化物の同位体効果による補正を行った測定結果（補正年代）および暦年較正結果

を第１３表にまとめた。

分析結果から若干の所見を記す。

ＳＢ０１の試料は床面より５～１０ｃｍ 上から出土したものである。２σ暦年較正値は７７８ｃａｌＡＤ－ ９０３ｃａｌＡＤ

（６８．６％）である。出土遺物から１０世紀～１１世紀に比定されることから、平安時代の範疇に入るものの、
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測定値とは開きがある。

ＳＢ０２は焼失した竪穴建物の可能性が高い遺構で、炭化物層に含まれていた炭化材を試料とした。２σ暦
年較正値は９７４ｃａｌＡＤ－１，０４４ｃａｌＡＤ（９２．０％）である。本遺構は出土遺物から１０世紀後半～１１世紀に比定さ
れることから、約半世紀の開きはあるものの、平安時代の範疇に収まる。

ＳＢ０４は掘立柱建物跡に伴う竪穴で、炉の掘方に含まれていた炭化物を試料とした。２σ暦年較正値は１，

４４８ｃａｌＡＤ－１，５２４ｃａｌＡＤ（６０．７％）で、１５・１６世紀を示す。ＳＢ０４埋土からは瀬戸大窯の丸皿が出土している。

遺物の詳細な型式がわからないが、ＳＢ０４の時期を中世に比定できよう。

ＳＴ１７は出土遺物がなく、時期不明であり、試料は柱穴の柱痕に残る炭化物とした。２σ暦年較正値は１，

０３２ｃａｌＡＤ－１，１８５ｃａｌＡＤ（９５．４％）で、１１・１２世紀を示す。

ＳＫ１９２は鬼釜古墳の直下から発見された土坑で、縄文中期後葉の深鉢が伏せた状態で出土した。試料

は深鉢直下に堆積する埋土 ４ 層に含まれる炭化物を使用した。２σ暦年較正値は２，７６１ｃａｌＢＣ－２，５７５ｃａｌＢＣ

（７１．５％）であった。

第１１表　科学分析結果表１

地形
区分

鬼釜遺跡
基本土層

トレン
チ名 層名 プラント

オパール検出量 花粉分析結果 珪藻分析結果

低地

Ⅱ層

２Ｔ ５ ５４００個 ／ｇ

草本花粉が約４５～５５％、シダ植物胞子が約１５～２５％を占める。草本花粉では、イネ
科（イネ属型を含む）、カヤツリグサ科、ヨモギ属が優先し、タンポポ亜科、オモダ
カ属が出現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主に、イチイ科－イヌガヤ
科－ヒノキ科、マツ属複維管束亜属、シイ属などが出現する。

真・好止水性種の占める割合がわずかに増加
し、中－貧塩性種が消失する。真・好止水性種
の沼沢湿地付着生環境指指標種群と好止水性種
が増加する。

２８Ｔ ２ １２００個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。
珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない
が、流水不定性種と沼沢湿地付着生環境指標種
群、中－貧塩性種がわずかに出現する。

Ⅲ１層

２Ｔ ６ ３０００個 ／ｇ

草本花粉が約４５～５５％、シダ植物胞子が約１５～２５％を占める。草本花粉では、イネ科
（イネ属型を含む）、カヤツリグサ科、ヨモギ属が優先し、タンポポ亜科、オモダカ属
が出現する。ソバ属がわずかに出現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主
に、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、マツ属複維管束亜属、シイ属などが出現する。

流水不定性種が約７０％を占める。他に真・好止
水性種と真・好流水性種などが約１０％を占める。

５・１６Ｔ 　 １２００個 ／ｇ

花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。樹木花粉ではマツ属複維管
束亜属、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、カバノキ科、クマシデ属－アサダ、ク
リ、コナラ属－コナラ亜属、樹木・草本花粉では、クワ科－イラクサ科、バラ科、草
本花粉では、イネ科、カヤツリグサ科、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ
属がわずかに出現する。

５・１６Ｔ 　 １２００個 ／ｇ

草本花粉が約６０％を占める。樹木花粉では、コナラ属－コナラ亜属を主に、イチイ科
－イヌガヤ科、ヒノキ科、マツ属複維管束亜属、スギ、クリ、ハンノキ属、クマシデ
属－アサダ、ニレ属－ケヤキが出現する。草本花粉では、イネ属型を含むイネ科が優
占し、ヨモギ属、カヤツリグサ科、タンポポ亜科が伴う。オモダカ属も出現する。

１１Ｔ 　 ６００個 ／ｇ

草本花粉が約３２％、樹木花粉が約５．５％と、花粉の占める割合が低く、シダ植物胞子
が約５５％と高い割合を占める。樹木花粉では、クリ、コナラ属－コナラ亜科属、ツガ
属、マツ属複維管束亜属、ハンノキ属、トチノキが検出される。草本花粉では、ヨモ
ギ属、イネ科が優占し、タンポポ亜科、カヤツリグサ科が伴う。

９Ｔ ５ ４８００個 ／ｇ

草本花粉が約３５％、シダ植物胞子は約５０～５５％を占める。草本花粉では、ヨモギ属が
高率で出現し、次にイネ科が多い。タンポポ亜科、カヤツリグサ科、アブラナ科が出
現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主に、クリ、イチイ科－イヌガヤ科－
ヒノキ科、マツ属複維管束亜属などが低率で出現する。

珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない
が、流水不定性種などがわずかに出現する。

１７Ｔ ３ ４２００個 ／ｇ

草本花粉が約４５％、シダ植物胞子は約４０％を占める。草本花粉では、イネ科、ヨモギ
属が優占し、カヤツリグサ科、タンポポ亜科が伴う。ソバ属がわずかに出現する。樹
木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主に、クリ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、
マツ属複維管束亜属などが低率で出現する。

流水不定性種が約５５～６５％を占めるが、全体的
に珪藻密度は低い。流水不定性種や沼沢湿地付
着生環境指標種群などが出現する。陸生珪藻と
好止水性種などが出現する。中－貧塩性種も出
現する。

２８Ｔ ３ ０個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。
珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない
が、流水不定性種と沼沢湿地付着生環境指標種
群、中－貧塩性種がわずかに出現する。

Ⅲ２層

２Ｔ ７ ２４００個 ／ｇ

草本花粉が約４５～５５％、シダ植物胞子が約１５～２５％を占める。草本花粉では、イネ科
（イネ属型を含む）、カヤツリグサ科、ヨモギ属が優先し、タンポポ亜科、オモダカ属
が出現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主に、イチイ科－イヌガヤ科－ヒ
ノキ科、マツ属複維管束亜属、シイ属などが出現する。

流水不定性種が約７０％を占める。他に真・好止
水性種と真・好止水性種などが約１０％を占める。

５・１６Ｔ 　 ６００個 ／ｇ

樹木花粉約２５％、草本花粉が約３０％と花粉の占める割合がやや低く、シダ植物胞子は
約４５％を占める。草本花粉では、ヨモギ属が高率で出現し、次にイネ科が多い。タン
ポポ亜科、カヤツリグサ科、アブラナ科が出現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ
亜属と多い。樹木花粉では、コナラ属－コナラ亜属が高率に出現し、クリ、ツガ属、
ハンノキ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科が伴う。
草本花粉では、イネ科、ヨモギ属が優占し、タンポポ亜科、キク亜科、カヤツリグサ
科が低率で出現する。
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第12表　科学分析結果表２

地形区分 鬼釜古墳
基本土層

試料採取
遺構

層名
（現場呼称 ）

プラントオパール
検出量 花粉分析結果

自然堤防

Ⅲ１層

鬼釜古墳
（ＳＭ０１）

１６（ 上部 ） ０／ 個 ｇ

草本花粉の占める割合が約５０％と高く、花粉密度は低い。樹木花粉では、コナラ属－コ
ナラ亜属が比較的高率で検出され、クリ、ハンノキ属、トチノキ、ニレ属－ケヤキ、ツ
ガ属、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科が低率で伴う。草本花粉では、イネ科、ヨモギ
属が優占し、カヤツリグサ科、タンポポ亜科などが出現する。

Ⅲ２層 １６（ 下部 ） ０／ 個 ｇ

花粉密度が低く、ほとんど検出されない。Ⅳ層 １７ ０／ 個 ｇ

Ⅴ層 １８ ０／ 個 ｇ

㈱古環境研究所分析報告を編集

第13表　放射性炭素年代測定結果表					   

番号 採取場所 層名 試料形態
（ｙｒＢＰ）

補正年代
（ｙｒＢＰ）

補正年代
（暦年較正用 ）
（ｙｒＢＰ）

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲 測定番号

１ ＳＢ０１ ２ 炭化物 １，１６０±３０ １，１５９±２６

７８２ｃａｌＡＤ－７８９ｃａｌＡＤ（３．４％）
８１２ｃａｌＡＤ－８４５ｃａｌＡＤ（１７．８％）
８５７ｃａｌＡＤ－８９８ｃａｌＡＤ（３０．６％）
９２０ｃａｌＡＤ－９４５ｃａｌＡＤ（１６．４％）

７７８ｃａｌＡＤ－９０３ｃａｌＡＤ（６８．６％）
９１５ｃａｌＡＤ－９６９ｃａｌＡＤ（２６．８％） ＩＡＡＡ－１１２２８３

２ ＳＢ０２ １６ 炭化材 １，０２０±３０ １，０１６±２６
　
９９４ｃａｌＡＤ－１，０２５ｃａｌＡＤ（６８．２％）
　

９７４ｃａｌＡＤ－１，０４４ｃａｌＡＤ（９２．０％）
１，１００ｃａｌＡＤ－１，１１９ｃａｌＡＤ（２．９％）
１，１４３ｃａｌＡＤ－１，１４７ｃａｌＡＤ（０．５％）

ＩＡＡ－１１２２８４

３ ＳＢ０４
炉内 （№３） － 炭化物 ３７０±３０ ３７５±２５ １，４５５ｃａｌＡＤ－１，５２４ｃａｌＡＤ（５２．５％）

１，６００ｃａｌＡＤ－１，６１７ｃａｌＡＤ（１５．７％）
１，４４８ｃａｌＡＤ－１，５２４ｃａｌＡＤ（６０．７％）
１，５５８ｃａｌＡＤ－１，６３１ｃａｌＡＤ（３４．７％） ＩＡＡＡ－１１２２８５

４ ＳＴ１７Ｐ７ １ 炭化物 ９１０±３０ ９１４±２６
１，０４５ｃａｌＡＤ－１，０９５ｃａｌＡＤ（１７．８％）
１，１２０ｃａｌＡＤ－１，１４１ｃａｌＡＤ（３０．６％）
１，１４８ｃａｌＡＤ－１，１６１ｃａｌＡＤ（１６．４％）

１，０３２ｃａｌＡＤ－１，１８５ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１１２２８６

５ ＳＫ１９２ ４ 炭化物 ４，０３０±３０ ４，１１０±２９

２，８５０ｃａｌＢＣ－２，８１３ｃａｌＢＣ（１８．４％）
２，７４２ｃａｌＢＣ－２，７２８ｃａｌＢＣ（５．８％）
２，６９５ｃａｌＢＣ－２，６８５ｃａｌＢＣ（３．９％）
２，６８０ｃａｌＢＣ－２，６１９ｃａｌＢＣ（３３．０％）
２，６０８ｃａｌＢＣ－２，５９９ｃａｌＢＣ（３．６％）
２，５９４ｃａｌＢＣ－２，５８５ｃａｌＢＣ（３．６％）

２，８６５ｃａｌＢＣ－２，８０５ｃａｌＢＣ（２３．９％）
２，７６１ｃａｌＢＣ－２，５７５ｃａｌＢＣ（７１．５％） ＩＡＡＡ－１１２２８７

㈱加速器分析研究所報告を編集

低地

Ⅲ２層

９Ｔ ６ ２４００個 ／ｇ

草本花粉が約３５％、シダ植物胞子は約５０～５５％を占める。草本花粉では、ヨモギ属が
高率で出現し、次にイネ科が多い。タンポポ亜科、カヤツリグサ科、アブラナ科が出
現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主に、クリ、イチイ科－イヌガヤ科－
ヒノキ科、マツ属複維管束亜属などが低率で出現する。

珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない
が、流水不定性種などがわずかに出現する。

１１Ｔ 　 ０個 ／ｇ

樹木花粉が約２５％、草本花粉が約３０％と花粉の占める割合がやや低く、シダ植物胞子
が約４５％と多い。樹木花粉では、コナラ属－コナラ亜属が高率に出現し、クリ、ツガ
属、ハンノキ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科が伴
う。草本花粉では、イネ科、ヨモギ属が優占し、タンポポ亜科、カヤツリグサ科、キ
ク亜科が低率で出現する。

　

１７Ｔ ４ ６００個 ／ｇ

草本花粉が約４５％、シダ植物胞子は約４０％を占める。草本花粉では、イネ科、ヨモギ
属が優占し、カヤツリグサ科、タンポポ亜科が伴う。ソバ属がわずかに出現する。樹
木花粉では、コナラ属コナラ亜属を主に、クリ、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、
マツ属複維管束亜属などが低率で出現する。

流水不定性種が約５５～６５％を占めるが、全体的
に珪藻密度は低い。流水不定性種や沼沢湿地付
着生環境指標種群などが出現する。陸生珪藻と
好止水性種などが出現する。中－貧塩性種も出
現する。

２８Ｔ ４ ０個 ／ｇ シダ植物胞子が約５０％を占め、樹木花粉の占める割合は半減する。 珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない。

Ⅳ１層

２Ｔ ８ ０個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。 珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない。

５・１６Ｔ 　 ０個 ／ｇ

樹木花粉が約３０％、草本花粉が約５２％を占める。樹木花粉では、スギ、コナラ属－コ
ナラ亜属、マツ属複維管束亜属、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、クリが出現す
る。草本花粉では、イネ科が高率で出現し、ヨモギ属、カヤツリグサ科、タンポポ亜
科、アカザ科－ヒエ科、ナデシコ科、アブラナ科、キク亜科が伴う。

　

９Ｔ ７ １２００個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。 珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない
が、流水不定性種などがわずかに出現する。

１１Ｔ 　 ０個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。 　

１７Ｔ ５ １２００個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。 珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない。

２８Ｔ ５ ６００個 ／ｇ

樹木花粉が約５０％、シダ植物胞子が約２５％を占める。樹木花粉では、コナラ属コナラ
亜属、ハンノキ属、ニレ属－ケヤキ、クマシデ属－アサダ、トチノキなどが出現す
る。草本花粉では、イネ科、ヨモギ属、樹木・草本花粉のクワ科－イラクサ科などが
出現する。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属が高率で出現し、ツガ属、マツ属複維
管束亜属、ハンノキ属などが伴う。草本花粉では、ヨモギ属、イネ科を主に、タンポ
ポ亜属などが出現する。

珪藻密度は極めて低く、ほとんど検出されない
が、流水不定性種と沼沢湿地付着生環境指標種
群、中－貧塩性種がわずかに出現する。

Ⅳ２層 ５・１６Ｔ 　 ０個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。

自然堤
防

Ⅴ１層 ５・１６Ｔ 　 ０個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。樹木花粉のコナラ属－コナ
ラ亜属、スギ、草本花粉のタンポポ亜科、キク亜科がわずかに出現する。

Ⅳ２層 １１Ｔ 　 ０個 ／ｇ 花粉密度は極めて低く、花粉化石ほとんど検出されない。

㈱古環境研究所分析報告を編集
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第 ６節　小　結

１ 自然堤防と低地の土地利用について
鬼釜遺跡の調査では、調査区内にある自然堤防上から縄文時代、弥生時代、古墳時代、平安時代以降、

中世の遺構、自然堤防の南側に広がる低地の堆積層から縄文時代、平安時代、中世の遺物を確認した。鬼
釜遺跡は、複数の時期にわたり人々が営んでいたことが明らかとなった。従来、上久堅地区では唯一、北
田遺跡の調査例があるに過ぎなかった。北田遺跡は、縄文時代～中世の集落で、遺構が密集する様相を示
す。今回、この北田遺跡の南西側に近接する鬼釜遺跡で、幅約２０ｍ と狭小な自然堤防上に遺構が散在的
に分布する集落が発見されたことは、上久堅地区における縄文時代以降の土地利用を明らかにする上で重
要視される。

本項では、これら考古資料から、各時期の土地利用をうかがうこととする。
鬼釜遺跡内に最初に居住域が形成された時期は、縄文中期後半である。当該期の遺構は、縄文時代中期

後半の竪穴建物跡と土坑があるが、これらは自然堤防の中央部と東側の ２ 箇所にまとまる。自然堤防の全
域に散在的に分布するのではなく、遺構がブロック的に密集する様相を示す。低地には、当該期の遺物包
含層（Ⅳ１層）が形成されており、Ⅳ１層からは縄文時代中期後半の土器が多量に出土している。この土
器は、分布からすると、自然堤防上に営まれた集落の廃棄場か、土器出土地点より上方の東側から流れ込
んだものとみられる。

弥生時代は、自然堤防の中央東側に竪穴建物跡、古墳時代は、自然堤防中央部に古墳と土坑が構築され
ている。古墳時代については、調査区内では古墳構築者の居住域は確認していないが、古墳の西側調査区
外（久堅神社以西）に存在する可能性が想定される。なお、低地には、縄文時代遺物包含層（Ⅳ１ 層）と
平安時代の水田層（Ⅲ １層）の間に、顕著に黒色化するⅢ ２層が堆積する。Ⅲ ２ 層の時期は不明で推測の
域を脱しないが、弥生時代～古墳時代の間、低地は湿地化した時期があったと考えられる。

平安時代の遺構は、自然堤防の西側と中央西側、中央東側の ３ 箇所に分布し、自然堤防の西側と東側で
は、 ２ 軒の竪穴建物跡が近接して分布する。平安時代の遺構分布がそれ以前の遺構分布と大きく異なる点
は、自然堤防上ほぼ全域に散在的に分布することである。

プラント・オパール分析の結果、低地に堆積する黒色土（Ⅲ １ 層）では水田が営まれていた可能性が高
いことが判明した。鬼釜遺跡が所在する上久堅地区は山間地で、天竜川を臨む段丘上と比較して水田域を
確保する場所が少ない。従来の調査において、水田遺構もしくは科学分析により水田域の存在が明らかに
されていないが、鬼釜遺跡の調査において、集落に近接した場所に水田が営まれていたことが判明したこ
とは、山間地における集落と水田の立地を捉える上で重要視できる。

平安時代以降として第９４図に示した遺構は、平安時代の竪穴建物跡を切る掘立柱建物跡と中世と推測す
る竪穴建物跡、溝跡である。当該期の遺構は、平安時代の遺構分布域と重複する。また、プラント・オパ
ール分析の結果、低地に堆積する土層（Ⅱ層）で水田稲作が営まれていた可能性が高いことが判明した。

当該期、集落と水田は、平安時代の様相を踏襲して形成されていたと考えることができ、中世遺構から
出土した古瀬戸製品からすると、１５世紀は鬼釜遺跡と風張遺跡に集落が形成されていたと考えられる。

２　縄文中期後葉の様相
南信地域は長野県下で最も縄文中期の遺跡数が多く、全県で３,１５８のうち半数の１,７２７が所在（綿田
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２０１２）する。特に下伊那の縄文時代中期集落は７８軒の住居跡が調査された高森町増野新切遺跡をはじめ、

飯田市大門原遺跡、黒田大明神原遺跡、三尋石遺跡、川路大明神原遺跡、増田遺跡、箕瀬遺跡など住居跡
１０軒以上の集落が、天竜川右岸の扇状地や段丘に大規模に展開している（坂井２０１３）。天竜川左岸では豊
丘村伴野原遺跡、喬木村帰牛原遺跡、伊久間原遺跡に住居跡５０軒以上の集落が営まれるが、飯田市域に入
ると山がちとなり遺跡がほとんど見られないため、玉川沿いに住居跡５０軒を有する環状集落が展開する北
田遺跡はかなり特異な存在であった。同遺跡では縄文中期後半から終末を中心とした極めて珍しい掘立柱
建物跡も検出されている。鬼釜遺跡は北田遺跡の南東約６００ｍ に位置し、今回の調査で北田遺跡とほぼ並
行した時期の土器が出土している。鬼釜遺跡は玉川とその後背湿地に挟まれた最大幅６０ｍ 程度の細い自
然堤防上に立地するため、地形的な制約から大集落を形成することができなかったと見られる。

鬼釜遺跡の集落は大枠で ４時期に区分される（第１４表・第９６図）。台地上の土坑等のいくつかが、この
うち何れかの時期に相当する可能性もあるが、遺物の出土が殆ど無く、詳細を明らかにできなかった。「協
会編年」（宮崎・綿田２０１３・ 坂井２０１３）を時期区分の指標として、以下に解説を行う。
第１４ 表　集落の時期　

協会 中信地域 県史 下伊那地域の土器 鬼釜遺跡の遺構 北田遺跡

９期～１０期 唐草文系Ⅰ 後葉１期 細隆線文土器 ・加曽利Ｅ ・大木式系 ＳＢ０８ 　

１０期 唐草文系Ⅱ古
後葉２期 下伊那タイプ（Ａ）・中富式系・加曽利Ｅ式系・唐草文系他

ＳＢ１６、 ＳＫ１８５
竪穴住居跡５軒

１１期 唐草文系Ⅱ新 ＳＢ１４、 ＳＫ１９２

１２期 唐草文系Ⅲ古 後葉３期 下伊那タイプ （Ｂ ）・ 神明式系 ・加曽利Ｅ式系 　 同３４軒

協会 ９期～１０期段階：調査区の東の端に円形の竪穴住居跡 ＳＢ０８が営まれる。時期決定資料は ３ で、大門
原遺跡 ＳＢ１２（ 下平１９９９）（大門原遺跡報告書５９図 １ ）、増田遺跡 ７号住（上郷町教育委員会１９８９）（増田遺
跡報告書第１２図 ５ ）に類例がある。前者は口縁部の地文が沈線であるが、後者は鬼釜遺跡と同様に縄文
で、大木 ８ ｂ 式土器や細隆線文土器を伴っていて、やや古い可能性がある。本住居跡の石囲炉は南北に長
い長方形を呈する。下伊那地域の住居跡の石囲炉は、方形が多いものの、入口に対して横に長い長方形、
五角形など多様である。

協会１０期段階：炉が奥壁側に寄る楕円形の住居跡とみられる ＳＢ１６と、調査区の最も東側の ＳＫ１８５他が該
当する。前者の埋甕３３は、下伊那 Ａ タイプⅢ類ではあるが、胴部に腕骨文に類似した沈線文が描かれ、
唐草文系Ⅱ期古段階に相当する。類似する土器は的場遺跡１３住から出土し、下伊那 Ａ タイプⅠ類などが
組成している。北田遺跡には中期後葉期に奥壁側に炉が偏る楕円形の住居跡が複数検出されているため、
本住居跡は埋土が全て削平されているものの、本来類似した楕円形態であった可能性がある。

協会１１期段階：ＳＢ１４と ＳＫ１９２他が該当する。 ７基の柱穴がほぼ ５角形に並び、南東側にやや突出した入口
には ２ 基の埋甕が敷設されている。埋甕の位置から、炉が奥壁よりに偏り、突出した手前側に埋甕をもつ
潮見台型（本橋１９８８）とみられる。潮見台型は柄鏡式敷石住居の祖形のひとつと考えられ、多摩丘陵・丹
沢山麓から伊那谷を含む中部高地に分布している。

炉は土器１０個体がほぼ ５重に敷設されている土器敷炉である。沈線地文の唐草文系土器、縄文地文と条
線地文の下伊那タイプ、無文の在地系粗製土器という、異なる系統の土器群を用いている点、並びに最上
部の土器が被熱によって極めて脆く劣化していることによって土器を敷いたまま使用したことが分かる点
で好例である。伊那谷の土器敷炉は１５遺跡３２例で確認されている（坂井２０１０）が、不明の １ 件を除けば全
て石囲炉である。ＳＢ１４が地床炉であったとすればかなり特異であり、かつ土器を複数個体敷設する例も
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第 95 図　鬼釜遺跡　縄文集落変遷図

第 96 図　鬼釜遺跡　縄文土器変遷図
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北田遺跡で ３ ～ ５ 重に敷かれた例がある他は多くない。

　一般的に土器敷炉の土器は、摩耗によって判別できないものも含めると被熱痕跡が見られないものが多

い。そのため土器が敷かれる理由は、実際に土器を敷いて使用したという説に加え、土器敷行為が炉を廃
絶する際の儀礼であるという説があるが、本遺跡の場合、炉の最上部に敷かれていた土器ほど被熱が激し
いため、機能が炉の使用に絞り込めたことは成果の一つといえよう。ＳＫ１９２は鬼釜古墳の周溝の内側で検
出された土坑で、頸部に把手をもち ２本一対の大柄渦巻文を有する唐草文系Ⅱ期新段階に相当する深鉢
が、埋土１層の上面に据えられていた。その下層 ４層の炭化物の炭素年代で２,８65－２,５75ｃａｌＢＣ（２σ）が
出ており、この年代はこの土器の時期（藤森２０１２）に合致している。

協会１２期段階：遺構は特定できていないが、ＳＭ０１の周溝の中にこの時期の土器がまとまっている。

３　鬼釜古墳について
（１）鬼釜古墳に関する既存資料と今回の発掘成果との関連
市教委が作成した遺跡地図（市教委１９９８a）には、鬼釜遺跡の遺跡範囲内に「鬼釜古墳」が記載されて

いる。確認調査を行った平成２１年度時点で、鬼釜遺跡の遺跡範囲内もしくは遺跡隣接地で「古墳」の存在
を示す記録として、以下のものが存在した。
①　『下伊那史』第 ３巻（市村ほか１９５2）には、上久堅地区の宮ノ原地籍に「鬼釜」と呼称される円墳が

あり、その古墳は明治２５年頃に発掘されて数多くの遺物が得られたと記載されている。同書には、発
掘時すでに石室の石が露出していたとの地元在住者の談話も記載されている。さらに、同書には、「古
墳のあった木立の中に大きい天井石二つを並べ、その上に一つの大石をのせてかまど形のものを造り
小祠をのせてある。上にのっている石は長さ１．６ｍ、幅 １ ｍ、厚さ０．２ｍである。この大石によつて石
室の規模も相当大きいものであったと想像される。土地の人がここを鬼釜と呼ぶのはこの竈形をした
石積みに起因するのであることは申すまでもない。」と記載されている。

②　『下伊那史』第 ３巻（市村ほか１９５２）には、鬼釜古墳の発掘時で出土した以下の遺物が記載されている。
　・出土遺物一覧：直刀 ４・同残欠、刀子 １、管玉 ２、金環 １、轡 １、金属具 １、土師器（坩）２ ・同破

　　　　　　　片 １・同高坏脚部１・同破片２０余、須恵器（坏）１・（𤭯）１・（堤瓶）２
　・実測図：直刀
　・写真図版：直刀、轡、須恵器（坏）・（𤭯）
　　同書には、出土遺物は上久堅小中学校に所蔵されていると記載されている。
③　『上久堅村誌』（岡田ほか１９９２）には、鬼釜古墳は「宮ノ前古墳（鬼釜古墳）」として記載されており、『下

伊那史』第 ３巻に記載されていることを再録し、執筆者の岡田正彦氏は、轡が板状立聞素環鏡板付轡
で ６ 世紀第 ４四半期、須恵器の𤭯と堤瓶は陶邑編年Ⅱ型式 ３ 段階で、 ６世紀中葉～後半に位置づけら
れると指摘している。また、同書には直刀 ３ 、轡 １の実測図と写真が掲載されている。

　　　『下伊那史』の記載からすると、久堅神社の境内に残る石室と伝わる石の近くに古墳があり、明治
２５年頃にそこを発掘した結果、数多くの遺物が得られたと理解することができる。今回の調査では、
周溝の内側にある盛土下から近代以降の掘削痕跡（ＳＸ０１～０４）を確認した。ＳＸ０１～０４は石室の石を
抜き取るために掘削した痕跡と判断される所見が得られた。この痕跡を明治２５年頃の発掘痕跡と理解
できると思われる。

　　　平成２１年、上久堅小学校で鬼釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡に関係する資料の有無と状態を把握す
る目的で、資料調査を行った。その結果、直刀 ３ 、轡 １、須恵器（堤瓶）１が所蔵されていることが
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第 97 図　上久堅小学校所蔵の鬼釜古墳出土遺物
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判明した。その写真が第９７図である。堤瓶は、中村陶邑編年Ⅱ型式 ３ 段階に比定され、実年代は ６ 世紀後

半となる（中村１９９５）。また、轡は、大形矩形立聞環状鏡板付轡（註 １ ）と推定でき、岡安光彦氏の編年

と照合すると、第Ⅲ段階（ 6 世紀第 ３ 四半期～第 4 四半期）と推定できる（註 ２ ）。

一方、周溝から出土した土器は、 ６ 世紀前半と ６ 世紀末～ ７ 世紀初頭とに分かれる。古墳の墳丘と石室

が遺存していないため推測の域を脱しないが、 ６ 世紀前半が初葬、 ６ 世紀末～ ７ 世紀初頭は追葬の時期を

示すのではなかろうか。したがって、上久堅小学校所蔵の堤瓶と轡は追葬に伴うものと考えられよう。

（２）周溝内の土坑（ＳＫ１７４）について
　鬼釜古墳（ＳＭ０１）の周溝内から土坑（ＳＫ１７４）が確認された。この土坑を「馬の埋葬土坑」と判断し

た根拠は、以下の通りである。

① ＳＫ１７４は周溝の底面精査で確認されたことから、周溝掘削時もしくは掘削直後に掘削された土坑と判断

できること。

②飯田市域を含む下伊那地域では、３０例（飯田市内２８例、高森町 ２ 例）の馬の墓が発見されており、これ

らの出土場所は、単独土坑、周溝内土坑、周溝内（周溝内埋葬）の ３ 種類に分けられる（註 ３ 、小林

ほか２００７）。周溝土坑に該当する下伊那郡高森町北林 ５ 号墳は、周溝の縁に沿って掘削されており、ＳＫ

１７４と酷似すること。

③飯田市域とその周辺で発見された馬の埋葬土坑の規模をみると、長辺１．６ｍ ～２．５ｍ、短辺０．９ｍ ～２．０ｍ

のものが大半を占め、ＳＫ１７４の規模はこの規模のなかに入ること。

④ ＳＫ１７４から馬具（雲珠 １ 点、 ２ 点）が出土していること。

　ＳＫ１７４の時期は、宮代栄一氏により、環状雲珠と の特徴から ６ 世紀前半に比定できるとの指摘を受け

た（註 ４ ）。したがって、ＳＫ１７４は鬼釜古墳の初葬時に掘削されたことになる。これは ＳＫ１７４が周溝底

面で確認された調査所見と符合する。

　　馬具の埋葬方法について桃崎祐輔氏は、馬骨と馬具の出土状態から、新井原・高岡古墳群 ４ 号土壙に

おける埋葬時の復原案を提示した（第９８図、桃崎１９９３）。ＳＫ１７４において、桃崎氏の復原案のように馬

が埋葬されていたと仮定すると、埋葬馬の胸部付近に置かれた可能性が考えられる。

（３）天竜川左岸における ６世紀の古墳と馬の埋葬土坑の発見について
馬の埋葬土坑を伴う ６ 世紀の古墳発見について、先行研究（小林ほか２００７・渋谷ほか２０１２a）から触れ

ることとする。

竜西には、 ５ 世紀中頃～後半にかけて古墳群（飯田古墳群）が展開する。市教委が座光寺単位群、上郷

単位群、松尾単位群、竜丘単位群、川路単位群と呼称したものである。従来、飯田市内で確認された馬の

埋葬土坑２８例は、飯田古墳群から発見されている。埋葬土坑の帰属時期は ５ 世紀で 6 世紀には馬匹生産地

が竜東にも拡大した可能性が推測されていた。

一方、竜東における古墳と集落の様相をみると、集落は天竜川を眼下に臨む低位段丘に ５ 世紀後半～ ６

世紀の細新遺跡、 ５ 世紀後半を中心とする龍江大平遺跡、天竜川から離れた山間地（上久堅地区）に ６ 世

紀後半～ ７ 世紀の北田遺跡がある。また、古墳では、龍江地区１０基、千代地区 １ 基、下久堅地区１４基、上

久堅地区 ４ 基の円墳が確認されている。上久堅地区の鬼釜古墳は ６ 世紀で、塚穴古墳は ７ 世紀前半に比定

されている。

竜東では、 ５ 世紀後半になると低位段丘に集落が形成されるが、天竜川から離れた地域（上久堅地区を

含む）は ６ 世紀段階になりようやく形成されることを示している。飯田古墳群を中核とした古墳文化が次
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第 98 図　馬具を伴う馬骨の検出状況と埋葬時の復元案（桃崎 1993）

長野県新井原 12号墳 4号土壙

1m0

第 98 図　馬具を伴う馬骨の検出状況と埋葬時の復原案（桃崎 1993）

第に周辺地域に拡大したことを示していよう。鬼釜古墳で、発見された馬の埋葬土坑は澁谷恵美子氏が指

摘するように、 ６ 世紀以降に馬匹生産地が竜東に拡大した可能性を示すものと考えている（渋谷ほか２０１２

a）。

註

１ ） 轡の名称は、宮代栄一氏の教示による。

2 ） 轡の時期は、上久堅小学校で撮影した写真から岡安 １９８４ をもとに推定した。

3 ） 市教委 ２００７ では、「土壙」表記。本報文では「土坑」を使用。

4 ） 平成 ２７ 年 ３ 月 ３ 日、埋蔵文化財センターで指導を賜った宮代栄一氏からの指摘。

引用・参考文献
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鶴田典昭・贄田　明２０１０「第４章第 ３ 節　石器」『国道４７４号（飯喬道路）埋蔵文化財発掘調査報告書 ４ 　川路大明神原遺跡』

長野県埋蔵文化財センター

長崎元廣１９９７「中部地方の縄文前期末・中期初頭期における土器型式編年論の系譜と展望（１）」『長野県考古学会誌』第８３   



- 147 -- 146 -

第 ３ 章　鬼釜遺跡

　号

長崎元廣他１９７９『中部高地縄文土器集成』第 １ 集

長野県教育委員会２０００『大規模開発事業地内遺跡－遺跡詳細分布調査 ２ －』

長野県中央道遺跡調査会１９７２「４　増野新切遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書－下伊那郡高森町地内そ

の ２ －』長野県教育委員会

長野県埋蔵文化財センター２０１１『長野県埋蔵文化財センター年報』２８

長野県埋蔵文化財センター２０１４『長野県埋蔵文化財センター年報』３１

中野晴久ほか２０１２『愛知県史』別編　窯業３中世・近世　常滑系　愛知県史編纂委員会編

中村　浩１９８１『和泉陶邑窯の研究』柏書房

中村　浩１９９５『須恵器集成図録』第１巻近畿編Ⅰ　雄山閣出版

中村由克２００７「下呂石の供給」『縄文時代の考古学 ６ 　ものづくり』同成社

奈良文化財研究所　埋蔵文化財センター　保存修復科学研究室２０１１『古代の玉－最新の保存科学的研究の動向－』独立行政法

人国立文化財機構奈良文化財研究所

西山克己１９９９「下伊那の古墳時代における新来文化の受容」『伊那』通巻第８５１号　第４７巻第 ４ 号

野村一寿１９８８「中期後葉土器」『長野県史　考古資料編』全１巻　（ ４ ）遺構・遺物　社団法人長野県史刊行会

馬場保之１９９８「第Ⅰ章　美女遺跡の土器について」『美女遺跡－遺物編－』飯田市教育委員会

林　茂樹１９８５「縄文中期土器『平出Ⅲ類Ａ』の系譜再論」『信濃』第３７巻第１１号

原山　智１９８８ａ「第 ２ 章２．６（ １ ）　領家花こう岩類」『日本の地質』４ 中部地方Ⅰ　共立出版株式会社

原山　智１９８８ｂ「湯ヶ峯デイサイト」『日本の地質』５中部地方Ⅱ　共立出版株式会社

平林　彰１９９３「第 ９ 章第 １ 節 ４ 　Ⅳ～Ⅵ期の土器について」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書１１－明科町内－

北村遺跡』（財）長野県埋蔵文化財センター

藤澤良祐２００２「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」『財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要』第１０号

藤澤良祐２００８『中世瀬戸窯の研究』高志書院

藤森英二２０１２「土器研究は文化の繁栄に迫れるか」『長野県考古学会誌』第１４３・１４４合併号

藤原直人２００３「第 ３ 章　１１号竪穴住居跡」『農林漁業用揮発税財源身替農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 － 飯

島町内 － 丸山遺跡』長野県埋蔵文化財センター

増子康真１９７８「縄文中期後半土器の編年」『古代人』３４

増子康真１９８２「長野県伊那中南部地域の縄文中期後半土器の変遷」『古代人』３９

松井　章２００３「動物祭祀」『神々のいる風景』岩波書店

三上徹也２００２「所謂『唐草文土器』の構造・変遷と型式名に関する考察」『長野県考古学会誌』第９８号

水沢教子１９９６「大木８ｂ式の変容（上）」『長野県の考古学』（財）長野県埋蔵文化財センター

水沢教子２０１４『縄文社会における土器の移動と交流』雄山閣

宮崎朝雄・綿田弘実２０１３「長野県における縄文時代中期土器の編年と動態」『一般社団法人日本考古学協会２０１３年度長野大

会研究発表資料集　文化の十字路信州』大会実行委員会編

宮代栄一１９９３「５・６世紀における馬具の「セット」について」『九州考古学』第６８号

宮代栄一１９９３「中央に鉢を持つ雲珠・辻金具について」『埼玉考古』第３０号

宮代栄一１９９６「古墳時代の金属装鞍の研究－鉄地金銅装鞍を中心に－」『日本考古学』第 ３ 号

本橋恵美子１９８８「縄文時代における柄鏡形敷石住居址の研究」（ １ ）・（ ２ ）『信濃』第４０巻８・９号

桃崎祐輔１９９３「古墳に伴う牛馬供犠の検討－日本列島・朝鮮半島・中国東北地方の事例を比較して－」『古文化談叢』第３１集

八木光則１９７６「縄文中期集落の素描（ １ ）－信濃伊那谷における集落共同体をめぐって－」『長野県考古学会誌』第２５号
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山下誠一１９８９「 ４ 　垣外遺跡」『ツルサシ・ミカド・増田・垣外遺跡』上郷町教育委員会

山下誠一１９９２「飯田・下伊那の後期弥生土器」『長野県考古学会誌』第６５・６６号

山下誠一２００１「上伊那南部の後期弥生土器」『長野県考古学会誌』第９３・９４号

山下誠一２００４「飯田盆地における古墳時代後期集落の様相－発掘調査された竪穴住居址を基として」『飯田市美術博物館研

究紀要』第１４号

山下誠一２００５「飯田盆地における弥生時代石器」『飯田市美術博物館研究紀要』第１５号

山田直利・柴田　賢・佃　栄吉他１９９２「阿寺断層周辺地域の火成岩類の放射年代と断層活動の時期」『地質調査所月報』第

４３巻第１２号

吉川金利２００３「下伊那縄文中期後葉に於ける土器様相と編年」『長野県考古学会誌』第１０２号

吉川金利２００５『平成１７年度秋季展示　下伊那唐草文土器』飯田市上郷考古博物館

吉川金利２００８「唐草文系土器」『総覧　縄文土器』総覧縄文土器刊行委員会編

米田明訓１９８０「南信天竜川沿岸における縄文時代中期後半の土器編年」『甲斐考古』１７－ １

若林　卓２０１０「第 ４ 章第 ２ 節　縄文時代の遺構」『国道４７４号（飯喬道路）埋蔵文化財発掘調査報告書 ４ 　川路大明神原遺跡』

長野県埋蔵文化財センター

綿田弘実２００２「長野県の縄文後期前葉土器群Ⅱ」『第１５回縄文セミナー「後期前半の再検討」』縄文セミナーの会

綿田弘実２０１２「北信地域縄文中期遺跡の推移と特徴」『長野県考古学会誌』１４３・１４４合併号

綿田弘実２０１３「第 ３ 章第 ２ 節　縄文時代」『千曲川替佐・柳沢築堤事業関連埋蔵文化財発掘調査報告書－中野市内その １ －千

田遺跡』長野県埋蔵文化財センター

平成 21 年度　鬼釜遺跡の調査前風景
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第 1節　遺跡と調査の概要

第 ４章　風張遺跡

第 １ 節　遺跡と調査の概要

1　遺跡の概観
（1）遺跡範囲と地形
風張遺跡は鬼釜遺跡の南側、東から西方に緩やかに傾斜する台地上に立地する。調査前は圃場整備事業

により階段状の水田が広がっていた。遺跡範囲（市教委1998）は、北限（鬼釜遺跡側）と南限（神之峯城
跡側）が台地の縁辺部、西限は台地の先端部よりやや下方、東限は台地幅が狭まる場所（上久堅自治振興
センター付近）で、東西約460ｍ、南北約140ｍを測る。調査対象地は遺跡範囲のほぼ中央部である（第９９
図）。

調査にあたり、便宜上本線部分を 1 区、国道256号に取り付く道路部分を 2 ～ 4 区と呼称した。地形を
微細に見ると、路線内の中央部に北西 - 南東方向に延びる谷状地形が入り込み、谷状地形を境界として
台地は 2 分される。この谷状地形内の市道を境界として北東側を 2 区、南西側を 3 ・ 4 区とに分けて調査
を進めた。

2　調査の概要
（1）トレンチ調査（確認調査）

1 区は平成23年 9 月～10月に実施した。台地縁辺部の一角を対象とした結果、遺構・遺物が確認されな
かったため、面調査の必要はないと判断した。

2 区～ 4 区は平成23年10月～12月に実施した。トレンチは、地形傾斜と平行して掘削し、土層断面観察
と精査を行った。その結果、圃場整備による水田造成土の下から、近世水田層、中世の造成土とを確認
し、基本土層Ⅳ層（地山、花崗岩風化層）上面で、掘立柱建物跡の柱穴と考えられる落込みを確認した。

（2）本調査
平成24年 4 月～ 8 月に 2 区～ 4 区の本調査を実施した。東側では圃場整備による造成土の下に近世水田

層（Ⅱ層）と地山（Ⅳ層、花崗岩風化層）が堆積し、西側ではⅡ層の下に中世の盛土が認められた。
遺構検出はⅡ層下面で実施した。Ⅳ層（地山、花崗岩風化層）上面を検出面とした東側では比較的容易

に遺構を把握することができた。一方、Ⅲ層上面を検出面とした西側では、遺構を確認するのは容易では
なかったため、Ⅲ層を除去してⅣ層上面で再度検出を行った。

検出した主な遺構は、掘立柱建物跡と土坑、溝跡、焼土跡で、粗密があるものの調査対象地のほぼ全域
に分布していた。

（3）報告書の記述について
整理時に検出された小土坑（ピット）を再検討し、調査時に建物の柱穴と認定したピットを変更した遺

構もある。これらについては本報告に掲載した個別遺構図に （ ） 付で記載した。
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第99図　風張遺跡　調査範囲図
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3　調査経過
調査日誌抄

平成23年度（発掘作業）
4 月1日　受委託契約締結
9 月27日　 1 区、重機によるトレンチ掘削開始
10月 4 日　トレンチ掘削状況写真撮影。記録作業終了
10月28日　 5 トレンチで円形のピットを確認
11月 9 日　11～13トレンチで溝状の落込みを確認
11月11日　 7 ・8トレンチで中世以降と思われる掘立柱建物跡の

柱穴を確認
11月29日　遺構確認地点を除き、重機でトレンチの埋戻し開始
12月 9 日　埋戻し等現地協議（飯田国道・埋文センター）
12月19日　調査終了

平成23年度（基礎整理作業）
12月20日　基礎整理作業開始
1 月 6 日　記載内容確認開始
1 月27日　台帳作成開始
3 月14日　図面修正開始
3 月31日　基礎整理作業終了

平成24年度（発掘作業）
4 月 1 日　受委託契約締結
4 月10日　 2 区、重機によるトレンチ掘削開始
4 月12日　トレンチの精査で掘立柱建物跡の柱穴を確認
4 月13日　 2 区、重機による表土剥ぎ開始
4 月16日　発掘調査開始式
4 月18日　遺構検出で掘立柱建物跡の柱穴を多数確認
4 月25日　 4 区、重機による表土剥ぎ開始
5 月 7 日　重機で 2 区と 3 区の境界に残る市道のアスファルトの

撤去
5 月 8 日　 3 区、 重機による表土剥ぎ開始
5 月14日　SK102０より煙管（キセル）出土
5 月29日　 3 区南側の遺構検出で、掘立柱建物跡の柱穴を多数     

確認
5 月30日　 4 区、 方形の竪穴建物跡（SB01）を検出
6 月14日　飯田市歴史研究所客員研究員金澤雄記氏による現地指

導
7 月 9 日　 　ST08の柱穴より、ほぼ完形のかわらけ出土
7 月26日　県教委平林　彰主任指導主事の現地視察
7 月29日　現地説明会。 見学者29名
7 月30日　 2 ・3 区、 重機で深掘りトレンチ掘削
7 月31日　 2 ～4 区、 引き渡し協議（飯田国道・埋文センター）
8 月 2 日　 2 ・3 区、 重機で埋め戻し開始
8 月10日　発掘作業終了

平成24年度（基礎整理作業）
12月25日　基礎整理作業開始
1 月 8 日　記載内容確認開始
1 月11日　台帳作成類の作成開始

1区トレンチ掘削

ラジコンヘリによる空中写真撮影

遺構検出作業

土層断面記録作成



- 153 -

第４章　風張遺跡

- 152 -

1 月28日　埋文センターでパリノ・サーヴェイ社による SK392出
土板材・木杭の放射性炭素年代測定試料採取

2 月 8 日　遺物注記開始　
2 月14日　写真整理開始
3 月 4 日　図面修正開始
3 月31日　基礎整理作業終了

平成26年度（整理作業）
4 月 1 日　受委託契約締結
4 月 7 日　作業員による本格整理の作業開始
6 月13日　アルコールを用いた鉄製品のクリーニング
7 月15 ・ 16日　長野県立歴史館で金属製品の Ｘ 線撮影
9 月 1 日　遺構図面修正 ・ 第 2 原図作成開始。 土器接合開始
10月16日　遺構のデジタルトレース開始
12月11日　信州大学理学部教授原山智氏による石器 ・ 石製品の石

材指導
1 月20日 国土交通省飯田国道事務所建設監督官高橋寿氏、 整理

状況の視察
2 月10日　愛知学院大学教授藤澤良祐氏による中世土器 ・ 陶磁器

の指導
3 月31日　本格整理作業終了

平成27年度（整理作業）
4 月 1 日　受委託契約締結
4 月 6 日　作業員による本格整理開始
4 月 7 日　全体図のデジタルトレース開始
6 月11日　土器実測開始
8 月11日　木器実測開始
8 月17日　土器図版レイアウト作成開始
10月16日　遺構デジタルトレース開始
10月21日　遺物トレース開始
11月19日　原稿執筆開始
11月20日　遺物版組開始
11月27日　遺構版組開始
1 月 5 日　入稿開始
3 月18日　作業員による本格整理開始終了
3 月28日　報告書納品
3 月31日　本格整理作業終了

完掘した掘立柱建物跡

現地説明会の実施

土杭（SK３９２）底部に設置された板材の精査

報告書の校正
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第 2 節　基本土層

各地区の土層堆積状況は、1 区が現耕作土（Ⅰ1 層）の下層に花崗岩風化層（Ⅳ1 層）が堆積し、2～4
区はⅠ層の下層に近世の水田層・盛土（Ⅱ 1 層～Ⅱ ５ 層）、中世の盛土（Ⅲ 1 層・Ⅲ 2 層）、花崗岩風化層

（Ⅳ 1 層・Ⅳ 2 層）が堆積する。基本土層図（第１００図）は、 ８ トレンチ土層断面図を用いて作成した。
基本土層

Ⅰ層：圃場整備事業による造成土を基調とする現在の水田層。1～4 区のほぼ全域に堆積する。色調と
　　　酸化鉄の集積状況の差から、Ⅰ1 層とⅠ2 層に 2 分層した。

Ⅰ1 層：10YR 3 / 1 　黒褐。シルト。色調は暗灰色化（グライ化）し、酸化鉄が集積する。
Ⅰ2 層：10YR 4 / 2 　黒褐。シルト。Ⅰ1 層以前の水田層と水田層形成に伴い水田の縁辺に堆積す

る盛土。 1 層より多く酸化鉄が集積し、色調は暗い。酸化鉄はⅠ1 層の酸化鉄が混在して
いる。

Ⅱ層：近世に形成された層。 2 ～ 4 区で確認した。土質と色調から、 5 分層した。Ⅱ1 層～Ⅱ3 層は標     
　　　高の高い水田で、Ⅱ 4 層・Ⅱ 5 層は標高の低い水田で確認される。

Ⅱ1 層：10YR 3 / 3 　暗褐。シルト。粘性が極めて強い。Ⅱ2 層・Ⅲ 1 層・Ⅳ 1 層のブロックで構
成される。Ⅰ層水田の縁辺部に残り、近世以降の水田造成土である。

Ⅱ2 層：10YR 4 / 1 　褐灰。シルト。暗灰色化（グライ化）し、粘性が強い水田層。
Ⅱ3 層：10YR 3 / 4 　暗褐。シルト。暗灰色化（グライ化）し、層全体に酸化鉄が集積する水田層。
Ⅱ4 層：10YR 3 / 3 　暗褐。シルト。粘性が強い。暗灰色化（グライ化）し、層の下部を中心に酸

化鉄が集積する。
Ⅱ5 層：10YR 3 / 4 　暗褐。シルト。暗灰色化（グライ化）した水田層で、炭化物が混入する。

Ⅲ層： 2 ～ 4 区西側においてⅡ層直下に堆積する。 2 区～ 4 区の中央の谷状地形では、黒色化する。黒
　　　色化の度合いと硬化の有無で 2 分層した。

Ⅲ1 層：10YR 2 / 2 　黒褐。シルト。
Ⅲ2 層：10YR 2 / 3 　黒褐。シルト。

Ⅳ層：地山。花崗岩風化層。
Ⅳ1 層：10YR 4 / 4 　褐。シルト。粘性が強い。
Ⅳ2 層：10YR 5 / 8 　黄褐。シルト～砂土。砂質を帯び、層の下部は砂である。
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第 100 図　基本土層図
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第101図　遺構全体図 1
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第 ３ 節　遺　構
1 中世以降

（1）概要
風張遺跡では台地上の 2 ～ 4 区で、掘立柱建物跡、竪穴建物跡、土坑、焼土跡、溝跡を確認した。調査

区内は谷状地形と台地状地形とに分かれるが、調査区内ほぼ全域に遺構が分布する（第101図）。
掘立柱建物跡は形状と規模から、 4 間四方を超える掘立柱建物跡と 1 間か 2 間の掘立柱建物跡とに分か

れる。前者は北東側台地と谷状地形内、後者は南西側台地に分布する傾向がある。掘立柱建物跡は焼土跡
を伴う例もある。掘立柱建物跡の主軸は地形傾斜に即したと考えられる。建物は重複関係があり、時期差
がある。しかし、風張遺跡では古代以前の土器が出土していないため、今回確認した遺構は中世以降のも
のと判断する。

溝跡には、傾斜に平行もしくは直交する直線的な溝跡と、掘立柱建物跡に近接する L 字状もしくは湾
曲する溝跡の 2 種類がある（第101図）。前者（SD02・10等）は掘立柱建物跡（屋敷地）の境界を示すため、
後者（SD01・07・14等）は斜面上方から流入する水を排水するために掘削されたものと推測した。この
ため、本報告では掘立柱建物跡に伴う溝跡や焼土跡を併せて報告する。また、掘立柱建物構築に伴う平場
の造成痕跡を谷状地形内に立地する ST06とその周辺で確認した（第100図）。

なお、今回の調査では、古代以前の土器が出土していないため、確認した遺構は中世以降のものと判断
する。また、遺構番号には、「土坑」のほかに遺構として認定できなかった落込みも含まれている。

（2）掘立柱建物跡
ST01　［ 遺構 ： 第106図、 PL29］

位置： 2 区、ⅣＢ01・02・03・07・08グリッド。北東側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、
径10～30cm の円形の暗褐色土の落ち込みを多数確認し、掘立柱建物跡が複数存在すると推定した。各
ピットは埋土や形状によるめだった差異がなく、掘立柱建物跡の柱穴の組み合わせはピットの通りを検
討し、柱穴を認定した。　重複関係：P24と ST1004P2 とで重複するが、新旧関係は不明である。P25が
ST1004P 3 を、P30が SF02（ST1004炉）を切る。　埋土 ： P16・17は 2 分層した。P17の底には、礫があり、
3 層を柱痕と判断した。　構造： 4 間× 4 間で柱穴は P1 ～31である。長辺8.0m、短辺7.6ｍを測り、主軸
は N45°E である。北東側にある P1 ～ 5 は庇と考えられる。本遺構の中央部にある SK128及び SF01は炉
である。　出土遺物：なし。

ST02 ［ 遺構 ： 第107図、 PL30］
位置： 2 区、 ⅣB09・13・14グリッド。北東側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、径17～34ｃｍ
の円形の落ち込みを複数確認し、その配置から掘立柱建物跡と認定した。　重複関係：P4 が SK1001を切
る。本遺構内に SK110・111・112があるが、新旧関係は不明である。　構造： 2 間× 1 間で、柱穴は P1
～ 4・6～8と考えた。長辺5.7ｍ、短辺3.8ｍを測る。主軸は N27°Ｅで、地形の傾斜に直交する。　出土遺
物：なし。

ST04、 SD07 ［ 遺構 ： 第107図、PL30］
位置： 3 区、 ⅣF07・08・12・13グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、径10～
30ｃｍ の円形の落ち込みを多数確認し、掘立柱建物跡が複数存在すると推定した。整理作業でピットの配
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1　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり
      明黄褐色土ブロック混入　炭化物混入
2　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり
  　褐灰色粘土ブロック混入
3　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり
  　褐色土ブロック混入 
4　10YR7/1　灰白色土　しまり　粘性なし

SK128（炉）
1　10YR5/1　褐灰色土　　　　しまり　粘性あり
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第 106 図　ST01、SK128、SF01・02　遺構図
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1　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり　砂混入
2　10YR4/4　褐色土　　しまり　粘性あり　褐色土ブロック混入
                       　                暗褐色土・砂少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり　粘性あり　褐色土少量混入
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第 107 図　ST02・04、SD07　遺構図
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置を再検討して最終的な組み合わせを決定した。　重複関係：本遺構内に ST05、SK138・144・145がある
が、新旧関係は不明である。　埋土：全ての柱穴に柱痕跡がある。　構造： 3 間× 1 間で、柱穴は P1 ～
8 と考えた。長辺6.0ｍ、短辺2.0ｍを測る。主軸は N27°Wで、地形の傾斜に平行する。柱穴掘方の形状・
規模は、長辺の西側と東側で異なる。東側の柱穴は大きく平面方形、西側は円形である。本遺構の東側に
は、長辺方向に沿って SD07が並走する。長さ5.81ｍ、最大幅70cm、深さ 7cm を測る。斜面上方から流入
する水を排水するために掘削された ST04に伴う排水溝と推測する。　出土遺物：なし。

ST05、 SF07　［ 遺構 ： 第108図、 PL30、 土器 ：第１２０図 ］
位置：3 区、ⅣF07・12・13グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、径10～30cm
の円形の落込みを多数確認し、掘立柱建物跡が複数存在すると推定した。整理作業でピットの配置を再検
討して最終的な組み合わせを決定した。　重複関係：ST04と SK145・146・150・151とは重複するが、新
旧関係は不明である。　埋土：P5～10は 2 分層し、P5～7・9・10で柱痕跡を確認した。　構造： 4 間×
1 間で、柱穴は P1 ～10と考えた。長辺7.6ｍ、短辺3.9ｍを測る。主軸は N29°Wで、地形の傾斜に平行す
る。中央南東側に不整形の落ち込みがあり（SF07）、掘立柱建物跡に伴う炉であろう。　出土遺物：P 8
から古瀬戸後期のすり鉢（ 9 ）が出土した。　時期：P 8 出土遺物から中世と推測する。

ST06、 SD04・SF06 ［ 遺構 ： 第109図、 PL30］
位置： 2 区、ⅣA13・17・18・１９・23グリッド。2～4 区の谷状地形に位置する（第１０１図）。　検出：Ⅳ
層上面で、径10～30cm の円形の落込みと南東側で屈曲する溝跡（SD04）を確認した。調査時には、ピッ
トの配置から 2 棟の掘立柱建物跡が重複しているものと判断して ST06・09と遺構番号を付けたが、整理
作業で 1 棟の掘立柱建物跡に修正し、ST09は欠番とした。　重複関係：ST06内に SK96・256～258・262
～264・269・270・272～279・1002があるが、新旧関係は不明である。　埋土：P4・14・16～18は 2 分層
した。いずれも柱痕跡が残る。P1・ 5 の底面には礎盤と考えられる礫が設置されていた。　構造： 4 間
× 3 間で、柱穴は P1 ～18と考えた。西側のピットは確認できていない。本遺構の西側は圃場整備による
掘削が地山（Ⅳ層）まで及んでいるため、西側のピットは破壊されたと推測している。平面形は正方形
で、地形の傾斜と平行する北西 - 南東方向が7.5ｍ、直交する北東 - 南西方向が7.5ｍを測る。主軸は N49
°E で、地形の傾斜に直交方向に主軸をもつ。中央南西側で確認した SF06は本遺構に伴う炉と推測した。
ST06の斜面上方（南東側）には屈曲した溝跡（SD04）がある。長さ6.96ｍ、最大幅0.78m、深さ 8 cm を測る。
斜面上方から流入する水を排水するために掘削された ST06に伴う排水溝と推測する。　出土遺物：なし。

ST07 ［ 遺構 ： 第110図、 PL31］
位置： 3 区、ⅣF16・17・21・22グリッド。南西側台地にある（第１０１図）。　検出：Ⅳ層上面で、径20
～30cm の方形の落込みを確認し、ピットの配置から掘立柱建物跡と認定した。整理作業でピットの配置
を再検討して最終的な組み合わせを決定した。　重複関係：本遺構内に SK184、194～201、203、 ２０４、
２０７、 ２０９、 211、 ２１２、 ２５５、267、268、1009～1011があるが、新旧関係は不明である。　埋土：P1・3・
8 は 2 分層した。いずれも柱痕跡が残る。　構造：4 間×2 間で、柱穴は P1 ～５・７・８・１１～14と考えた。
長辺8.0ｍ、短辺4.2ｍを測る。主軸は N49°Eで、地形の傾斜に直交する。　出土遺物：なし。

ST08、 SD14・17 ［ 遺構 ： 第111図、 PL31、 土器 ： 第１２０図 ］
位置： 3 区、ⅣA22グリッド。 2 ～ 4 区の谷状地形にあり、ST06と近接する（第101図）。　検出：Ⅳ層上
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１m(1:40)0

２m(1:80)0
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ⅣF07-15

ⅣF12-03

ⅣF13-01

ⅣF12-09

ⅣF12-11

ⅣF12-15

ST05
1　10YR4/2　灰黄褐色土       　しまり　粘性あり　褐色土少量混入
                                                     P10には炭化物粒混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土       　しまり　粘性あり　にぶい黄褐色土混入 
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり　粘性なし

SF07（炉）
1　10YR3/3　暗褐色土
          　　　　しまり　粘性あり
                     　焼土粒・褐色土混入
2　10YR4/3　にぶい黄褐色土
                     　しまり　粘性あり
                     　黄褐色土少量混入
3　10YR5/4　にぶい黄褐色土
                     　しまり　粘性あり
                     　褐色土少量混入
4　10YR5/3　にぶい黄褐色土
                     　しまり　粘性あり
                     　暗褐色土少量混入

ST13
1　10YR4/2　灰黄褐色土       　しまり　粘性あり
                                                 　褐色土少量混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土       　しまり　粘性あり
                                                 　にぶい黄褐色土混入
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり　粘性なし

ST05、SF07

ST13

第 108 図　ST05・13、SF07　遺構図
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P11 ・P12 ・P13 ・P14 ・P15 ・P16 ・P17 ・P18

1 10YR3/3　暗褐色土　しまり　粘性あり
                                    　灰黄褐色土ブロック混入
                                    　炭化物多量混入
2 10YR4/4　褐色土　　しまり　粘性あり
                  　                  暗褐色土ブロック混入
3 10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり

SF06（炉）
1　焼土

第 109 図　ST06、SD04、SF06　遺構図
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P11・P13

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土
P14

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり　粘性あり　にぶい黄褐色土混入　炭化物混入

P1・P2・P3・P4・P8

1　10YR4/6　褐色土　　　　　しまり　粘性あり　灰黄褐色土混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまり　粘性あり　にぶい黄褐色土混入　炭化物混入
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり　粘性あり　灰黄褐色土混入
4　10YR3/4　暗褐色土　　　　しまり　粘性あり　にぶい黄褐色土混入

1　10YR4/1　褐灰色土 　しまり　粘性あり　黄褐色土混入　炭化物混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土 　しまりあり　粘性なし　褐色土混入　炭化物混入
3　10YR4/1　褐灰色土 　しまりあり　粘性なし　褐色土混入　炭化物少量混入
4　10YR4/1　褐灰色土 　しまりあり　粘性なし　黒褐色土混入　炭化物混入
5　10YR4/1　褐灰色土 　しまりあり　粘性なし　褐色土混入　礫混入　炭化物混入

ST07

ST12、SD21

第 110 図　ST07・12、SD21　遺構図
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ⅣF02-04

ⅣF03-03

1　10YR4/1　褐灰色土　　　　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　　　　　　　　　　黄褐色土少量混入　炭化物粒少量混入
2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　　　　　　　　　　褐灰色土・褐色土・ 黄褐色土少量混入
3　10YR5/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性弱い
　　　　　　　　　　　　　　　褐灰色土・褐色土・ 黄褐色土少量混入
4　10YR6/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性弱い　にぶい黄褐色土少量混入
5　10YR5/1　褐灰色土　　　　しまり　粘性あり　灰黄褐色土少量混入
6　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性弱い　褐色土少量混入
7　10YR5/2　灰黄褐色土　　　しまりあり　粘性弱い　にぶい黄褐色土少量混入
8　10YR6/1　褐灰色土　　　　しまりあり　粘性弱い　灰黄褐色土少量混入

第 111 図　ST08、SD14・17　遺構図
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面で、径20～30ｃｍ のピットを確認し、その配置から掘立柱建物跡として認定した。本遺構の南西側と南
東側にも多数のピットがある。別の掘立柱建物跡の存在や建て替えなどの可能性を考えたが、建物跡とし
て認定できなかった。　重複関係：本遺構内に SK253があるが、新旧関係は不明である。　埋土：P1 ～
11は 2 分層し、いずれも柱痕跡を確認した。　構造：地形の傾斜に直交する北東 - 南西方向に 3 間、平行
する北西 - 南東方向に 2 間を測る総柱の建物跡と認定した。柱穴は P1 ～12である。主軸は N48°E で、
地形の傾斜に直交する。長辺4.0ｍ、短辺3.6ｍを測る。柱穴の掘方には円形と方形がある。ST08の斜面上
方（南東側）に 2 条の溝跡（SD14・17）がある。　出土遺物 ： P 6 の柱痕跡（ 1 層）の底部から15世紀
後半～16世紀初頭のかわらけ（10）が出土した。　時期：P 6 出土遺物から中世と考える。

ST10・11、 SD15・16・18・19 ［ 遺構 ： 第112図、 PL31、 土器 ：第１２０図、 PL３４］
位置：3 区、Ⅳ F04・0５・0８・０９・10・1４・1５グリッド。南東側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上
面で、円形もしくは楕円形のピットを確認した。ピットの配置から 2 棟の掘立柱建物跡が重複している
ことは推測したが、ピットが密集しており一直線に配置するピットを抽出することが比較的困難な状況
であった。現場で組み合わせたピットを本格整理で検討し、最終的な組み合わせを決定した。　重複関
係：ST10と11は重複するが、ピットが直接重複していないため新旧関係は不明である。　構造：ST10は
2 間× 2 間、柱穴が P 1 ～9 で、長辺6.7ｍ、短辺3.6ｍの総柱建物跡である。主軸は N47°Wで、地形の傾
斜に平行する。ST11は 2 間× 2 間、柱穴が P1 ～6で、長辺6.9ｍ、短辺3.4ｍである。主軸は N41°Eで、
地形の傾斜に直交する。ST10・11の北西側と南東側（斜面上方）に溝跡がある。SD19は直線的に延び、
SD15・16・18は L 字状を呈する。なお、これらの溝が ST10と ST11のどちらに伴うかは特定できなかった。
出土遺物：SD19より古瀬戸の桶（管理番号18）と大窯の皿（29）が出土した。　時期：SD19は出土遺物
から中世と考える。

ST12、 SD21　［ 遺構 ： 第110図、 PL31、 土器 ： 第１２０図 ］
位置：４ 区、Ⅲ D25グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面での検出で、径20～30ｃｍ
で円形を呈する落ち込みを確認し、ピットの配置から掘立柱建物跡として認定した。ST12の南西側には
並走する SD21を挟んで ST1002が近接する。　重複関係：P1が SK387に切られる。　埋土：ST12には炭化
物が混入する。　構造： 2 間× 1 間で柱穴は P1 ～6である。P 6 に近接して P 5 がある。P 5 は ST12の南
東側にあることから、ST12に伴うピットと認定した。長辺3.9ｍ、短辺3.2ｍを測り、主軸は N49°W。地
形の傾斜に平行方向に主軸をもつ。P 1 の底面には礎石と考えられる礫が設置されている。SD21は ST12
の北西側に並走する溝跡で、両者は10cm と近接する。SD21の北西側には ST1002がある。　出土遺物 ：
P4 から古瀬戸のすり鉢（11）が出土した。　時期：出土遺物から15世紀と推定する。

ST13 ［ 遺構 ： 第108図、 PL31］
位置：3 区、Ⅳ F11・12グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、径20～30cm の
落ち込みを確認した。ピットの配置から掘立柱建物跡と認定した。　重複関係：P4 が SK1031を切る。
SD08・09と重複するが、新旧関係は不明である。　埋土：P1 ・ 4 ～6は 2 分層し、P 1 ・4には柱痕跡が
残る。　構造： 2 間× 1 間で、柱穴は P1 ～6と考えた。長辺3.9ｍ、短辺3.2ｍを測り、主軸は N49°W で
ある。地形の傾斜に平行方向に主軸を持つ。北東側には ST05と ST1003があり、建物の間隔は 1 ｍ程と近
接し、主軸がほぼ同じである。これら建物が単位を構成していた可能性も考えられる。ピット掘方は、
P 2 ～ 6が方形もしくは方形を志向するもので、ほかは円形である。　出土遺物：なし。
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1　10YR3/4　暗褐色土 しまり　粘性あり　砂少量混入
                                           花崗岩風化層混入　炭化物少量混入
2　10YR4/6　褐色土 しまり　粘性あり　花崗岩風化土ブロック主体層
                                           黒褐色土少量混入 

第 112 図　ST10・11、SD15・16・18・19　遺構図
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ST1001 ［ 遺構 ： 第113図 ］
位置：2 区、ⅣB13グリッド。北東側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面での検出で、ST02の南西
側で径20～30ｃｍ を測る円形と方形の落ち込みを確認した。ST02のピットと同規模であったため、掘立柱
建物跡の存在を予想してピットの組み合わせを検討したが、認定できなかった。本格整理でピットの配置
を再検討し、掘立柱建物跡として認定した。　重複関係：なし。　構造： 2 間× 1 間で、柱穴は P1 ～ 5
である。長辺4.1ｍ、短辺3.2ｍを測る。主軸は N47°W で、地形の傾斜に平行すると考えた。　出土遺物 :
なし。　

ST1002　［ 遺構 ： 第113図 ］
位置：４ 区、Ⅲ D24・25、I04・05グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、円形
もしくは方形の落ち込みを確認した。ST1002の北東側に隣接する ST12のピットと規模・形状が似たもの
があり、掘立柱建物跡の存在を予想したが、組み合わせることができなかった。整理作業で配置を再検討
し、南西側の調査区外に延びる掘立柱建物跡と考えた。　重複関係：P2 が SK381を切る。　構造：現状
で北東 - 南方向が5.7ｍ、北西 - 南東方向が4.5ｍを測る。推測ではあるが、主軸は N35°E で、地形の傾斜
に直交する。　出土遺物：なし。　

ST1003　［ 遺構 ： 第113図 ］
位置：３ 区、Ⅳ F08・13グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、Ⅳ F07・08・12・
13グリッドで径10～30ｃｍ の円形もしくは方形の落ち込みを多数確認し、掘立柱建物跡が複数存在すると
推定した。調査では 2 棟の掘立柱建物跡を認定し、ST04と ST05の遺構番号を付けたが、整理作業で再検
討し、異なる 2 間× 2 間の掘立柱建物跡を推定し、最終的なピットの組み合わせを決定した。　重複関係：
SD07と重複するが、新旧関係は不明である。　構造： 2 間× 2 間で、柱穴は P 1 ～9である。総柱の建物
跡である。長辺4.0ｍ、短辺3.8ｍを測り、主軸は N30°W で、地形の傾斜に平行する。　出土遺物：なし。
　
ST1004、 SF02　［ 遺構 ： 第11４図 ］
位置：２ 区、ⅣB01・02・06・07グリッド。北東側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面で、円形も
しくは方形に近い落ち込みを多数確認した。落ち込みは、その形状と規模から掘立柱建物跡のピットと推
測したが、ピットの数と重複があったことから掘立柱建物跡の認定が困難であった。整理作業で再検討
し、遺構の認定を修正した。　重複関係：本遺構内に、ST01、SK84～88・90～93・109・1026、SF01がある。
P 2 は ST01P24、P 3 は ST01P25、SF02は ST01P30に切られるが、ほかの遺構との新旧関係は不明である。
埋土：P5 ・11を 2 分層し、P 5 は柱痕跡が残る。　構造：6 間× 2 間で柱穴は P1～13である。南西側
P 6 ・ 7 間の中央ではピットを確認していない。長辺11.1ｍ、短辺4.1ｍを測り、主軸は N39°Wで、地形の
傾斜に平行する。本遺構の特徴は、他の建物跡と比べて、長辺の規模が大きいことである。中央部で確認
した SF02は検出面 ( Ⅳ層 ) が被熱を受け赤褐色化し、本遺構に伴う炉と推測する。　出土遺物 ： なし。

（３）竪穴建物跡
SB01　（ 第11５図、 PL29）
位置： 4 区、Ⅲ D20・21グリッド南西側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面。　重複関係：なし。
埋土： 7 分層し、 2 層には拳大の礫が多量に混入する。　構造：長軸2.87ｍ、短軸2.40ｍ、深さは43ｃｍ を
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第 114 図　ST1004、SF02　遺構図
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測る。平面形は方形で、北東側には壁面を掘り込んだステップ状の場所がある。出入り口部と考えた。床
面は平坦で、中央部は硬化する。　出土遺物： 2 層から古瀬戸後期のすり鉢（2・4）・花盆（5）・平碗（1）、
土師質の茶釜（管理番号 3 ）が出土した。これらの遺物は 2 層に混入する礫の直上と直下から出土した。
時期： 15～16世紀と考える。

（４）土坑
SK388　［ 第116 ・ 117図、 PL33］
位置： 4 区、ⅢE21グリッド南西側台地にある（第101図）。　検出：平成23年度に掘削したトレンチ（第
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第11５図　SB01　遺構図



- 175 -- 174 -

第４章　風張遺跡

116図 C-Cʼ）で本遺構の存在を確認し、SK393埋土（14層）上面で検出した。　重複関係：SK392と
SK393を切る。　埋土： 2 分層（第117図の3・4層）した。粘性が強いシルトで、地下水位が高い関係で
部分的に暗灰色化する。　構造：方形で、長辺1.24ｍ、短辺1.16ｍ、深さは30ｃｍ を測る。主軸は N32°E
である。底面は平坦でほぼ垂直に立ちあがる。四隅で径 5～10cm の円形を呈するピットを確認した。北
東側で切り合う SK392底面では、木杭が確認されていることから、木杭を打設した痕跡と推測している。
南西側に突出部があり、SD22に接続する。SD22に流れる水を突出部から、引水したと考えられる。なお、
本遺構と SK392は、形状と杭の打設などの共通点があり、両者は同じ機能を持っていることから、SK392
が土砂により埋没した後につくり直された可能性もある。　出土遺物：なし。　時期：中世と推定する。

SK392（第116・117図、PL33）
位置：４区、ⅢE21グリッド南西側台地にある（第101図）。　検出： 断面を SK388北東壁のトレンチで、
平面を SK393埋土（14層）上面で確認した。　重複関係：SK388に切られ、SK393を切る。　埋土： 2 分層（第
117図 C-Cʼ、D-Dʼ 6・7層）した。 6 層は粘性が非常に強いシルトで礫が混入する。SK388と同様に地
下水位が高い関係で部分的に暗灰色化する。　構造：長辺0.8ｍ（現存）、短辺0.78ｍ、深さは検出面から
底面まで51ｃｍ を測る。底面は平坦で、ほぼ垂直に立ちあがる。主軸は N40°E で、北西 - 南東方向に主
軸を持つ。SK388とはわずかに主軸が異なる。本遺構の四面には板材が設置されていた。北西側と南東側
に設置されている板材は、各々 2 個の木杭で固定されていた。北西側と南東側の板材の前面には木杭が残
っていたが、他の場所では円形のピットを確認している。掘方上端と板材の間の隙間には裏込め土（褐色
土）が充填されていた。板材の下には掘方が確認できなかった。なお、パリノ・サーヴェイ社に委託して
板材（ 2 点）と木杭（ 1 点）の放射性炭素年代測定と樹種同定を実施した。放射性炭素年代測定（第１８表）
による２σ暦年代較正値のうち最も古い値は板材（ ２ ）で１,２９７calAD、 最も新しい値は１,３９９calAD、 同

じく板材（１）で１,２８５calAD と１,３９２calAD、 同じく板材（ ３）で１,２８３calAD と１,３９０calAD、 木杭は同

じく最も古い値が１,４４０calAD、 最も新しい値が１,６１５calAD であった。 板材は14世紀代、木杭は15世紀中
頃～後半に相当し、板材はサワラ、木杭はモミ属と樹種同定された（詳細は第 4 節参照）。板材に付着し
た土壌（埋土）を試料として珪藻分析を実施した。その結果、微化石の遺存状態は不良であった。　出土
遺物 ： なし。　時期：中世と考える。

SK393（第116・117図）
位置：４区、ⅢE21グリッド。南西側台地にある（第101図）。　検出：平成23年度のトレンチで、本遺構
の存在を確認した。検出面はⅣ層上面である。　重複関係：SK388・392に切られる。　埋土： 2 分層し
た。 8 層と 9 層が埋土、14層（第117図 C-Cʼ）は掘方と考える。　構造：北西 - 南東方向3.0ｍ、北東 -
南西方向2.8ｍ（現存）、検出面から底面まで31cm を測る。長辺方向は N51°Wで、主軸は本遺構の南西側
が SD22で切られているため不明。　出土遺物：なし。　時期：中世と推定する。

SK28（第118図、PL32）
位置：２ 区、ⅣB08グリッド。北東側台地にある（第101図）。　検出：Ⅳ層上面。　重複関係：なし。　
埋土： 3 分層した。 1 層は酸化鉄が集積する。2・3層は基本土層Ⅳ層のブロックと粗砂が混入する。　
構造：長辺98cm、短辺96cm を測る円形の土坑。検出面から底面まで深さは49cm を測る。中位に段が設
けられていた。段と底面の壁は垂直で、底面が盥状に平坦である。本遺構には木質の容器などを設置した
可能性を考えたが、痕跡は得られていない。形状から、トイレ的な遺構を推測し、壁面に付着した埋土



- 175 -- 174 -

第 3節　遺　構

（ 3 層）を試料として、古環境研究所に科学分析を委託した。その結果、寄生虫卵及び明らかな消化残渣
は検出しなかった（詳細は第 5 節参照）。　出土遺物：なし。　

（５）溝跡
SD01・11［遺構：第105図、土器 PL３４］
位置： 2 区、ⅣA20、B06・11・16グリッド北東側台地にある（第10１図）。　検出：Ⅳ層上面。　重複関
係：SD11が SD01を切る。　埋土：SD01・11とも単層。　構造：SD01は長さ16.92ｍ、最大幅0.8ｍ、検出
面から底面までの深さ1０ｃｍ を測る。主軸は N５１°E・N３８Wで、平面形は L 字状である。溝跡は東側で直
角に屈曲し、北西と南西側が圃場整備で削平を受けていることから、本遺構は一辺約10ｍで四周する溝跡
であった可能性も考えられる。SD11は SD01の南側にあり、長さ4.28ｍ、最大幅0.6ｍ、検出面から底面ま
での深さ ６ cｍ を測る。主軸はN48°E・N３８°Wである。北西側は圃場整備で削平されている。　出土遺物：
SD01より古瀬戸後期のすり鉢（管理番号 7 ）が出土した。　時期：中世と推定する。

SD02［遺構：第105図］
位置： 2 区、ⅣB０６・11・12・17グリッド。北東側台地にある（第10１図）。　検出：Ⅳ層上面で、北西 -
南東方向に延びる溝状の落ち込みを数箇所で確認した。ほぼ直線的に並ぶことから構築時は連続する溝跡
であったと推定した。　重複関係：なし。　構造：直線的に延びていたと推定し、長さは24.8ｍ（推定）、
最大幅は1.02ｍ、検出面から底面までの深さ11cｍ を測る。主軸は N38°Wで、地形の傾斜に平行する。本
遺構の北東側の ST01・1004とほぼ同じ主軸である。本遺構の南西側には掘立柱建物跡を確認していない
ことから、居住域の境界を示す溝と考えた。　出土遺物：なし。　

SD06［遺構：第105図、PL32、 土器 PL３４］

位置： 2 区、ⅣB06・11グリッド北東側台地にある（第10１図）。　検出：Ⅳ層上面。　重複関係：なし。
　埋土：単層。　構造：SD01と SD02の間にあり、両溝跡と併走する。長さ8.72ｍ（現存）、最大幅0.98ｍ、
検出面から底面までの深さ12cｍ を測る。主軸は N40°Wで、地形の傾斜に平行する。SK46は本遺構に伴
う施設と推定したが、性格は不明である。　出土遺物：古瀬戸後期か大窯のすり鉢（管理番号 9 ）、13世
紀の壺（管理番号10）が出土した。　時期：中世と推定する。

SD22・23［遺構：第1１６・１１７図、PL32・3３、 土器第１２０図］

位置：４区、Ⅲ D２０・25、E21、I05、J01グリッド。南西側台地にある（第10１図）。　検出：Ⅳ層上面で重
複する 2 条の溝跡を確認した。　重複関係：SD23が SD22を切る。　埋土：SD22・23とも 2 分層した。　
構造：SD22は長さ10.78ｍ、最大幅1.21ｍ、検出面から底面までの深さ34cｍ を測る。主軸は N3２°E・N５６

°Wである。平面形は L 字状を呈し、断面形は弓状で、底面に細かな凹凸があり、全体的に南西から北西
に傾斜する。ほぼ直角に屈曲する地点で SK393と接する。

SK393の中央部にある方形の土坑（SK388）から南西側に突出部があり、この突出部は本遺構の底面よ
り一段低く、本遺構内を流れる水が SK388に入る構造となっている。本遺構は底面の傾斜からすると、南
西側調査区外からの水を SK388に入れるための溝跡と推測する。
　SD23は長さ22.23ｍ、最大幅1.51ｍ、検出面からの深さ37cｍ を測る。主軸は N3７°E・N３８°Wである。

SD23も平面形は L 字状を呈し、 2 箇所で SD22を切る。本遺構は SD22と併走する場所もあることから、
SD22埋没後につくり替えられた溝跡と推測した。底面は SD22と同様、南西から北西に傾斜することか
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第116図　SK388・392・393、SD22・23　遺構図 1
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ら、南西側調査区外から引水するための溝跡と推測した。　出土遺物：SD22の 5 層より古瀬戸後期の縁
釉小皿（27）、埋土から古瀬戸後期の壺もしくは瓶（28）、SD23より古瀬戸後期の平碗（31）が出土した。
時期：本遺構が SK388・393と一体となって機能したことから中世と推定する。
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  1　10YR5/2　灰黄褐色土　　　現耕作土
  2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり　粘性あり　黄褐色土ブロック混入
  3　10YR4/6　褐色土 　　 　しまり弱　粘性あり　黄褐色土ブロック混入
 　　 　　 　炭化物少量混入  
  4　　 －
  5　10YR4/6　褐色土 　　 　しまり　粘性あり
  6　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまり弱　粘性あり　礫混入
  7　　 －　　　褐灰色土　　　　掘方
  8　　 －　　　　　　　　　　   しまり　粘性あり
  9　10YR6/6　明黄褐色土　　　しまり　粘性弱　砂層
10　10YR5/4　にぶい黄褐色土　2層と相似
11　10YR4/6　褐色土　　　　　3層と相似
12　　 －　　　　　　　　　　   4層と相似
13　　 －　　　　　　　　　　   砂層
14　10YR5/1　褐灰色土 　　 　しまり　粘性あり　黄褐色土ブロック混入

第 117 図　SK388・392・393、SD22・23　遺構図 2

第117図　SK388・392・393、SD22・23　遺構図 2
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SK28・49・50
1　10YR3/4　暗褐色土　　しまり弱　粘性あり
　    　　　　　　明黄褐色土ブロック少量混入　酸化鉄集積
2　10YR4/4　褐色土　　　しまり弱　粘性あり
    　　　　　　明黄褐色土ブロック多量混入　暗褐色土少量混入
3　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱　粘性あり　粗砂層
　     褐灰色土ブロック・灰黄褐色土ブロック混入
4　10YR3/4　暗褐色土　　しまり弱　粘性あり　1層と酷似　礫混入
5　10YR4/4　褐色土　　　しまり弱　粘性あり　2層と酷似　礫混入

SK02・03
1　10YR3/4　暗褐色土　しまり　粘性あり　褐色土ブロック多量混入　砂混入

SK17
1　10YR3/4　暗褐色土
　  しまり　粘性あり　砂混入
      明黄褐色土ブロック混入

SK180・187
1　10YR4/4　褐色土　　砂混入　黄褐色土混入
2　10YR3/4　暗褐色土　砂混入　黄褐色土ブロック・白色土ブロック少量混入
3　10YR3/3　暗褐色土　砂混入　白色土ブロック少量混入
4　10YR5/8　黄褐色土　黄褐色土ブロック主体

SK02 SK03 SK17 SK46

SK28

SK49・50

SK180・187

第118図　SK02・03・17・28・46・49・50・180・187　遺構図
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SK183・SK184
1　10YR4/4　褐色土　　　しまり　粘性あり
2　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり　粘性強　暗褐色土粒混入　酸化鉄集積
3　10YR4/1　褐灰色土　　しまり　粘性強　褐色土ブロック多量混入　酸化鉄集積

SK177・SK181（A-A’）
1　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまり　粘性強　暗灰色土・黄褐色土混合層
     　　細粒砂少量混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまり　粘性あり　暗灰色土主体
     　　灰～白色砂ブロック混入　酸化鉄集積
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり　粘性強　灰色砂多量混入
     　　炭化物粒少量混入
4　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまり　粘性強　細粒砂層
     　　灰色土ブロック少量混入
SK181・SK182・SK1004（B-B’）
1　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまり　粘性強　暗灰色土・黄褐色土混合層
     　　細粒砂少量混入 
2　10YR2/3　黒褐色土　　　　しまり　粘性強　暗灰色土・黄褐色土混合層
     　　炭化物混入
3　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまり　粘性強　暗灰色土主体　
     　　黄褐色土ブロック混入

SK266（C-C’　E-E’）
1　10YR4/2　灰黄褐色土　　　しまり　粘性あり　暗灰色土・褐色土混合層　
SK177・SK265（D-D’）
1　10YR3/3　暗褐色土　　　　しまり　粘性あり　中粒砂混入　炭化物粒少量混入
2　10YR4/1　褐灰色土　　　　褐色土粒・暗灰色土ブロック・白色度混入　砂混入
     　　酸化鉄集積　炭化物粒混入
3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり　粘性強　暗灰色土・褐色土混入
     　　炭化物混入
4　10YR4/2　灰黄褐色土　　　細粒砂主体　灰色砂・暗灰色土ブロック少量混入

SK183 SK184

SK177・181・182・265・266・1003・1004

第 119 図　SK177・181・182・183・184・265・266・1003・1004　遺構図
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第 4 節　遺　物

１　土器 ・ 陶磁器
第120図の１～３２は遺構内出土遺物である。１～５は竪穴建物跡（ＳＢ０１）出土遺物である。 ２ ～ ４ は古瀬

戸後期のすり鉢で、 ４ はかなり使用されているため、すり面の窪みがわずかに残る。内面は黒色化し、断
面に黒色付着物が残る。黒色付着物は接着剤の可能性が高いと推測し、成分分析を行った結果、アスファ
ルトの可能性が高いとの結果を得ている。 ５ は古瀬戸後期の花盆である。

６ ～１２は掘立柱建物跡出土遺物である。６～８は ＳＴ０１出土遺物で、うち ６ ・７は古瀬戸後期の筒形香炉
で、同一個体の可能性もある。 ８ は大窯の小壺である。 ９ は ＳＴ０５出土遺物で古瀬戸後期のすり鉢、１０は
ＳＴ０８出土の１５世紀後半～１６世紀初頭のかわらけで、平底で器高が短く口縁は外反する。花崗岩粒と粗粒
砂の混入が目立ち器面はざらつく。１１は ＳＴ１２から出土した古瀬戸後期のすり鉢である。

１３～２３は土坑出土遺物である。このうち１２・１３は１５世紀後半～１６世紀初頭のかわらけで、１２は平底で器
高が短く、花崗岩粒と粗粒砂が多く混入する。風張遺跡から出土したほかのかわらけと胎土が異なる。１４
は ＳＫ５１から出土した古瀬戸後期の天目茶碗である。１５は ＳＫ７１、１６は ＳＫ９０から出土した古瀬戸後期のす
り鉢である。１７は ＳＫ９５から出土した１３世紀の中津川の壺である。１８は ＳＫ１０９から出土した古瀬戸後期の
天目茶碗、１９は ＳＫ１８０から出土した古瀬戸後期のすり鉢、２０は ＳＫ１８４から出土した古瀬戸後期の天目茶碗
である。２１は ＳＫ１０２０出土の古瀬戸後期の天目茶碗、２２は ＳＫ１０２８出土の、古瀬戸後期の天目茶碗である。

２４～３２は溝跡出土遺物である。２４は ＳＤ０８から出土した古瀬戸後期の腰折皿である。２５・２６は ＳＤ１７出土
遺物で、２５は古瀬戸後期の瓶類、２６は古瀬戸後期の平碗である。２９は ＳＤ１９から出土した内面に菊花が施
された大窯の皿である。２７・２８は ＳＤ２２出土遺物で、２７は古瀬戸後期の縁釉小皿、２８は古瀬戸後期の壺も
しくは瓶である。３０～３２は ＳＤ２３出土遺物で、３０は古瀬戸後期の縁釉小皿で、釉薬は多くが剥落する。３１
は古瀬戸後期の平碗、３２は１５世紀後半～１６世紀初頭のかわらけである。３２は緻密な胎土で、器高が短く口
縁は外反する。特に内面が黒色化することから、灯明皿として使用されたもの。

３３～４７は遺構外出土遺物である。３３・３４は ２ 区の遺構検出時に出土した遺物で、３３は古瀬戸後期の天目
茶碗、３４は古瀬戸後期の壺である。３５・３６は６トレンチ出土遺物で、３５は大窯の端反皿もしくは丸皿、３６
は１５世紀～１６世紀の内耳鍋である。３７は ８ トレンチ出土の１５世紀後半～１６世紀初頭のかわらけである。平
底で器高が短い。内外面に黒色付着物があり、土器の色調は褐色～赤褐色化する。３８～４２は ３ 区出土遺物
で、３８は古瀬戸後期の縁釉小皿、３９は古瀬戸後期の甕、４０は大窯の丸皿、４１は遺構検出時に出土した古瀬
戸後期の天目茶碗で、４２は内耳鍋の底部である。４３～４５は４区の遺構検出時に出土した遺物である。４３は
１５世紀後半の青磁碗、４４は古瀬戸前期の御皿、４５は青磁碗である。４６・４７は近世陶磁器である。４６は近世
後半の丸碗、４７は ３ 区の遺構検出時に出土した近世後半のすり鉢である。

２　土製品
　ＳＤ２２から土玉 １（第１２１図）が出土している。長さ４６mm、幅３８mm のやや細長い形状で、表面は平滑
に整形されている。胎土には斜長石、石英と微細な黒雲母がみられるため地元の素地土を用いているとみ
られるが、鬼釜遺跡の胎土 １ 類（別表第 ３ 表）よりも砂のサイズが小さい。出土遺構の時期から、中世と
みられる。
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第 120 図　土器・陶磁器実測図
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第120図　土器・陶磁器実測図
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第 121 図　土製品実測図（土玉）
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SD22

1

第 122 図　石器実測図（石鏃・打製石斧・礫石器）
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第121図　土製品実測図（土玉）

第122図　石器実測図（石鏃・打製石斧・礫石器）
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３　石器 ・ 石製品
本遺跡からは石鏃 １ 点と打製石斧 ４ 点、礫石器 １ 点が出土している（第１２２図 １ ～ ５ 他）。石鏃は ＳＤ０３

から出土した１で、黒曜石製である。小形剥片の両面に押圧剥離を施した無茎石鏃で、先端は欠損してい
る。

打製石斧は砂岩製である。ＳＤ０５から出土した ２ 、 ５ トレンチから出土した ３ ともに短冊形で、大形剥
片に対し器面の両側に剥離を施しながら長方形に整えている。形状から縄文時代に属するとみられる。 ６
トレンチから出土した ４ は礫素材の片面を剥離することによって上端を細い短冊形に整えている。刃部に
は使用による摩耗が認められる。この他 ＳＫ４６からは長方形の礫素材の片面に剥離がなされて、先端には
微細剥離が認められる打製石斧が１点出土している。

礫石器 ５ は ３ 区表採品で、砂岩製の礫であり、かまぼこ形の断面形状を呈する。形状から、こも編み石
と推測される。上端部に弱い敲打痕がみられ、表面が摩耗しているため、敲き等を伴う作業にも使われた
可能性がある。

４　金属製品
本遺跡からは青銅製品が ９ 点出土した（第１２３図 １ ～ ５ ）。鉄製品は出土していない。すべて長野県立歴

史館でＸ線透過撮影（電圧６２～７８ｋｖｐ、電流 ５ ｍＡ、撮影時間６０秒、距離８４０ｍｍ）を実施し、その結果に
基づき、応急的な保存処理を実施した。

ＳＫ１０２０から煙管（キセル）１ が出土している。煙管部のみで両端の雁首部と吸口部は残存していない。
銭は ８ 点出土している。うち ５ 枚は相互に付着している。 ３ 区から出土した ２ は洪武通寳、 ３ 区から出

土した ３ と ３ 区で表採された ４ は寛永通寳である。 ４ は「寛」と「寶」の字体から寛文 ８ 年（１６６８）初鋳
の「新寛永」以降に属し、裏面に文字や図柄はみられない。 ４ 区で表採された ５ は ５ 枚の銭同士が付着し
て出土したため、剥がしを含めた保存処理を試みたが、それによって原形が失われる可能性が高いため断
念した。両外側の ２ 枚とも腐食のため、文字内容は不明である。

第 123 図　金属製品実測図（煙管・銭貨）
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第 123 図　金属製品実測図（煙管・銭貨）
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５　木製品
本遺跡からは板材、杭などの木製品が１２点出土し、 ８ 点を図化して報告した（第１２４図 １～６、第１２５図

７・８）。そのほかに若干の自然木も出土した。
ＳＫ３８８からは ２ 点の木製品が出土している。 １ は厚手の板材の片側に ３ 箇所の抉りを入れた製品で、正

面右下には抉りによって突起部が作出されている。何らかの建築部材を転用している可能性もある。 ２ は
棒状品で上下が鋭角に削られている。

ＳＫ３９２からは大形の木枠の部材が ６ 点出土した。北西側から時計回りに ７・５・８・６の順に方形に設置さ
れている（第１１７図）。設置方向は５・６・７・８ともに、面取り加工がなされた側面（何れも実測図表面の下
側）を下にして埋め込まれていた。厚さの違いがあるが、 ４ 点とも板目の板材で、中央部から反対側面（実
測図表面の上側）にかけて削ぎ落とされている。また ７ は片側（実測図左側）に直径 １ cm 程度の孔が ２
箇所貫通し、 ８ にも片側（実測図左側）に直径 ６ mm の孔が開く。何らかの建築部材を木枠に転用した可
能性が考えられるが、本来の器種と用途は不明である。 ３ と ４ は木枠 ８ を支える杭である。丸木心持材で
片側に刃物による削りが施され、鋭く尖らせている。樹種同定は３・７・８のみ行い、 ３ はモミ属、 ７ ・ ８
はサワラであった。放射性炭素年代測定は3、 ６～ ８ を行い ６ ～ ８ はおよそ１４世紀代、 ３ は１５世紀中頃～後
半の年代が出されている（第 ５ 節参照）。

６　自然遺物
風張遺跡 ＳＤ２２から出土した骨 １ 点の鑑定を、京都大学名誉教授茂原信生氏に依頼し、次の所見を得た。
出土した骨は、トリの左中足骨近位端（長さ約１３mm、幅約１０mm）の小片で、焼かれている。種は不

明である。大きさは、焼かれてやや収縮していることも考えると、キジとほぼ同じ大きさである。

平成 ２４ 年度　風張遺跡　発掘作業記念写真
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第124図　木製品実測図１
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第125図　木製品実測図 ２
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第 ５ 節　科学分析

１　分析目的
遺跡周辺の環境や、遺跡内での植物利用の様相を明らかにするため、土壌に関する分析として、花粉分

析、珪藻分析、寄生虫卵分析、種実同定を行った。また、ＳＫ３９２出土の木製品を対象に樹種同定、放射性
炭素年代測定を実施し、遺跡検討の資料とした。なお、陶磁器の接着剤と推測した ＳＢ０１出土のすり鉢片
の断面付着物について赤外分光分析と窒素・炭素安定同位体比分析を実施し、成分を探った。

２　分析試料 ・ 結果概要
分析試料は第15表のとおりである。分析結果の詳細は本報告書添付の DVD に収録した。ここでは、概

要のみ記述する。

第１５表　科学分析一覧
実施年度 分析対象資料 分析項目 委託先

２４

ＳＫ３９２木製品付着土壌 花粉分析 ・珪藻分析

パリノ・サーヴェイ㈱
ＳＫ３９２木製品 放射性炭素年代測定、 樹種同定
ＳＴ０１Ｐ２４（ＳＴ０１Ｐ２）、 ＳＫ１０２１
（ＳＴ０１Ｐ１３）、 １０２２（ＳＴ０１Ｐ１４）、
ＳＴ０６Ｐ１・２・５

放射性炭素年代測定

ＳＫ２８・１８１～１８４埋土 寄生虫卵分析、 種実同定
㈱古環境研究所

２７ ＳＢ０１出土すり鉢 赤外分光分析、 窒素 ・炭素安定同位体分析

（１）土壌分析について
　分析結果の概要を第１６・１７表にまとめた。内容は古環境復元と遺構の性格を探るものである。
まず、分析結果から推測される古環境は次のとおりである。花粉分析において木本類ではマツ属が優占
し、渓谷や河畦などの適湿地に生育する種の生育も伺えた。また、人里を好む草本類の分類群が検出さ
れ、周辺は草地植生の様相を示す。一方、遺跡周辺にコナラ属コナラ亜属を主要な構成要素とする落葉広
葉樹と針葉樹の森林があったことが推定された。
　次に、掘立柱建物跡もしくは溝跡に隣接する円形土坑の性格を推測するため、ＳＫ２８・１７７・１８１・１８２・
１８３・１８４の埋土を試料として実施した。分析の結果、寄生虫卵が検出された試料は １ 点で、消化残渣は検
出されなかった。分析では遺構の性格を判断することができなかった。今後、飯田市域を含めた下伊那地
域における事例と検討しつつ、今回分析対象とした遺構の性格を明らかにする必要がある。

（２）放射性炭素年代測定と樹種同定について
　各遺構から出土した炭化物の同位体効果による補正を行った測定結果（補正年代）および暦年較正結果
を第18表にまとめた。分析結果から若干の所見を記す。
 ＳＫ３９２は方形の土坑で、壁面 ４ 面に板材が設置されていた。板材 ３ 点（1～3）と板材を固定するために
打設された木杭 １ 点（4）を分析対象試料とした。２σ暦年較正値は、板材が１,３４８ｃａｌＡＤ－１,３９２ｃａｌＡＤ（５７．３
％）（1）、１,２９７ｃａｌＡＤ‐１,３７４ｃａｌＡＤ（７９．０％）（2）、１,３５１ｃａｌＡＤ－１,３９０ｃａｌＡＤ（５５．０％）（3）である。木杭
の ２ σ暦年較正値は、１,４４０ｃａｌＡＤ－１,５０３ｃａｌＡＤ（９１．７％）である。本遺跡からは古瀬戸製品（後Ⅲ期・後
Ⅳ期）と大窯製品（大窯 １・２ 段階）が出土し、遺物の年代（生産年代）は１５世紀前半～１６世紀中頃とさ
れる（藤澤２００２、２００８）。遺物の年代観と木杭の測定値は近似しているといえよう。なお、板材は木杭よ
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り約 １ 世紀古い年代を示すことから、設置する以前に伐採されていた木材を再利用したなどの推測もでき
る。
　なお、利用された板材および木杭について樹種同定を行い、板材はサワラ、木杭はモミ属との同定結果
であった。サワラは耐水性の高い木材として利用され、中部山地に分布する樹木で、入手しやすい木材と
して使われたと考えられる（第19表）。

ＳＴ０１Ｐ２４（ＳＴ０１Ｐ２）・ＳＫ１０２１（同 Ｐ１３）・ＳＫ１０２２（同 Ｐ１４）、ＳＴ０６　Ｐ１・２・５は、柱痕跡から出土した炭
化物を試料とした（5～10）。２σ暦年較正値は、ＳＴ０１が１,４４７ｃａｌＡＤ－１,５２２ｃａｌＡＤ（７２．８％）（5）、１,２７９ｃａ
ｌＡＤ－１,３１３ｃａｌＡＤ（５４．３％）（6）、１,４４３ｃａｌＡＤ－１,５２１ｃａｌＡＤ（８１．７％）（7）である。ＳＴ０６の２σ暦年較正値
は、１,４１３ｃａｌＡＤ－１,４４５ｃａｌＡＤ（１００％）（8）、１,５５４ｃａｌＡＤ－１,６３３ｃａｌＡＤ（５０．１％）（9）、１,３５４ｃａｌＡＤ－１,３８９ｃ
ａｌＡＤ（５１．０％）（10）である。ＳＴ０１・０６とも暦年代にばらつきが認められ、その時代幅は１３～１７世紀となる。
対象試料の採取方法や後世の汚染、さらに柱穴との判断に誤りがあった可能性も考えられ、課題として残
された。

（３）赤外分光分析と炭素・窒素安定同位体比分析について
出土したすり鉢に付着した黒色物を試料とした。赤外分光分析の結果は、アスファルトと同定された。

炭素・窒素安定同位体比分析（第２０表）では、概ね Ｃ３ 植物由来と判断された。

第１６表　科学分析結果表１	 	 	 	 	
　 試料形態 花粉分析結果 珪藻分析結果

ＳＫ３９２ 木枠 （№４） 付着土壌

マツ属が最も多産。次いでツガ属。その他ではモミ属、トウヒ属、スギ属、カ
バノキ属、コナラ属コナラ亜属などを伴う。草本花粉ではイネ科が優先し、カ
ヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科、ナデシコ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポ
ポ亜科などが伴う。多産したイネ科の中には、栽培種であるイネ属に類する形
態を示すものも含まれていたが、割合は少ない。

淡水生種のみ、陸生珪藻のＨａｎｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｏｘｙｓ、 Ｌｕｔｉｃｏｒａ　
ｍｕｔｉｃａ、 Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｂｏｒｅａｌｉｓ、 Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｕｂｃａｐｉｔａｔａ などがわ
ずかに検出された。

ＳＫ３９２ 木枠 （№７） 付着土壌 淡水生種のみ、陸生珪藻の Ｃａｌｏｎｅｉｓ　 ａｅｒｏｐｈｉｌａ、 Ｈａｎｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍ
ｐｈｉｏｘｙｓ、 Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ ｂｏｒｅａｌｉｓ などが極わずかに検出された。

パリノ・サーヴェイ（株）報告書を編集

第１７表　科学分析結果表２	 	
番号 試料採取遺構 試料形態 分析数 寄生虫分析結果

１ ＳＫ２８ 埋土 １ 寄生虫卵および明らかな消化残渣は検出されない。

２ ＳＫ１７７ 埋土 ３ １点からわずかに回虫卵が検出。明らかな消化残渣は検出されない。

３ ＳＫ１８１ 埋土 １ 寄生虫卵および明らかな消化残渣は検出されない。

４ ＳＫ１８２ 埋土 １ 寄生虫卵および明らかな消化残渣は検出されない。

５ ＳＫ１８３ 埋土 １ 寄生虫卵および明らかな消化残渣は検出されない。

６ ＳＫ１８４ 埋土 ２ 寄生虫卵および明らかな消化残渣は検出されない。

（株）古環境研究所報告書を編集
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第１８表　放射性炭素年代測定結果表	 	 	 	 	

番号 採取場所 層名 試料形態 補正年代
（ｙｒＢＰ）

補正年代
（暦年較正用 ）
（ｙｒＢＰ）

１ σ暦年年代範囲 ２σ暦年年代範囲 測定番号

１ ＳＫ３９２ － 板材 （№ ４） ６４０ ± ２０ ６４４ ± ２２ １，２９３ｃａｌＡＤ－１，３０９ｃａｌＡＤ（３７．０％）
１，３６１ｃａｌＡＤ－１，３８６ｃａｌＡＤ（６３．０％）

１，２８５ｃａｌＡＤ－１，３２２ｃａｌＡＤ（４２．７％）
１，３４８ｃａｌＡＤ－１，３９２ｃａｌＡＤ（５７．３％） ＩＡＡＡ－１２３４１１

２ ＳＫ３９２ － 板材 （№ ６） ６１０ ± ２０ ６１３ ± ２２
１，３０２ｃａｌＡＤ－１，３２５ｃａｌＡＤ（４０．６％）
１，３４４ｃａｌＡＤ－１，３６６ｃａｌＡＤ（４０．１％）
１，３８３ｃａｌＡＤ－１，３９４ｃａｌＡＤ（１９．３％）

１，２９７ｃａｌＡＤ－１，３７４ｃａｌＡＤ（７９．０％）
１，３７５ｃａｌＡＤ－１，３９９ｃａｌＡＤ（２１．０％） ＩＡＡＡ－１２３４１２

３ ＳＫ３９２ － 板材 （№ ７） ６５０ ± ２０ ６５１ ± ２２ １，２９０ｃａｌＡＤ－１，３０６ｃａｌＡＤ（４０．１％）
１，３６３ｃａｌＡＤ－１，３８５ｃａｌＡＤ（５９．９％）

１，２８３ｃａｌＡＤ－１，３１９ｃａｌＡＤ（４５．０％）
１，３５１ｃａｌＡＤ－１，３９０ｃａｌＡＤ（５５．０％） ＩＡＡＡ－１２３４１３

４ ＳＫ３９２ － 木杭 （№ ２） ４００ ± ２０ ４０３ ± ２１ １，４４６ｃａｌＡＤ－１，４７８ｃａｌＡＤ（１００．０％）
１，４４０ｃａｌＡＤ－１，５０３ｃａｌＡＤ（９１．７％）
１，５０６ｃａｌＡＤ－１，５１１ｃａｌＡＤ（１．０％）
１，６０２ｃａｌＡＤ－１，６１５ｃａｌＡＤ（７．２％）

ＩＡＡＡ－１２３４１４

５ ＳＴ０１Ｐ２４
（ＳＴ０１Ｐ２） ２ 炭化材 ３８０ ± ２０ ３７９ ± ２２

１，４５３ｃａｌＡＤ－１，４９６ｃａｌＡＤ（７４．８％）
１，５０７ｃａｌＡＤ－１，５１１ｃａｌＡＤ（３．４％）
１，６０１ｃａｌＡＤ－１，６１５ｃａｌＡＤ（２１．８％）

１，４４７ｃａｌＡＤ－１，５２２ｃａｌＡＤ（７２．８％）
１，５７４ｃａｌＡＤ－１，６２５ｃａｌＡＤ（２７．２％） ＩＡＡＡ－１２３４１５

６ ＳＫ１０２１
（ＳＴ０１Ｐ１３） ２ 炭化材 ６７０ ± ２０ ６６６ ± ２１ １，２８５ｃａｌＡＤ－１，３０１ｃａｌＡＤ（５５．７％）

１，３６７ｃａｌＡＤ－１，３８２ｃａｌＡＤ（４４．３％）
１，２７９ｃａｌＡＤ－１，３１３ｃａｌＡＤ（５４．３％）
１，３５７ｃａｌＡＤ－１，３８８ｃａｌＡＤ（４５．７％） ＩＡＡＡ－１２３４１６

７ ＳＫ１０２２
（ＳＴ０１Ｐ１４） ２ 炭化材 ３９０ ± ２０ ３８８ ± ２２ １，４４９ｃａｌＡＤ－１，４９１ｃａｌＡＤ（８７．７％）

１，６０３ｃａｌＡＤ－１，６１０ｃａｌＡＤ（１２．３％）

１，４４３ｃａｌＡＤ－１，５２１ｃａｌＡＤ（８１．７％）
１，５７８ｃａｌＡＤ－１，５８１ｃａｌＡＤ（０．３％）
１，５９１ｃａｌＡＤ－１，６２０ｃａｌＡＤ（１８．０％）

ＩＡＡＡ－１２３４１７

８ ＳＴ０６Ｐ１ １ 炭化材 ４９０ ± ２０ ４８５ ± ２３ １，４２２ｃａｌＡＤ－１，４３９ｃａｌＡＤ（１００．０％） １，４１３ｃａｌＡＤ－１，４４５ｃａｌＡＤ（１００．０％） ＩＡＡＡ－１２３４１８

９ ＳＴ０６Ｐ２ １ 炭化材 ３６０ ± ２０ ３５６ ± ２２
１，４７２ｃａｌＡＤ－１，５２１ｃａｌＡＤ（５８．２％）
１，５９１ｃａｌＡＤ－１，６２１ｃａｌＡＤ（４．４％）
１，４２２ｃａｌＡＤ－１，４４２ｃａｌＡＤ（３７．４％）

１，４５５ｃａｌＡＤ－１，５２７ｃａｌＡＤ（４９．９％）
１，５５４ｃａｌＡＤ－１，６３３ｃａｌＡＤ（５０．１％） ＩＡＡＡ－１２３４１９

１０ ＳＴ０６Ｐ５ １ 炭化材 ６６０ ± ２０ ６５９ ± ２２ １，２８７ｃａｌＡＤ－１，３０３ｃａｌＡＤ（４８．０％）
１，３６５ｃａｌＡＤ－１，３８３ｃａｌＡＤ（５２．０％）

１，２８１ｃａｌＡＤ－１，３１６ｃａｌＡＤ（４９．０％）
１，３５４ｃａｌＡＤ－１，３８９ｃａｌＡＤ（５１．０％） ＩＡＡＡ－１２３４２０

※採取場所（　）内は現場呼称	 パリノ・サーヴェイ（株）報告書を編集

第 １９ 表　樹種同定結果表		
採取場所 試料形態 木取り 種類 （分類群 ）

ＳＫ３９２ 板材(№ ４) 板目 サワラ

ＳＫ３９２ 板材(№ ６) 板目 サワラ

ＳＫ３９２ 木杭(№ ２) 芯持丸木 モミ属

	 	 	 パリノ・サーヴェイ（株）報告書を編集

第 20 表　窒素・炭素安定同位体分析結果表	 	 	 	 	 	 	

番号 遺物種類 遺物時期 出土遺構 取り上げ番号 分析対象試料 δ１３ＣＰＤＢ（‰） δ１５NAir（‰） 炭素含有量 （％）窒素含有量 （％） Ｃ／Ｎ比

１ 古瀬戸　すり鉢 １５ 世紀 ＳＢ０１ № ４・１０．１２ 断面の黒色付着物 －２８．１ ８．６７ ６６．４ １．３ ５９．６

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （株）古環境研究所報告書を編集
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第 ６ 節　小　結

風張遺跡の調査では、東から西方に緩やかに傾斜する台地上に、掘立柱建物跡を中心とした集落が形成
されていることが明らかとなった。調査では、平安時代以前の土器が出土していないことから、中世以降
に形成された集落と推測する。また、遺構内から出土した土器・陶磁器は、古瀬戸製品と大窯製品が大半
を占め、遺物の小期（藤澤２００２、２００８）は古瀬戸後Ⅳ期～大窯 １ 段階もしくは ２ 段階であることと、煙管
が出土した土坑（ＳＫ１０２０）があることから、１４４０年～１５６０年（古瀬戸後Ⅳ（古）の開始時期～大窯 ３ 段
階の開始時期、年代観は藤澤２００２、２００８）を主体として近世まで存続した可能性があると推測する。

以下、今回確認した遺構から、台地上の土地利用について考えることとする。
今回確認した掘立柱建物跡には、総柱の建物跡と側柱の建物跡がある。また、各建物跡には主軸のずれ

がある。建物の構造と主軸から、大きく ３ 種類に分けることができる（第１２６図）。
第１グループは、平面形が正方形もしくは長方形で、ＳＴ０２・０４・０５・１３・１００３が該当する。主軸が若干

北に振れる ＳＴ０２以外は、地形の傾斜に直交もしくは平行する。特に、ＳＴ０４・05・13・１００３は、建物跡の
南東側短辺が直線的に揃うことから、構築時に一定の規則性が存在したと推測できる。なお、ＳＴ０４と０５
は重複していることから、第 １ グループの建物には時期差が存在する。

第２グループは、平面形が正方形もしくは長方形で、側柱の建物跡である。ＳＴ１０～１２・１００１・１００２・
１００４が該当する。第 ２ グループの掘立柱建物跡は、主軸が若干北に振れる ＳＴ１００４以外は、地形の傾斜に
直交もしくは平行する。ＳＴ１０と１１は重複することから、第 ２ グループの建物に時期差が存在する。

第 ３ グループは、平面形が正方形で、総柱の建物跡である。 ４ 間× ４ 間の ＳＴ０１・０６、 ３ 間× ２ 間の ＳＴ
０８が該当する。主軸方向は、ＳＴ０１・０８は地形の傾斜と直交もしくは平行するが、ＳＴ０６谷状地形の傾斜方
向より若干北側に振れる。

次に、上記した ３ グループの分布状況について触れる。
今回確認した遺構が①北東側台地、②南西側台地、③谷状地形、 ３ 箇所にまとまることを前記（第 ４ 章

第 １ 節）したが、北東側台地に第 １ グループ（ＳＴ０２）と第 ２ グループ（ＳＴ１００１・１００４）、第 ３ グループ（Ｓ
Ｔ０１）、南西側台地に第 １ グループ（ＳＴ０４・０５・０７・１２・１００２・１００３）と第２グループ（ＳＴ１０・１１）、谷状
地形に第 3 グループ（ＳＴ０６・０８）が立地する。

グループ間の新旧関係について触れると、第 １ グループと第 ３ グループには重複があり、ＳＴ０１が ＳＴ
１００４を切る。第 ２ グループの建物跡は、第 １ グループもしくは第 ３ グループの建物跡と重複しない。これ
ら重複から、風張遺跡の集落は、第 ３ グループの ＳＴ０１が最も新しいものといえよう。

風張遺跡の ＳＴ０６・０８・１０・１１には、建物の背後（斜面上方）にＬ字状の溝跡が掘削されている。中世
の城郭遺跡や集落遺跡では、傾斜地に建物跡を構築する際に、地山を掘削して平坦地をつくり出してお
り、そこに構築した建物の背後には排水用の溝跡が掘削されている（大河内ほか1994）。竜東では、この
ような事例が１６世紀の集落である井戸端遺跡から確認されている（河西ほか２０１２）。風張遺跡では、現在
の耕作土（基本土層Ⅰ層）や近世の水田層（基本土層Ⅱ層）の影響により、建物構築に伴う平場は遺存し
ないが、中世以降、傾斜地に建物を構築する際には、平坦地と建物背後の溝跡がセットになって構築され
たと推測される。

掘立柱建物跡以外の遺構では、竪穴建物跡（ＳＢ０１）と溝跡（ＳＤ２２・２３）・水溜施設（ＳＫ１８８・１９２）が注
視されるが、これらは近接する掘立柱建物跡との関係から、第 ２ グループに属するものと推測される。



- 191 -- 190 -

第 6節　小　結

南
西
側
台
地

北
東
側
台
地

谷
状
地
形

（
1:
60
0）

20
m

0

竪
穴

建
物

跡
（

SB
01

）

ST
12

ST
10

02

水
溜

遺
構

（
SK

18
8･

19
4）

溝
跡

（
SD

22
･2

3）

ST
01

ST
06

ST
08

ST
11

ST
10

ST
04

ST
05

ST
13

ST
07

ST
10

03

ST
02

ST
10

01

ST
10

04

第
1
グ
ル
ー
プ

第
2
グ
ル
ー
プ

第
3
グ
ル
ー
プ

第126図　遺構配置図



- 192 -

第４章　風張遺跡

引用・参考文献
飯田市教育委員会1998『飯田の遺跡－市内遺跡詳細分布調査報告書－』

飯田市教育委員会2015『飯田市埋蔵文化財包蔵地地図（市内遺跡詳細分布調査報告書）』

大河内勉ほか1994『神奈川県・鎌倉市　玉縄城跡発掘調査報告書－植木字相模陣374他番地－』玉縄城跡発掘調査団

岡田正彦ほか1992『上久堅村誌』上久堅村誌編纂委員会

岡本直久ほか2015『古瀬戸後期の様相－ 古瀬戸系施釉陶器窯の成立と展開－』平成26年度公益財団法人瀬戸市文化振興財団 

企画展図録

河西克造2012「飯田市鬼釜遺跡・鬼釜古墳の発掘調査概報」『伊那』通巻第1007号 第60巻第 4 号

河西克造2013「飯田市神之峯城跡・風張遺跡の発掘調査概報」『伊那』通巻第1019号 第61巻第 4 号

河西克造ほか2012『国道474号（飯喬道路）埋蔵文化財発掘調査報告書 5 －飯田市内その 5 －井戸端遺跡・下村遺跡 ( 鶯ケ城

跡 )・芦ノ口遺跡』長野県埋蔵文化財センター

金子健一2015『戦国時代の瀬戸窯－古瀬から大窯へ－』平成27年度公益財団法人瀬戸市文化振興財団 企画展図録

長野県埋蔵文化財センター2012『長野県埋蔵文化財センター年報』29

中野晴久ほか2012『愛知県史』別編 窯業 3 中世・近世 常滑系 愛知県史編纂委員会編

藤澤良祐2002「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」『財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要』第10号

藤澤良祐2008『中世瀬戸窯の研究』高志書院



- 193 -

第 1 節　遺跡と調査の概要

第 ５章　神之峯城跡

第 １節　遺跡と調査の概要

１　遺跡の概観
（１）遺跡範囲と地形
神之峯城跡は天竜川左岸の飯田市上久堅地区に所在する。上久堅地区は、尾根と谷が入り組む山間地で、

城跡は上久堅地区の中の北側にある標高７７１ｍ の独立丘陵に立地する。独立丘陵の北西側山麓には玉川、
北東側には細田川が流れており、細田川の対岸には風張遺跡と龍源寺跡がある。

神之峯城跡の山頂部には本丸・二の丸、堀切などの城郭遺構が明瞭に残るが、埋蔵文化財包蔵地の範囲
は山頂部だけではなく、独立丘陵のほぼ全域に及んでいる（市教委１９９８。第１２７図）。今回の調査対象地は
独立丘陵の北から北西側にあたる。そこは、山頂部から山麓に向かう尾根と谷とが複雑に入り組む地形で
あった。

平成２７年度 ３ 月、市教委によって埋蔵文化財包蔵地地図が改訂された。その結果、城郭遺構が明瞭に残
る山頂部とそこから北側に派生する尾根を含む範囲が「神之峰城城跡」、北西側の中腹は「神之峰北中腹
遺跡」となった（市教委２０１５）。調査対象地の １ 区と ３ 区が「神之峰北中腹遺跡」、２ 区は両遺跡にまたが
っている。本報告では、発掘作業開始時点の遺跡名「神之峯城跡」を使用して記述する。

（２）神之峯城跡についての記録、伝承
神之峯城は、伊那谷の天竜川左岸を中心とした国人領主知久氏の本城に比定される（信濃史料刊行会

１９７４）。知久氏は諏訪氏の分流で、上伊那郡蕗原庄にある上ノ平（現上伊那郡箕輪町東箕輪）に居を構え
ていた（市村咸人氏は上ノ平城跡に比定）が、承久の乱の軍功により下伊那郡伴野庄へ移り知久平（現飯
田市下久堅）に居住したとされている（市村ほか１９７０）。その後、本拠を知久平から神之峯城に移したが、
入城時期を示す文献史料は確認されていない。

天文 ２ 年（1553）、京都醍醐寺理性院の厳助僧正が結縁灌頂の大盛儀を行う目的で文永寺（飯田市下久堅）
へ下向したときの記録（『信州下向記』、信濃史料刊行会１９58）によると、厳助僧正は輿に乗って神之峯城
へ登り、知久頼元の手厚い待遇を受けている。天文２３年 （１５５４） には、武田信玄が知久郷に攻め入り、知
久頼元等を甲斐に流している（「勝山記」信濃史料叢書刊行会１９５８）。その際、武田軍は知久郷を悉く放火
した（「厳助往年記」信濃史料叢書刊行会１９58）。従来、この事象は武田信玄が神之峯城を攻城し、落成し
たと理解されている（岡田ほか１９９２等）。また、武田氏滅亡後の天正10年（1582）、信濃を支配した織田信
長が諏訪大社上社権祝矢嶋氏にあてた書状に、知久頼氏が神之峯城へ復帰したことが記載されている（「矢
嶋文書」、信濃史料刊行会１９６９）。したがって、少なくとも１５３３年から１５８２年の間は神之峯城が存続してい
たことがわかる。

神之峯城跡の山頂部、現在久堅神社が鎮座する場所の小字は「神峯」で、山頂部より一段下がった平坦
地には「北小ヤ」、「寺ヤシキ」、北西中腹に「法新院」、「新慶」などの小字が残る（第２０７図）。市村咸人
氏はこれら小字と地形を根拠として、１８箇所の寺院が存在したことを推定し、「知久十八ケ寺」と呼称し
た（市村１９２５）。今回の調査対象地には、「法心院」と「新慶寺」の推定地がある。
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第127図　神之峯城跡　遺跡範囲図

（３）神之峯城跡の現状と過去の調査
神之峯城跡の本丸や二の丸など主要な城郭遺構は独立丘陵の山頂部に遺存し、飯田市史跡に指定されて

いる。曲輪内には各社の放送施設や久堅神社があるものの、これまで本格的な発掘調査が行われた記録は
ない。また、山頂部から一段下がった場所（北小ヤ）に広大な平坦地があり、岡田正彦氏は知久氏が居住
した場所と推定している（註 １ ）。

一方、山頂部から麓にかけては主として森林や水田である上に、これまで考古学的な調査が行われてい
ないため、城郭遺構の有無については不明な点が多い。ただ、事前の踏査（地表面観察）では各所で平坦
地を確認した。

　
２　調査の概要

（１）調査区の設定と安全対策
調査対象地内には山頂部から麓に派生する ３ 本の尾根がある。西側の尾根を １ 区、中央を ２ 区、東側を

３ 区と呼称した。各地区内は平坦地の有無や地形的な差異を基準に、１ － １ 区、１ － ２ 区、１ － ３ 区と細分地

第 127 図　神之峯城跡　遺跡範囲図
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第128図　神之峯城跡　地区設定図
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第 ５ 章　神之峯城跡

区を設定した（第１２８図）。この地区名は、現場で記録した図面・写真には全て記載した。
調査対象地は傾斜地であったため、安全対策施設として転落防止柵、土砂流出防止柵を設置するととも

に、現場保全や作業効率を考え蛇腹管やコンクリートシューターを設けた。蛇腹管は現場内の雨水を場外
へ流出させるために、コンクリートシューターは平坦地で発生した排土を斜面下方に処理するために有効
であった。

（２）遺跡踏査と平坦地の記録方法
調査対象地は、既存の縄張り図（郷道１９８０、宮坂１９９９）で平坦地が数箇所描かれているのみであった

が、発掘調査前の踏査（地表面観察）により自然の地形傾斜から逸脱した数多くの平坦地を確認すること
ができた。その様態は、 １ 区においては階段状、 ２ 区では堀状の窪みと平坦地、 ３ 区では広大な平坦地と
階段状の平坦地に分けられる。現況は森林（雑草地）もしくは田畑に利用されているが、城郭遺跡内にあ
るため曲輪の可能性を想定し、これらに番号を付けて以後の調査対象とした。

踏査の結果は、平坦地の略図を作成するとともに写真でも記録した。また、森林等の伐採後、１区と２
区では空中写真から現況測量図を作成した。図面の縮尺は １：５００、等高線は２０ｃｍ 間隔である。平坦地の
略図と現況測量図を元に平坦地認識図を作成し、調査時に使用した。

（３）遺構確認調査（トレンチ調査）
平坦地が人工的に形成されたものか、また、平坦面に遺構・遺物があるかを確認するため、まず遺構確

認調査を行った（第１２９図）。その結果、 １ 区は２７箇所中 ９ 箇所、 ２ 区は ８ 箇所中 ２ 箇所、 ３ 区は ５ 箇所中
３ 箇所の平坦地を面調査の対象とした。なお、斜面は全て自然地形であり遺構も確認できなかったため、
面調査範囲から除外した。

遺構確認調査では、トレンチの位置と土層断面を記録した。

（４）調査課題の設定
神之峯城跡の調査対象地は、山頂部の主要な曲輪群から直線距離にして約５００ｍ 離れた中腹部にあり、

山麓の城下町でもない。したがって、調査対象地にある平坦地で確認できる遺構・遺物を通じて帰属時期
と性格を判断し、国人領主が本拠とする城郭が立地する独立丘陵中腹がどのように利用されていたかを捉
えることを調査課題とした。

（５）平坦地の調査結果
平坦地で面調査を実施した結果を第２１表に示した。詳細は第２１表を参照願いたいが、平坦地の多くに近

世以降の耕作土が堆積しており、その下層から近世遺構もしくは中世遺構が確認された平坦地がある。尾
根に位置する平坦地 ６ は、尾根を削平して平坦地を形成した後に、掘立柱建物跡などの近世遺構を構築し
ている。谷状地形では、平坦地 ７ のように、谷状地形を埋めて平坦地を形成した後に中世遺構を構築し、
その上層には近世遺構を構築していた。また、平坦地３０１では、中世遺構が谷状地形のなかに構築されて
おり、ほぼ谷状地形が埋まった後に近世遺構を構築している。

神之峯城跡の調査では、中世には谷状地形、近世には尾根と一部谷状地形が利用されており、利用に際
しては地山を削平するなど改変されていたことが明らかとなった。
註

１ ）　調査時に岡田正彦氏から教示された。なお、河西も同様に解釈している。
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第 1 節　遺跡と調査の概要

第129図　神之峯城跡　調査範囲図
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第２１表　平坦地の調査結果表

地区 平坦地名 調査年度
確認した主な遺構
（－）は遺構未確認

現代の土地
利用

平坦地が
位置する地形

検出遺構と土層堆積状況からの調査所見

１区
　
　

平坦地１ 平成２４年度 （－） 原野か 尾根

平坦地 ２ （ 西 ） 平成２４年度 中世以降 ：溝跡 畑 尾根 溝跡廃絶後、近世以降は耕作地

平坦地 ２ （ 東 ） 平成２４年度
中世 ：墓坑
中世以降 ：溝跡

畑 尾根 墓坑と溝跡廃絶後、近世以降は耕作地

平坦地 ３ 平成２４年度 （－） 原野か 尾根

平坦地 ４ 平成２４年度 （－） 畑 尾根 近世以降は耕作地

平坦地 ５ 平成２４年度 （－） 畑 尾根

平坦地 ６ 平成２４年度
近世 ：掘立柱建物跡、 柵　　 
　　　　　　列、 土坑、 溝跡

畑 尾根 近世に尾根を削平して平坦地を形成。遺構を構築

平坦地 ７ 平成２４年度
中世 ：礎石建物跡、 土坑、　　
　　　　　　溝跡
近世 ：溝跡、 石列

畑 谷状地形
谷状地形を埋めて中世遺構を構築。近世には、中世遺構の上
層に近世の屋敷地を形成。その上層は耕作地

平坦地１３ 平成２４年度 近世以降 ：溝跡 畑 尾根 近世に傾斜地を削平。盛土で平坦地を形成

平坦地１４ 平成２４年度 （－） 畑 尾根 傾斜地を削平し平坦地を形成。時期は近世以降と推定

平坦地１５ 平成２４年度 （－） 畑 尾根 傾斜地を削平し平坦地を形成。時期は近世以降と推定

平坦地１６ 平成２４年度 （－） 畑 尾根

平坦地１８ 平成２４年度 （－） 原野か 尾根

平坦地２３ 平成２４年度 （－） 畑 尾根

平坦地２４ 平成２４年度 （－） 畑 尾根

平坦地２７ 平成２５年度
近世 ：掘立柱建物跡、 土　　　
　　　　　　坑、 溝跡

畑 尾根 近世に屋敷地を形成。その上層に耕作地。近代に宅地

２区

平坦地２０１ 平成２５年度
近世以前：堀、近世：石組
　　　　　み遺構、土坑　

原野 ・墓地 原野 ・墓地 尾根筋の堀切を掘削。堀切埋没後、石組み遺構と土坑を構築。

平坦地２０３ 平成２５年度 （－） 畑 尾根

平坦地２０６ 平成２５年度 （－） 尾根

平坦地２０７ 平成２５年度 （－） 畑か 尾根

３区
　

平坦地３０１ 平成２５年度
中世 ：土坑、 溝跡
近世以降 ：掘立柱建物跡、 土　
　　　　　　　　　　坑、 溝跡

畑 ・墓地
尾根（谷状地形が

あり）

谷状地形内を平坦化し、土坑を構築。水田耕作も行う。近世
には谷状地形の周囲を削平し、削平土が谷状地形に埋まる。
屋敷地を形成

平坦地３０２ 平成２５年度 （－） 畑 谷状地形

平坦地３０３ 平成２５年度 （－） 畑 谷状地形
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第 ２節　 １区の遺構

１　概要
１ 区は、神之峯城跡の調査対象地内の西側にあたり、神之峯城跡が立地する独立丘陵の山頂部から裾に

延びる尾根と、東西の谷状地形を含む。調査の便宜上、この中を ７ 小地区に細分した（第１２８図）。
平成２４年度、調査前に １ 区内の踏査（地表面観察）を行ったところ、上記した尾根と尾根両側の谷状地

形で数多くの平坦地を確認した。その平坦地を示したものが第１３0図である。尾根のなかで最も標高が高
い場所では、階段状に平坦地が展開する状況を確認し、人為的につくり出した平坦地であると考えた（平
坦地１～２７）。調査前に記録した現況測量図が第１３１図である。

発掘作業は、トレンチ調査から着手した。上記した平坦地が人為的につくられたものか否かをトレンチ
調査で推定し、その平坦地について面調査を実施した（第１３２～１３３図）。なお、１－ ３ 区と呼称した谷状地
形には、斜面上方から下方に流れる河川がある。河川近接地にトレンチを掘削した結果、砂層が重層的に
堆積する河道跡が確認された。河道跡の時期は不明である。

２　基本土層 （ 第１３４図 ）
調査対象地内は、尾根と谷状地形が複雑に入り組む地形である。土地利用が各所で異なっていたため、

遺構の確認状況や遺物の出土状況、さらには土層堆積状態に違いが見られた。したがって、調査時に基本
土層を確定することが困難であった。そこで、整理作業時に １ 区内に堆積する土層や確認された遺構・遺
物から再検討して基本土層を作成した。基本土層は、 １ 区のなかで標高が高い平坦地 ４ と、中世遺構と近
世遺構が確認された平坦地 ２（東）と平坦地 ７（谷状地形）、近世遺構が確認された平坦地 ６ で記録した土
層断面図を用いて作成した。なお、Ⅱ層～Ⅶ層は平坦地 ７ にのみ堆積する層、Ⅷ層が １ 区全域に堆積する。

基本土層と調査面との関係であるが、平坦地 ７ は谷状地形のため １ 面調査面～ ４ 面調査面があるが、そ
れ以外の平坦地は １ 面（Ⅷ層上面）である。

神之峯城跡 １区基本土層

　Ⅰ層：Ⅰ層は、近世以降に堆積し、現在まで使用されていた耕作土である。踏査（地表面観察）で確認
　　　　された平坦地の大半に堆積する。Ⅰ層は、色調と土質の違いから、Ⅰ１ 層とⅠ２ 層に分層される。
　　　Ⅰ１ 層：１０ＹＲ ５ ／ ４ 　にぶい黄褐色。砂質で、花崗岩粒が混入する。踏査（地表面観察）で確認さ
　　　　　　   れた耕作土（畑）。
　　　Ⅰ２ 層：１０ＹＲ ５ ／ ３ 　にぶい黄褐色。花崗岩風化層のブロックと花崗岩粒が混入する。Ⅰ１ 層耕作に       
　　　　　　   伴う耕作痕跡に埋まる層。
　Ⅱ層：２．５Ｙ ５ ／ ２ 　暗黄褐色。平坦地 ７ に堆積する層。花崗岩風化層と考えられるにぶい黄褐色土ブロッ
　　　　クが混入。グライ化し、粘性があり、若干しまりあり。土質から水田層と推測される。
　Ⅲ層：１０ＹＲ ５ ／ ２ 　灰黄褐色。平坦地 ７ に堆積する層で、古瀬戸製品等の中世陶磁器と１８世紀末～１９世
　　　　紀初頭の陶磁器が出土していることから、本層上面で確認した遺構は近世以降と推定できる。花
　　　　崗岩粒と黄褐色ブロックが多く混入することから造成土と推定した。平坦地 ７ における近世遺構
　　　　検出層（平坦地 ７ の １ 調査面）。本層上面を下げた検出面が ２ 調査面。
　Ⅳ層：１０ＹＲ ５ ／ ２ 　灰黄褐色。平坦地 ７ に堆積する層で、大窯の丸皿（非掲載）が出土した。花崗岩粒      
　　　　と黄褐色ブロックが混入。砂が多量に混入することから、人為的に盛られた層と推測した。
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第13０図　1 区平坦地認識図
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第13１図　1 区現況測量図
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第132図　1 区トレンチ配置図 1
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第133図　1 区トレンチ配置図 2
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第134図　1 区基本土層図
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Ⅴ層：１０ＹＲ ５ ／ ２ 　灰黄褐色。平坦地７に堆積する層。花崗岩粒と褐色土ブロックが混入する。粒子は
　　　　細かく、しまりあり。古瀬戸製品等の中世遺物出土層。自然推積層。
　Ⅵ層：１０ＹＲ ４ ／ ２ 　灰黄褐色。平坦地 ７ に堆積する層。花崗岩粒と砂質土ブロックが混入する。礎石建
　　　　物跡（ＳＴ０２）の直上に堆積し、礎石建物跡廃絶後に堆積したと推測される。炭化物が混入し、
　　　　本層下部（礎石建物跡検出面直上）から炭化材が出土した。古瀬戸製品、大窯製品等の中世遺物
　　　　が出土した。
　Ⅶ層：平坦地 ７ に堆積する層。複数の造成土を総称した層で、層厚は平坦地 ７ の北西側（斜面側）では
　　　　約 ２ ｍ に及ぶ。土質と色調、土の性格からⅦ １ 層とⅦ ２ 層に分層した。
　　　　Ⅶ １ 層：２．５Ｙ４ ／ ２ 　灰黄褐色。谷状地形を埋めた後、礎石建物跡（ＳＴ０２）等中世遺構を構築す
　　　　　　　　るために平場を形成した層。本層上面が中世遺構検出面（平坦地 ７ の ３ 調査面）。花崗
　　　　　　　　岩粒が混入し、　中世の茶壺が出土した。
　　　　Ⅶ ２ 層：Ⅶ １ 層による造成を行う以前、谷状地形は複数の造成土によって埋められている。本層
　　　　　　　　はこれら造成土を一括した層である。
　Ⅷ層：１０ＹＲ ７ ／ ６ 　明黄褐色。花崗岩風化層。本層上面で焼土跡（ＳＦ０１）を検出している（平坦地 ７ の 

４ 調査面）。

３　遺構
（１）概要

１ 区で確認した遺構は、礎石建物跡、掘立柱建物跡、墓坑、土坑、溝跡、焼土跡、石列、柵列である。
１ 区では古代までの遺物が出土していないことから、検出遺構は中世以降と判断できる。しかし、遺構内
出土遺物が少なく、埋土の特徴でも識別し難く時期を確定できない遺構が多い。そのなかで、１５世紀～１６
世紀の礎石建物跡（ＳＴ０２）とそれに伴う溝跡（ＳＤ０５・１０等）、１５世紀前半以降の墓坑（ＳＫ０１）は特筆され
る。本報告では、主要な遺構について記述し、そのほかは遺構一覧表（DVD 収録）を参照。

検出面と確認した遺構についてであるが、谷状地形にある平坦地 ７ は複数の調査面があるが、ほかの平
坦地は １ 面（Ⅷ層上面）である。平坦地 ７ の１・２ 調査面で近世以降の遺構、３・４ 調査面で中世の遺構を
確認した。

１ 面調査面で確認した遺構の時期であるが、平坦地 ６ は、尾根を削って平坦化した後に遺構が構築され
ている。平坦地 ６ の縁辺部外側には、平坦化するための層（造成土）が平坦地 ６ の縁辺部外側に遺存して
おり、そこから近世後半の陶磁器が出土した。平坦地 ６ で確認した遺構埋土は、この造成土が基調となっ
ている。また、平坦地２７では、ＳＫ１１９や１２５で１８世紀～１９世紀の陶磁器が出土した。ほかの遺構は、遺構
内出土遺物が少なく、時期が特定しがたいが、ＳＫ１１９・１２５と埋土が似ることから、近世以降と推測する。

なお、検出遺構の記述のなかに「畝跡」とあるが、これは近世以降の耕作（Ⅰ層）に伴うものである。

（２）礎石建物跡
ＳＴ０２［遺構：第１４０・１４１・１４２図、PL39・４０、遺物：第１９６図、PL５２］

位置：ⅤＬ１６・１７・２２グリッド。　検出：平坦地 ７ のⅦ１ 層上面（ ３ 調査面）で検出した。　重複関係：Ｐ
２（ Ｓ ６ 掘方）が ＳＫ１１３を、Ｐ３（Ｓ５ 掘方）が ＳＫ１１５を切る。　掘方埋土：ピットによって埋土は異なるが、
各ピットとも単層である。栗石はない。　構造：本遺構は南東側外に延びており、完存しないため全容は
不明である。調査で確認された礎石は ６ 個（Ｓ２～７）で掘方を伴う。礎石が抜き取られて掘方が遺存する
ピット（Ｐ７・８ ）が ２ 基ある。両者を合わせると。調査区内では ３ 間× ２ 間の礎石建物跡が確認されたこ
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1　10YR5/1　褐灰色土
2　10YR5/2　灰黄褐色土
      φ10 ～ 30mm 褐灰色土
      ブロック少量混入　
      炭化物粒少量混入

  1　10YR4/4　褐色土　しまりあり　粘性弱い　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒・炭化物少量混入
  2　10YR4/1　褐灰色土　しまりあり　粘性弱い　φ1 ～ 2mm 礫・炭化物少量混入
  3　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性なし　褐色土筋状に少量混入
  4　10YR4/1　褐灰色土　しまりあり　粘性弱い　黄褐色粒子・炭化物少量混入
  5　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　φ2 ～ 3mm 花崗岩粒・炭化物少量混入
  6　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性なし　花崗岩粒・黄褐色粒子・褐色土・炭化物少量混入
  7　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　
        φ2 ～ 3mm 花崗岩崩れ・にぶい黄橙色土・炭化物少量混入
  8　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性なし　
        φ3 ～ 4mm 花崗岩崩れ・黄褐色粒子・褐色土・炭化物少量混入　
  9　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性なし　
        φ3 ～ 4mm 花崗岩崩れ・黄褐色粒子・灰黄褐色土・炭化物少量混入
10　10YR3/2　黒褐色土　しまりあり　粘性弱い　
        φ3 ～ 4mm 花崗岩崩れ・黄褐色粒子・灰黄褐色土・炭化物少量混入

1　10YR5/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
2　10YR6/2　灰黄褐色土　
      φ10 ～ 30mm にぶい黄橙色土ブロック少量混入
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒多含褐色土少量混入
3　10YR4/4　褐色土　粗砂　マンガン浸透　
      流水による風化花崗岩粒集積層
4　10YR5/1　褐灰色土　砂質　
      φ10 ～ 30mm 黄灰色土ブロック少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　φ10 ～ 20mm 褐灰色土ブロック少量混入　
      砂多量・φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性弱い　細砂粒多量・φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
3　10YR4/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 20mm にぶい黄褐色ブロック少量混入　1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
4　2.5Y6/2     灰黄色土　にぶい黄橙色土ブロック少量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
5　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりなし　粘性弱い　φ10 ～ 30mm 灰黄褐色土ブロック少量混入　
      砂多量・φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
6　2.5Y5/2     暗灰黄色土　φ10 ～ 20mm 灰黄褐色土ブロック・φ10 ～ 20mm 花崗岩粒含にぶい黄橙色土
      ブロック少量混入
7　5Y6/1        灰色土　しまりあり　粘性あり　φ10 ～ 20mm 灰色粘質土ブロック少量混入　粗砂少量混入
8　2.5Y5/2     暗灰黄色土　φ10 ～ 20mm にぶい黄橙色土ブロック少量混入

1　10YR4/4　褐色土　しまりあり　
      粘性なし　花崗岩粒・暗褐色土・
      炭化物少量混入

1a　10YR4/1    褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・炭化物粒少量混入
1b　10YR5/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　φ10 ～ 100mm にぶい黄褐色ブロック少量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
  2　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまり強い　φ10 ～ 100mm にぶい橙色土ブロック少量混入　砂混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
  3　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　φ10 ～ 100mm 黄褐色砂質土ブロック少量混入　砂・花崗岩粒多量混入
  4　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　にぶい黄色砂質土ブロック少量混入　砂多量・花崗岩粒少量混入
  5　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　褐灰色土ブロック少量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
  6　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　φ10 ～ 30mm 黄色砂質土ブロック少量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・炭化物粒少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒
      少量混入
2　10YR5/2　灰黄褐色土
      φ10 ～ 30mm 灰白色
      花崗岩粒・砂質土
      ブロック少量混入
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第 141 図　ST02、SD05・10　遺構図 2
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とになる。調査で確認した礎石からすると、本遺構は総柱建物と判断できる。礎石には柱を設置した痕
跡は確認されない。礎石間の平均値は南北方向が１．８６ｍ、東西方向が１．９５ｍ である。掘方は直径０．５～０．
６ ｍ で、検出面からの深さは１５～２０㎝を測る。全てのピットが盛土により平場が構築された後に掘り込ま
れている。　遺物出土状況：Ⅶ １ 層から古瀬戸もしくは大窯の茶壺と考えられる遺物（管理番号２０４）が
出土した。また、本遺構の直上に堆積するⅥ層からは、縁釉小皿（３）、天目茶碗（４・５）、すり鉢（６・７）、
花瓶（８）、筒形容器（９・１０）、筒形香炉（１１）、祖母懐茶壺（１２）、花盆（１３）、白磁皿（１４・１５）、白磁碗（１６）、
染付皿（１７）、火鉢（１８）、風炉（１９）が出土した（第１４２図下段）。Ⅵ層出土遺物の分布域は比較的狭く、
本遺構の規模とほぼ一致する。また、Ⅴ層からは、端反皿（２０・２１）、卸皿（２２）、天目茶碗（２３・２４）、
平碗（２５・２６）、花瓶（２７）、祖母懐茶壺（２８・２９・３０）、祖母懐茶壺と考えられる遺物（３１）、内耳鍋（３２・
３３）、青磁碗（３４）、染付碗（３５・３７）、染付皿（３６）、青花碗（３８）、片口鉢（３９）・青磁梅瓶（管理番号
２５）が出土した。この遺物は、ＳＴ０２の直上から東側に分布する（第１４２図上段）。徳利（４０）、白磁皿（４１）、
染付碗（４２）は、Ⅴ層出土遺物とⅥ層出土遺物が接合した遺物である。Ⅴ層出土遺物は、本遺構直上から
東側に分布しており、Ⅵ層と同様に分布域は比較的狭い。Ⅴ層とⅥ層出土遺物は本遺構に伴うものと判断
される。Ⅵ層には炭化物が多く混入しており、本遺構の検出面からは炭化材が出土した（第１４２図）。さら
に、Ⅳ層からは白磁皿（１５）や染付皿（１７）など被熱した遺物が出土していることから、ＳＴ０２は焼失し
た可能性が高い。炭化材の放射性炭素年代測定を行った結果、暦年年代範囲（２σ）は、①が１,４９０ｃａlＡＤ
～１,６０３ｃａlＡＤ、１,６１１ｃａlＡＤ ～１,６４１ｃａlＡＤ、②が１,２２６ｃａlＡＤ ～１,２８５ｃａlＡＤ、③が１,２２１ｃａlＡＤ ～１,２７６ｃａlＡＤ で
あった。　時期：出土遺物から、古瀬戸後Ⅳ期（１５世紀中頃）に構築され、大窯 ３ 段階後半（１６世紀後半）
に廃絶したと推測した。　性格：本遺構は城郭が立地する独立丘陵の中腹にあり、造成により構築されて
いること。また、総柱の建物であることから高床の可能性が高いこと、出土遺物は壺類が多く、すり鉢が
極めて少ない組成を示すことから、居住機能を主とした建物ではないと推測した。寺院もしくは倉庫的な
建物と考えられよう（註１）。

（３）掘立柱建物跡

ＳＴ０１ ［ 遺構 ： 第１４３図、 ＰＬ４２］
位置：ⅤＫ１４・１９グリッド。　検出：平坦地 ６ のⅧ層上面で検出した。　重複：ＳＫ０９・３３～３５・４５・４６・
７１～７３・７５、畝跡と重複する。ＳＫ０９は畝跡を切る。この畝跡は本遺構を切る。ＳＫ３３～３５・４５・４６・７１～
７３・７５の新旧関係は不明である。　埋土：３ 種類の埋土がある。　構造：３ 間× １ 間で、長辺５．５０ｍ、短
辺２．３０ｍ を測る。主軸は Ｎ４４°Ｅ である。　出土遺物：なし。

ＳＴ０３ ［ 遺構 ： 第１４３図 ］
位置：ⅤＨ２１／２２グリッド。　検出：平坦地２7のⅧ層上面で検出した。　重複：ＳＴ０４と重複するが、新旧
関係は不明である。　構造：２ 間×１ 間の掘立柱建物跡で、長辺３．２２ｍ、短辺１．４２ｍ を図る。北西隅のピ
ットは、かく乱で破壊されていると推測される。主軸は Ｎ６１°Ｗ である。　出土遺物：なし。　

ＳＴ０４ ［ 遺構 ： 第１４３図 ］

位置：ⅤＨ１７・２２グリッド。　検出：平坦地２7のⅧ層上面で検出した。　重複：ＳＴ０３と重複するが、新旧
関係は不明である。　構造：２ 間×１ 間の掘立柱建物跡で、長辺２．８６ｍ、短辺１．２３ｍ を測る。南隅のピッ
トは、かく乱で破壊されていると推測される。主軸は Ｎ２５°Ｅ である。　出土遺物：なし。　
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1　－　黒褐色土　
      風化した花崗岩ブロックと
      黒褐色土少量の混合土混入 

1　10YR5/4　にぶい黄褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      表面に灰黄褐色土・φ2 ～ 3mm 礫・
      炭化物少量混入
2　10YR4/4　褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      φ2 ～ 3mm 礫・炭化物少量混入
3　10YR5/6　黄褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      にぶい黄橙色土・φ2 ～ 3mm 礫
      少量混入

ST03

ST04

ST05

ST01

ST06

第 143 図　ST01・03 ～ 06　遺構図
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ＳＴ０５ ［ 遺構 ： 第１４３図、 ＰＬ４２］

位置：ⅤＭ０１・０６グリッド。　検出：平坦地２７のⅧ層上面で検出した。　重複：なし。　構造： ２ 間×１
間の掘立柱建物跡で、長辺３．６７ｍ、短辺１．３３ｍ を測る。主軸は Ｎ５２°Ｅ である。　出土遺物：なし。　

ＳＴ０６ ［ 遺構 ： 第１４３図、 遺物 ：PL53］

位置：ⅤＬ１５・２０グリッド。　検出：平坦地２７の１４トレンチ土層断面で本遺構のピット（Ｐ５）を確認し、
近世以降の耕作土を剥いだ １ 面（Ⅷ層上面）で検出した。平坦地２７の南側には、北から南方に開く谷状地
形があり、本遺構はこの谷状地形が埋没した面で確認した。なお、谷状地形の埋没時期は不明である。　
重複：なし。　構造： ２ 間×２ 間で、建物の構造は総柱建物である。本遺構は正方位を向く。出土遺物：
P1より常滑の甕か壺（管理番号80）が出土した。破片が小さいため図示していないが、 Ｐ５ より内耳鍋が
出土した。　時期：出土遺物から中世以降と推測する。

（４）墓坑
ＳＫ０１ ［ 遺構 ： 第１４４図、 ＰＬ４０、 遺物 ： PL53］

位置：ⅤＰ０８・０９グリッド。　検出：平坦地 ２（東）のⅧ層上面で検出した。　重複関係：なし。　埋土：
２ 分層したが、埋土の大半を現耕作土（基本土層Ⅰ層）に削平されているため、遺存状況は悪い。 １ 層は
２ 層よりわずかに暗く、黄褐色粒が混入する。　構造：長辺１．１８ｍ、短辺０．６７ｍ、検出面から底面までの
深さ１２㎝を測る。平面形は楕円形を呈するが、北側は方形に近い形状を示す。主軸は Ｎ１°Ｗ である。底
面には、細かな凹凸があり、南側がわずかに低くなっている。　出土遺物： ２ 層より人骨が出土した。人
骨は、本遺構の北西側にまとまって出土した。人骨は、大腿骨と脛骨、上腕骨が並び、その上に撓骨が直
交する状態で出土した。これら人骨の下部より、脞骨と撓骨などが出土した。頭蓋骨は出土していない。
この出土状況から、屈葬されたと考えられる。京都大学名誉教授茂原信生氏による鑑定では、成人に近
い女性の可能性が高いとのことであった。人骨の放射性炭素年代測定を ３ 点行った結果、２σ暦年代範囲
は①（右大腿骨）が１,５２０ｃａｌＡＤ－１,５９３ｃａｌＡＤ、１,６１９ｃａｌＡＤ－１,６５０ｃａｌＡＤ、②（左大腿骨）が１,４５３ｃａｌＡＤ－

１,５２３ｃａｌＡＤ、１,５７５ｃａｌＡＤ－１,６２５ｃａｌＡＤ、③（左上腕骨）が１,４７０　ｃａｌＡＤ－１,５３０ｃａｌＡＤ、１,５４０ｃａｌＡＤ－１,６３５
ｃａｌＡＤ であった。また、 １ 層と ２ 層から、銭貨 ９ 点（第２０５図１～９）が出土したが、出土レベルは検出面
から人骨直上の間である。最も初鋳年が新しい銭貨は、永楽通寳である。　時期：鋳造年（１４１１年）を上
限とすると１５世紀前半以降である。　

（５）土坑
土坑は、平坦地２・６・２７のⅧ層上面、平坦地 ７ のⅢ層（ １ 調査面）、Ⅶ１ 層上面（ ３ 調査面）で検出した。

確認した土坑は１９２基である。規模・形状は遺構一覧表（DVD 収録）に提示した。
　
（６）溝跡
ＳＤ０３ ・ ＳＨ０２ ［ 遺構 ： 第１５２図、 ＰＬ４３］

位置：ＳＤ０３はⅤＬ１１・１６・１７・２１・２２グリッド、ＳＨ０２はⅤＬ１６グリッド。　検出：平坦地 ７ のⅢ層上面を
下げた段階（ ２ 調査面）で検出した。　重複：なし。　構造：SD03は平坦地 ７ の南から北方に延び、長
さは１１．９５ｍ・ 最大幅０．６１ｍ、検出面からの深さ ５ m を測る。本遺構は南側と中央部でほぼ直角に屈曲し、
南側から北側に向かい幅広となり、傾斜する。北西側には石積み（ＳＨ０２）が施されている。石積み部分
には掘方がある。石積みは場所によって積まれた石の数に違いがあるが、最も幅広の場所に数多くの平石
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1　10YR4/6　褐色土　しまり弱い　粘性なし　
                                       φ1mm 礫少量混入　人骨、銭貨出土
2　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性なし　銭貨出土

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      φ1 ～ 2mm 礫混入　
      地山の花崗岩風化層少量混入

1　10YR5/1　褐灰色土　
      しまり弱い　粘性あり
      花崗岩粒少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
2　10YR5/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 30mm 黄褐色土ブロック少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・炭化物粒少量混入
2　10YR5/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 30mm にぶい黄褐色土ブロック少量混入

SK01 骨･銭貨出土状況

SK02 SK84

SK85

SK87

第 144 図　SK01・02・84・85・87　遺構図
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1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      しまり弱い　粘性あり　
      φ10 ～ 20mm 灰白色粒ブロック
      少量混入　砂混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　
      φ10 ～ 20mm 黄褐色土
      ブロック少量混入　
      花崗岩粒少量混入

1　2.5Y5/2　暗灰黄色土　しまり弱い　粘性あり　
      φ10 ～ 20mm 黄褐色シルト少量混入

1　10YR5/1　褐灰色土　
      砂多量・φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
2　10YR5/1　褐灰色土　
      灰白色花崗岩粒ブロック少量混入　
     φ10 ～ 30mm 明黄褐色土少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質
      φ10 ～ 30mm 褐灰色粘質土
      ブロック少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　
      φ10mm 明黄褐色土ブロック
      少量混入　
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      φ10 ～ 20mm 花崗岩ブロック
      少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　
      粘性あり　花崗岩粒少量混入　
      酸化鉄集積あり

1　10YR5/2　灰黄褐色土
      しまり弱い　粘性弱い
      φ10 ～ 20mm 花崗岩
      粒少量混入
2　10YR5/2　灰黄褐色土
      φ10 ～ 50mm にぶい
      褐色土ブロック少量混
      入　細砂多量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      φ10 ～ 50mm 橙色粘質土ブロック少量混入　
      φ10 ～ 30mm 灰黄色花崗岩粒混ブロック少量混
       入　花崗岩粒多量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      花崗岩粒ブロック少量混入　
      φ10 ～ 20mm 粘質土混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い
      粘性あり　粘質　φ10 ～ 20mm
      にぶい黄褐色土ブロック少量混入　
      花崗岩粒少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　
      粘性弱い　φ10 ～ 20mm 灰黄褐色土
      ブロック少量混入

SK92 SK93 SK94

SK96 SK97 SK99SK98

SK100 SK101

SK103 SK104 SK105 SK106

SK87

SK111

S

S

第 145 図　SK92 ～ 94・96 ～ 101・103 ～ 106　遺構図
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1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒・
      炭化物少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      φ10mm にぶい黄橙色土花崗岩多混
      ブロック少量混入　花崗岩粒多量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　
      粘性弱い　φ10 ～ 20mm 褐灰色粘質土
      ブロック少量混入　花崗岩粒多量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      φ10 ～ 30mm にぶい黄橙色花崗岩粒
      多混ブロック少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　
      しまりあり　粘性弱い　
      φ10mm 明黄褐色土ブロック
      少量混入　砂混入
      花崗岩粒少量混入

1　10YR5/2　灰黄褐色土　
      φ10mm 明黄褐色粘質土
      ブロック少量混入　砂多量・
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　
      にぶい黄橙色土ブロック少量混入
      φ10 ～ 20mm 褐灰色粘質土混入

1　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      にぶい黄橙色土・炭化物少量混入
2　10YR4/1　褐灰色土　しまりあり　粘性弱い　
      にぶい黄橙色土・花崗岩・炭化物少量混入

1　10YR4/1　褐灰色土　しまりあり　
      粘性なし　にぶい黄橙色土・黄褐色土
      粒・炭化物少量混入

SK107 SK108 SK109 SK110

SK111 SK112

SK113

SK114 SK115

かく乱
SK87

第 146 図　SK107 ～ 115　遺構図
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SK03 ～ SK09
1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      φ1 ～ 2mm 礫（地山の礫）・炭化物少量混入
2　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性なし　φ1 ～ 2mm 礫・炭化物少量混入
3　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      φ3 ～ 4mm 礫（地山の礫）・炭化物少量混入
4　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      φ1 ～ 2mm 礫・炭化物少量混入
5　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　φ1 ～ 2mm 礫少量混入
6　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　φ1 ～ 2mm 礫少量混入
SK14
1　10YR6/1　褐灰色土　φ10 ～ 50mm 明褐色土ブロック少量混入
2　10YR6/1　褐灰色土　しまり強い　粘性あり　
      φ10 ～ 30mm 褐灰色細砂ブロック少量混入　φ10 ～ 20mm 炭化物少量混入
3　10YR6/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性なし　細砂主体
4　10YR6/1　褐灰色土　しまり強い　粘性あり　
      φ10 ～ 30mm 褐灰色細砂ブロック少量混入  

SK03 SK04 SK05

SK06 SK07

SK08 SK09

SK14

第 147 図　SK03 ～ 09・14　遺構図



- 221 -- 220 -

第 2 節　1 区の遺構

第 148 図　SK10 ～ 12　遺構図
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1　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      φ2 ～ 3mm 礫少量・暗褐色土が混入
C-C’
1　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      明黄褐色土（風化花崗岩）・褐灰色土（砂岩固まり）少量混入
2　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      風化砂岩固まり・風化花崗岩少量混入
3　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性なし　風化花崗岩粒少量混入
4　10YR3/4　暗褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      風化花崗岩粒少量混入
5　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      風化砂岩・風化花崗岩少量混入
6　10YR3/4　暗褐色土　しまり弱い　粘性なし　砂
      岩が風化したブロック少量混入
7　10YR4/6　褐色土　しまり弱い　粘性なし　明黄褐色土粒少量混入

1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      φ2 ～ 3mm 礫・炭化物少量混入
2　10YR4/3　黄褐色土　しまり弱い　粘性なし　
      φ2 ～ 3mm 礫・炭化物少量混入

SK10･12

SK11
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第 149 図　SK15 ～ 20　遺構図
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1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　
      粘性なし
2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ5 ～ 6mm 礫・シルト質土
      層が層状に少量混入

1　10YR4/1　褐灰色土　しまりあり　粘性弱い　花崗岩粒多量混入
2　10YR6/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性弱い　風化花崗岩粒多量混入
3　10YR5/1　褐灰色土　φ10 ～ 20mm 褐灰色粘質土少量混入
4　10YR4/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 100mm 褐灰色粘質土ブロック少量混入　
      花崗岩粒多量混入

5　10YR6/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性あり　花崗岩粒多量混入
6　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　φ10 ～ 20mm 褐灰色土ブロック少量混入
7　10YR6/1　褐灰色土　φ10 ～ 50mm 明黄褐色土ブロック少量混入　
      花崗岩粒多量混入
8　10YR4/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　花崗岩粒少量混入

1　10YR4/6　褐色土　
      しまり弱い　粘性なし
      φ2 ～ 3mm 礫混入

1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ2 ～ 3mm 礫混入
2　10YR3/4　暗褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ3 ～ 4mm 礫混入
3　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ2mm 礫少量混入

1　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ2 ～ 3mm 礫混入
2　10YR3/4　暗褐色土　しまり弱い
      粘性なし　φ3 ～ 4mm 礫混入

SK15･16

SK17 SK18 SK19 SK20
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1　－　褐灰色土　しまり強い　粘性弱い　褐色土ブロック部分的に少量混入
　  風化花崗岩と黒褐色土の混合土混入
2　－　黒褐色土　黒褐色土ブロックと褐色土ブロック混合土 
3　－　褐色土　褐色土ブロック混入  
4　－　黒褐色土　炭化物ブロック混入  
5　－　黒褐色土

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土
      しまり弱い　粘性なし
2　10YR4/6　褐色土　
      しまりあり　粘性なし　
      炭化物少量混入
3　10YR3/3　暗褐色土　
      しまりあり　粘性なし　
      褐灰色土が底部に層状・
      炭化物少量混入

1　2.5Y5/2　暗灰黄色土　しまりあり　粘性あり
      φ10 ～ 50mm 橙色土ブロック少量混入　
      砂多量混入
2　10YR5/2　灰黄褐色土 　しまりあり　粘性あり
      φ10 ～ 50mm 橙色土ブロック少量混入　
      砂多量混入

SK28

SK125

礫出土状況 遺物出土状況（礫の下層）

SK38

第 150 図　SK28・38・125　遺構図
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が小口積みされている。　出土遺物：なし。　時期：検出面から、近世以降と推定した。

ＳＤ０４・０７ ［ 遺構 ： 第１５３図、 ＰＬ４１］

位置：ＳＤ０４はⅤＬ１６・２１グリッド、ＳＤ０７はⅤＫ１５・２０・Ｌ１１・１６・２１グリッド。検出：平坦地 ７ のⅦ １ 層上
面（ ３ 調査面）で検出し、上端は随所で湾曲する。　重複：なし。　埋土：ＳＤ０４には砂が多量に混入する。
構造：ＳＤ０４は長さ９．３ｍ（現存）、最大幅０．８８ｍ、検出面からの深さ ９ ｃｍ、ＳＤ０７は長さ１３．７５ｍ（現存）、
最大幅１．１５ｍ、検出面からの深さ１７ｃｍ を測る。ＳＤ０４・０７は、平坦地 ７ の西側にあり、０．２～０．４ｍ 間隔で
並走する。平面形は東側に振る状態で弧状を呈し、底面は平坦で南から北方に傾斜する。　出土遺物：な
し。　時期：検出面と本遺構の上部にⅥ層が堆積することから、中世と比定した。

ＳＤ０５・１０ ［ 遺構 ： 第１４０・１４０図、 ＰＬ４１］

位置：ＳＤ０５はⅤＬ１６・２１グリッド、ＳＤ１０はⅤＬ１６・１７グリッド。　検出：平坦地 ７ のⅦ １ 層上面（ ３ 調査面）
で検出した。　重複：ＳＤ０５は ＳＫ９６と ＳＫ１１５を切る。ＳＤ１０は、ＳＫ９７・ＳＫ１０８と重複すると推測されるが、
かく乱が及んでおり新旧関係は不明である。　構造：ＳＤ０５は長さ９．０１（ 現存 ）ｍ、（最大）幅０．８４ｍ、検出
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1　10YR7/1　灰白色土　しまりあり　粘性なし　1 層・2 層間に薄く褐色土の堆積あり
2　10YR7/1　灰白色土　しまりあり　粘性なし
3　     －          オリ―フ・灰色土

第151図　SK119・126・141・142・144　遺構図

SK119 SK126

SK141･142 SK144

第 151 図　SK119・126・141・142・144　遺構図
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面からの深さ２６ｃｍ、ＳＤ１０は長さ４．２７ｍ（ 現存 ）、最大幅０．５４ｍ、検出面からの深さ ７ ｃｍ を測る。ＳＤ０５は
南端が幅広で底面は、南端から北方に傾斜する。ＳＤ１０は東端が北側に振れて幅広でかく乱が及んでいる
ため、幅広となる場所の規模・形状は不明である。底面は西から東方に傾斜する。ＳＤ０５・１０とも ＳＴ０２の
軸に沿って走行する。ＳＤ０５は ＳＴ０２の西側にあり、ＳＴ０２の礎石（Ｓ５～７）とは０．３ｍ ～０．４ｍ 間隔である。
ＳＴ１０は ＳＴ０２の北側にあり、礎石（Ｓ４・７）とは０．４５ｍ ～０．５ｍ 間隔である。ＳＤ０５・１０は、ＳＴ０２の軸に沿
って走行方向すること、ＳＴ０２と近接することから、ＳＤ０５・１０は ＳＴ０２の雨落ち溝と推測した。　出土遺物：
なし。　時期：ＳＴ０２と同時に存在した可能性が高い。

ＳＤ０６ ［ 第１５４図、 ＰＬ４３、 遺物 ： 第１９７図 ］

位置：ⅤＫ０３・０８グリッド。　検出：平坦地１３のトレンチ土層断面で本遺構の存在を確認した。土層断面
観察で、盛土（第１５４図 ６ 層）上面から掘り込んでいることを確認した。面調査では、Ⅷ層上面で本遺構
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ⅤL17-01ⅤL16-08
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  1　10YR4/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　細砂質
  2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
        細砂　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
  3　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　細砂　
        φ10 ～ 30mm 花崗岩粒ブロック少量混入
  4　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりなし　細砂　
        φ10 ～ 20mm 灰黄色土ブロック少量混入
  5　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　砂質　
        φ10 ～ 20mm にぶい黄色土ブロック少量混入
  6　     －          褐色土　SD03 埋土
  7　     －          褐色土　SD03 埋土
  8　10YR5/3　にぶい黄褐色土　SD03 埋土
  9　10YR6/2　灰黄褐色土　SD03 掘方
10　2.5Y5/2      暗灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ10 ～ 20mm にぶい黄色土ブロック少量混入 
11　10YR6/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒少量混入

第152図　SD03・SH02　遺構図

SD03･SH02

第 152 図　SD03・SH02　遺構図
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2m(1:60)0

2m(1:80)0

VL21-03

VL17-01

VL22-05VL21-05

VL16-07

  1　10YR6/1　褐灰色土　しまりなし　砂質　
        未分解植物片混入　耕土（基本土層Ⅰ1 層）
  2　10YR5/1　褐灰色土　しまりややあり　粘性あり　砂質
        （基本土層Ⅰ2 層）
  3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
        砂質（基本土層Ⅱ層）
  4　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性あり　砂質　
        φ10 ～ 50mm 黄灰色粘質土ブロック混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒多量混入（基本土層Ⅲ層）
  5　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　
        φ10 ～ 100mm 黒褐色土ブロック混入
  6　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性ややあり
        砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒多量混入（基本土層Ⅴ層）
  7　10YR5/6　黄褐色土 しまりあり　粘性強い　砂質　
        φ10 ～ 100mm 明黄褐色粘質土ブロック混入
  8　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりなし　粘性弱い　砂質　
        炭化物粒少量混入
  9　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりなし　粘性弱い　砂質　
        炭化物粒少量混入（基本土層Ⅵ層）
10　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりややあり　粘性あり　
        砂多量混入
11　10YR5/2　灰黄褐色土　
        φ10 ～ 50mm 明黄褐色土ブロック混入　砂多量混入
12　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性あり　
        砂混入

第 153 図　SD04・07　遺構図
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のプランを確認した。　重複：なし。　構造：山裾に沿う状態で延び、長さ８．８４ｍ、最大幅０．４１ｍ、検出
面からの深さ１７ｃｍ を測る。土層断面から、本遺構は盛土（第１５４図 ６ 層）に伴う遺構と判断した。壁は
南東側（山裾側）がほぼ直角に立ち上がり、北西側がやや緩やかに立ち上がる。構築時期は、盛土内から
近世後半のすり鉢（７１）が出土したことから、近世後半以降と推定される。　出土遺物：遺構内からの遺
物はないが、盛土（第１５４図 ６ 層）から近世後半のすり鉢（５８）が出土した。　時期：本遺構の掘込み面
から、近世後半以降と推測する。

ＳＤ０８ ・ ０９ ［ 遺構 ： 第１５５・１５６図、 ＰＬ４１］

位置：ＳＤ０８はⅤＰ０７・１２グリッド、ＳＤ０９はⅤＰ０７・１２・１７グリッド。　検出：平坦地 ２（西）のトレンチ
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平坦地13

地表面観察で確認された平坦地の縁辺

2m(1:80)0
土器　1：10

ⅤK04-13

ⅤK08-05

ⅤK03-07

  1　10YR3/2　黒褐色土　表土　草木・木根・花崗岩粒多量混入
  2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりなし　砂質　崩落土　花崗岩粒ブロック少量混入
        花崗岩上部の灰色砂質土主体層　φ2 ～ 4mm 花崗岩粒・黒色粒少量・木根多量混入
  3　10YR4/6　褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　崩落土　
        褐色花崗岩崩れ・φ2 ～ 5mm 花崗岩・花崗岩粒少量混入
  4　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　砂質　崩落土　
        花崗岩ブロック少量混入　φ2 ～ 4mm 花崗岩粒少量混入
  5　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　SD06 埋土　暗褐色砂質土・花崗岩粒ブロック混合層　
        φ5 ～ 10mm 花崗岩粒少量混入
  6　10YR4/4　褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　盛土　花崗岩粒ブロック少量混入　褐色砂質土主体層　
        φ2 ～ 4mm 花崗岩粒少量混入
  7　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　盛土　黒色粒・花崗岩粒少量混入
  8　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　盛土　花崗岩ブロック多量混入　
        木根多量・ややシルト化した褐色土混入
  9　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　砂質　盛土　花崗岩粒ブロック少量混入　花崗岩粒少量混入
10　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　盛土　花崗岩粒ブロック多量混入　
         9 層の土と花崗岩ブロック混合層
11　10YR6/2　灰黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　盛土　花崗岩が崩れた土主体層　白色
12　10YR4/3　にぶい黄褐色土　砂質　盛土　花崗岩粒ブロック混入　褐色砂質土に花崗岩粒の混合
13　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　盛土　花崗岩が崩れた土と褐色土の混合層
14　10YR5/6　黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　花崗岩粒ブロック少量混入　φ2 ～ 5mm 花崗岩粒・黒色粒少量混入

第154図　SD06　遺構図

SD06

第 154 図　SD06　遺構図
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第 155 図　SD08・09・11　遺構図 1
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土層断面で重複する ２ 基の落込みを確認した。落込みの規模と形状を捉えるために面調査を行ったとこ
ろ、 ２ 条の溝跡と判明した。検出面はⅧ層上面である。　重複：ＳＤ０８が０９を切る。　埋土：斜面上方か
らの崩落土（第１５６図 A‐A′５ 層）が ＳＤ０８・０９を覆う。　構造：ＳＤ０８は長さ１１．９６（ 現存 ）ｍ、最大幅０．４４ｍ、
検出面からの深さ４２ｃｍ を測り、山裾に沿って延びる。本遺構の北側は、埋土の遺存状況が悪く、また検
出面（Ⅷ層）と本遺構の埋土が酷似していた。本遺構は幅が狭い一方、検出面から底面まで深いことが特
徴である。壁は斜面上方がほぼ垂直に立ち上がる。底面には凹凸がある。ＳＤ０９は北側が ＳＤ０８で切られて
おり、現存する長さは１１．２１ｍ、最大幅０．６０ｍ、検出面からの深さ５７ｃｍ を測り、山裾に沿って延びる。　
出土遺物：ＳＤ０８・０９ともになし。　時期：ＳＤ０８は ＳＤ１１を切ることから、１６世紀後半以降と推測する。

ＳＤ１１ ［ 遺構 ： 第１５５・１５６図、 ＰＬ４１、 遺物 ： 第１９６図 ］

位置：ⅤＰ０７・０８グリッド。　検出：平坦地 ２（東）の土層断面で溝状の落込みを確認し、面調査ではⅧ
層上面で検出した。　重複：ＳＤ０８に切られる。　構造：平坦地 ２（東）の南西側、山裾に沿って延びる溝
跡である。調査で確認された部分は長さ５．６７ｍ（ 現在 ）、最大幅０．６０ｍ、検出面からの深さは３０ｃｍ を測る。 
出土遺物：ほぼ完形に近い状態で大窯 ３ 段階（後半）の丸皿（ ２ ）が出土した。　時期：出土遺物から１６
世紀後半以降と推測する。
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4m(1:40)0

 A-A’
  1　     －　       表土   
  2　10YR5/4    にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性強い　砂質
        細砂混入
  3　10YR5/6    黄褐色土　しまりなし　粘性弱い　砂質　
        砂多量・φ1 ～ 10mm 風化花崗岩粒少量混入
  4　10YR5/2    灰黄褐色土　しまりなし　粘性なし　崩落土　
        花崗岩粒・灰黄褐色砂・褐色土（10 層）の混合層　
        3 者がブロック状に入る　主体は灰黄褐色砂　木根多量混入
  5　10YR4/2    灰黄褐色土　しまりなし　粘性なし　崩落土　
        4 層に似るが、褐色土（10 層）の割合多い
  6　7.5YR4/4   褐色土　砂土　SD08 埋土　
        7 層の砂と暗褐色砂質土混合層　φ2 ～ 4mm 花崗岩
  7　10YR5/4    にぶい黄褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質
        SD09 埋土　φ2 ～ 4mm 花崗岩粒主体層に花崗岩中粒砂混入
  8　10YR7/2    にぶい黄橙色土　地山　
        木根・白色岩の中に黒褐色の文様混入
  9　10YR4/3    にぶい黄褐色土　砂土　地山　変成岩風化層　
        花崗岩の中に嵌入する層
10　7.5YR4/4   褐色土　砂土　地山　
        色調は異なるが、土質は 9 層と同じ変成岩風化層
B-B’
  1　10YR6/4　にぶい黄橙色土　砂質　崩落土　
        花崗岩粒多量混入　黄橙色層と花崗岩粒の混合層
  2　10YR4/4　褐色土　しまりなし　砂質　SD08 埋土　
        褐色砂質土と花崗岩粒の混合層
  3　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　砂質　SD09 埋土
        SD08 埋土に似るが、花崗岩粒多く、粒子の大きさ異なる
  4　     －          地山（基本土層Ⅷ層）
C-C’
  1　10YR3/1    黒褐色土　砂質　表土　草木、根で構成
  2　10YR5/4    にぶい黄褐色土　砂質　崩落土　
        φ2 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
  3　10YR4/4    褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　崩落土　
        変成岩風化層とφ2 ～ 4mm 花崗岩粒混合層　前者主体層
  4　10YR5/4    にぶい黄褐色土　砂質　崩落土　
        2 層と 3 層（変成岩風化層）の混合層　
        φ3 ～ 6mm 花崗岩粒少量混入　2 層の土と花崗岩粒主体層
  5　10YR5/4    にぶい黄褐色土　砂質　崩落土　
        2 層と 3 層（変成岩風化層）の混合層　
        黒色粒・φ3 ～ 4mm 花崗岩粒少量混入　3 層の土主体層
  6　10YR4/3    にぶい黄褐色土　しまりなし　砂質　SD08 埋土
        黒色粒・花崗岩粒少量混入　変成岩風化層主体層
  7　10YR5/6    黄褐色土　砂質　SD11 埋土　
        褐色砂質土・黒色粒少量混入　2 層の土主体層
  8　10YR4/3    にぶい黄褐色土　砂質　SD11 埋土　
        黒色粒少量混入　変成岩主体層
  9　10YR5/6    黄褐色土　しまりあり　砂質　SD11 埋土　
        花崗岩粒少量混入　7 層に入る黄褐色土主体層
10　7.5YR4/4   褐色土　砂質　地山　変成岩風化層

第156図　SD08・09・11　遺構図2

SD08･09･11

第 156 図　SD08・09・11　遺構図 2
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（７）焼土跡
ＳＦ０１ ［ 遺構 ： 第 １５８ 図、 ＰＬ４１］

位置：ⅤＬ１３・１８グリッド。　検出：平坦地 ７ で中世遺構調査後、谷状地形を埋める以前に遺構が存在し
たか否かを確認するためにトレンチを掘削した。本遺構は５０トレンチの精査で確認した遺構である。トレ
ンチでⅧ層上面（ ４ 調査面）を精査したところ、炭化物の広がりと円形の落込みを検出した。炭化物は、
長辺１．９１m、 短辺０．７８ｍ を測る。 しかし、 両者の新旧関係が確認できなかったため、両者に同一遺構名
を付けて調査を行った。　埋土： ３ 層は炭化物層で、 ４ 層は焼土層である。 ４ 層は地山が被熱した部分
である。　構造：長辺０．５４ｍ、短辺０．４５ｍ、検出面からの深さ１０ｃｍ を測る。西側に分布する炭化物は、
不整形を呈する。炭化物は、最も厚い場所で約１０ｃｍ を測る。　出土遺物：なし。　時期：炭化物の放射
性炭素年代測定を ３ 点行った。その結果、暦年代範囲（２σ）は、①が１,２８５ｃａｌＡＤ－１,３２０ｃａｌＡＤ、１,３５０ｃ
ａｌＡＤ－１,３９２ｃａｌＡＤ、②が１,３２８ｃａｌＡＤ－１,３４１ｃａｌＡＤ、１,３９５ｃａｌＡＤ－１,４３８ｃａｌＡＤ、③が１,２８６ｃａｌＡＤ－１,３２４ｃａｌＡ
Ｄ、１,３４６ｃａｌＡＤ－１,３９４ｃａｌＡＤ であった。１３世紀中頃～１５世紀前半の値を示した。年代測定の結果と ＳＴ０２
の構築時期から、１３世紀中頃～１５世紀前半と推測する。

（８）石列
ＳＨ０１ ［ 遺構 ： 第 １５９ 図、 ＰＬ４３］

位置：ⅤＫ20・Ｌ16グリッド。　検出：平坦地 7 のⅢ層上面（ １ 調査面）で検出した。本遺構は、直線的
に礫が並んでおり、礫上面のレベルは異なる。Ⅲ層上面で礫の上面を確認したものと、Ⅲ層上面を若干下
げて確認した礫とがある。　重複：なし。　構造：北西－南東方向に１０個の礫が並ぶ。石列の長さは９．０３
ｍ を測る。各礫は北東側に面をそろえて設置されている。また、北西隅にある巨礫を除いて下面のレベル
が一致する。　出土遺物：掘方より近世後半以降の陶磁器が出土した。 ６ 層・ ９ 層・１０層（第１５９図 B‐B′）
が掘方であるが、出土層位は特定できない。　時期：出土遺物と検出面とから、近世後半以降と推定する。

（9）柵列
ＳＡ０１ ［ 遺構 ： 第 １６０ 図、 ＰＬ４３］

位置：ⅤＫ１８・２３グリッド。　検出：平坦地 ６ のⅧ層上面で検出した。本遺構は、平坦地 ６ の縁辺部にあ
る。　重複：なし。　構造： ８ 基のピット（Ｐ１～８）で構成される。Ｐ１～ ６ は１．２～２．１ｍ 間隔で北東－ 南
西方向に直線的に並ぶ。ピット列の長さは８．２６ｍ を測る。しかし、Ｐ２と Ｐ５ 付近など折れが認められる。
平坦地 ６ は尾根部分を削平して形成されているため、縁辺部の平面形は細かく蛇行する。本遺構に折れが
あることは、縁辺部に沿って構築されていることを示す。Ｐ６・７は１．２２ｍ 間隔で、Ｐ１～７の列と並行する。
出土遺物：なし。　時期：埋土が ＳＴ０１と酷似することから、近世以降と推定する。

註

１)  　第 ８ 節では、飯田市域とその周辺における中世城郭や中世遺跡の発掘成果などから、本遺構の性格について触れる。
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A-A’・B-B’
  1　10YR4/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・炭化物粒少量混入（基本土層Ⅰ1 層）
  2　10YR5/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性あり　φ10 ～ 100mm にぶい黄褐色
        ブロック少量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅰ2 層）
  3　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまり強い　φ10 ～ 100mm にぶい橙色土ブロック
        少量混入　砂混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅱ層）
  4　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　
        φ10 ～ 100mm 黄褐色砂質土ブロック少量混入　砂・花崗岩粒多量混入
        （基本土層Ⅲ層）
  5　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　
        にぶい黄色砂質土ブロック少量混入　砂多量・花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅳ層）
  6　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　
        褐灰色土ブロック少量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅴ層）
  7　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　φ10 ～ 30mm 黄色砂質土ブロック
        少量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・炭化物粒少量混入（基本土層Ⅵ層）
  8　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　
        灰黄褐色土・φ2 ～ 3mm 花崗岩・炭化物少量混入（基本土層Ⅶ1 層）
  9　10YR4/3　にぶい黄褐色土　φ10 ～ 20mm 花崗岩粒ブロック少量混入　砂混入
        （基本土層Ⅶ2 層）
10　10YR4/3　にぶい黄褐色土　砂混入　花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅶ2 層）

C-C’
  1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂混入（基本土層Ⅶ1 層）
  2　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性あり　φ10 ～ 100mm 黄褐色土
        ブロック少量混入
  3　10YR5/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 50mm 橙色土ブロック少量混入　砂混入
  4　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
        φ10 ～ 50mm 橙色土ブロック少量混入　粗砂多量混入
  5　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　φ10 ～ 20mm 橙色土ブロック・
        明黄褐色土ブロック少量混入　砂多量混入
  6　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　
        φ10mm 橙色土ブロック・灰黄色花崗岩粒ブロック少量混入

11　10GY6/1　緑灰色土　φ10 ～ 100mm 灰色粘土ブロック少量混入　砂多量混入
        （基本土層Ⅶ2 層）
12　10YR6/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 50mm 黄灰色細砂ブロック少量混入細砂多量・
        φ10 ～ 20mm 花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅶ2 層）
13　2.5Y5/1     黄灰色土　細砂　花崗岩粒多量混入（基本土層Ⅶ2 層）
14　10YR6/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘質　
        φ10 ～ 100mm 灰色粘土ブロック少量混入　砂・花崗岩粒多量混入
        （基本土層Ⅶ2 層）
15　10Y5/1      灰色土　細砂質　花崗岩粒少量混入（基本土層Ⅶ2 層）
16　10YR6/3　にぶい黄橙色土　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒多量混入（基本土層Ⅶ2 層）
17　2.5Y3/2     黒褐色土　細砂　φ10 ～ 20mm 明黄褐色粘質土ブロック多量混入
        （基本土層Ⅶ2 層）
18　2.5Y6/4     にぶい黄色土　細砂質（基本土層Ⅶ2 層）
19　10YR6/3　にぶい黄橙色土　φ10 ～ 100mm 灰黄褐色土・褐色砂質土・
        にぶい黄橙色土ブロック少量混入（基本土層Ⅶ2 層）
20　10YR6/2　灰黄褐色土　φ10 ～ 100mm 褐色砂質土・φ10 ～ 50mm
        にぶい黄橙色花崗岩粒ブロック少量混入（基本土層Ⅶ2 層）
21　10YR6/3　にぶい黄橙色土　
        φ10 ～ 20mm オリーブ灰色細質土ブロック少量混入　酸化鉄集積あり
        （基本土層Ⅶ2 層）
22　      －         地山（基本土層Ⅷ層）

  7　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　砂質　
        褐灰色粘質土ブロック少量混入　φ10 ～ 100mm 橙色土少量混入
  8　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　
        φ10mm にぶい黄色土ブロック少量混入　花崗岩粒多量混入
  9　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性あり　
        φ10 ～ 200mm 橙色土ブロック多量混入　砂混入
10　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂主体　
        φ10 ～ 20mm にぶい橙色土ブロック少量混入　砂多量混入
11　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　
        φ10 ～ 50mm 橙色土ブロック・にぶい橙色土ブロック少量混入
12　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　
        φ10 ～ 100mm 黄褐色粘質土少量混入

1　7.5YR5/3      にぶい褐色土　しまりあり　粘性強い　粘質　
      φ10 ～ 20mm 明赤褐色焼土ブロック少量混入  
2　10YR5/2       灰黄褐色土　
      φ10 ～ 50mm 明褐色粘質土ブロック・オリーブ灰色砂質土ブロック少量混入
3　10YR1.7/1　黒色土　炭化物層   　　
4　2.5YR4/3       にぶい赤褐色土　しまりあり　焼土 
5　10YR1.7/1    黒色土　炭化物混入φ10mm 焼土ブロック少量混入

SF01

第 158 図　SF01　遺構図

第 157 図　Ⅶ１下層トレンチ　遺構図　土層注記
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C-C’
1　10YR5/1　褐灰色砂質土　しまり弱い　粘性あり
      （基本土層Ⅰ2 層）
2　10YR5/4　にぶい黄褐色砂質土　しまりあり　
      粘性弱い　φ20 ～ 50mm 黄灰色粘質土ブロック・
      にぶい黄橙色砂質土ブロック少量混入
      （基本土層Ⅱ層）
3　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性あり　
      φ10 ～ 50mm 黄灰色粘質土ブロック少量混入　
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒多量混入（基本土層Ⅲ層）
4　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い  
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒多量混入（基本土層Ⅴ層）
5　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　
      砂質　炭粒混入
6　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
      砂質　炭化物粒少量混入（基本土層Ⅵ層）

B-B’
  1　10YR5/2　灰黄褐色土　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量・薄層の風化花崗岩粒多量混入
  2　10YR5/2　灰黄褐色土　明褐色砂質土ブロック少量混入
  3　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性あり　砂質　φ10 ～ 50mm 褐灰色土ブロック少量混入
  4　10YR4/3　褐色土　細砂　φ10 ～ 50mm 褐灰色土ブロック少量混入
  5　10YR5/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性弱い
  6　10YR4/3　にぶい黄褐色土　細砂質　φ10 ～ 100mm 褐灰色粘質土ブロック少量混入　掘方
  7　10YR6/2　灰黄褐色土　しまり強い　粘性弱い　φ10 ～ 30mm 灰黄褐色土ブロック・φ10 ～ 50mm 緑灰色土ブロック混入
  8　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　φ10 ～ 50mm 褐色土ブロック少量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒少量混入
  9　7.5YR4/4   褐色土　砂質　φ10 ～ 20mm 灰黄褐色土ブロック少量混入　掘方
10　10YR4/2　灰黄褐色土　砂質　にぶい黄褐色土ブロック少量混入　φ10 ～ 50mm 褐色砂少量混入　掘方
11　10YR6/1　褐灰色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　砂多量混入
12　     －          黒褐色土
13　     －          黄灰褐色土
14　     －          暗褐色土

SH01

第 159 図　SH01　遺構図
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第 160 図　SA01　遺構図
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1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      φ3 ～ 7mm 花崗岩の礫少量混入
2　10YR4/6　褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      φ3 ～ 4mm 礫・炭化物少量混入
3　10YR4/2　灰黄褐色土　
      しまり弱い　粘性なし　
      φ2 ～ 5mm 花崗岩の礫少量混入

SA01
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第 ３節　２区の遺構

１　概要
２ 区は調査対象地内の中央部、独立丘陵の尾根部分である（第１２８図）。
平成２４年度の踏査（地表面観察）で、堀切と考えられる窪みや平坦地がみつかり、現況測量図を作成し

た（第１６１図）。平坦地は、尾根筋の東側や尾根の裾で確認した（第１６２図）。
発掘作業はトレンチ調査（第１６３図）から着手し、窪みは堀切か、平坦地は人為的なものか、尾根筋に

遺構が存在するかを軸に検討した。その結果、この窪みは幅約 ３ ｍ、深さ約 ２ ｍ、断面形が Ｖ 字形の落込
みで、平坦地は人為的に構築したと考えられるものがあった。尾根筋に遺構はないことが分かった。

　　
２　基本土層 （ 第１６４図 ）

尾根筋では表土直下が地山（灰色の花崗岩風化層）となる。尾根の両側斜面では表土下層に斜面からの
堆積土、地山（褐色の花崗岩風化層）となる。この堆積土は地山との峻別が困難な場所もあった。基本土
層については、整理作業時に再検討して作成した。

神之峯城跡 ２ 区の基本土層
Ⅰ層：１０ＹＲ４／１　褐色。φ１～５ｍｍ 花崗岩粒が１０％混入。表土。尾根の全域に堆積する。
Ⅱ層：斜面に堆積し、土質や色調によって ４ 分層した。

Ⅱ１ 層：２．５Ｙ５／６　黄褐色。全体に褐色化する砂質のシルトで、木根が多く入る。地山（花崗岩
風化層、Ⅲ１ 層）を基調とするφ１～５ｍｍ 花崗岩粒が５％混入する。粘性が弱く、しまり
がある。現地指導を受けた松島信幸氏からは、森林土壌と認識できるとの指摘を受けた。
粘性があり、しまる。

Ⅱ２ 層：２．５Ｙ５／２　暗灰褐色。灰色の花崗岩風化層主体層で、斜面上方（尾根筋）の堆積する花崗
岩風化層、Ⅲ ２ 層）が風雨等により流されたものと推測される。φ１～５ｍｍ 花崗岩粒が
４０％混入する。粘性が弱く、しまりがある。

Ⅱ３ 層：２．５Ｙ５／２　暗灰色。全体に褐色化する砂質のシルトである。地山（花崗岩風化層、Ⅲ １ 層）    
を基調とする。φ１～１０ｍｍ 花崗岩粒が１０％混入する。粘性が弱く、しまりがある。

Ⅱ４ 層：２．５Ｙ５／１　暗灰褐色。砂質を帯びる。粘性が弱く、しまりが弱い。
Ⅲ層：地山（花崗岩風化層）で、土質と色調によって ３ 分層した。

Ⅲ１ 層：７．５ＹＲ４／９　褐色。全体に褐色化し、場所によっては赤褐色を示す。砂質のシルトである。
尾根筋では確認されず、斜面で確認される。ＳＤ２０１埋土に多く混入する。

Ⅲ２ 層：７．５ＹＲ４／１　褐色。基調は赤褐色に近く、砂質を強く帯びる。粒子は砂に近い。尾根筋のな
かで、ＳＤ２０１の屈曲点南西側で確認される。

Ⅲ３ 層：１０ＹＲ７／６　明黄褐色。全体に灰色～白色化する。尾根筋で確認された層で、花崗岩の上面

が風化によって柔らかくなったと推定される。ＳＤ２０１埋土に多く混入する。

３　遺構
（１）概要

２ 区で検出された遺構は、溝跡 １ 条、石組み遺構 １ 基、土坑 １ 基である（第１６５～１６７図）。以下、遺構
ごとに記載する。
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（２）溝跡
ＳＤ２０１ ［ 遺構 ： 第 １６８ ～ １７５ 図 PL４４ ～ ４６］

位置：ⅤＥ１３・１４・１７～１９・２２・２４・Ｊ０５・１０・Ⅵ Ａ２１・Ⅵ Ｆ０１・０６・０７・１１・１２・グリッド。　検出：ト
レンチ調査の結果を受け、尾根筋と直交方向に延びる落ち込みの存在を想定して、Ⅲ １ 層上面で面調査を
行った。尾根の西側は急斜面で、安全面を考慮してトレンチ調査に留めた。　重複 ： 本遺構埋没後に、
ＳＨ２０１と ＳＫ２０１が構築されている。　埋土：本遺構には、薄い層がレンズ状に複数堆積する。場所によっ
て堆積状況に異なりがあるが、基本土層Ⅲ １ 層を基調とする層、Ⅲ ２ 層を基調とする層、Ⅲ ３ 層を基調と
する層に分けられる。　構造：西側は斜面の裾まで垂下し、東側は尾根筋に沿って南東側に屈曲し、平面
形は逆 Ｌ 字形を呈する。長さは４８．３９ｍ（面調査部分：１７．７３ｍ、トレンチ調査部分：３０．６６ｍ）で、最大幅（検
出面）４．０ｍ、最大深度（検出面から底面まで）２．９３ｍ を測る。屈曲部を境界として、その西側と東側とで
は、断面形状と深さに異なりがある。西側は、断面形状が Ｖ 字形（Ａ－Ａʼ、Ｂ－Ｂʼ）で、深さが２．０～２．５ｍ
を測るが、東側は上方が開口する Ｕ 字形（Ｇ－Ｇʼ、H－Hʼ）となる。尾根筋では、随所で地山の巨礫が露
出しており、断崖絶壁の様相を呈する。屈曲部付近では、底面に窪みを確認した。また、底面の傾斜は、
東側は南東から北西に、屈曲部から西側は南西方向に下がる。　性格：考古学的視点から橋口定志氏、
地形的視点から松島信幸氏に現地指導を得た。橋口氏は ＳＤ２０１が人為的に掘削した堀で、その性格は尾根
もしくは谷を囲む本境堀と解釈できるとされた（橋口１９９０・１９９１）。松島氏は、ＳＤ２０１は尾根筋が折れた
場所に位置しており、この折れは地殻変動（張力によるもの）により形成されたものと考えられるとされ
た。両氏の指導を受け、本遺構の底面に地割れが確認できないこと、本遺構の西側と東側とで重複がみら
れず、両者を一体として捉えられること、城郭遺跡が立地する独立丘陵から発見されたこと、以上の理由
から「遺構」として判断した。性格は主郭部から遠い場所においても「堀切」が確認された発掘調査事例

（三重県山神城跡）がある（大川ほか１９９２）ことから、尾根を断ち切る堀切と解釈した。　出土遺物：なし。
時期：埋土出土の炭化物の放射性炭素年代測定の結果は、 １ 世紀～１４世紀後半の年代を示し幅が広い。本
遺構埋没後に構築した ＳＨ２０１と ＳＫ２０１は近世と推定したこと、城郭遺跡のなかに本遺構のような規模の断
面形（Ｖ 字形・Ｕ 字形）を示す堀切が存在する場合、その時期は一般的に中世～近世に帰属することから、
中世～近世と推測する（註 １ ）。

（３）石組み遺構
ＳＨ２０１ ［ 遺構 ： 第 176 図 PL４６］

位置：ⅥＦ１２グリッド。　検出：ＳＤ２０１調査時に本遺構の存在を確認した。トレンチ土層断面を検討した
結果、ＳＤ２０１が埋没した後に構築されたと判断した。２０２トレンチ１０層上面で面調査を行い、石組みの配
置を確認した。　重複：ＳＤ２０１と重複し、本遺構が新しい。　埋土：石組み上部には盛土が被さる。掘方
は ３ 分層した。　構造：拳大～人頭大の礫が方形に配置され、石組みは一段である。規模は東西１．３ｍ、
南北１．３ｍ を測る。礫は北面と西面で外側の面が揃っている。石組みの南東側に浅い円形の窪みがある
が、石組みと重複するか、石組みに伴うかは不明である。盛土の平面範囲を捉えることができなかった。
なお、土層断面で確認された盛土は、最も厚い場所で１５cm を測る。石組みの下層には、平面形が隅丸方
形を呈する掘方がある。　出土遺物：なし。　時期：ＳＫ２０１より古い。　性格：本遺構は尾根筋直下にあ
ることと、盛土により小規模な塚状を呈していること、本遺構に伴うと推測した ＳＫ２０１から銭貨が出土し
ていることから、境界を示す牓示と推測できよう。しかし、塚状の遺構にかかる石組みが必要な理由につ
いては、今後の調査事例との検討で明らかにする予定である。



- 243 -- 242 -

第 3 節　２区の遺構

A

A

B

BC

C

G

G

D

D

E

E

F

F

H

H

I

ISH201

SK201

206T

215T

219T

217T

220T

204T

233T

211T
229T

213T

212T

202T

214T

221T

SD201
SD201

232T

203T

調査区外

656
.69

656
.70

656
.69

652
.56

652
.73

664
.36

660
.38

662
.78

668
.06

W

660
.89

661
.19

651
.92

652
.95

651
.46

652
.45

655
.84

656
.04

656
.71

656
.92

656
.91

656
.98

653
.29

654
.28

654
.61

655
.61

655
.83

656
.84

658
.01

(土
)

(土
)

(土)

(
土
)

(土)

(土
)

(土
)

(
土

)

(土
)

(土
)

(
土
)

(
土
)

(岩
)

(
土
)

(土
)

(土
)

(土
)

(土
)

657
.63

657
.09

662
.12

660
.67

671
.84

674
.79

681
.14

674
.27

669
.35

672
.05

679
.65

672
.79

692
.20

689
.23

688
.24

682
.50

678
.57

680
.20

680
.98

678
.18

674
.48

671
.63

668
.63

668
.09

677
.86

665
.91

671
.45

663
.89

683
.86

672
.61

666
.09

666
.48

669
.92

663
.80

659
.91

654
.28

654
.56

661
.02

658
.63

657
.50

665
.39

666
.27

659
.12

662
.28

661
.01

658
.74

656
.69

656
.70

656
.69

652
.56

652
.73

664
.36

660
.38

662
.78

668
.06

W

660 6
6
5 670 675

675

680

6
8
5

690

66
5

67
0

67
5

68
0

685

6
9
0

(土
)

666
.48

692
.20

677
.87

677
.26

667
.11 661

.32

663
.37

662
.45

661
.34

656
.97

658
.32

680
.57

681
.82

681
.64

675
.77

666
.16

666
.54

667
.13

668
.04

660
.89

661
.19

660
.87

667
.08

667
.81

665
.96

665
.51

651
.92

652
.95

651
.46

652
.45

655
.84

656
.04

656
.71

656
.92

663
.34

662
.53

661
.20

656
.91

656
.98

653
.29

654
.28

654
.61

655
.61

655
.83

656
.84

658
.01

659
.13

ⅤO1ⅤN1

ⅤI1 ⅤJ1

ⅤE1ⅤD1

ⅥL1ⅥK1

ⅥF1 ⅥG1

ⅥB1
ⅥA1

ⅤO1ⅤN1

ⅤI1 ⅤJ1

ⅤE1ⅤD1

ⅥL1ⅥK1

ⅥF1 ⅥG1

ⅥB1
ⅥA1

ⅤI1

ⅤN1

２区

1 区

3 区

10m(1:250)0

（1:2,000） 50m0

ⅤE17

ⅤE20

ⅥA16

ⅤE15

ⅥA11

ⅤE23

ⅤE25

ⅥA21

ⅥA22

ⅤJ03

ⅤJ04

ⅤJ05

ⅥF01

ⅥF02

ⅤJ08

ⅤJ09

ⅤJ10

ⅥF06

ⅥF07

ⅤJ13

ⅤJ14

ⅤJ15

ⅥF11

ⅥF12

ⅥF16

ⅥF17

SD201

第 168 図　SD201　遺構図 1



- 245 -- 244 -

第 ５ 章　神之峯城跡

206T

215T

217T

220T

204T

SD201

SD201

SD201

A

A

B

B

D

E

E

C

C
D

4m(1:100)0

Ⅴ
E1

7

Ⅴ
E2

3

Ⅴ
E1

8

SD201

第 169 図　SD201　遺構図 2



- 245 -- 244 -

第 3 節　２区の遺構

681.000

1

2
3

4

2

5

67
7

9

8 10

11

12

13
1417

19

15

16 18

20

21 21

22

23
24

25

26
26

29

27

28

31

30

31

29

32

33

34

3536
37

14

681.000

1
2

3

4

5

6
7 8

910

11 22 23 37

1213

14

15

16
17

18
19

21
20 調査で設定した段

22 2324

25

26
27

28

29

30

31
32

33

34
35

36

3738

39 40
41

42

43
44

45

46

47

48

49

50

51

52

53
54

55 56
57

58

59 60
6162

63

64

65

6667 68

A A

BB

2m(1:60)0

  1　10YR5/1　褐灰色土　
        しまりなし　粘性弱い　砂質
        砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩
        粒 5% 混入
  2　10YR5/2　灰黄褐色土　
        しまり弱い　粘性弱い　砂質
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5%
        混入
  3　10YR5/2　灰黄褐色土　
        粘性弱い　砂質　
       φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20%
       混入 
  4　10YR5/1　褐灰色土　
        しまり弱い　粘性弱い　砂質
        砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗
        岩粒 10% 混入
  5　10YR5/3　にぶい黄褐色土　
        しまりあり　粘性弱い　砂質
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30%
        混入
  6　10YR5/2　灰黄褐色土　
        しまりあり　粘性弱い　砂質
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20%
        混入　近世以降の瓦出土　
        SD201 埋土
  7　10YR6/3　にぶい黄橙色土　
        しまり弱い　粘性弱い　砂質
        砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩
        粒 30% 混入　所々φ1.5mm
        花崗岩粒 5% 混入　
        SD201 埋土
  8　10YR5/3　にぶい黄褐色土　
        砂質　粗砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10%
        混入　SD201 埋土

  9　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
10　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
11　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
12　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
13　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
14　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　
        SD201 埋土
15　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粗砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
16　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　粗砂主体層　花崗岩粒 1%　SD201 埋土
17　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
18　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粗砂多混　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
19　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粗砂多混　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
20　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
21　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
22　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粗砂混　砂主体層　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
23　10YR5/3　にぶい黄褐色土　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
24　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土

25　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　
        やや粒子粗い　SD201 埋土
26　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
27　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入 　
        SD201 埋土
28　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粗砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
29　10YR6/3　にぶい黄橙色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
30　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　
        SD201 埋土
31　10YR6/3　にぶい黄橙色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
32　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　粗砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入 　
        SD201 埋土
33　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　
        SD201 埋土
34　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂主体層　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
35　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　砂主体層　花崗岩粒 1%　SD201 埋土
36　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 30% 混入　
        SD201 埋土
37　10YR5/4　にぶい黄褐色土　砂質　砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　
        SD201 埋土

  1　10YR4/1　褐灰色土　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 風化花崗岩粒 20% 混入　表土
  2　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・粗砂 20% 混入
  3　2.5Y6/2      灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　粗砂　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
  4　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
  5　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
  6　10YR7/1　灰白色土　砂質　花崗岩粒層　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒より成す　
        SD201 埋土
  7　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　細砂混　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
  8　10YR5/1　褐灰色土　粘性弱い　砂質　粒子細かい　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
  9　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
10　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒主体層　
        SD201 埋土
11　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
12　10YR4/3　にぶい黄褐色土　砂質　粒子細かい　細砂混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
13　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入　SD201 埋土
14　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
15　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 50% 混入　SD201 埋土

SD201断面図

第 170 図　SD201　遺構図 3
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B-B’ つづき
16　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
17　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入　SD201 埋土
18　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
19　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入　SD201 埋土
20　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
21　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒混入　SD201 埋土
22　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
23　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
24　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　細砂少混　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
25　10YR4/4　褐色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　粗砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
26　10YR4/3　にぶい黄褐色土　細砂混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
27　10YR6/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
28　10YR4/3　にぶい黄褐色土　SD201 埋土
29　10YR6/1　褐灰色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
30　10YR7/2　にぶい黄橙色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
31　10YR6/1　褐灰色土　砂質　細砂主体層　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
32　10YR4/3　にぶい黄褐色土　細砂多混　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 5% 混入　
        SD201 埋土
33　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性あり　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
34　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性あり　粒子細かい　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
35　10YR5/1　褐灰色土　砂質　細砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
         SD201 埋土
36　10YR7/1　灰白色土　しまりなし　粘性なし　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 50% 混入　SD201 埋土
37　10YR5/4　にぶい黄褐色土　砂多混　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
38　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粒子細かい　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
39　10YR7/1　灰白色土　しまりなし　粘性なし　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 50% 以上混入　SD201 埋土
40　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粒子細かい　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土

41　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 50% 以上混入　SD201 埋土
42　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
43　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　細砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
44　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
45　10YR7/1　灰白色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 50% 混入　SD201 埋土
46　10YR4/4　褐色土　砂質　細砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
47　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　粒子細かい　細砂・粗砂混　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
48　10YR5/2　灰黄褐色土　粒子細かい　細砂多混　SD201 埋土
49　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性あり　φ1 ～ 3mm 粗砂 40% 混入
        SD201 埋土
50　10YR4/4　褐色土　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
51　10YR6/1　褐灰色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
52　10YR4/3　にぶい黄褐色土　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
53　10YR4/4　褐色土　粘性弱い　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
54　10YR4/2　灰黄褐色土　細砂多混　変成岩風化土のブロック　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
55　10YR4/3　にぶい黄褐色土　砂質　変成岩風化土のブロック　SD201 埋土
56　10YR6/2　灰黄褐色土　砂質　φ10 ～ 20mm 褐色土ブロック 10% 混入　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
57　10YR6/1　褐灰色土　細砂　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
58　7.5YR5/4   にぶい褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
59　10YR6/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
60　10YR6/1　褐灰色土　しまり弱い　粘性弱い　細砂　粗砂少混　細砂主体層　
        SD201 埋土
61　7.5YR5/6   明褐色土　粘性弱い　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
62　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　細砂混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
63　10YR6/1　褐灰色土　しまりなし　粘性なし　細砂主体層　SD201 埋土
64　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
65　10YR7/2　にぶい黄橙色土　砂質　粗砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入
        SD201 埋土
66　2.5Y6/1      黄灰色土　細砂　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入（下部に多い）　
        SD201 埋土
67　2.5Y4/2      暗灰黄色土　粘性弱い　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
        SD201 埋土
68　2.5Y4/3      オリーブ褐色土　しまりなし　粘性なし　砂質　粗砂主体層　
        SD201 埋土

  1　10YR4/1　褐灰色土　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 風化花崗岩粒 20% 混入　表土
  2　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒・粗砂 20% 混入
  3　2.5YR6/2   灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　粗砂　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 5% 混入　近世以降の瓦出土
  4　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質強　細砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
  5　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
  6　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質強　砂混　
        φ10 ～ 100mm 褐色土ブロック混入　SD201 埋土
  7　10YR4/4　褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
  8　10YR5/1　褐灰色土　砂質　細砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
  9　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
10　10YR5/1　褐灰色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　粗砂混入　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
11　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　細砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
12　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 50mm 褐灰色粗砂ブロック 5% 混入　SD201 埋土

13　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質強　粗砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
14　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　下部粗砂多混　
        下部φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
15　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性あり　砂質　砂多混・粗砂 10% 混　
        花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
16　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粗砂少混　SD201 埋土
17　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂多混・粗砂少混
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
18　10YR5/2　灰黄褐色土　砂質　粗砂多混　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
19　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　
        花崗岩粒 5% 以下混入　SD201 埋土
20　10YR5/2　灰黄褐色土　粗砂　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
21　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　細砂　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
22　10YR4/6　褐色土　しまり弱い　粘性強い　砂質　SD201 埋土
23　10YR5/2　灰黄褐色土　粗砂　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
24　10YR5/2　灰黄褐色土　細砂　SD201 埋土

SD201断面図

第 171 図　SD201　遺構図 4
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第 3 節　２区の遺構
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  1　10YR4/1　 褐灰色土　しまりなし　粘性弱い　
        粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　E-E’ 1 層と対比
  2　10YR6/3　 にぶい黄橙色土　しまり弱い　粘性弱い　
        粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　E-E’ 2 層と対比
  3　10YR6/3　 にぶい黄橙色土　しまり弱い　粘性弱い　
        粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入
  4　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　細砂（変成岩風化層）多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土　E-E’ 6 層と対比
  5　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　細砂（変成岩風化層）多混　
        細砂主体層　E-E’ 45 層と対比　SD201 埋土
  6　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        粒子粗い　砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10%・粗砂混入　
        SD201 埋土
  7　2.5Y5/4      黄褐色土　砂質　細砂多混　炭化物粒 1% 混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
  8　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　炭化物粒 1% 混入　
        花崗岩粒 1% 混入　SD201 埋土

  9　2.5Y5/4      黄褐色土　砂質　炭化物粒 1% 混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土　E-E’ 47 層と対比
10　2.5Y5/4      黄褐色土　砂質　粒子粗い　砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入
        SD201 埋土
11　2.5Y5/3      黄褐色土　細砂（変成岩風化層）多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土　E-E’ 49 層と対比
12　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
13　7.5YR5/6　明褐色土　しまりあり　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
14　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　粗砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　
        SD201 埋土
15　2.5Y5/4      黄褐色土　砂質　細砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　
        SD201 埋土
16　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　粗砂多混　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土　E-E’ 50 層と対比　
17　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
18　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　粒子均一細砂　にぶい褐色土小ブロック混　
        SD201 埋土

19　7.5YR5/6　にぶい褐色土　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
20　2.5Y5/3      黄褐色土　細砂　花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
21　2.5Y5/3      黄褐色土　細砂　粗砂多混　花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
22　2.5Y5/3      黄褐色土　砂質　粗砂多混　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
23　2.5Y5/2      黄褐色土　砂質　細砂　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
24　10YR5/3    にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
25　2.5Y4/2      暗灰黄色土　砂質　細砂　風化花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
26　2.5Y5/3      黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粒子細かい　SD201 埋土
27　2.5Y6/2      灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
28　2.5Y4/3      オリーブ褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
29　2.5Y5/2      暗灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　細砂　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土 
30　2.5Y4/2      暗灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土

  1　10YR4/1　褐灰色土　砂質　SD201 埋土　D-D’ 1 層と対比
  2　10YR6/4　にぶい黄橙色土　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土　D-D’ 2 層と対比
  3　2.5Y5/4      黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　粒子細かい　砂少混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土 
  4　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
  5　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
  6　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土　D-D’ 4 層と対比
  7　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　砂質　細砂多混　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 以下混入　SD201 埋土
  8　10YR5/4　にぶい黄褐色土　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒・粗砂 50% 以下混入　
        SD201 埋土
  9　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粒子細かい　粗砂少混　
        φ1 ～ 2mm 炭化物 1% 混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入 　SD201 埋土
10　10YR6/4　にぶい黄橙色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 3mm 粗砂多混　SD201 埋土
11　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　粒子細かい　
        細砂多混　SD201 埋土
12　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　細砂混　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
13　2.5Y5/2     暗灰黄色土　細砂　φ1 ～ 100mm 変成岩風化ブロック主体　
        SD201 埋土

14       10YR7/2　にぶい黄橙色土　風化花崗岩粒・砂主体層　
           φ1 ～ 10mm 花崗岩粒混入　SD201 埋土
15       10YR5/6　黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
            SD201 埋土
16       10YR5/6　黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
            SD201 埋土
17       10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
           φ1 ～ 3mm 褐色細砂ブロック 10% 混入　SD201 埋土
18       10YR4/6　褐色土　砂質　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒風化ブロック 20% 混入　
           φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
19       10YR4/6　褐色土　砂質　細砂主体層（変成岩風化層土質）　SD201 埋土
20       10YR7/2　にぶい黄橙色土　砂質　上部φ1 ～ 10mm 花崗岩粒・下部細砂質
            淘汰作用による花崗岩粒主体層　SD201 埋土
21       10YR4/6　褐色土　砂質　細砂主体層　φ1 ～ 5mm 花崗岩風化粒 5% 混入　
            SD201 埋土
22       10YR7/2　にぶい黄橙色土　砂質　細砂　SD201 埋土
23       2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　砂主体層　SD201 埋土
24-1　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
            SD201 埋土
24-2　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　細砂主体層　SD201 埋土
25       2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　
           φ10 ～ 100mm 褐色土ブロック 10% 混入　SD201 埋土
26       2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　細砂主体層（変成岩）　SD201 埋土

SD201断面図
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第 ５ 章　神之峯城跡
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E-E’ つづき
27　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　SD201 埋土
28　2.5Y4/3     オリーブ褐色土　砂質　変成岩風化層混　SD201 埋土
29　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　細砂主体層　SD201 埋土
30　2.5Y4/3     オリーブ褐色土　砂質　φ10 ～ 20mm 褐色土ブロック 10% 混入           
        SD201 埋土
31　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　SD201 埋土
32　2.5Y4/3     オリーブ褐色土　砂質　細砂主体層　
        φ10 ～ 30mm 褐色土ブロック 20% 混入　SD201 埋土
33　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　粗砂混　細砂主体層　SD201 埋土
34　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　SD201 埋土
35　2.5Y4/3     オリーブ褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
        SD201 埋土
36　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　SD201 埋土
37　2.5Y4/2     暗灰黄色土　砂質　φ10mm 褐色土ブロック 5% 混入　SD201 埋土
38　2.5Y4/2     暗灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　細砂主体層　
        SD201 埋土
39　2.5Y4/2     暗灰黄色土　砂質　粗砂主体層　SD201 埋土
40　2.5Y4/2     暗灰黄色土　SD201 埋土
41　2.5Y6/2      灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　細砂　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土

42　2.5Y4/4      オリーブ褐色土　しまり弱い　粘性弱い　細砂（変成岩由来）　
        SD201 埋土
43　10YR5/3　にぶい黄褐色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
44　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　細砂主体　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
45　10YR5/3　にぶい黄褐色土　細砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入
        SD201 埋土　D-D’ 5 層と対比
46　10YR5/3　にぶい黄褐色土　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
47　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土　D-D’ 9 層と対比
48　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 5% 混入　
        やや灰色帯びる　SD201 埋土
49　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土　D-D’ 11 層と対比
50　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性あり　細砂多量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土　D-D’ 16 層と対比
51　10YR5/2　灰黄褐色土　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
52　7.5YR5/4   にぶい褐色土　粘性あり　粒子細かい　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
53　2.5Y5/3     黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　砂質　細砂多量混入　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土

  1　10YR5/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂多量混入　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入
  2　2.5Y6/4     にぶい黄色土　粘性あり　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入
  3　2.5Y6/4     にぶい黄色土　粘性弱い　砂質　粗砂少量混入　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入
  4　2.5Y6/4     にぶい黄色土　砂質　粗砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  5　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　粗砂多量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入
  6　10YR6/2　灰黄褐色土　砂質　粗砂少量混入　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入
  7　10YR6/2　灰黄褐色土　しまり強い　粘性弱い　粗砂主体　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入
  8　10YR6/1　褐灰色土　砂質　細砂主体　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 30% 混入
  9　10YR6/2　灰黄褐色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
10　2.5Y6/3     にぶい黄色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　砂主体　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
11　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　粗砂多量混入　φ3 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　
        SD201 埋土
12　2.5Y6/2     灰黄色土　しまりあり　砂質　細砂主体　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
13　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　細砂主体　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
14　10YR4/6　褐色土　砂質　細砂主体　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
15　2.5Y5/1     黄灰色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
16　2.5Y6/1     黄灰色土　砂質　細砂主体　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土

17　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　細砂主体　φ1mm 前後の粗砂 10% 混入　
        SD201 埋土
18　2.5Y5/1     黄灰色土　しまりあり　粘性弱い　粗砂　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
19　2.5Y6/3     にぶい黄色土　粘性弱い　砂質　砂多量混入　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
20　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　砂多量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
21　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　細砂　粗砂混入　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
22　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　細砂主体　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒混入　
        SD201 埋土
23　2.5Y6/2     灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
24　10G6/1      緑灰色土　細砂　φ1mm 粗砂 30% 混入　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒混入　SD201 埋土
25　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　
        にぶい黄褐色土レンズ状に混入　SD201 埋土
26　2.5Y5/1     黄灰色土　砂質　粗砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　
        SD201 埋土
27　2.5Y6/2     灰黄色土　しまり強い　粘性弱い　砂質　砂主体　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
28　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
29　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまり弱い　粘性なし　細砂　SD201 埋土
30　2.5Y5/1     黄灰色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　粗砂混入　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土

SD201断面図

第 173 図　SD201　遺構図 6



- 249 -- 248 -

第 3 節　２区の遺構

686.000

1

2-2

2-1

27

6 かく乱
かく乱

S

S

S

S

2-1
3

4
5

7

6

8

9
11

10
12

13

14

15

16

17 18 19

20

21

22
23

2425

26
28

28

686.500

かく乱

1

1

調査時に掘削

2

2

3

45

6

7

7

8

9

10

11
12

11

13 14

16

1718

19

20

21
22

23

24

25
26

27

28

29

11
13

15
18

1

GG

HH

2m(1:60)0

  1 　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり強い　粘性強い
2-1　2.5Y6/4　 にぶい黄色土　しまりあり　粘性弱い　粒子細かい　砂多量混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
2-2　2.5Y6/4　 にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　φ10 ～ 30mm 暗灰黄色土ブロック 10% 混入
  3　 2.5Y6/4     にぶい黄色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入
  4　 2.5Y6/3     にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入
  5　 2.5Y6/3     にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 以上混入
  6　 2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入
  7 　2.5Y6/1     黄灰白色　砂　細砂主体　φ5mm 以下花崗岩粒 10% 以下混入　SD201 埋土
  8 　2.5Y5/1     黄灰白色　砂質　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
  9 　2.5Y6/3     にぶい黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 以上混入　SD201 埋土
10 　2.5Y6/2     灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
11 　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
12 　2.5Y6/2     灰黄色土　しまりなし　粘性なし　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 以上混入　SD201 埋土
13 　2.5Y6/3     にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
14 　2.5Y6/2     灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
15 　2.5Y6/4     にぶい黄色土　しまり弱い　砂質　砂多量混入　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
16 　2.5Y6/1     黄灰白色　しまりあり　粘性弱い　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
17 　2.5Y6/3     にぶい黄色土　しまり弱い　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
18 　2.5Y6/2     灰黄色土　しまりなし　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土

19　2.5Y6/2     灰黄色土　しまり弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
20　2.5Y5/2     暗灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　
        砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
21　2.5Y6/1     黄灰白色　しまり弱い　粘性なし　砂質　
        砂主体　花崗岩粒 10% 以下混入　SD201 埋土
22　2.5Y6/1     黄灰白色　しまり弱い　砂質　
       φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
23　2.5Y6/2     灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
24　2.5Y5/1     黄灰白色　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
25　2.5Y5/1     褐灰色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
26　2.5Y5/3     黄褐色土　砂多量混入　φ10 ～ 50mm 黄褐色土ブロック 20% 混入
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
27　2.5Y5/1     黄灰白色　しまりあり　粘性弱い　砂主体　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
28　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　砂多量混入　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土

  1　10YR4/1　褐灰色土　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  2　10YR7/6　明黄褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
        粒子細かい ( 森林土壌 )　砂混入　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  3　2.5Y6/3     にぶい黄色土　砂質　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  4　2.5Y6/3     にぶい黄色土　砂質　粒子細かい　砂主体　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入
  5　2.5Y5/3     黄褐色土　しまりあり　粘性あり　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入

  6　2.5Y6/3　にぶい黄色土　しまり弱い　
        粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入
  7　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 25% 混入
  8　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　砂主体　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入
  9　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入
10　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 30% 混入
11　2.5Y5/4　黄褐色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　
        SD201 埋土
12　2.5Y6/3　にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
13　2.5Y6/2　灰黄色土　しまりあり　粘性弱い　砂質　
        φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
14　2.5Y6/2　灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　
        SD201 埋土
15　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
16　2.5Y5/3　黄褐色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
17　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
18　2.5Y6/2　灰黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
19　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
20　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
21　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
22　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
23　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
24　2.5Y6/3　にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
25　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
26　2.5Y6/3　にぶい黄色土　しまり弱い　粘性弱い　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
27　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土
28　2.5Y6/3　にぶい黄色土　砂質　砂主体　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入　SD201 埋土
29　2.5Y6/2　灰黄色土　砂質　φ1 ～ 10mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土

SD201断面図

第 174 図　SD201　遺構図 7
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第 ５ 章　神之峯城跡

（４）土坑
ＳＫ２０１ ［ 遺構 ： 第 １７６ 図 ＰＬ４６、 銭貸 ： 第 ２０５ 図 ］

位置：ⅥＦ１１・１２グリッド。　検出：ＳＨ２０１周辺の土層断面観察で、ＳＨ２０１の盛土上面を掘り込む浅い落ち
込みを確認した。プランは ＳＨ２０１の石組みと同じ検出面で検出した。　重複：ＳＨ２０１盛土が形成された後
に構築されている。　埋土： １ 層は炭化物層である。　構造：長辺１．１２ｍ、短辺０．６４ｍ、検出面からの深
さ１０ｃｍ を測る。平面形は隅丸の長方形で、主軸は３６°W で、ＳＨ２０１の石組みの軸より西へ４５°振れる。   
出土遺物：銭貨が ２ 枚（第２０５図１３・１４）出土した。文字が判読できた銭貨は治平元寶（北宋１０６４）である。
時期：埋土 １ 層出土炭化物 ３ 点を放射性炭素年代測定した。その結果、１６世紀前半～１７世紀後半の時期を
示した。出土銭貨は１１世紀以降であるが、年代測定値から近世以降と考える。　性格：本遺構は ＳＨ２０１盛
土に接しており、深さがないことから ＳＨ２０１に伴う窪みと推測した。また、 ２ 枚重なって銭貨が出土して
いることから、銭貨の埋納行為があったものと推測する。

註

１ )　福島県の阿津賀志山防塁に代表されるが、平安時代には尾根等を断ち切る堀切が存在する。しかし、曲輪、堀切など   

複数の城郭施設により構成され、居住もしくは仮居住機能をもつ「城郭」は、考古学的には中世以降に形成されてい

るとの河西の認識に立脚したものである。
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2m(1:60)0

  1　10YR3/2　黒褐色土
  2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  3　2.5Y6/4     にぶい黄色土　粘性弱い　砂質　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  4　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質強い　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  5　2.5Y5/4     黄褐色土　粘性弱い　細砂　粒子細かい　粗砂少量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入
  6　2.5Y5/4     黄褐色土　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  7　2.5Y4/1     黄灰色土　しまり弱い　粘性弱い　炭化物多量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SK201 埋土
  8　2.5Y5/4     黄褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SH201 埋土
  9　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　砂質　粒子細かい　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　SH201 掘方
10　10YR5/3　にぶい黄褐色土　花崗岩混入

11　10YR5/3　にぶい黄褐色土　しまりなし　砂質　粒子粗い　花崗岩層主体　
        φ2 ～ 3mm 花崗岩粒多量混入
12　10YR5/4　にぶい黄褐色土　砂質　φ2 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
13　10YR5/4　にぶい黄褐色土　砂質　SD201 埋土
14　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　花崗岩層主体　
        φ2 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SD201 埋土
15　10YR6/2　灰黄褐色土　砂質　粒子細かい　細粒砂混入（変成岩風化層）　
        SD201 埋土
16　10YR6/4　にぶい黄橙色土　花崗岩粒と砂質土の混合層　花崗岩ブロック混入　
        φ1 ～ 2mm 花崗岩粒多量混入　SD201 埋土
17　10YR6/2　灰黄褐色土　しまりなし　砂質　花崗岩層主体　細粒砂多量混入　
        φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　SD201 埋土
18　10YR6/3　にぶい黄橙色土　砂質　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 40% 混入　
        φ3 ～ 4mm 花崗岩粒 5% 混入　SD201 埋土
19　10YR6/2　灰黄褐色土　しまり弱い　砂質シルト　
        φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 40% 混入　SD201 埋土

SD201断面図6

第175図　SD201　遺構図8

第 175 図　SD201　遺構図 8
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銭　1：3

ⅥF12-06

ⅥF12-01

ⅥF12-05より
南へ1m

Ⅵ
F12-01

  1　10YR3/2　黒褐色土
  2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性弱い　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  3　2.5Y6/4     にぶい黄色土　粘性弱い　砂質　粒子細かい　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  4　2.5Y5/2     暗灰黄色土　砂質強い　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  5　2.5Y5/4     黄褐色土　粘性弱い　細砂　粒子細かい　粗砂少量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 50% 混入
  6　2.5Y5/4     黄褐色土　粒子細かい　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 10% 混入
  7　2.5Y4/1     黄灰色土　しまり弱い　粘性弱い　炭化物多量混入　
        φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 20% 混入　SK201 埋土
  8　2.5Y5/4     黄褐色土　砂質　φ1 ～ 5mm 花崗岩粒 30% 混入　SH201 盛土

1　10YR5/4　にぶい黄褐色土　
      しまりなし　粘性なし　砂層　
      粒子細かい
2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　
      しまりなし　粘性なし　砂層　
      φ2 ～ 3mm 風化花崗岩 25% 混入
3　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　
      砂質　粒子細かい　
      φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入

1        －         炭化物層
2　2.5Y4/1　黄灰色土
      しまり弱い　粘性弱い
      炭化物多量混入
      φ1 ～ 5mm 花崗岩粒
      20% 混入

SH201･SK201

SK201炭化物出土状況SH201掘方

第 176 図　SH201・SK201　遺構図
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第 ４節　 ３区の遺構

１　概要
３ 区は神之峯城跡の調査対象地の東側にあたる尾根とした（第１２８図）。この尾根にある平坦な場所を ３

－ １ 区、東側斜面を ３ － ２ 区、東側斜面の裾から遺跡範囲までを ３ － ３ 区、尾根の西側にある谷状地形を ３ －
４ 区と細分した。平成２４年度の踏査（地表面観察）では、 ３ － １ 区で広大な平坦地（平坦地３０１～３０3）、 ３
－ ２ 区で三日月形の平坦地（平坦地３０４、３０５）を確認した。調査で認識した平坦地を図示したものが第１７７
図である。 ３ 区の平坦地３０１～３０３の面積は広大である。調査前は一面竹林で、竹林以前が畑として明治年
間に耕作していたという。なお、調査の結果、 ３ － １ 区には埋没谷（以下、谷状地形）が存在することが
分かった。

発掘作業はトレンチ調査から着手し、平坦地が人為的に構築されたものか、その時期と平坦地に伴う遺
構・遺物が存在するのかを軸に検討した。その結果、平坦地３０１ではピットと埋没した谷状地形が確認さ
れ、平坦地３０１～３０３で面調査を実施した。なお、平坦地３０４・３０５は、盛土から近世の陶磁器が出土したこ
とから、近世以降に構築されたと判断し、トレンチ調査に留めた。

遺構検出は ２ 面で実施した。 １ 面は表土（Ⅰ１ 層）・現耕作土（Ⅰ２ 層）を剥いだ面で、谷状地形以外
はⅤ ４ 層、谷状地形においてはⅡ層上面またはⅢ層上面である。 ２ 面は谷状地形の堆積層を下げたⅤ４ 層

（部分的にⅣ ３ 層）である。
３ 区で確認した遺構の時期であるが、 ２ 面の遺構は、検出面と遺構内遺物から中世と推測した。 １ 面の

遺構は、谷状地形の埋没後に構築されている。遺構内遺物が少ないため、時期が特定しがたい。ただし、
２ 面で確認した遺構出土遺物のなかで最も新しいものが大窯 ４ 段階（後半）であることから、少なくとも
１６世紀末以降と推測する（大窯の年代観は藤澤２００２による）。本報告では、 １ 面の遺構の時期を中世以降
と記述する。

２　基本土層 （ 第１７９図 ）
３ 区の基本土層は、平坦地３０１の南側にある尾根部と谷状地形に堆積する層をもとに作成した。なお、

谷状地形内での古環境変遷と土地利用を捉えるため、花粉分析、珪藻分析、プラント・オパール分析を行

い、Ⅳ ３ 層からイネの植物珪酸体が３，０００個 ／ｇ 検出され、同層で水田耕作が行われた可能性が高いとの

結果が出ている。

神之峯城跡 ３区の基本土層

Ⅰ層：表土と現耕作土である。Ⅰ１ 層は平坦地３０１南側の尾根に、Ⅰ２ 層は平坦地３０１～３０３に堆積する。

　　Ⅰ１ 層：１０ＹＲ２／１黒色。表土である。

　　Ⅰ２ 層：１０ＹＲ３／１黒褐色。現耕作土である。

Ⅱ層：谷状地形に堆積する層である。Ⅱ層は谷状地形のなかの中央部から北西側に堆積する。色調はⅡ

５ 層を除き、褐色～暗褐色土で、花崗岩風化層（Ⅴ４ 層）主体層である。Ⅱ層からは、古瀬戸製

品（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）が出土した。土質や色調によってⅡ １ 層～Ⅱ９ 層に分けた。

　　Ⅱ１ 層：１０ＹＲ３／１黒褐色。色調は全体に暗灰色化する。本層下部にφ５～８ ｃｍ 礫が混入する。谷状

　　　地形を埋めたと推測した。天目茶碗、すり鉢（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）、青磁碗などが出土した。

　　Ⅱ２ 層：１０ＹＲ３／４暗褐色。炭化物が混入する。谷状地形の中央部から斜面下方に堆積する。天目

　　　茶碗、すり鉢、平碗（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）などが出土した。
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Ⅱ３ 層：１０ＹＲ４／６褐色。黄褐色土ブロックが多量に混入し、ＳＨ３０１を被覆する。すり鉢（大窯 １ 段
階）が出土した。

Ⅱ４ 層：１０ＹＲ４／６ 褐色。しまりが強い土である。暗褐色土がブロック状に混入する。
Ⅱ５ 層：１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色。黒色を帯び、色調は黒褐色に近い。暗褐色土ブロックが多量に

混入し、しまりが強く、粘性がある土である。直縁大皿、平碗（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）など
が出土した。

Ⅱ６ 層：１０ＹＲ４／ ４ 褐色。暗褐色土ブロックが混入し、しまりが強く、粘性がある。
Ⅱ７ 層：１０ＹＲ５／６ 黄褐色。黄褐色土ブロックと褐色土ブロックが混合する層である。しまりと粘

性が強い。
Ⅱ８ 層：１０ＹＲ４／６ 褐色。土質はⅡ ６ 層に酷似する。炭化物粒と多量の黄褐色土ブロックが混入す

る。しまりと粘性が強い。
Ⅱ９ 層：１０ＹＲ４／６褐色。しまりと粘性が強い。

Ⅲ層：谷状地形の奥部（南東側）に堆積する。谷状地形がほぼ埋没した後に堆積した層で、土質と色調
により、Ⅲ １ 層～Ⅲ ３ 層に分けた。

Ⅲ１ 層：１０ＹＲ４／６褐色。しまりが強く、粘性がある。平碗（古瀬戸後Ⅱ期）が出土した。
Ⅲ２ 層：１０ＹＲ４／４褐色。土質はⅡ８ 層に酷似する。しまりと粘性が強い。茶壺（古瀬戸後期）、祖

母懐茶壺（古瀬戸後Ⅲ期）、四耳壺（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）などが出土した。
Ⅲ３ 層：１０ＹＲ ４ ／ ３ にぶい黄褐色。炭化物粒とⅢ ２ 層、多量の暗褐色土粒が混入する。しまり

が強い。縁釉小皿（古瀬戸後Ⅲ期）、直縁大皿が出土した。
Ⅳ層：谷状地形の底面やや上位に堆積する。Ⅳ層は谷状地形のほぼ全域に堆積し、硬化面があり色調が

黒色化する点でⅡ層・Ⅲ層とは異なる。土質と色調によりⅣ層～Ⅳ３ 層に分けられる。
Ⅳ１ 層：１０ＹＲ４／１ 褐灰色。硬化面でⅣ２ 層上部を叩きしめた層と推測される。四耳壺（古瀬戸後

第 177 図　3 区平坦地認識図

第177図　3区平坦地認識図
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Ⅲ期）、青磁碗が出土した。
Ⅳ２ 層：１０ＹＲ４／４褐色。褐色土と黒色土の混合層。瓶子（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）が出土した。
Ⅳ３ 層：１０ＹＲ３／２黒褐色。褐色土と黒色土の混合層。谷状地形のほぼ全域に堆積し、色調は全体

に黒色化し、酸化鉄が集積する。３０３トレンチ（第１７９図 Ｃ・Ｄ）では、層の上面が平坦化
する。人為的に盛られ、平場を形成したと推測できる。筒形容器（古瀬戸後期）、天目茶
碗（古瀬戸後Ⅲ期）、平碗（古瀬戸後Ⅳ期）、折縁深皿（古瀬戸後Ⅱ期）が出土した。

Ⅴ層：谷状地形の底部付近に堆積する。土質と色調により、Ⅴ１ 層～Ⅴ４ 層に分けた。
Ⅴ１ 層：１０ＹＲ４／４褐色。Ⅴ４ 層を主体とし、Ⅳ３ 層ブロックを混入する。しまりが強い。
Ⅴ２ 層：１０ＹＲ４／ ４ 褐色。著しく黒色化する。Ⅲ３ 層ブロックと炭化物が混入する。しまりが強い。

折縁深皿（古瀬戸後Ⅱ期）が出土した。
Ⅴ３ 層：１０ＹＲ４／４黄褐色。炭化物が混入する。

第 177 図　3 区平坦地認識図

第178図　3区トレンチ配置図
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20m(1:600)0
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第 ５ 章　神之峯城跡

Ⅴ４ 層：１０ＹＲ５／６黄褐色。地山（花崗岩風化層）。

３　遺構
（１）概要
検出した遺構は、掘立柱建物跡、土坑、溝跡、土器集中、焼土跡がある。平坦地３０１では中央部に掘立

柱建物跡が密集し、その東側と西側に溝跡がある。本報告では、主要な遺構について記述し、そのほかは
DVD に収録した遺構一覧表を参照。

（２）掘立柱建物跡
ＳＴ３０１ ［ 遺構 ： 第１８６図 PL４９］
位置：ⅡＶ２５・W21、 Ⅵ B０５・C01。　検出： １ 面。　重複関係：ＳＫ４８１・４８４を切る。ＳＫ１００３に切られる。
本遺構のピットに囲まれたなかでは、ＳＫ が３８基、ＳＴ３０３・３０４・３０６のピットが確認されているが、新旧関
係は不明である。　埋土：Ｐ３・５・１４・１６では柱痕跡が確認された。　構造： ３ 間× ３ 間の総柱の掘立柱
建物跡である。長辺６．０８ｍ、短辺５．８１ｍ を測る。主軸は Ｎ２°Ｅ で、ほぼ正方位を向く。　出土遺物：なし。
時期：中世以降と推測する。

ＳＴ３０２ ［ 遺構 ： 第１８７図 PL４９］

位置：ⅡＷ２１・２２、 ⅤＣ０１・Ｃ０２グリッド。　検出： １ 面。　重複関係：Ｐ２ が ＳＫ１０１０と重複するが、新旧
関係は不明である。本遺構のピットに囲まれたなかでは、ＳＫ が１３基、ＳＴ３０７・３１２のピットが確認されて
いるが、新旧関係は不明である。　埋土：Ｐ１・９ で ２ 分層され、柱痕跡が確認された。　構造： ３ 間× ２
間で、長辺５．８２ｍ、短辺３．７０ｍ を測る。主軸は Ｎ２°Ｅ で、ほぼ正方位を向く。　出土遺物：なし。　時期：
中世以降と推測する。

ＳＴ３０３ ［ 遺構 ： 第１８６図 PL４９］
位置：ⅡＶ２５・ⅥＢ０５グリッド。　検出： １面。　重複関係：本遺構のピットに囲まれたなかでは、ＳＫが
７基と ＳＴ３０１のピットが確認されているが、新旧関係は不明である。　構造： ２間× １間で、長辺３．６４
ｍ、短辺２．４６ｍを測る。主軸はＮ０°Ｅ。正方位を向く。　出土遺物：なし。　時期：近世以降と推測する。

ＳＴ３０４ ［ 遺構 ： 第１８７図 PL５０］
位置：ⅡＷ２１グリッド。　検出： １面。　重複関係：Ｐ１が ＳＫ４４３を、Ｐ２が ＳＫ４８１を切る。本遺構のピット
に囲まれたなかでは、ＳＫが１７基と ＳＴ３０１のピットが確認されているが、新旧関係は不明である。　構造：
２間× １間で、長辺３．９３ｍ、短辺２．９８ｍを測る。主軸はＮ１°Ｗで、ほぼ正方位を向く。　出土遺物：なし。
時期：中世以降と推測する。

ＳＴ３０５ ［ 遺構 ： 第１８８図 PL５０］
位置：ⅡＷ２１・２２グリッド。　検出：１面。　重複関係：本遺構のピットに囲まれたなかでは、ＳＫが ４基、
ＳＴ３０２・３０７のピットが確認されているが、新旧関係は不明である。　埋土：Ｐ５で ２ 分層され、柱痕跡が
確認された。　構造： ２間× １間で、長辺３．９５ｍ、短辺２．５５ｍ を測る。Ｐ４ の底部には礎盤石が設置され
ている。主軸はＮ８８°Ｅで、ほぼ正方位を向く。　出土遺物：なし。　時期：中世以降と推測する。
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第 187 図　ST302 ・ 304　遺構図
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1　10YR4/6　褐色土　
      しまり強い　粘性なし　
      褐灰色粘土ブロック少量混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土　
      しまり強い　粘性なし　
      φ2 ～ 3mm 炭化物・白色礫少量混入
3　10YR4/2　灰黄褐色土　
      褐灰色粘土ブロック多量混入

1　10YR4/6　褐色土　しまりあり　粘性弱い　
      褐色土ブロック・炭化物ブロック少量混入

1　10YR4/4　褐色土       しまり強い　粘性弱い　部分的に暗褐色ブロック混入　炭化物少量混入
2　10YR3/4　暗褐色土　しまり弱い　粘性弱い　暗褐色土ブロックと褐色土ブロックの混合土少量混入
                                          炭化物少量混入
3　10YR4/4　褐色土       しまり強い　粘性弱い　暗褐色土ブロック少量混入　炭化物少量混入
4　10YR3/3　暗褐色土　しまり弱い　粘性弱い　φ1 ～ 10mm 炭化物ブロック多量混入
5　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　粘性弱い　φ1 ～ 11mm 炭化物ブロック多量混入
6　10YR4/6　褐色土       しまり強い　粘性あり　φ1mm 花崗岩粒少量・層の上位炭化物多量混入

ST305

ST306

ST310

S

S

S

S

S

第 188 図　ST305 ・ 306 ・ 310　遺構図
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ＳＴ３０６ ［ 遺構 ： 第 １８８ 図 PL５０］
位置：ⅡＷ２１、Ⅵ C01グリッド。　検出： １ 面。　重複関係：Ｐ１ が ＳＫ５６８を切る。本遺構のピットに囲
まれたなかでは、ＳＫ が１３基と ＳＴ３０１のピットが確認されているが、新旧関係は不明である。　構造：３ 間
× １ 間で、長辺３．８１ｍ、短辺２．２６ｍ を測る。Ｐ ５ ～７ に礎盤石と推測される石が設置されている。主軸は
Ｎ８９°Ｅ で、ほぼ正方位を向く。　出土遺物：なし。　時期：中世以降と推測する。

ＳＴ３０７ ［ 遺構 ： 第１８９図 PL５０］

位置：ⅡＷ１７・２１・２２グリッド。　検出： １ 面。　重複関係：本遺構のピットに囲まれたなかでは、ＳＫ
が１１基と ＳＴ３０２・３０５のピットが確認されているが、新旧関係は不明である。　構造： ３ 間× ２ 間で、長
辺５．３６ｍ、短辺４．３８ｍ を測る。主軸は Ｎ９０°Ｗ で、ほぼ正方位を向く。　出土遺物：なし。　時期：中世
以降と推測する。

ＳＴ３１０ ［ 遺構 ： 第１８８図 PL５０］

位置：ⅡＷ１６・１７グリッド。　検出： １ 面。　重複関係：本遺構のピットに囲まれたなかでは、ＳＫ が ６
基確認されているが、新旧関係は不明である。　埋土：Ｐ２・４・６・８ で ２ 分層され、柱痕跡が確認された。
構造：本遺構の北東隅にピットが確認されていないが、ピットが存在したとすると、 ３ 間× ２ 間で、長辺
４．３８ｍ、短辺２．９４ｍ を測る。　主軸は Ｎ８８°Ｗ で、ほぼ正方位を向く。Ｐ ５ には、底部に礎盤石が設置さ
れている。　出土遺物：なし。　時期：中世以降と推測する。

ＳＴ３１４ ［ 遺構 ： 第１８９図 PL５０］

位置：ⅡＶ１８・１９・２３・２４グリッド。　検出： １ 面。　重複関係：Ｐ８ が ＳＫ３４６に切られる。本遺構のピッ
トに囲まれたなかでは、ＳＫ が ８ 基確認されているが、新旧関係は不明である。　埋土：Ｐ７～ ９ には柱痕
跡が確認された。　構造： ３ 間× ２ 間で、長辺５．７４ｍ、短辺３．８２ｍ を測る。主軸は Ｎ３°Ｅ で、ほぼ正方位
を向く。　出土遺物：なし。　時期：中世以降と推測する。

（３）土坑
　検出面が １ 面の土坑は掘立柱建物跡密集域で確認され、遺構一覧表（DVD 収録）に記した。
ＳＫ３５１ ［ 遺構 ： 第 １９１ 図 PL４８、 土器 ： 第 １９８ 図 ］

位置：ⅡＶ１５・Ｗ１１グリッド。　検出：ＳＨ３０２検出時にプランを確認した。検出面は ２ 面。　重複関係：Ｓ
Ｈ３０２を切る。　埋土： １ 層には焼土ブロックと炭化物が混入する。　構造：長辺２．３８ｍ、短辺１．８２ｍ、検
出面から底面までの深さ２０ｃｍ を測る。平面形は楕円形を呈し、底面が下端から中央部に向かい緩やかに
傾斜する。　出土遺物：底面の約 ５ ｃｍ 上に炭化物の広がりが分布し、その直上から常滑甕（８７）が出土
した。また、埋土 １ 層から卸皿（８４）、平碗（８５）、すり鉢（８６）が出土した。　時期：出土遺物から中世
と考えられる。

ＳＫ５４０ ［ 遺構 ： 第１９２図 PL４８］

位置：ⅡＷ２１グリッド。　検出：２ 面（Ⅴ４ 層上面）。　重複関係：ＳＫ５０４・５３３に切られ、ＳＫ５３４・５９４を切る。
埋土：３・４ 層はⅣ３層を基調とする。 ３ 層には拳大～人頭大の礫が多量に含まれ、出土状況から、 ４ 層堆
積後に投棄されたものと考えられる。　構造：長辺１．９４ｍ、短辺１．４３ｍ、検出面から底面までの深さ５７ｃｍ

を測る。平面形は長方形で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で、壁際にはピットがめぐる。ピッ
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1　10YR3/4　暗褐色土　しまり弱い　粘性弱い　暗褐色土ブロックと褐色土ブロックの混合土少量混入　炭化物少量混入
2　10YR4/4　褐色土　しまり強い　粘性弱い　暗褐色土ブロック少量混入　炭化物少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり強い　粘性あり　
      明黄褐色粘土ブロック少量混入
2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり強い　粘性あり　
      φ1mm 以下花崗岩粒少量混入
3　10YR5/6　黄褐色土　しまり強い　粘性強い　砂少量混入
4　10YR4/4　褐色土　しまり強い　粘性あり　粘質　
      φ1mm 以下花崗岩粒・φ5mm 花崗岩少量混入

ST307

ST314

第 189 図　ST307 ・ 314　遺構図
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1　10YR4/4　褐色土　
      しまりあり　粘性あり

1　     10YR5/4　にぶい黄褐色土
           しまり強い　粘性なし 

1　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
      φ5 ～ 20mm 焼土ブロック多量混入　炭化物 2 層より多量混入
2　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
      黄褐色土ブロック・白色礫多量混入　砂・炭化物少量混入

1　10YR4/6　褐色土　しまり弱い　粘性あり
      粘土・褐色土少量混入
2　10YR4/6　褐色土　しまりあり　粘性あり
      砂・粘土・褐色土少量混入

1　10YR3/4　暗褐色土　しまりあり　粘性あり
      粘土・地山ブロック少量混入
2　     －          明黄褐色土　砂多量混入
3　10YR4/4　褐色土　しまり弱い　粘性弱い　
      黄褐色土ブロック・白色礫多量混入　
      炭化物少量混入
4     　－          褐色土　しまりあり　粘性あり　
      暗褐色土ブロック・褐色土（地山）ブロック
      の混合土

1　10YR4/1　褐灰色土　しまりあり　粘性なし　
      褐色土ブロック少量混入　下部に白色砕石多量混入

SK301 SK307

SK316・318 SK393 SK394

SK474

礫出土状況

SK475 礫出土状況

第 190 図　SK301 ・ 307 ・ 316 ・ 318 ・ 393 ・ 394 ・ 474 ・ 475　遺構図
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1　10YR3/2　黒褐色土　しまり強い　粘性あり　
      焼土ブロック少量混入　炭化物少量混入
2　10YR4/2　灰黄褐色土　しまりあり　粘性なし

1　10YR3/3　暗褐色土　
      しまり弱い　粘性なし

1　10YR4/2　灰黄褐色土　
      しまり強い　粘性弱い　
      黄褐色土ブロック少量混入
      炭化物少量　φ300mm 礫多量混入

第191図　SK351・476・544　遺構図

SK351

遺物出土状況

SK476

SK544

礫出土状況

第 191 図　SK351・476・544　遺構図
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1　－　暗褐色土　しまりあり　粘性あり　黒色土ブロック混入
2　－　褐色土　　しまりあり　粘性あり　炭化物混入
3　－　黒褐色土　しまりあり　粘性あり　黄褐色土ブロック混入　炭化物混入
4　－　暗褐色土　しまりあり　粘性あり　土質は 3 層に酷似　黄褐色土ブロック混入

第192図　SK540　遺構図

SK540

礫出土状況

第 192 図　SK540　遺構図

トと壁際との間には、幅１０ｃｍ の溝状の落込みがあり、ピットがこれを切る。板壁などの設置痕跡とも考
えられる。主軸は Ｎ６°Ｗ である。　出土遺物：なし。　時期：検出面から中世と推測する。

ＳＫ５４４ ［ 遺構 ： 第１９１図 PL４９］

位置：ⅡＷ１１・１６グリッド。　検出： ２ 面（Ⅴ４ 層上面）。　重複関係：なし。　埋土：単層で、黒褐色
土ブロックと黄褐色土ブロックが混合し、人頭大の礫が ３ 個重なって出土した。礫は、その形状から礎石
の可能性があるが、その出土状況から原位置をとどめていないと推測した。出土状況から礎石を廃棄した
ものと推測した。　構造：長辺１．０４ｍ、短辺０．７７ｍ、検出面から底面までの深さ２１ｃｍ を測る。底面はほ
ぼ平坦である。主軸は Ｎ７０°Ｅ である。　出土遺物：なし。　時期：検出面から中世と推測する。
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ＳＫ５８１ ［ 遺構 ： 第１９３図 PL４９］

位置：Ⅱ Ｖ２０・Ⅱ Ｗ１６グリッド。　検出： ２ 面（Ⅴ４ 層上面）。　重複関係：なし。　埋土： １・ ２ 層に

は黄褐色土ブロックと黒褐色土ブロック、 ３ 層には黒色土ブロックが混入する。埋め戻された層と考えら

れる。 ３ 層には拳大～人頭大の礫が多量に含まれる。　構造：長辺１．５９ｍ、短辺１．２５ｍ、検出面から底面

までの深さ５１ｃｍ を測る。底面は平坦で、壁は底面付近がほぼ垂直に立ち上がるが、本遺構の中位上方は

外側に開き気味になる。　出土遺物：破片が小さいため図示していないが、 ２ 層 から古瀬戸後期の平碗

が出土した。　時期：検出面から中世と推測する。

（４）溝跡
確認した溝跡のなかで、ＳＤ３０１～３０４は １ 面で検出し、埋土はⅤ３ 層を基調とした暗褐色土である。ＳＤ

３０１・３０２は掘立柱建物跡密集域の東側、ＳＤ３０３・３０４は掘立柱建物跡密集域の西側にあり、主軸は北を向く。
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ⅡV18-06

ⅡV20-08より
東へ1m

ⅡW16-13
ⅡW16-13

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり弱い　粘性あり　φ1mm 花崗岩粒・φ5mm 炭化物少量混入
2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　しまり強い　粘性あり　
      φ1 ～ 2mm 花崗岩礫・φ5mm 以下炭化物少量混入　φ150 ～ 200mm 花崗岩亜円礫混入
3　10YR4/6　褐色土　しまり強い　粘性あり　
      φ1mm 花崗岩粒・φ5mm 花崗岩礫・φ5 ～ 10mm 炭化物少量混入

1　10YR4/2　灰黄褐色土　しまり強い　粘性あり　粘質　
      黄褐色粘質土ブロック少量混入　炭化物少量混入

1　10YR3/4　暗褐色土　しまり強い　粘性強い　黄褐色土・黒褐色ブロック混入　炭化物粒混入
2　10YR3/2　黒褐色土　しまり強い　粘性強い　黒褐色土・褐色土ブロック混合層　炭化物粒混入
3　10YR4/4　褐色土　粘性強い　黒色土ブロック混入
4　10YR4/6　褐色土　しまり強い　粘性強い　黒色土ブロック混入　炭化物粒混入

第193図　SK500・544・581・611　遺構図

SK500 SK611

SK581 礫出土状況

第 193 図　SK500 ・ 544 ・ 581 ・ 611　遺構図
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ST304P4
（SK536）
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SK567
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SK466
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SK1023
（ST304P1）

SK540

ST301P9

SK1006
（ST303P2-3）

ST303P2
（ST303P2-4）

SD305（SD05）

SK518

SK1005
（ST303P2）

ST304P4

SK612 302T

2m(1:60)0

ⅡW21-01

ⅡW21-11ⅡV25-12

  1　     －          竹根多量混入　表土　基本土層Ⅰ1 層
  2　10YR5/2　灰黄褐色土　しまりあり　下部に褐色土混入　根多量混入　
        表土　耕作土　基本土層Ⅰ2 層
  3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり強い　炭化物少量混入　
        φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 10% 混入　φ5mm 花崗岩粒微量混入　基本土層Ⅲ3 層
  4　10YR3/1　黒褐色土　シルト　SD305 埋土
  5　10YR4/1　褐灰色土　硬化面　基本土層Ⅳ1 層

  6　10YR2/1　黒色土　炭化物層
  7　10YR4/4　褐色土　シルト　褐色土と黒褐色土の混合層　褐色土主体　
        基本土層Ⅳ2 層
  8　10YR3/2　黒褐色土　シルト　褐色土と黒褐色土の混合層　黒褐色土主体　
        基本土層Ⅳ3 層
  9　10YR3/3　暗褐色土　シルト　褐色土と黒色土の混合層　基本土層Ⅳ3 層
10　10YR2/3　黒褐色土　シルト　黒色化　基本土層Ⅴ2 層

第194図　SD305　遺構図

SD305

第 194 図　SD305　遺構図

ＳＤ３０５ ［ 遺構 ： 第１９４図 ］

位置：ⅡＶ２５・Ｗ１６・２１グリッド。　検出：面調査に先行した掘削した３０１トレンチ土層断面で、Ⅲ ３ 層
上面から掘り込む本遺構の存在が確認された。 １ 面の遺構調査後、Ⅲ ３ 層を剥ぎⅤ３ 層上面で検出した。
本遺構は谷状地形の最奥部にある。本遺構の南側は ＳＫ５４０のまわりをコ字状に巡る。　重複関係：ＳＴ３０１
Ｐ９、ＳＴ３０３　Ｐ２、ＳＴ３０４　Ｐ４、ＳＫ３０２・３５６・４６０・４６６・４７０・５６６・５６７・１００５・１００６・１０２３に切られる。
埋土：Ⅳ ３ 層を基調とした黒褐色土。　構造：長さ１４．０５ｍ、幅０．５ｍ、検出面から底面までの深さ２０cm
を測る。　出土遺物：なし。　時期：近世以降と推測した遺構に切られていることから、近世以前と推測
する。

ＳＤ１００１ ［ 遺構 ： 第 １９5 図、 遺物 ： 第 198 図 ］

位置：ⅡＶ１３・１４・１５・ W11グリッド。　検出：２ 面（Ⅴ４ 層上面）。　重複関係：ＳＫ３５１・５４９に切られ
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点線：遺物分布範囲

ⅡV15-01

ⅡV20-01

ⅡW11-01

ⅡW16-01

  1　10YR2/1　黒色土　草木・根で構成　表土　基本土層Ⅰ1 層
  2　10YR3/1　黒褐色土　シルト　炭化物粒微量混入　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 20% 混入　木根多量混入　耕作土　基本土層Ⅰ2 層
  3　10YR3/1　黒褐色土　しまり弱い　シルト　炭化物粒 10% 混入　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 20% 混入　φ5 ～ 8mm 礫混入　基本土層Ⅱ1 層
  4　10YR3/4　暗褐色土　しまりあり　シルト　炭化物 5% 混入　φ1 ～ 3mm 花崗岩粒 30% 混入　基本土層Ⅱ2 層
  5　10YR3/3　褐色土　しまりあり　シルト　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 30& 混入　φ10 ～ 20mm 角礫・φ40 ～ 60mm 角礫混入　SD1001 埋土
  6　10YR4/6　褐色土　シルト　花崗岩風化層主体　黄褐色シルトブロック混入　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 20% 混入　自然堆積層　基本土層Ⅱ3 層
  7　10YR4/6　褐色土　しまりあり　粘性あり　シルト　暗褐色土粒ブロック微量混入　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 10% 混入　基本土層Ⅱ4 層
  8　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまりあり　粘性あり　シルト　暗褐色土粒多量混入　黒色土粒 10% 混入　白色花崗岩粒 5% 混入　基本土層Ⅱ5 層
  9　10YR5/6　黄褐色　しまりあり　粘性あり　黄褐色土と赤褐色土の混合層　黒色土ブロック混入　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 10% 混入　基本土層Ⅱ7 層
10　10YR3/3　暗褐色土　しまりあり　シルト　褐色土粒多量混入　炭化物 5% 混入　φ30 ～ 40mm 礫多量混入　φ100mm 礫混入　基本土層Ⅳ3 層
11　10YR2/3　黒褐色土　しまり弱い　粘性あり　シルト　にぶい黄褐色シルトブロック混入　炭化物混入　自然堆積層　基本土層Ⅴ2 層
12　10YR4/6　褐色土　しまりあり　シルト　φ1 ～ 2mm 花崗岩粒 10% 混入 % 混入　地山　基本土層Ⅴ4 層

SD1001・SH302

第 195 図　SD1001 ・ SH302　遺構図
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る。埋土：単層。色調は暗く、花崗岩粒と角礫が混入する。　構造：長辺２０．５４ｍ、短辺３．９ｍ、検出面か
ら底面までの深さ３０ｃｍ を測る。主軸は Ｎ７９°Ｗ である。３０３トレンチ土層断面（Ａ－Ａʼ）を見ると、溝跡
はⅣ３ 層上面から掘り込んでおり、本遺構の上部にⅡ ２ 層とⅡ ３ 層が堆積していることが分かる。　出土
遺物：青磁碗（１０２）が出土した。　時期：出土遺物と検出面から中世と推測する。

（５）土器集中
ＳＨ３０２ ［ 遺構 ： 第 １９5 図、 PL49、 遺物 ： 第 198 図 ］

位置：ⅡＶ１３～１５グリッド。　検出： ２ 面（Ⅳ３ 層上面）。　重複関係：ＳＫ３５１・４７４・５４７～５４９・５５６に切
られる。　構造：長辺２１．８ｍ、短辺７．８ｍ の範囲に中世陶磁器と礫が分布する。主軸は Ｎ７６°Ｗ である。
出土遺物：丸皿（９３）、卸皿（９４～９６）、天目茶碗（９７・９８・１００）、平碗（９９）、平碗と推測される遺物（１０１）、
すり鉢（１０３・１０４）、火鉢と推測される遺物（１０５）が出土した。　時期：出土遺物と本遺構の掘込み面か
ら中世と推測する。

（６）焼土跡
焼土跡は ２ 基確認された。遺構の属性は、DVD に収録した遺構一覧表を参照。
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第 5節　遺 物

1　土器 ・ 陶磁器
（1） 概要
神之峯城跡からは、中・近世の土器・陶磁器が出土した(第１９６図～第１９９図)。
中世の遺物は 1 区と 3 区で出土した。出土点数が多い場所は、 1 区では礎石建物跡（ST02）を被覆す

る層（Ⅴ層・Ⅵ層）、 3 区では谷状地形に堆積する層（Ⅱ1層～Ⅴ2 層）である。出土遺物の大半を占める
ものは古瀬戸製品（古瀬戸後Ⅲ～Ⅳ期）である（藤澤2008）。近世の遺物は、主に 1 区の近世遺構から出
土した。

（2）1区
①中世遺構 ・遺構外出土遺物

（ア）遺構内
SK87から出土した遺物は青白磁の梅瓶である(第１９６図 １) 。 2 は SD11から出土した遺物は丸皿(第

１９６図 ２) で、底部内面と外面に釉の沈着がみられる。内外面に気泡が目立つ。被熱によるものと推測する。
（イ）遺構外
平坦地 7 のⅥ層から出土した遺物は、第１９６図3～19である。古瀬戸製品は、縁釉小皿（3）、天目茶碗

（4・5）、すり鉢（6・7）、花瓶（8）、筒形容器（9・10）、筒形香炉（11）、祖母懐茶壺（12）、花盆（１３）
である。 3 は底部内外面が黒色化する。13の外面は気泡があり、被熱によるものと推測される。古瀬戸製
品以外では、瓦質の風炉（19）、火鉢（18）、貿易陶磁では白磁皿（14・15）、白磁碗（16）、染付皿（17）
がある。18は 2 条の突線を巡らせ、突線の間に文様を施す円形浅鉢Ⅲ類（水澤1999）に比定する。

平坦地 7 のⅤ層から出土した遺物は、第１９６図20～39である。古瀬戸製品は、端反皿（20）、卸皿（22）、
天目茶碗（23・24）、平碗（25・26）、花瓶（27）、祖母懐茶壺（28・30）である。31は推定される器形と
施釉状況から、祖母懐茶壺と推測される。瀬戸大窯製品は、端反皿（21）、祖母懐茶壺（29）である。常
滑製品は、片口鉢（39）、貿易陶磁は青磁碗（34）、染付碗（35・37）、染付皿（36）、青花碗（38）、青磁

梅瓶（PL52管理番号２５）である。34には外面に印花文が施されている。32・33は内耳鍋である。
古瀬戸製品のなかで、小期（藤澤2008）が推定できるものは古瀬戸後Ⅲ期と後Ⅳ期で、瀬戸大窯製品は、

大窯 1 段階後半（端反皿）と大窯 3 段階後半（祖母懐茶壺）である。瀬戸大窯製品の祖母懐茶壺（29）は
初山窯で焼かれたものである。

Ⅴ層遺物とⅥ層遺物が接合したもの（第１９６図 ） は、徳利（40）、白磁皿（41）、染付碗（42）である。
42は内外面の釉に光沢がなく、器の色と文様の色との差に明瞭さを欠く。被熱によるものと推測する。Ⅶ
層（ST02検出面）出土遺物は茶壺（PL５２管理番号204）である。

平坦地 7 のⅣ層出土遺物は四耳壺（第１９７図43）である。
平坦地 7 のⅢ層から上層は近世以降の堆積層である。Ⅲ層上面出土遺物（第１９７図 ） は片口すり鉢（59）、

Ⅲ層出土遺物(第１９７図)は、白磁碗（60）、平碗（61）、丸皿（62）、卸皿（63）、茶壺（64）、すり鉢（65・
67）、腰さび（66）である。
②近世遺構出土遺物（第 １９７ 図 ）

近世の遺物には、灰釉の碗（50）、土瓶の蓋（51・５４）、碗（52）、すり鉢（53・５８）、土瓶（55）、近世遺
構から出土した中世の遺物には、青磁輪花皿（56）、白磁碗（57）がある。
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（3）2区
①近世 （１９７ 図 ）

SD201埋土上層出土遺物は、近世末の土鍋（82）である。平坦地206出土遺物は、近世末の瓦質土器（83）
であるが、器種は不明である。

（4）3区
①中近世

（ア）遺構内 （１９８図 ）

SK351出土遺物は、古瀬戸製品では、卸皿（84）、平碗（85）、すり鉢（８６）、常滑製品では、甕（87）
である。87には断面と内外面に黒色付着物があり、さらに胴部は内外面とも器の表面が剥落する特徴があ
る（註 1 ）。口縁部の形状から、常滑 9 型式（中野ほか2012）と推測する。

SH301出土遺物は、丸皿（88）、天目茶碗（89）、龍泉窯系青磁碗（90・91）、盤類（92）で、88は内外
面に施された釉の色調が暗褐色で、底部内面に印花文が施されている。器形の特徴から大窯 4 段階（前半）
に比定される。90・91の内外面には気泡がある。被熱によるものと推測する。

SH302出土遺物は、丸皿（93）、卸皿（94・95・96）、天目茶碗（97・98・100）、平碗（99）、平碗と推
測できる遺物（101）、龍泉窯系蓮弁文青磁碗（102）、すり鉢（103・104）、火鉢と推測できる遺物（105）
である。93は底部内面の印花文の形状から、大窯 1 段階もしくは 2 段階と推測する。
（イ）遺構外
谷状地形に堆積する土から出土した遺物を図示した。
Ⅰ層出土遺物 （１９９図 ） は、Ⅰ1 層出土の祖母懐茶壺（172）、天目茶碗（167・168）、すり鉢（169～171）

である。173は器種が不明である。Ⅱ2 層遺物と接合した遺物に青磁小瓶（174）がある。
Ⅱ層出土遺物 （１９９図 ） は、Ⅱ 1 層出土の龍泉窯系蓮弁文青磁碗（162）、皿もしくは鉢（163・164）、

Ⅱ2 層遺物と接合した折縁深皿（166）、Ⅱ2 層出土では、古瀬戸製品に、卸皿（142）、天目茶碗（143～

145）、平碗（146）、直縁大皿（147）、折縁深皿（148）、すり鉢（149～152・160）、筒形香炉（154）、袴腰
形香炉（155）、樽式花瓶（159）がある。瀬戸大窯製品では、丸皿（141）、常滑製品では甕（161）がある。
161は口縁部の形状から常滑 8 もしくは 9 型式（中野ほか2012）と推測する。貿易陶磁では、龍泉窯系青
磁碗（156）、青磁香炉（157）、青磁瓶類（158）、鍋と推測される遺物（139）がある。また、内耳鍋（153）
と近世の徳利（140）がある。Ⅱ3 層出土遺物は、すり鉢（138）、Ⅱ5 層出土遺物は、直縁大皿（137）、平
碗（136）、Ⅱ6 層出土遺物は、縁釉小皿（133）、直縁大皿（134）である。135は器種が不明である。Ⅱ11
層出土遺物は、青磁碗（132）である。

Ⅲ層出土遺物 （１９８図 ） は、Ⅲ 1 層出土の平碗（121）、四耳壺（122）、Ⅲ 2 層出土の四耳壺（118）、祖
母懐茶壺（119）、茶壺（120）、Ⅲ 3 層出土の縁釉小皿（114・115）、直縁大皿（116・117）である。

Ⅳ層出土遺物 （１９８図 ） は、Ⅳ1層出土の四耳壺（112）、青磁碗（113）、Ⅳ 2 層出土の瓶子（111）、Ⅳ 3
層出土の縁釉小皿（108）、天目茶碗（109）、平碗（110）、Ⅴ2層出土の縁深皿（107）である。

3 区から出土した遺物は、Ⅱ 2 層から近世の徳利（140）が出土していることから、Ⅱ 2 層より上位は、
近世以降の堆積層と判断した。一方、Ⅱ 3 層～Ⅳ 3 層は、古瀬戸後Ⅲ期～後Ⅳ期の陶磁器が大半を占めて
いる。

1 区出土中世遺物と 3 区出土中世遺物を比較すると、共通点と相違点がある。
共通点は、両者とも古瀬戸後Ⅲ期～後Ⅳ期の遺物が大半を占めることである。一方、相違点は、出土遺

物のなかで最も新しい遺物が、 3 区は大窯 4 段階（前半）の丸皿で、 1 区は初山窯で焼かれた大窯 3 段階
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（後半）の祖母懐茶壺であることである。前者は16世紀末、後者は16世紀後半～末の年代を示す（年代観
は藤澤2002による）。

出土遺物から、 1 区の遺構群と 3 区の遺構群は古瀬戸後Ⅲ期～後Ⅳ期には存在し、 1 区は16世紀後半～
末、 3 区は16世紀末まで存続したと推測する。

註

1 ）　遺物を実見した中野晴久氏によると、霜によるものとの指摘があった。



- 279 -- 278 -

第 ５ 章　神之峯城跡

0 （1:4） 10cm

1 2 3 4

6

7

5

8

9

10

11

12

13

14
15

16

17

18

19

20

21
22

23

24

25

26 27

28 29
30

31

32

41 42

33

34

35
36 37

38

39

40

SK87 SD11 平坦地 7 Ⅵ層

平坦地 7 Ⅴ層

平坦地 7 Ⅴ・Ⅵ層

1 区　中世遺構・遺構外出土遺物

第 196 図　土器 ・ 陶磁器実測図 1
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第 200 図　土製品実測図（瓦片加工円板）
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平坦地 206
瓦片加工円板

第 200 図　土製品実測図 （ 瓦片加工円板 ）

第 201 図　石器実測図（石鏃・打製石斧）
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２　土製品
土器以外の土製遺物は瓦片の加工品で、平坦地 ２０６ から ２ 点出土している（第 ２００ 図 １・２）。何れも厚

さ １４mm 程度の瓦を割って縁辺を弧状に整え、研磨した「瓦片加工円板」である。胎土には斜長石や花

崗岩が多く入っている。

３　石器
石器は、平坦地 ３０１ から黒曜石製の無茎石鏃（第 ２０１ 図 １）、３－１ 区から砂岩製の打製石斧（同図 ２ ）

が出土している。何れも縄文時代にあたるとみられる。

４　石製品
本遺跡から出土した石製品は硯 ４ 点（第 ２０２ 図 １ ～ ４）、砥石 １６ 点（同図 ５ ～ １８、第 ２０３ 図 １９・２０）、

こも編石 ２ 点（第 ２０３ 図 ２１・２２）である。硯のうち １ ～ ３ は １ 区平坦地 ７ のⅤ・Ⅵ層から、４ は ２ 区平

坦地 ２０７ のⅠ層から出土している。また、砥石のうち ５ ～ １１ は ＳＫ１１９・１２５・１２６ から、１２ は ＳＦ１０ から、

１３・１４ は平坦地 ７ から、１５ は平坦地 ３０１ から、１６ は ３０８ トレンチから、１７ は ５１ トレンチ １ 層（基本土

層Ⅶ １ 層）から、１８・１９ は ３ －１ 区から、２０ は １－１ 区から出土している。また、こも編み石 ２１・２２ は Ｓ

Ｋ１１８・１１９ から出土している。

硯のうち１は全体の半分程度が残存し、平面形は長方形で、側面はやや上方に向かって窄まる。縁帯部

は幅が広く隅は直角に切られている。裏面は剥離欠損しているため、平坦か抉りが入るかどうか等は不明

である。また、左右側面は縁帯上部から硯面までの段差が２mm 程度であるが、下部１１mm 程度は縁帯部

が解消されている。このことから、下部の縁帯部と硯面の段差は当初は存在したものの、使用によって消

失したものと推測する。側面形や縁帯の幅に若干の相違があるが、全体の特徴からは長方硯ⅠＢｃ 類（水

野１９８５）の①に相当するものと考える。２は全体の１／ ４ 程度が残り、平面形は長方形で、側面は垂直に立

第 201 図　石器実測図 （ 石鏃 ・ 打製石斧 ）
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ち上がり、縁帯部は幅が広く隅丸に切られている。底部は剥離欠損している。 ４ は全体の １／４ 程度が残

存し、平面形は長方形、底部は平坦で側面はほぼ垂直に立ち上がる。縁帯部は ２mm  でかなり幅が狭い。

硯面の中央に漏斗状の窪みがみられ、海部を形成している。長方硯ⅠＢｃ 類②にあたるものと考える（水

野１９８５）。ⅠＢｃ 類の①は１５世紀後半から１６世紀後半、同②は１６世紀中頃から１７世紀にかけての遺跡で多く

出土しているとされる（水野同）。本遺跡出土の硯は１、２、４が粘板岩製、 ３ が凝灰質砂岩製である。

 砥石は、断面が四角形（１２・１３・１５・１６・１９）や長方形（１１・１８）で棒状のものと、表裏どちらかの中

央に稜をもち断面三角形もしくは菱形を呈するいわゆる「鰹ぶし状」を呈するもの（５～１０・１４）の ２ 形

態がみられる。また１７・２０は後者と同形態の可能性があるが、割れているため判別できない。何れも小形

である。使用痕は、表面が極めて平滑であるタイプ（第 １ のタイプとする）と、方向がまちまちであるが

先のとがった鋭利な加工物による痕跡がみられるタイプ（第 ２ のタイプとする）、鋭利な痕跡が規則的に

平行に並んでいるタイプ（第 ３ のタイプとする）の ３ タイプがみられ、製品によってはそのうち １ つもし

くは ２ つのタイプの特徴が複合している。形態と使用痕の関係を概観すると、断面三角形もしくは菱形の

「鰹ぶし状」の資料は、稜のある面には第 １ のタイプの使用痕がみられ、その他の面は第 ２ のタイプの痕

跡がみられる場合が多い。また、断面四角形で棒状の資料（１２・１３・１５・１６・１９）では１５の下面に第 ２ の

タイプがみられる以外は全て第 １ のタイプの使用痕がみられた。断面長方形で棒状の資料（１１・１８）では、

１１の表面は第 １ のタイプ、側面と裏面には第 ３ のタイプの使用痕がみられ、１８は全面とも第１のタイプで

あった。「鰹ぶし状」の砥石の相対する滑落面は、両刃の刃物（たとえば刀、槍など）を研ぐ際、砥石を

持ち変えた場合に生じたものと考えられている（小山１９９１）。石材は１３・１９が片状ホルンフェルス、１８が

安山岩で、その他は１４点ともに熱水変質した流紋岩であった。

　こも編石２１・２２は２点とも砂岩製の棒状礫である。上下に敲打痕はみられない。
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第 202 図　石製品実測図 1 （ 硯 ・ 砥石 ）
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第 203 図　石製品実測図 2（砥石・こも編石）
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第 203 図　石製品実測図 2 （ 砥石 ・ こも編石 ）
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５　金属製品

（１）概要
本遺跡から出土した金属製品は１１９点で、このうち残存状態が比較的良好で資料的に重要と思われる資

料を選択し、鉄製品３３点、青銅製品 ２ 点と銭貨２０点（接着している１２を ２ 点と数える）について掲載した
（第２０４図１～３5・第２０５図 １ ～１９）。掲載資料については長野県立歴史館で Ｘ 線透過撮影（電圧６２～７８ｋｖｐ、
電流５ｍＡ、撮影時間６０秒、距離８４０mm）を実施した。鉄製品はその画像を用いて実測図を作成している。
また、銭貨１２は ２ 枚の銭同士が付着して出土したため、剥がしを含めた保存処理を委託したが、剥がすこ
とによって原形が失われる可能性が高いとの理由で剥がすことができなかった。本遺跡で保存処理を行っ
たものはこの １ 点だけである。

（２）中世以降
①鉄製品
鉄製品では、まず鉄釘 １ ～２７がみられる。このうち １ は ＳＫ３０７、 ２ は ＳＫ３５１から、３ ～２７は平坦地 ７・

３０１・３０２・３－ １ 区、３０３トレンチから出土している。本遺跡から出土した鉄釘全２７点は、全て頭部もしく
は基部が欠損しており、法量が計れるものはない。横断面の形は７～９ がやや長方形を呈するが、それ以
外は方形とみられ、何れも角釘に分類される。頭部の形状は、一方向の Ｘ 線画像からのみの判断である
ため、あくまでも推測であるが、１８は基部上端を叩き延ばし、その後単に折り曲げた一群（原１９９４）に相
当する可能性がある。また、１ と ７ は基部がほぼ直角に折れ曲がっている。塩崎城見山砦の事例を参考に
すると、木材に打ち付けた後、例えば板などを押さえて補強するために意図的に折り曲げた可能性が考え
られるかもしれない。

刀子は２８～３０（第２０４図）である。このうち ＳＫ１２５からは刀子２８とともに引手金具の可能性のある３２が
出土している。２９と３０は平坦地３０１から出土し、このうち３０には Ｘ 線撮影の結果、土中に釘らしき製品の
先端部が写り込んでいるが、詳細は不明である。

②青銅製品
青銅製品のうち銭貨は １ ～１９である。このうち ＳＫ０１出土の１は「太平通寳」（北宋９７６年）、 ２ は「咸平

元寳」（北宋９９８年）、 ３ と ４ は「皇宋通寳」（北宋１０３８年）、５ は「元祐通寳」（北宋１０８６年）、６は「政和通寳」
（北宋１１１１年）、 ７ は「永楽通寳」（明１４０８年）で、８ は「咸□元寳」と解読できる。また、ＳＫ３７出土の１０
は「永楽通寳」（明１４０８年）、１１・１２が「開元通寳」である。ＳＫ２０１出土の１３と１４のうち、１４は「治平元寳」

（北宋１０６４年）である。平坦地 ６ から１５、平坦地３０１から１６・１７、平坦地２１（北東側盛土）から１８、１－１ 区
１ 層（溝内）から１９が出土している。これらのうち１５～１８は「寛永通寳」で何れも「寛」と「寶」の字体
から「新寛永」が初鋳される寛文 ８ 年（１６６８）以降に属すと考える。ただ１６のみは裏面に波紋がみられる
ことから、１７６８年に鋳造されたものと推定する（永井１９９６）。

煙管（キセル）は ＳＫ１４から３５が出土しているが、煙管部のみで、雁首部と吸口部は残存していない。
簪３４は平坦地 ７ から出土している。
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第 ６節　神之峯城跡 ＳＫ０１出土の人骨について
京都大学名誉教授　茂原信生

はじめに
神之峯城跡は長野県飯田市にある遺跡で、平成２４年度に長野県埋蔵文化財センターによって発掘調査さ

れ、その際、ＳＫ０１から人骨が出土した。
ＳＫ０１埋土から銭貨が ９ 枚出土しており、初鋳年が最も新しい銭貨は永楽通寶である。放射性炭素年代

測定では、１５世紀中頃～１７世紀初頭の年代が算出されており、人骨は中世に属するものと考えられてい
る。

ＳＫ０１ 人骨の特徴 （ 写真 １，２ ）
人骨の保存状態は非常に悪い。頭蓋骨はなく、歯もない。四肢骨のみが残っている。表面はが荒れてい

て、四肢骨の骨端はほとんど失われている。手の指や肋骨、椎骨もない。詳細に観察できる部位は、下肢
骨の一部（大腿骨近位部と足根骨）のみである。

人骨の出土状態をみると、左脛骨は右脛骨の下から出土している。右大腿骨と右脛骨は膝を深く折り曲
げて埋葬（屈葬）されていたものと思われる。大腿骨や足根骨よりも前腕の𣓤骨や尺骨が上にあり、埋葬
姿勢は通常の屈葬ではなく、体幹をたてた坐葬のような状態であった可能性がある。ただし、頭蓋骨の状
態が不明なのであくまで推測にすぎない。

上肢骨では、上腕骨の左右の遠位部、左右の𣓤骨尺骨の一部が出土している。橈骨や尺骨は左右の骨幹
部だけが残っている（尺骨の骨体矢状径８．４ｍｍ、骨体横径１２．４ｍｍ）。いずれも細い骨幹である。

下肢骨では、寛骨は部分的に出土している。左寛骨では、寛骨臼から仙骨との間接面である耳状面の前
端までの部分が残っている。ここには妊娠痕と言われる耳状面前溝のようなものはない。大坐骨切痕の一
部が残っているが、鈍角と思われ、女性的な特徴である。また、耳状面の前端から寛骨臼の前端までが破
損しているものの７６ｍｍ ほどあり、さほど小さくないので幼児ではなく、成人に達していたと思われる。
かなりきゃしゃな女性の可能性がある。また、大腿骨は非常に細い。後面の粗線は残存する上部ではほと
んど発達していない。大腿骨頭は骨幹と癒合しているので、幼児ではなく少なくとも１０代の後半には達
していたと思われる。大腿骨骨体上横径よりやや下の横径は２６．９ｍｍ、矢状径は２１．６ｍｍ で、扁平示数は
約８０で扁平大腿骨である。他に、左右の𦙾骨遠位部と左右の距骨など足根骨の一部が残っている。右の脛
骨遠位部と距骨が残っている（左脛骨骨幹遠位部周径５６ｍｍ）。距骨には蹲踞面がみられる。森本の Ｃ 型
で、Ｆ 型のような頚結節に対応する脛骨の関節面も見られる。

まとめ
この個体は、重複する部分がないので １ 体分と考えられる。きゃしゃな四肢骨や寛骨（骨盤）の特徴か

ら考えて若い個体、それも妊娠経験のない成人に近い若い女性である可能性が高い。

参考文献

馬場悠男１９９３「人骨計測法」　『人類学講座　別巻１』，雄山閣 Ｐｐ．３５９。
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写真 １ ：神之峯城跡出土人骨の上肢骨。図のシャドウ部は出土した部分を示している。１：右上腕骨遠位
　　　　部、２：右橈骨骨幹部、３：右尺骨骨幹部、４：左尺骨近位骨幹部、５：左𣓤骨近位骨幹部



- 291 -- 290 -

第 6 節　神之峯城跡 SK01 出土の人骨について


写真 ２ ：神之峯城跡出土人骨の下肢骨。１：右寛骨の大坐骨切痕から耳状面部、２：右大腿骨近位部、
　　　　 ３ ：右脛骨骨幹（後面）、４：右脛骨遠位部（後面）。
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第 7節　科学分析

１　分析目的
遺跡周辺の環境や遺跡内での植物利用の様相を明らかにするため、花粉分析、珪藻分析、プラント・オ

パール分析を行った。また、ＳＫ０１出土の人骨及び遺構等から出土した炭化物・土壌を対象として放射性
炭素年代測定を実施し、年代判定の参考とした。さらに、陶磁器の接着剤と推測した ＳＫ３５１出土の甕の黒
色付着物について、赤外分光分析と窒素・炭素安定同位体比分析を実施した。

２　分析試料・結果概要
分析試料は第２２表のとおりである。分析結果の詳細は本報告書添付の ＤＶＤ に収録した。ここでは概要

のみ記述する。

第22表　科学分析一覧
実施年度 分析対象試料 分析項目 委託先

24 炭化物 （SF01、 Ⅵ層 ） 放射性炭素年代測定 (株)加速器分析研究所

25

谷状地形堆積層 （303T） 花粉分析、珪藻分析、プラント・オパール分析 (株)古環境研究所

墓抗出土の人骨 （SK01）

放射性炭素年代測定

(株)パレオ・ラボ

遺構出土の炭化物 （SD201、 SK201） (株)加速器分析研究所
遺構出土の炭化物 （SD201、 SK351、 SK1011、
SK1017、 ST302、 ST307、 238Ｔ）・ 種子 （モモ ）
（SK351）・ 土壌 （227T）

27 土器付着物 （SK351、 SH302） 赤外分光分析、 炭素 ・窒素安定同位体分析 (株)古環境研究所

（１）土壌分析について
土壌分析試料はすべて ３ － １ 区の谷状地形に堆積する土層から採取している。分析結果の概要は第２３表

にまとめた。結果から推測される古環境は次のとおりである。
花粉分析は、化石の検出量が少なくかつ痛んでいた。花粉化石などの有機質遺体が分解されない乾燥も

しくは乾湿を繰り返す堆積環境か、堆積速度が速かったと推測された。また、周囲にはハンノキ属、カバ
ノキ属、クリなどの落葉広葉樹林と、ツガ属、コウヤマキ、スギなど針葉樹林が分布していたとの推測を
得た。

珪藻分析は珪藻化石の遺存状況が悪く、珪藻が生育できない乾燥した堆積環境が推測された。
プラント・オパール分析では、Ⅱ ５ 層（７層）及びⅣ３ 層（１５層）で検出量が多かった。Ⅱ ５ 層は斜面

に堆積しているため他所からの混入などが考えられ、水田であった可能性は低いと報告されている。一
方、Ⅳ ３ 層は水田耕作層であった可能性が高いとの結果となった。

（２）放射性炭素年代測定について
年代測定結果は第２４表にまとめた。結果から若干の所見を記す。
１ 区の礎石建物跡（ＳＴ０２）直上に堆積するⅥ層を対象として年代測定をした。 3 点のサンプル（第24

表1～3）の２σ暦年代較正値のうち最も古い値は１，２２１ｃａｌＡＤ（3）、最も新しい値は１，６４１ｃａｌＡＤ（１）で、
１３世紀前半～１７世紀半ばと年代幅があった。試料の部位（古木効果）や古い年代の炭化物が混入した可能
性も含めて、検討が必要と報告されている。同じく １ 区の造成土（Ⅶ ２ 層）除去後の地山（Ⅷ層）上面
で検出された ＳＦ０１出土の試料（4 ～ ６）のうち最も古い値は１，２８５ｃａｌＡＤ（4）、最も新しい値は１，４３８ｃａｌＡ
Ｄ（５）（以下すべて２σ暦年代較正値）で、１３世紀末～１５世紀前半の値が得られた。資料数が少ないこと
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に加えて、得られた年代幅が広いため確実なことは言えないが、ＳＦ０１は１５世紀前半までに埋め立てられ、
その後構築された ＳＴ０２は１７世紀半ばまでには埋まっていたと推測される。 １ 区の墓坑（ＳＫ０１）出土人骨（７

～ ９）は形質鑑定により １ 体分との所見を得ており、副葬銭から１，４１１年以降に埋葬されたことは明らか
だが、試料の年代測定結果は最も古い値が１，４５３ｃａｌＡＤ（8）、最も新しい値は１，６５０ｃａｌＡＤ（７）と時間幅
が広い。

２ 区の尾根筋を分断する堀切と推測した ＳＤ２０１出土試料（１3 ～ １6）は、最も古い値が１，３８７ｃａｌＢＣ（１６）、

最も新しい値１,２７８ｃａｌＡＤ（14）と時間幅が大き過ぎ、遺構時期の決め手にならない。しかし、尾根筋東
側において溝跡（ＳＤ２０１）が埋没した後に構築された土坑（ＳＫ２０１）出土試料（１３ ～ １６）は最も古い値が１，
４８６ｃａｌＡＤ（1２）最も新しい値が１，６５７ｃａｌＡＤ（1０）で、１５世紀末～１７世紀中頃の範囲を示しているため、
溝跡はこの時期までには埋没していることになる。

３ － １ 区のⅤ３ 層で検出した掘立柱建物跡 ＳＴ３０２の柱穴から採取した試料（１７ ～ １９）は最も古い値が１，

４３２ｃａｌＡＤ 最も新しい値が１，６３６ｃａｌＡＤ（１７）で、１３世紀末～１７世紀前半を示す。また、ＳＴ３０７の試料（２０

～ ２２）は６５９ｃａｌＡＤ（２２）－１，４３２ｃａｌＡＤ（２１）で、７ 世紀中頃～１５世紀中頃と幅が広い。ＳＴ３０２と３０７から
得た各 ３ 点の試料は、それぞれ土塊の表面にある薄い炭化物、土塊に含まれる炭化物、土塊の中から炭化
物の小片であり、試料の由来によって分析結果に違いが出る点に注意を要するという報告がある。一方、
Ⅳ ３ 層上面で検出した土坑（ＳＫ３５１）から出土したモモの種子（２３）と炭化物（２４）の年代は、前者が１，
４０６ｃａｌＡＤ－１，４４３ｃａｌＡＤ、後者は１，０４３ｃａｌＡＤ－１，２１７ｃａｌＡＤ である。なお、試料の近くから１５世紀の常滑甕
が出土している。

以上、今回の分析では遺構や堆積層ごとの測定結果に年代差がみられ、対象試料の選別、試料採取など
に課題が残された。

（３）赤外分光分析と炭素・窒素同位体分析について
３ 区の土坑 ＳＫ３５１出土の甕には表面と断面に黒色物が付着していた。接着剤の可能性を考え、その成分

を探るため赤外分光分析を実施した結果、漆を特定するウルシオールの吸収は認められず、アスファルト
と同定された。炭素・窒素同位体分析では Ｃ３植物に由来する結果となった。

第23表　科学分析結果表１

地形区分 神之峯城跡
基本土層 トレンチ名 層名

（現場呼称）
プラント・オパール

検出量 花粉分析結果 珪藻分析結果

谷状地形

Ⅱ３層

３０３Ｔ
（平坦地
３０１）

５ ０個 ／ｇ 花粉化石は検出されない。 珪藻化石は検出されない。
Ⅱ４層 ６ ０個 ／ｇ 花粉化石は検出されない。 珪藻化石は検出されない。

Ⅱ５層 ７ ３，０００個 ／ｇ コナラ属コナラ亜属、クリ、モチノキ属、カエデ属、イネ科、シダ植物単条溝
胞子がわずかに検出された。

貧塩性種であるＨａｎｔｚｓｃｈｉａ　ａｍ
ｐｈｉｏｘｙｓがわずかに検出された。

Ⅱ６層 ８ ０個 ／ｇ コナラ属コナラ亜属、トチノキが検出された。 珪藻化石は検出されない。
Ⅱ７層 ９ ６００個 ／ｇ 花粉化石は検出されない。 珪藻化石は検出されない。

Ⅱ８層 １０ ０個 ／ｇ クリがわずかに検出された。

貧塩性種であるＨａｎｔｚｓｃｈｉａ　ａｍ
ｐｈｉｏｘｙｓ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｍｕｔｉｃａ、Ｐ
ｉｎｎｕｌａｒｉａ　ｍｉｃｒｏｓｔａｕｒｏｎ がわず
かに検出された。

Ⅱ９層 １１ ６００個 ／ｇ 花粉化石は検出されない。 珪藻化石は検出されない。
Ⅲ１層 １２ ６００個 ／ｇ マツ属複維管束亜属がわずかに検出された。 珪藻化石は検出されない。
Ⅲ２層 １３ ０個 ／ｇ トチノキが検出された。 珪藻化石は検出されない。
Ⅲ３層 14 ０個 ／ｇ 花粉化石は検出されない。 珪藻化石は検出されない。

Ⅳ３層 15 ３，６００個 ／ｇ クリ、トチノキ、カヤツリグサ科、シダ植物単条溝胞子がわずかに検出された。 貧塩性種であるＮａｖｉｃｕｌａ　ｍｕｔｉｃａ がわずかに検出された。

Ⅴ1層 16 ０個 ／ｇ スギ、シイ属、コナラ属コナラ亜属、イネ科、シダ植物単条溝胞子、シダ植
物三条溝胞子が検出された。 珪藻化石は検出されない。

Ⅴ２層 １７ ０個 ／ｇ
コナラ属コナラ亜属、ツガ属、クリ、カバノキ属、ハンノキ属、コウヤマキ、
ニレ属－ケヤキ、モチノキ属、クワ科－イラクサ科、バラ科、ウコギ科、イネ
科、ヨモギ属シダ植物単条溝胞子がわずかに検出された。

珪藻化石は検出されない。

Ⅴ３層 １８ ０個 ／ｇ
コナラ属コナラ亜属、ツガ属、コウヤマキ、ハンノキ属、シイ属、トチノキ
属、イネ属、キク亜科、ヨモギ属、シダ植物単条溝胞子、シダ植物三条溝胞子
がわずかに検出された。

珪藻化石は検出されない。

Ⅴ４層 １９ ０個 ／ｇ 花粉化石は検出されない。 珪藻化石は検出されない。
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第24表　科学分析結果表２						    

番号 採取場所 層名 試料形態 補正年代
（ｙｒＢＰ）

補正年代
（暦年較正用）

（ｙｒＢＰ）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲 測定番号

１ Ⅵ層 － 炭化物 ３３０±２０ ３２７±２０
１，５１５ｃａｌＡＤ－１，５２９ｃａｌＡＤ（１０．４％）
１，５４０ｃａｌＡＤ－１，６００ｃａｌＡＤ（４４．９％）
１，６１８ｃａｌＡＤ－１，６３４ｃａｌＡＤ（１２．８％）

１，４９０ｃａｌＡＤ－１，６０３ｃａｌＡＤ（７６．１％）
１，611ｃａｌＡＤ－１，６41ｃａｌＡＤ（1９．3％）

ＩＡＡ－１２３０５０

２ Ⅵ層 － 炭化物 ７５０±２０ ７４９±２１ １，２６０ｃａｌＡＤ－１，２８０ｃａｌＡＤ（６８．％） １，２２6ｃａｌＡＤ－１，２85ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１２３０５１
３ Ⅵ層 － 炭化物 ７８０±２０ ７７６±２１ １，２２6ｃａｌＡＤ－１，２７1ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，２２１ｃａｌＡＤ－１，２７６ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１２３０５２

４ ＳＦ０１ － 炭化物 ６５０±２０ ６４６±２１ １，２９２ｃａｌＡＤ－１，３０９ｃａｌＡＤ（２６．４％）
１，３６１ｃａｌＡＤ－１，３８７ｃａｌＡＤ（４１．８％）

１，２８５ｃａｌＡＤ－１，３２０ｃａｌＡＤ（４０．８％）
１，３５０ｃａｌＡＤ－１，３９２ｃａｌＡＤ（５４．６％）

ＩＡＡＡ－１２３０５３

５ ＳＦ０１ － 炭化物 ５３０±２０ ５２６±２２ １，４０５ｃａｌＡＤ－１，４３０ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，３２８ｃａｌＡＤ－１，３４1ｃａｌＡＤ（６．０％）
１，３９５ｃａｌＡＤ－１，４３８ｃａｌＡＤ（８９．４％）

ＩＡＡＡ－１２３０５４

６ ＳＦ０１ － 炭化物 ６４０±２０ ６３９±２1 １，２９５ｃａｌＡＤ－１，３１１ｃａｌＡＤ（２４．６％）
１，３６０ｃａｌＡＤ－１，３８７ｃａｌＡＤ（４３．６％）

１，２８６ｃａｌＡＤ－１，３２４ｃａｌＡＤ（３９．５％）
１，３４６ｃａｌＡＤ－１，３９４ｃａｌＡＤ（５５．９％）

ＩＡＡＡ－１２３０５５

７ ＳＫ０１ － 人骨（№２） ２９５±２０ ２９４±１９ １，５２６ｃａｌＡＤ－１，５５７ｃａｌＡＤ（４６．１％）
１，６３２ｃａｌＡＤ－１，６４６ｃａｌＡＤ（２２．１％）

１，５２０ｃａｌＡＤ－１，５９３ｃａｌＡＤ（６５．７％）
１，６１９ｃａｌＡＤ－１，６５０ｃａｌＡＤ（２９．７％）

ＰＬＤ－２７５４６

８ ＳＫ０１ － 人骨（№９） ３６５±１５ ３６７±１７ １，４６７ｃａｌＡＤ－１，５１４ｃａｌＡＤ（４８．５％）
１，６００ｃａｌＡＤ－１，６１７ｃａｌＡＤ（１９．７％）

１，４５３ｃａｌＡＤ－１，５２３ｃａｌＡＤ（６２．２％）
１，５７５ｃａｌＡＤ－１，６２５ｃａｌＡＤ（３３．２％）

ＰＬＤ－２７５４７

９ ＳＫ０１ － 人骨（№６） ３４５±２０ ３４３±１９

１，４９１ｃａｌＡＤ－１，５２３ｃａｌＡＤ（２６．０％）
１，５６０ｃａｌＡＤ－１，５６２ｃａｌＡＤ（１．７％）
１，５７１ｃａｌＡＤ－１，６０３ｃａｌＡＤ（２５．３％）
１，６１１ｃａｌＡＤ－１，６３１ｃａｌＡＤ（１５．３％）

１，４７０ｃａｌＡＤ－１，５３０ｃａｌＡＤ（３６．２％）
１，540ｃａｌＡＤ－１，635ｃａｌＡＤ（59．２％）

ＰＬＤ－２７５４８

１０ ＳＫ２０１ ２ 炭化材 ２９０±３０ ２９３±２５ １，５２３ｃａｌＡＤ－１，３０３ｃａｌＡＤ（４７．６％）
１，６３０ｃａｌＡＤ－１，６４９ｃａｌＡＤ（２０．６％）

１，４９６ｃａｌＡＤ－１，５０５ｃａｌＡＤ（１．３％）
１，５１２ｃａｌＡＤ －１，６０２ｃａｌＡＤ（６４．４％）
１，６１６ｃａｌＡＤ －１，６５７ｃａｌＡＤ（２９．７％）

ＩＡＡＡ－１３０６４７

１１ ＳＫ２０１ ２ 炭化物 ３００±３０ ２９９±２５ １，５２２ｃａｌＡＤ－１，５７３ｃａｌＡＤ（４９．７％）
１，６２８ｃａｌＡＤ－１，６４７ｃａｌＡＤ（１８．５％）

１，４９５ｃａｌＡＤ－１，６０２ｃａｌＡＤ（６９．３％）
１，６１６ｃａｌＡＤ－１，６５２ｃａｌＡＤ（２６．１％）

ＩＡＡＡ－１３０６４８

１２ ＳＫ２０１ ４ 炭化物 ３２０±３０ ３２２±２５ １，５１９ｃａｌＡＤ－１，５９４ｃａｌＡＤ（５５．６％）
１，６１９ｃａｌＡＤ－１，６３６ｃａｌＡＤ（１２．６％） １，４８６ｃａｌＡＤ－１，６４４ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１３０６４９

１３ ＳＤ２０１ ９ 炭化物 １，２６０±３０ １，２５５±２５ ６９１ｃａｌＡＤ－７５０ｃａｌＡＤ（５６．１％）
７６３ｃａｌＡＤ－７７６ｃａｌＡＤ（１２．１％）

６７４ｃａｌＡＤ－８２２ｃａｌＡＤ（９２．６％）
８４２ｃａｌＡＤ－８６０ｃａｌＡＤ（２．８％）

ＩＡＡＡ－１３０６５０

１４ ＳＤ２０１ ９ 炭化物 ７７０±３０ ７７３±２５ １，２２５ｃａｌＡＤ－１，２７３ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，２２0ｃａｌＡＤ－１，２７８ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１３０６５１

１５ ＳＤ２０１ ９ 炭化物 １，８３０±３０ １，８２７±２５ １３８ｃａｌＡＤ－１９９ｃａｌＡＤ（５２．４％）
２０５ｃａｌＡＤ－２２４ｃａｌＡＤ（１５．８％）

９４ｃａｌＡＤ－９７ｃａｌＡＤ（０．４％）
１２５ｃａｌＡＤ－２４９ｃａｌＡＤ（９５．０％）

ＩＡＡＡ－１３０６５２

１６ ＳＤ２０１ １０ 炭化物 ３，０２０±２０ ３，０２２±２３ １，３６８ｃａｌＢＣ－１，３６３ｃａｌＢＣ（２．９％）
１，２９３ｃａｌＢＣ－１，２２３ｃａｌＢＣ（６５．３％）

１，３８７ｃａｌＢＣ－１，３３９ｃａｌＢＣ（１７．３％）
１，３１１ｃａｌＢＣ－１，２０７ｃａｌＢＣ（７７．６％）
１，２0１ｃａｌＢＣ－１，１９６ｃａｌＢＣ（０．５％）

ＩＡＡＡ －１３３２７８

１７ ＳＫ１０１１
（ＳＴ３０２Ｐ１） １ 炭化物 ３４０±２０ ３４０±２２

１，４９３ｃａｌＡＤ－１，５２4ｃａｌＡＤ（２２．４％）
１，５５９ｃａｌＡＤ－１，６０２ｃａｌＡＤ（３２．４％）
１，６１３ｃａｌＡＤ－１，６３１ｃａｌＡＤ（１３．４％）

１，４７４ｃａｌＡＤ－１，５３２ｃａｌＡＤ（３３．９％）
１，５３８ｃａｌＡＤ－１，６３６ｃａｌＡＤ（６１．５％）

ＩＡＡＡ－１３３２７９

１８ ＳＫ１０１７
（ＳＴ３０２Ｐ５） １ 炭化物 ４３０±２０ ４２８±１９ １，４40ｃａｌＡＤ－１，４58ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，４３２ｃａｌＡＤ－１，４７７ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１３３２８０

１９ ＳＴ３０２
（P11） １ 炭化物 ４１０±２０ ４１０±２１ １，４４４ｃａｌＡＤ－１，４７２ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，４３６ｃａｌＡＤ－１，４９６ｃａｌＡＤ（９０．４％）

１，６００ｃａｌＡＤ－１，６１５ｃａｌＡＤ（５．０％）
ＩＡＡＡ－１３３２８１

２０ ＳＴ３０７
（P5） １ 炭化物 ８９０±２０ ８８８±２２

１，０５３ｃａｌＡＤ－１，０８０ｃａｌＡＤ（２２．９％）
１，１５２ｃａｌＡＤ－１，１９２ｃａｌＡＤ（３９．９％）
１，１９７ｃａｌＡＤ－１，２０５ｃａｌＡＤ（５．４％）

１，０４５ｃａｌＡＤ－１，０９５ｃａｌＡＤ（３１．３％）
１，119ｃａｌＡＤ－１，216ｃａｌＡＤ（64．1％）

ＩＡＡＡ－１３３２８２

２１ ＳＴ３０７
（P5） １ 炭化物 ４４０±２０ ４４３±２１ １，４３６ｃａｌＡＤ－１，４５２ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，４２６ｃａｌＡＤ－１，４６８ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１３３２８３

２２ ＳＴ３０７
（P7） １ 炭化物 １，３１０±２０ １，３１２±２１ ６６４ｃａｌＡＤ－６９０ｃａｌＡＤ（５３．３％）

７５０ｃａｌＡＤ－７６１ｃａｌＡＤ（１４．９％）
６５９ｃａｌＡＤ－７１６ｃａｌＡＤ（７２．１％）
７４３ｃａｌＡＤ－７６６ｃａｌＡＤ（２３．３％） ＩＡＡＡ－１３３２８４

２３ ＳＫ３５１ － 種子 （ モモ ） ５００±２０ ５０２±２３ １，４１５ｃａｌＡＤ－１，４４５ｃａｌＡＤ（６８．２％） １，４０６ｃａｌＡＤ－１，４４３ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１３３２８５

２４ ＳＫ３５１ １ 炭化物 ８９０±３０ ８８９±２６
１，０５１ｃａｌＡＤ－１，０８２ｃａｌＡＤ（２４．０％）
１，１２９ｃａｌＡＤ－１，１３２ｃａｌＡＤ（１．４％）
１，１５２ｃａｌＡＤ－１，２０６ｃａｌＡＤ（４２．８％）

１，０４３ｃａｌＡＤ－１，１０２ｃａｌＡＤ（３３．７％）
１，１１８ｃａｌＡＤ －１，２１７ｃａｌＡＤ（６１．７％） ＩＡＡＡ－１３３２８６

２５ ２３８Ｔ
（２０３Ｔ） ３ 炭化物 ３４０±２０ ３３８±２１

１，４９５ｃａｌＡＤ－１，５２４ｃａｌＡＤ（２１．７％）
１，５５８ｃａｌＡＤ－１，６０２ｃａｌＡＤ（３３．９％）
１，６２５ｃａｌＡＤ－１，６３１ｃａｌＡＤ（１２．６％）

１，４７７ｃａｌＡＤ－１，６３７ｃａｌＡＤ（９５．４％） ＩＡＡＡ－１３３２８７

２６ ２３８Ｔ
（２０３Ｔ） ３ 炭化物 ３００±２０ ３０２±２３ １，５２２ｃａｌＡＤ－１，５７５ｃａｌＡＤ（５０．８％）

１，６２６ｃａｌＡＤ－１，６４５ｃａｌＡＤ（１７．４％ ）

１，４９５ｃａｌＡＤ－１，５０７ｃａｌＡＤ（２．３％）
１，５１２ｃａｌＡＤ－１，６０２ｃａｌＡＤ（６８．４％）
１，６１６ｃａｌＡＤ－１，６５０ｃａｌＡＤ（２４．７％）

ＩＡＡＡ－１３３２８８

２７ ２３８Ｔ ３ 炭化物 ２９０±２０ ２９２±２４ １，５２３ｃａｌＡＤ－１，５７１ｃａｌＡＤ（４６．８％）
１，613ｃａｌＡＤ－１，649ｃａｌＡＤ（21．4％）

１，５２３ｃａｌＡＤ－１，６００ｃａｌＡＤ（６４．７％）
１，６１６ｃａｌＡＤ－１，６５7ｃａｌＡＤ（２４．７％） ＩＡＡＡ－１３３２８９

２８ ２２７Ｔ ７ 土壌 １，２６０±３０ １，２５７±２５ ６９２ｃａｌＡＤ－７４９ｃａｌＡＤ（５９．４％）
76２ｃａｌＡＤ－７71ｃａｌＡＤ（8．8％）

６７２ｃａｌＡＤ－７７９ｃａｌＡＤ（８９．１％）
７９１ｃａｌＡＤ－８０５ｃａｌＡＤ（２．０％）
８１３ｃａｌＡＤ－８２６ｃａｌＡＤ（１．４％）
８４０ｃａｌＡＤ－８６２ｃａｌＡＤ（２．８％）

ＩＡＡＡ－１３３２９０

２９ ２２７Ｔ ７ 炭化物 ２，０４０±２０ ２，０４０±２４ ８９ｃａｌＢＣ－７５ｃａｌＢＣ（１０．９％）
５８ｃａｌＢＣ－２ｃａｌＡＤ（５７．３％）

１５７ｃａｌＢＣ－１３６ｃａｌＢＣ（３．５％）
１１４ｃａｌＢＣ－２４ｃａｌＡＤ（９１．９％） ＩＡＡＡ－１３３２９１

３０ ２２７Ｔ ７ 土壌 ９７０±２０ ９６６±２２
１，０２４ｃａｌＡＤ－１，０４６ｃａｌＡＤ（３１．１％）
１，０９４ｃａｌＡＤ－１，１２０ｃａｌＡＤ（３１．０％）
１，１４１ｃａｌＡＤ－１，１４７ｃａｌＡＤ（６．１％）

１，０１９ｃａｌＡＤ－１，０５５ｃａｌＡＤ（３６．４％）
１，０７７ｃａｌＡＤ －１，１５４ｃａｌＡＤ（５９．０％） ＩＡＡＡ－１３３２９２

※採取場所（　）内は現場呼称	  （株）加速器分析研究所、（株）パレオ・ラボ報告書を編集

第25表　炭素・窒素安定同位体分析結果
番号 遺物種類 遺物時期 出土遺構 取り上げ番号 分析試料 δ１３ＣＰＤＢ（‰） δ１５NAir（‰） 炭素含有量

（％）
窒素含有量
（％） Ｃ ／Ｎ比

１ 常滑甕 １５世紀 ＳＫ３５１ №４１・４３・４５ 表面の黒色付着物 －２７．７ ３．１４ ４４．６ ０．６４ ８１．０１

２ 常滑甕 １５世紀 ＳＨ３０２ №１ 断面の黒色付着物 －２７．３ ４．３７ ４９．９ ０．９４ ６１．７１

（株）古環境研究所報告書を編集
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第 7 節　科学分析

神之峯城跡 1 区　安全対策施設を設置しての調査風景

平成 ２４ 年度　神之峯城跡　発掘作業記念写真

平成 ２５ 年度　神之峯城跡　発掘作業記念写真
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第 ５ 章　神之峯城跡

第８節　小　結

１　調査対象地の土地利用と変遷
調査対象地は神之峯城跡が立地する独立丘陵の北西側中腹にあたり、 １ 区及び ３ 区の詳細な土層観察の

結果、谷状地形を繰り返し埋め立てて平坦地を造り、その上に遺構群を構築した様子が明らかとなった。
また、 ２ 区では尾根状地形を断ち切る堀切を確認することができた。

以下、時期を追って土地利用の変遷をたどってみたい。
第１段階　調査対象地内において最も古い遺構は、 １ 区平坦地 ７ で検出した焼土跡 ＳＦ０１である。厚さ約
２ ｍ の造成土Ⅶ層にパックされた焼土跡に残された炭化物の年代は、１３世紀中頃から１５世紀前半の値を示
している。なお、 ３ 区の谷状地形を埋め立てているⅣ ３ 層やⅤ層には古瀬戸後Ⅱ期の遺物を含むため、居
住施設を含む明確な遺構は確認できなかったが、１４世紀代には神之峯中腹域への侵出が始まっていたこと
がわかる。
第２段階　 １ 区平坦地 ７ 及び ３ 区平坦地３０１で埋め立て造成が行われる。該当する造成土は １ 区がⅦ層、
３ 区はⅣ ３ 層である。 １ 区のⅦ層は北西斜面側で厚さ約 ２ ｍ に及ぶ。造成土に包まれる遺物の時期は不
明ながら、その上に建てられた溝跡 ＳＤ０５・１０を伴う礎石建物跡 ＳＴ０２は、古瀬戸後Ⅳ期の陶磁器を伴うた
め、おそくとも１５世紀中頃までに造成が完了していたと考えられる。なお、ＳＴ０２は次段階の１６世紀後半
まで存続し、焼失した。平坦地２７の掘立柱建物跡 ＳＴ０６や平坦地 ２ の墓坑 ＳＫ０１も、出土遺物からみて、こ
の段階に造られたのであろう。 ３ 区Ⅳ３ 層は古瀬戸後Ⅳ期の陶磁器を含むことから、 １ 区のⅦ層とほぼ同
時期に埋め立て、その上に土坑 ＳＫ３５１・５４０・５４４・５８１や溝跡 ＳＤ３０５・１００１を構築している。ところで ３
区Ⅳ３ 層は、３，６００個 ／ｇ のプラント・オパールが検出されたことに加え酸化鉄の集積も認められるため、
水田経営の可能性を検討した。しかし、平坦地３０１の立地環境や同層が造成土であることなどを踏まえ
て、その結論は留保しておきたい。
第３段階　 ３ 区平坦地３０１で再び埋め立て造成が行われる。古瀬戸後Ⅲ期から大窯 １ 段階の陶磁器が含ま
れる ３ 区Ⅱ層ないしⅢ層の上には、南北方向に走る溝跡 ＳＤ３０１と３０３・３０４とに挟まれて掘立柱建物跡 ＳＴ
３０１・３０２・３０４～３０７・３１０が建つ。これらの遺構群を構築するために行った造成と考えられる。上記建物
跡と主軸方位を同じくする ＳＴ３03や３１４もほぼ同時期と考えてよかろう。

ところで、 ２ 区には延長約４８ｍ、幅 ４ ｍ、深さ約 ３ ｍ の断面 Ｖ 字ないし Ｕ 字形の溝跡＝堀切 ＳＤ２０１が
掘削されている。こうした大量の労働力を必要とする地業は、大規模な造成が行われた本段階か第２段階
に実施されたことが予想できる。本遺構の埋没後に構築された石組み遺構 ＳＨ２０１やこれに伴う土坑 ＳＫ２０１
は、出土遺物や放射性炭素年代測定結果から１６世紀後半以降と考えられるため、この堀切は本段階に掘削
されたものと想定したい。
第４段階　 １ 区平坦地 ７ のⅢ層上面で石列 ＳＨ０１・０２、溝跡 ＳＤ０３を検出した。Ⅲ層は１８世紀末から１９世紀
初頭の遺物を含むため、これらの遺構は幕末以降に構築された可能性が高い。平坦地 ６ の１・ ２ 調査面、
平坦地２７の １ 面で検出した掘立柱建物跡 ＳＴ０１・０３～０５や隅丸長方形の土坑もこの段階のものであろう。

以上をまとめると、神之峯城跡の北西中腹は１４世紀代に早くも人跡が現れ〔第 １ 段階〕、１５世紀代には
大規模な造成が行われ １ 区に礎石建物が ３ 区に土坑と溝跡が造られた〔第 ２ 段階〕。 ３ 区は１６世紀代にも
造成が行われ溝跡を伴う掘立柱建物群が構築される。 ２ 区の堀切もおそらくこの段階に掘削されたもので
あろう〔第 ３ 段階〕。調査対象地では第 ３ 段階で一旦人跡は途絶えるものの、 １ 区は平坦地 ２ 及び２７を中
心に幕末になって再び小集落が形成される〔第 ４ 段階〕。
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２　「知久十八ケ寺」と建物跡
大正１４年、市村咸人氏は上久堅地区において神之峯城存続期に１８箇所の寺院が存在したと推測した（市

村１９２５）。市村氏はこれら寺院を「知久十八ケ寺」と呼称している。うち ２ 箇所（興禅寺、玉川寺）は現
存し、ほかは寺院推定地を示す看板が立っているのみである。

今回、小字名と寺院関連地名が残る範囲を確認するため、地籍図と土地台帳を照合した（註 １ ）。その
結果は以下の通りである。

ア　 １ 区とその隣接地には「法新院」、「栗林」、「坂尾」、「城坂」、「小路」という小字があり、市村氏の
言う　「法心院」という小字は存在しない。

イ　「法新院」の範囲は １ 区のほぼ全域をカバーしており、平坦地７はそのほぼ中心地にあたる（第２０７図）。
ウ　 ３ 区とその隣接地には「新慶」、「坂尾」、「オカマ」、「ヒカゲ」という小字がある。
エ　「新慶」は ３ 区のほぼ全域をカバーしており、さらに南側へ大きく広がっている。
１ 区の平坦地 ７ には第 ２ 段階の礎石建物跡 ＳＴ０２がある。本遺構は、柱配置や出土遺物から居住機能を

主とした建物ではなく、寺院（註 ２ ）または倉庫的な建物と推定してきた。残念ながら出土品に遺構の性
格を示すものはないが、その時期と小字名を照らせば、本遺構が「法新院」である可能性は高い。周囲に
曲輪や竪堀など城郭を構成する遺構がないことから、独立丘陵全体が城郭化した中に寺院が存在したので
はなく、山頂の城郭部分とは別な空間を形成していたと考えられる。

一方、 ３ 区の平坦地３０１には第 ３ 段階の掘立柱建物群が並ぶ。ただ、これらは礎石建物跡 ＳＴ０２のような
特異性がない。したがって、小字「新慶」が寺跡を示す地名だとしても、廃寺跡は今回の調査範囲外をあ
たるほかない。

３　中腹の遺構群からみた神之峯城跡
知久氏が上久堅地区へ入部した時期は文献史料が確認されていないため不明であるが、市村氏は文亀・

永正年間（1501～1520）頃と推定している（市村ほか１９７０）。一方、土地利用の変遷でみたとおり、神之
峯城跡の中腹にある谷状地形は１５世紀段階で大規模な造成が行われ、寺院（ＳＴ０２）が建てられ（ １ 区）、
土坑や溝跡が設けられている（ ３ 区）。なお、造成土に含まれる遺物をみるかぎり、人びとがこの場所に
関わりをもつ時期はさらに遡る。

１・ ３ 区で確認した地業には有力な国人領主が関わっていたと考えられるが、知久氏入部以前に上久堅
地区を治めた国人領主の存在を示す文献史料は確認されていない。上久堅地区は知久氏が入部して開発さ
れたものと考えられる（岡田ほか１９９２）。今回確認できた大規模な造成は、知久氏という後ろ盾があって
こそ具現化できたと推測され、このことから当地区への知久氏の入部は１５世紀段階に遡る可能性がある。  
　一方、１・ ３ 区ともに１６世紀後半段階で遺構は断絶するが、これは天正１２（１５８４）年に知久頼氏が徳川
家康の命により切腹させられた時期と軌を一にする（平山２０１１b）。

ところで、神之峯城の主郭部は後世の改変が及んでいるが、旧状を留めている曲輪、堀切及び切岸は以
下に示すとおり構造が単純で、防御機能の多くを自然の地形に依拠していると解釈できる（註 ３ ）。

ア　曲輪や曲輪がない。
イ　主郭部を構堀切に土塁を多用する状況がない。
ウ　土塁囲みの成する各曲輪を堀切で分断する様子がなく、堀切は城域の境界を示す場所にあるもの

の、その規模は小規模で斜面下方まで垂下する状況ではない。
エ　曲輪と堀切が城内道によって連携されない。
オ　虎口が明瞭に確認できない。
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カ　斜面部に竪堀がない。
キ　曲輪や堀切などの城郭施設の構築範囲は独立丘陵の山頂に限られており、斜面部に曲輪や堀切が　

展開する様子が確認できない。
県内に分布する鴨ケ岳城跡（高梨氏）、井上城跡（井上氏）、葛尾城跡（村上氏）、上原城跡（諏訪氏）

などの国人領主の城郭や信濃守護の城郭である林大城（小笠原氏）など、１６世紀の城郭は施設の形状・規
模に違いはあるものの、土塁の存在、堀切の大規模化、竪堀の存在、切岸の発達など防御機能を強化して
いる。飯田市域の西平城跡や南本条城跡なども土塁の多用、竪堀の存在、虎口の明瞭化がみられる。これ
ら１６世紀に築城もしくは改修した城郭と神之峯城跡を同一に捉えることは難しい。むしろ、１５世紀段階に
築城され１６世紀後半に廃城するまで改修されなかった城郭と理解した方が自然である。

神之峯城跡中腹の開発時期と相まって、築城時期についても再検討が必要であろう。

註

１) 　平成２７年１２月１５日に飯田市歴史研究所において調査した。閲覧した資料は、明治２０年代に作成した上久堅村役場作成

の土地課税台帳と地籍図で、この資料から「法新院」、「新慶」の小字が残る地筆を確認した。

2 )　本報告では一般的な名称として「寺院」の呼称を用いたが、厳密な意味では、古代以外での「山林寺院」の濫用は慎 

むべきとの時枝務氏の指摘（時枝ほか２０１２）からすると、１区の礎石建物跡は「山寺」の名称の方が適切になろうか。

3 )　調査時と整理時に神之峯城跡の踏査（地表面観察）を実施した河西の所見。

神之峯城跡　主郭部の最高所に鎮座する久堅神社



- 299 -- 298 -

第 8 節　小　結 

第 ２０６ 図　神之峯城跡　中世遺構　確認地点
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第 207 図　神之峯城跡　中世遺構発見地点と地籍図の照合図
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飯喬道路建設に伴う鬼釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡の調査では、縄文時代～中世以降に至る生活痕跡
を確認した。従来、飯田市域においては、竜西（天竜川右岸）での調査例が圧倒的に多く、考古資料が蓄
積されていた反面、上記 ３遺跡が所在する竜東（天竜川左岸）は調査事例が少なく、上久堅地区では鬼釜
遺跡の北東方向にある北田遺跡と塚穴 １号・ ２号古墳が調査されたに過ぎない。かかる状況の中、今回の
調査は、考古資料により上久堅地区の歴史をより明らかにできるにとどまらず、竜西の調査例と合わせて
飯田市域の歴史がより明らかにできる貴重な成果があがった。以下、特筆される調査成果を列記する。
縄文時代
下伊那では、１０軒以上竪穴建物跡が確認された縄文中期後葉の集落が竜西の扇状地もしくは河岸段丘上

に展開している。しかし、飯田市域の竜東では、ほとんど当該期の遺跡が確認されないなか、５０軒以上竪
穴建物跡で構成される北田遺跡は、特異な存在であった。今回、北田遺跡と近い鬼釜遺跡では、北田遺跡
と並行する時期の竪穴建物跡が確認された。鬼釜遺跡の集落は、幅が狭小な自然堤防に立地するため、そ
の地形的な制約から小規模な集落を形成するに留まったと推測される。上久堅地区は山間地であり、集落
が大規模に展開できる広大な場所が少ない。今回の調査で、尾根や谷が入り組む山間地において、複雑な
地形を利用して集落が形成されていたことが分かった。これが鬼釜遺跡の縄文集落発見の最大の成果で、
伊那谷の縄文中期の集落を考える上で貴重な資料となろう。
古墳時代
明治２５年頃に発掘されて以降、位置が不明であった鬼釜古墳が実に１２０年ぶりに発見された。近代以降

の削平で盛土は遺存しなかったが、主に周溝内出土土器から、 ６世紀前半に初葬、 ６世紀後半～７世紀初
頭に追葬されていた可能性が高いことが分かった。周溝内から馬の埋葬土坑が１基発見され、土坑から出
土した馬具（雲珠、 金具）は、初葬時に馬を埋葬していることが分かった。従来、 ５世紀の馬の埋葬土
坑は天竜川右岸竜西の古墳（飯田古墳群）から数多く発見されている。 ５世紀、竜西に展開した古墳文化
は、箕輪町松島王墓や下諏訪町青塚古墳の存在が示すように次第に周辺地域に拡大する。鬼釜古墳と馬の
埋葬土坑の発見は、 ６世紀には周辺地域へ拡大したことと、馬を埋葬する風習が残っていたことを考古学
的に示す稀有な事例となる。
中世
伊那谷の竜東は、知久氏の支配領域である。従来、考古学、文献史学研究分野とも、知久氏の調査・研

究は、竜西を支配した小笠原氏に比べて遅れていた。かかる動向のなか、今回、知久氏の本拠（知久本郷）
に分布する ３遺跡が比較的広い面積調査され、そのなかに知久氏の本城（神之峯城跡）が含まれていたの
である。知久氏の本拠の様相を考古学的に明らかにできる良好な資料が得られた（第２０８図）。
神之峯城跡は、今回が初めての発掘である。遺跡が立地する独立丘陵の山頂に主郭部があるが、曲輪や

堀切等の城郭施設が構築されている範囲は、山頂と山頂よりやや下がった場所（「北小ヤ」の小字が残る
一帯）に存在するに過ぎず、独立丘陵の中腹や山麓に城郭施設が展開しない。神之峯城跡は、山頂とその
一帯が城域と考えることができ、本報告では構造から１５世紀に存在した城郭の可能性が高いことを示唆し
た。
今回の調査でみつかった１５世紀～１６世紀の礎石建物跡は、礎石の配置と周辺の調査事例等から、寺院

（堂宇）の可能性が高いことを示した。寺院と推定される礎石建物跡は、城郭が立地する独立丘陵から発
見されたことと、主郭部の城郭構造が１５世紀に遡る様相を示していることから、極端な事例であるが、安
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第₂0₈図　鬼釜遺跡・風張遺跡・神之峯城跡　中世遺構確認地点
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土山（城跡）に建立された惣見寺のように、城郭と関連性をもって存続したとの見方も想像に難くない。
しかし、主郭部は未発掘で、礎石建物跡と城郭との関連性を示す文献史料は確認されていない。神之峯城
跡のような調査事例を待って、今後明らかにしなければならない課題である。
神之峯城跡と細田川を挟んで対峙する尾根に立地する風張遺跡から、中世以降の集落が発見されたこと

も注視される。調査では古瀬戸後Ⅳ期～大窯 １段階もしくは ２段階の遺物が出土していることから、集落
の存続と神之峯城跡の礎石建物跡の時期には合致する時期がある。同時に存在した時期があったと推測さ
れる。なお、風張遺跡は、緩やかに傾斜する尾根上に立地するため、掘立柱建物跡などの遺構を構築時に
は、地面を削平し、平場を構築している。かかる事例は、平成１９年度、飯喬道路建設に伴い埋文センター
が調査した井戸端遺跡（飯田市千代）でも確認されている。風張遺跡の調査成果は、傾斜地に集落を形成
する際に土木作業を行っていることを示す事例を補強したことになる。
風張遺跡の北側に広がる段丘に立地する鬼釜遺跡では、掘立柱建物跡と竪穴建物跡で構成された集落を

発見した。出土遺物が少ないため、中世と特定できた遺構は少ない。出土遺物から１５世紀末～１６世紀前半
に特定できた遺構には、方形の竪穴建物跡を伴う掘立柱建物跡がある。この竪穴建物跡は、壁際にピット
がめぐり、壁とピットの間では板壁等を設置するために掘削したと思われる痕跡が確認された。この状況
から、ピットは板壁等を固定するための壁柱穴と推定される。壁柱穴がめぐる竪穴建物跡は、県外では浪
岡城跡や鎌倉の都市遺跡から多数確認されているが、県内において、明瞭な事例は佐久市金井城跡や下諏
訪町四王前田遺跡など数少なく、伊那谷南部では初めての発見となろう。竪穴建物跡の機能については諸
説あり定まっていない。加えて鬼釜遺跡の竪穴建物跡は炉を伴っており、県内においてかかる事例は確認
されていないのではないだろうか。本遺構の発見は、竪穴建物跡の機能を明らかにするうえで重要な資料
である。
今回の調査で得られた成果は、調査例が少ない竜東にあって、重要な基礎資料となる。本書において、

遺跡が本来具備する価値を本書が充分披歴できなかったことは、担当者の努力不足に起因するものであ
る。この点においては、率直にお詫びしたい。鬼釜遺跡、風張遺跡、神之峯城跡の評価については、本書
で報告する調査成果の検討・議論によって、より明確になるものと思われる。かかる吟味を経ることで、
今回の調査で得られた資料が地域史解明の一助となれば、失われた遺跡への罪滅ぼしとなり、かつ遺跡を
毎日直視して調査に従事した担当者として、この上ない幸せである。
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鬼釜遺跡の現況

風張遺跡の現況

神之峯城跡の現況



別　表

鬼釜遺跡 第 1 表～第 8 表

風張遺跡 第 9 表～第 15 表

神之峯城跡 第 16 表～第 21 表





第 1表　鬼釜遺跡　竪穴建物跡一覧

図版
番号

遺構
記号 番号 時期 調査

地区
大・中
地区 平面形

主軸方向
（─）は方向

不明

計測値（　）は推定値 推定床面
積（m2）

（下端で計
測）

ピッ
ト数

埋土の
分層
状況

層位的
取上げ
の有無

土器重量（g） 石器点数

重複関係 特記事項長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m）

該当時期
（うち管理
番号あり）

混入
該当時期

（うち管理
番号あり）

混入

35 SB 01 平安 2─①

Ⅳ
A13・
1 4 ・
1 7 ・
18

長方形 N─28°─E 8.0 （6.03） 0.29 （49.099） 2 2 層 有 75.8
（29.6） 2.2 ─ 1

SB03・04、
ST1001P1
～4、SK13
に切られる

2 層床面
炭化材
778～
903 
calAD

36
37
38

SB 02 平 安（11
世紀前半） 2─① Ⅲ

E25 方形 N─104°─E 4.32 4.38 0.37 16.725 7
11 層

（床下 2
層）

有 113.6
（71.7） 24.8 ─ 2

ST02P5～
8、SK01・
11・20 に
切られる

11 層炭化
物 994～
1025 
calAD

38 SB 03 平 安（11
世紀前半） 2─①

Ⅳ
A17・
18

方形 N─54°─E （2.90）（2.56） 0.31 （6.821） 1 3 層 有 95.0
（87.8） ─ ─ 3

SB01 を切
る　SB04、
ST1001P2
に切られる

─

49 SB 04

中 世（15
世 紀 末～
16 世紀前
半）

2─①
Ⅳ
A13・
18

方形 N─8°─W 2.38 （2.33） 0.27 （5.328） 22 単層 有 17.6
（15.1） ─ ─ 1 SB01・03

を切る

1455～
1617 
calAD

39 SB 05
平 安（11
世 紀 前 半
～中頃）

1─①
西

Ⅳ
B13・
18

方形 N─2°─E 2.85 （2.63） 0.16 （60.672） 3 4 層 無 25.1
（25.1） 4.0 ─ ─ ─

ピ ッ ト か
ら 灰 釉 陶
器出土

17
18 SB 08 縄 文 中 期

後葉
1─①

東

Ⅴ
A22・
23
Ⅴ
F02・
03

円形 N─23°─W （4.82） 4.59 0.20 （17.237） 6
2 層

（ 床 下 1
層）

有 6785.3
（3737.3） 4.9 73 ─ ─ 協 会 9～

10 期

40 SB 09 平安 1─①
東

Ⅳ
E11・
12

方形 N─116°─E （5.13）（5.12） 0.34 （24.192） 4 4 層 有 ─ 24.2 ─ 2

ST17P1～
6、SK89～
93・95 に
切られる

縄文土器・ 
石器のみ

41 SB 10 古墳以降 1─①
東

Ⅳ
E23・
24

方形 N─111°─E （5.50）（5.28） 0.60 （28.709） 8 （床下 1） 有 9.6
（8.7） 670.9 ─ 8 ─ 縄文土器・ 

石器主体

42 SB 11

平 安～ 中
世（鎌倉）

（11 世 紀
後 半～13
世紀）

1─①
東

Ⅳ
E22・
23

方形 N─31°─E （3.40）（2.81） 0.12 （9.077） 12 （床下 1） 有 18.8
（18.8） 797.9 7

P11～13・
16・18 に
切られる可
能性有

周りにピ
ットを伴
う

25 SB 13 弥 生（ 最
終末）

1─①
東

Ⅳ
E13・
1 4 ・
18

方形 N─117°─E （3.86）（3.80） 0.10 （13.621） 3 単層
（床下 1） 無 375.1

（325） 19.5 ─ ─ SK96 に切
られる

炉体土器
は中島式
の甕

19
20 SB 14 縄 文 中 期

後葉
1─①
中央

Ⅳ
D12・
13
Ⅳ
D17・
18

不明 N─41°─W ─ ─ ─ ─ 7 ─ 有 18254.4
（18254.4） ─ 5 ─ SB16 と重

複する

埋甕、炉、
柱穴のみ。
協会 11
期

21 SB 16 縄 文 中 期
後葉

1─①
中央

Ⅳ
D13 円形？ N─11°─E ─ ─ ─ ─ 10 ─ 無 2546.4

（2546.4） ─ ─ ─ SB14 と重
複する

埋甕、柱
穴のみ。
協会 10
期

43 SB 17 中 世（13
世紀）

1─①
東

Ⅳ
E12・
17

隅丸方
形 N─28°─E （3.78）（3.47） 0.15 （11.979） 4 1 層

（床下 1） 有 199.6 109.7 ─ ─ SK1012 に
切られる

1/4 弱残
存
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第 2表　鬼釜遺跡　掘立柱建物跡一覧

図版
番号

遺構
記号 番号 時期 調査

地区
大・中
地区

主軸方向
（─）は
方向不明

規模

平面形
該当

ピット
名

土器重量
（g） 石器点数

重複
関係

特記
事項

長辺
方向

短辺
方向 柱間数 柱間間隔

（長辺方向）
柱間間隔

（短辺方向） 庇 面積
該当
時期 混入 該当

時期 混入
（m） （m） 長辺×

短辺
最小～最大値

（m）
最小～最大値

（m） 有無 （m2）

44 ST 01 ─ 2─①
Ⅳ
A11・
16

N─74°─W 4.70 2.11 2×1 1.98～2.72 2.11～2.13 ─ 10.165 長方形 P1～6 ─ ─ ─ ─ ─ ─

45 ST 02
11世紀 
前半以
降

2─① Ⅲ
E25 N─10°─E 3.68 4.26 2×2 1.72～1.83 1.76～2.27 ─ 14.555 方形 P1～8 ─ ─ ─ ─ SB02 を

切る ─

44 ST 03 ─ 2─①

Ⅲ
E20・
2 5 、
Ⅳ
A16

N─90°─W 5.29 3.34 3×2 1.33～2.05 1.68～1.81 ─ 17.781 長方形 P1～8 ─ ─ ─ ─
ST04P1
に切られ
る

─

44 ST 04 ─ 2─①

Ⅲ
E25、
Ⅳ
A21

N─8°─E 5.54 1.87 2×1 2.32～3.15 1.82～1.90 ─ 10.272 長方形 P1～6 ─ ─ ─ ─ ST03P5
を切る ─

46 ST 07 ─ 1─①
東

Ⅴ
A17・
1 8 ・
2 2 ・
23

N─86°─W （8.40） 3.97 5×2 1.50～1.76 1.75～2.16 ─ （33.099） 長方形 P 1 ～
12 ─ ─ ─ ─ SK1001

を切る ─

44 ST 08 ─ 1─①
西

Ⅳ
B11・
12

N─72°─E 3.93 2.06 2×1 1.68～2.20 2.02～2.10 ─ 8.048 長方形 P1～6 ─ ─ ─ ─ ─ ─

45 ST 09 ─ 1─①
西

Ⅳ
B11・
12

N─88°─W 5.76 （1.87） 3×1
現存 1.82～1.99 0.72～1.07 ─ 10.336 長方形 P1～8 ─ ─ ─ ─ ─ ─

45 ST 11 ─ 1─①
西

Ⅳ
B11 N─2°─E 3.78 2.76 2×2 1.77～2.07 1.38～1.51 ─ 10.315 長方形 P1～8 ─ ─ ─ ─ ─ ─

45 ST 12 ─ 1─①
西

Ⅳ
B11・
12

N─18°─E 3.39 1.66 2×1 1.60～1.88 1.64～1.72 ─ 5.579 長方形 P1～5 ─ ─ ─ ─ ─ ─

47 ST 13 ─ 1─①
東

Ⅳ
E12 N─26°─E 4.51 2.63 2×1 1.84～2.67 2.55～2.78 ─ 12.021 長方形 P1～6 ─ ─ ─ ─

ST15P2
に切られ
る

─

46 ST 14 ─ 1─①
東

Ⅳ
E16・
1 7 ・
2 1 ・
22

N─85°─W 5.53 3.32 2×1 0.52～2.93 3.22～3.42 ─ 18.571 長方形 P1～7 ─ ─ ─ ─ ─ ─

47 ST 15 ─ 1─①
東

Ⅳ
E12 N─13°─E 5.72 2.75 3×1 0.84～2.63 2.70～2.79 ─ 15.792 長方形

P 1 ～
5 、 7
～10

─ ─ ─ ─ ST13P2
を切る ─

48 ST 17 平安時
代以降

1─①
東

Ⅳ
E11・
1 2 ・
1 6 ・
17

N─14°─E 6.78 4.74 2×2 3.29～3.74 2.30～2.53 ─ 31.648 長方形
P 1 ～
6、8、
9

─ ─ ─ ─
SB09、
SK95 を
切る

1045～
1161
 calAD

49 ST 1001

中世
（15 世
紀末～
16世紀 
前半）

2─①
Ⅳ
A13・
18

N─8°─W （5.3） （3.20） 2×？ 2.18～3.42 1.58～? ─ （18.347） 長方形 P1～4 ─ ─ ─ ─
SB01・
03 を切
る

─
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

53
─

1
26

1─
①

SB
08

SB
08

　
P1

─
─

縄
文

/土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
か

深
鉢

　
胴

部
─

─
─

（
3.

1）
4.

9
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

53
12

2
41

1─
①

SB
08

SB
08

　
5

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

加
曽

利
E・

大
木

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

9～
10

期
─

─
（

3.
1）

8.
5

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
斜

行
沈

線
1

類

53
12

3
27

1 ─
①

SB
08

SB
08

　
N

o.
72

・
78

・
84

・
85

・
4

層
・

5
層

/S
B0

8　
N

o.
85

/4
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
加

曽
利

E・
大

木
式

系
深

鉢
　

口
縁

～
胴

部
9～

10
期

29
.5

─
（

22
.7

）
14

56
.2

7
.5

Y
R

5
/2

灰
褐

7.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

─
口

・
胴

RL
横

1
類

53
12

4
42

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

大
門

原
Ⅲ

群
a

類
か

深
鉢

　
胴

部
9

期
─

─
（

6.
3）

36
.0

7
.5

Y
R

5
/4

に
ぶ

い
褐

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

斜
行

沈
線

1
類

53
12

5
45

1 ─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

72
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

加
曽

利
E・

大
木

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

9～
10

期
─

─
（

3.
2）

14
.1

7
.5

Y
R

5
/4

に
ぶ

い
褐

7.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

─
─

3
類

53
12

6
32

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

加
曽

利
E・

大
木

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

9～
10

期
─

─
（

3.
2）

14
.6

7
.5

Y
R

4
/2

灰
褐

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

細
隆

線
文

1
類

53
12

7
30

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

72
/S

B0
8　

4
層

　
N

o.
70

/N
o.

70
/N

o.
72

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
加

曽
利

E・
大

木
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
9～

10
期

─
─

（
9.

9）
98

.1
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

口
胴

RL
横

2
類

53
12

8
31

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

23
・

24
/S

B0
8 

4
層

　
N

o.
5

/S
B

0
8

　
4

層
　

N
o.

13
/S

B0
8　

4
層

　
N

o.
16

/
SB

08
　

N
o.

10
・

3
層

/S
B0

8　
N

o.
6/

10
/1

2/
15

/1
6・

24
/4

層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
加

曽
利

E・
大

木
式

系
深

鉢
　

口
縁

～
胴

部
9～

10
期

─
─

（
11

.5
）

41
2.

1
1

0
Y

R
3

/1
黒

褐
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
胴

RL
横

2
類

53
12

9
35

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

45
/S

B0
8　

N
o.

45
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

在
地

系
粗

製
A

深
鉢

　
口

縁
部

～
底

部
─

＜
11

.0
＞

＜
9.

6＞
23

.3
10

09
.6

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

─
無

文
1

類

53
─

10
37

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

73
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
4.

9）
32

.8
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
1

褐
灰

─
RL

横
3

類

53
─

11
36

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

41
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
2.

1）
6.

8
7

.5
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

褐
7.

5Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
─

─
3

類

53
12

12
34

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

19
・

N
o.

20
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
9～

10
期

─
─

（
2.

7）
32

.5
1

0
Y

R
3

/1
黒

褐
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
胴

RL
横

1
類

53
─

13
39

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

81
/S

B0
8　

N
o.

81
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

胴
部

～
底

部
─

─
＜

8.
3＞

（
6.

9）
38

2
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

─
─

1
類

53
12

14
38

1 ─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
　

N
o.

80
/S

B0
8　

N
o.

80
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

胴
部

～
底

部
─

─
＜

7.
3＞

（
5.

4）
18

6.
5

2
.5

Y
R

6
/6

橙
5Y

R7
/6

橙
─

─
1

類

53
12

15
48

1─
①

SB
08

SB
08

　
N

o.
37

・
4

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

加
曽

利
E・

大
木

式
系

深
鉢

　
底

部
付

近
9～

10
期

─
─

（
6.

0）
36

.7
1

0
Y

R
5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

2.
5Y

R6
/1

黄
灰

─
RL

縦
1

類

53
─

16
43

1─
①

SB
08

SB
08

　
4

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
2.

8）
10

.1
1

0
Y

R
4

/2
灰

黄
褐

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

細
隆

線
文

1
類

53
─

17
44

1─
①

SB
08

SB
08

　
3

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
11

期
─

─
（

2.
7）

14
.8

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

53
─

18
39

3
1─

①
SB

08
SB

08
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

胴
部

9～
10

期
─

─
（

10
.5

）
67

.3
7

.5
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

褐
7.

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
─

RL
横

、
綾

繰
文

3
類

54
12

19
79

1 ─
①

SB
14

S
B

1
4

　
N

o
.1

/N
o

.1
/N

o
.1

/
N

o.
1/

N
o.

1/
Ⅳ

D
21

─9
Ⅳ

層
/

SQ
01

N
o.

21
─

（
SQ

0
1

N
o.

2
1

→
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

N
o.

21
）

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
胴

～
底

部
10

期
─

─
（

8.
4＋

9.
6）

58
0.

2
7

.5
Y

R
5

/6
明

褐
5Y

R5
/6

明
赤

褐
─

─
1

類

54
12

20
83

1─
①

SB
14

SB
14

　
N

o.
12

/N
o.

1・
12

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
胴

～
底

部
─

─
9.

0
（

34
.2

）
35

56
.4

（
修

復
材

含
）

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
RL

斜
め

1
類

54
12

21
74

1─
①

SB
14

SB
1

4
N

o.
1

4
・

2
5

・
3

2
・

4
3

・
47

・
49

・
炉

/S
B1

4N
o.

42
・

43
・

48
・

炉
─

─
縄

文
後

葉
/土

器
在

地
系

粗
製

B
深

鉢
　

口
縁

部
～

胴
部

11
期

＜
43

.8
＞

─
（

33
.5

）
23

86
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

54
13

22
77

1─
①

SB
14

SB
14

　
N

o.
50

/N
o.

50
/そ

の
他

1
点

物
　

N
o.

37
/5

0
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

か
深

鉢
　

胴
部

11
期

─
─

（
11

.7
）

14
8.

5
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

橙
7.

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
─

条
線

4
類

54
13

23
76

1─
①

SB
14

SB
14

　
N

o.
62

・
N

o.
66

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
底

部
─

─
9.

0
（

5.
3）

17
1.

7
2

.5
Y

R
6

/6
橙

5Y
R7

/6
橙

─
不

明
1

類

第
3
表
　
鬼
釜
遺
跡
　
土
器
・
陶
磁
器
観
察
表
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

54
12

24
73

（
75

と
接

合
）

1─
①

SB
14

S
B

1
4

N
o

.6
4

/N
o

.3
9

・
5

3
/

N
o.

35
/N

o.
37

/N
o.

64
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅱ

類
深

鉢
　

口
縁

部
～

胴
部

11
期

＜
28

.4
＞

─
＜

28
.4

＞
70

0.
9

5Y
R6

/8
橙

5Y
R6

/8
橙

─
条

線
1

類

54
13

25
78

1─
①

SB
14

SB
14

N
o.

11
・

29
・

42
・

炉
/

S
B

1
4

N
o

.8
・

1
3

・
1

5
・

4
2

/
SB

14
N

o.
29

・
42

/S
B1

4N
o.

43
/

SB
1

4
N

o.
4

3
/4

5
/S

B1
4

N
o.

2
6

/
SQ

01
N

o.
17

2

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
底

部
付

近
11

期
─

─
（

15
.1

）
12

13
.7

7
.5

Y
R

6
/6

橙
7.

5Y
R6

/6
橙

─
条

線
1

類

55
13

26
71

1─
①

SB
14

SB
1

4
N

o.
3

1
・

3
3

・
3

4
・

3
5

・
4

0
・

4
1

・
4

5
・

4
6

・
4

7
・

5
1

・
5

4
・

5
5

・
5

2
・

5
9

・
6

5
・

3
7

・
67

・
53

/S
B1

4N
o.

55
・

59

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅱ
類

深
鉢

　
口

縁
部

～
底

部
近

く
11

期
＜

32
.0

＞
─

（
39

.5
）

34
77

.3
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙

外
面

煤
付

着
・

種
子

圧
痕

条
線

1
類

55
13

27
84

1─
①

SB
14

S
B

1
4

　
N

o
.3

5
・

4
5

・
5

2
/

N
o

.5
1

・
5

3
/

N
o

.3
8

/
5

7
/

N
o.

33
/3

7/
50

/6
0/

63
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

胴
部

11
期

─
─

＜
14

.9
＞

95
7.

1
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

橙
─

条
線

4
類

55
13

28
70

1─
①

SB
14

SB
14

N
o.

14
・

16
・

21
─2

・
17

─
2

/S
B

1
4

N
o.

2
0

・
3

0
・

2
1

─1
・

21
─2

/S
B1

4N
o.

9・
22

/S
B1

4　
17

─1
/S

B1
4　

17
─2

/S
B1

4　
17

─
1/

SB
14

N
o.

10
・

30
・

18
・

炉
・

17
─1

・
17

─2

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅴ
類

深
鉢

　
口

縁
部

～
胴

部
下

半
11

～
12

期
＜

28
.8

＞
─

（
37

.4
）

20
27

.6
1

0
Y

R
7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

7.
5Y

R7
/3

に
ぶ

い
橙

不
明

綾
杉

状
沈

線
1

類

55
14

29
72

1─
①

SB
14

SB
14

　
N

o.
24

─1
・

24
─2

・
26

・
44

─
─

縄
文

中
期

下
伊

那
A

タ
イ

プ
深

鉢
　

頸
部

～
底

部
付

近
11

期
─

─
（

40
.4

）
24

70
（

修
復

材
含

）

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
7.

5Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙

外
面

炭
化

物
・

パ
ッ

チ
状

被
熱

LR
横

1
類

55
14

30
80

1─
①

SB
14

SB
14

　
N

o.
28

・
70

・
71

/S
B1

4 
Ⅳ

D
23

─1
3

Ⅳ
1

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅲ

類
深

鉢
　

口
縁

部
～

胴
部

10
～

11
期

─
─

（
13

.3
）

37
0.

5
2

.5
Y

R
7

/3
浅

黄
2.

5Y
R7

/2
灰

黄
─

条
線

4
類

55
14

31
82

1─
①

SB
14

SB
14

　
Pi

t3
/P

it3
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
10

～
11

期
─

─
（

4.
5）

29
.2

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
LR

縦
1

類

56
─

32
81

1─
①

SB
14

SB
14

　
N

o.
27

/N
o.

69
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

頸
部

─
─

─
（

5.
8＋

6.
6）

11
3.

6
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

条
線

4
類

56
14

33
38

3
1─

①
SB

16
SB

16
　

N
o.

1
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅲ

類
深

鉢
　

口
縁

部
～

胴
部

10
期

28
.4

─
＜

18
.2

＞
25

46
.4

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
LR

横
1

類

56
14

34
46

1─
①

SK
18

5
SK

18
5 

2
層

N
o.

9/
SK

18
5 

1
層

　
N

o.
1・

2・
3・

5・
6・

8/
SK

18
5 

1
層

N
o.

4
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

曽
利

Ⅱ
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
～

胴
部

9～
10

期
─

─
（

13
.3

）
12

5.
3

5Y
R4

/3
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
R4

/3
に

ぶ
い

赤
褐

─
RL

横
2

類

56
14

35
47

1─
①

SK
18

5
SK

18
5 

1
層

N
o.

7
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

胴
部

10
期

─
─

（
5.

3）
25

.0
7

.5
Y

R
5

/4
に

ぶ
い

褐
7.

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
─

沈
線

3
類

56
14

36
─1

36
─2

34
4

1 ─
①

SK
19

2
SK

19
2 

1
層

N
o.

1・
8/

SM
01

　
2

区
5

層
・

3
区

5
層

/S
M

01
　

周
溝

1
区

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
Ⅱ

期
深

鉢
　

口
縁

部
11

期
─

─
（

38
.1

）
26

05
.0

7
.5

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

条
線

3
類

56
14

37
34

5
1─

①
SK

19
2

SK
19

2　
1

層
N

o.
6

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅳ
類

深
鉢

　
口

縁
部

11
期

─
─

（
6.

4）
44

.9
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

橙
7.

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
─

条
線

1
類

57
15

38
35

3
1 ─

①
Ⅴ

F0
2

Ⅴ
F0

2─
1

Ⅴ
層

/Ⅴ
F0

2─
1

Ⅴ
層

─
─

縄
文

中
期

前
葉

/
土

器
五

領
ヶ

台
Ⅱ

・
梨

久
保

式
併

行
深

鉢
　

口
縁

部
1～

2
期

─
─

（
6.

3）
59

.9
1

0
Y

R
5

/2
灰

黄
褐

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

沈
線

3́
類

も
し

く
は

12
類

57
15

39
35

0
1─

①
Ⅴ

A2
4

Ⅴ
A2

4
Ⅴ

層
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

北
陸

系
か

深
鉢

　
胴

部
1～

2
期

─
─

（
4.

2）
12

.3
1

0
Y

R
3

/1
黒

褐
10

YR
3/

2
黒

褐
─

LR
縦

6
類

57
─

40
37

4
1─

①
Ⅳ

E2
2

Ⅳ
E2

2─
12

Ⅴ
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
口

縁
部

10
期

─
─

（
4.

9）
33

.1
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

57
15

41
68

1 ─
①

Ⅳ
B1

2
Ⅳ

B1
2─

13
Ⅴ

層
/Ⅳ

B1
2─

13
Ⅴ

層
/Ⅳ

B1
2 ─

13
Ⅴ

層
・

Ⅳ
B1

7─
3

Ⅴ
層

/Ⅳ
B1

2─
13

Ⅴ
層

─
─

縄
文

後
期

/土
器

堀
之

内
2

式
深

鉢
　

頸
部

～
胴

部
─

─
─

（
16

.0
）

51
7.

7
7

.5
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

橙
7.

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
─

LR
縦

横
斜

め
5

類
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

57
15

42
10

6
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

17
8

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅰ
類

深
鉢

　
把

手
部

─
─

─
（

6.
4）

58
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
内

面
赤

彩
か

─
1

類

57
15

43
13

0
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

51
4

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅰ
類

深
鉢

　
口

縁
部

11
期

─
─

（
5.

5）
54

.8
7

.5
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

橙
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

57
15

44
11

5
1─

①
SQ

01

SQ
01

Ⅳ
D

21
─1

4
Ⅳ

1
層

・
SQ

02
Ⅳ

C2
4─

15
Ⅳ

1
層

/S
Q

01
Ⅳ

C2
5

─1
4・

15
Ⅳ

1
層

/S
Q

03
Ⅳ

C2
5─

15
Ⅳ

1
層

/Ⅳ
C2

5
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
口

縁
部

10
期

─
─

（
7.

3）
22

4.
0

7
.5

Y
R

6
/6

橙
7.

5Y
R6

/5
橙

─
縦

沈
線

1
類

57
15

45
90

1─
①

SQ
01

SQ
0

1
N

o
.6

1
・

1
3

6
・

1
3

7
・

22
8・

61
7・

Ⅳ
D

21
─1

4
Ⅳ

1
層

/
N

o.
24

0・
58

6/
N

o.
24

6・
64

0・
Ⅳ

I─
01

Ⅳ
1

層
/N

o.
31

0・
Ⅳ

D
21

─1
3

Ⅳ
1

層
/N

o.
29

9・
Ⅳ

D
21

─1
4

Ⅳ
1

層
/N

o.
12

7・
58

9/
N

o.
30

8・
Ⅳ

D
21

─1
4

Ⅳ
1

層
/

N
o.

1
4

・
2

5
3

/S
Q

0
1

N
o.

1
2

2
/

N
o.

13
0/

N
o.

63
9

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅱ
類

深
鉢

　
口

縁
部

～
胴

部
10

～
11

期
＜

31
.6

＞
─

（
15

.1
）

10
67

.2
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

2.
5Y

R7
/3

浅
黄

─
条

線
文

1
類

57
15

46
99

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
48

5
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅱ

類
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
4.

4）
38

.9
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

57
15

47
14

3
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

37
8

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅳ
類

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
7）

32
.1

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

57
15

48
34

7
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

4
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅴ
類

深
鉢

　
口

縁
部

11
～

12
期

─
─

（
6.

2）
14

4.
6

1
0

Y
R

7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

57
15

49
34

6
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

3　
N

o.
20

7
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅴ

類
深

鉢
　

口
縁

部
11

～
12

期
─

─
（

6.
4）

17
6.

8
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

57
15

50
10

3
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

78
/N

o.
17

9/
N

o.
73

/
Ⅳ

H
05

─1
0

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

6.
3）

31
2.

1
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

RL
横

1
類

で
砂

非
常

に
多

い

57
─

51
10

1
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

65
2

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
口

縁
部

10
期

─
─

（
5.

8）
48

.8
1

0
Y

R
8

/3
浅

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

58
─

52
93

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
40

9・
50

0/
N

o.
66

0・
35

5/
N

o.
85

/N
o.

59
3/

N
o.

35
8/

45
6/

Ⅳ
D

21
─1

5
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅲ
類

深
鉢

　
頸

部
～

胴
部

─
─

─
（

17
.0

）
45

2.
5

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
RL

R
横

1
類

58
15

53
88

1─
①

SQ
01

S
Q

0
1

　
N

o
.6

2
6

/
S

Q
0

1
　

N
o.

70
7

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
頸

部
10

～
11

期
─

─
（

6.
2）

88
.7

2
.5

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

2.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

─
鱗

状
沈

線
1

類

58
15

54
10

9
1 ─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

36
3

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
4.

9）
39

.0
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

橙
7.

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
─

─
4

類

58
15

55
10

8
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

66
5

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
6.

4）
29

.7
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

条
線

文
・

縄
文

1
類

58
─

56
19

1
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

1
Ⅳ

1
層

・
　

Ⅳ
D

21
─1

2
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
2.

7）
24

.8
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

条
線

文
3

類

58
15

57
14

4
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

57
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
深

鉢
　

胴
部

─
─

─
（

5.
0）

43
.3

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

─
RL

斜
め

1
類
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

58
─

58
14

0
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

28
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
か

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
5.

2）
22

.5
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

58
─

59
14

5
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

1
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ
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に

ぶ
い

黄
橙

─
条

線
・

RL
横

1
類

59
16

89
13

1
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

51
8

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
か

深
鉢

　
胴

部
─

─
─

（
5.

0）
45

.2
2

.5
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
2.

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
─

─
1

類

59
─

90
13

8
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

32
5

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
か

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
5.

3）
63

.8
2

.5
Y

R
7

/3
浅

黄
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
条

線
7

類

59
─

91
19

7
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

5
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
か

深
鉢

　
胴

部
─

─
─

（
3.

6）
17

.5
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

59
16

92
14

9
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

26
6

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
深

鉢
　

胴
部

11
～

12
期

─
─

（
4.

0）
35

.9
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

2.
5Y

R8
/3

淡
黄

─
沈

線
1

類

59
─

93
19

0
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

2
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
Ⅲ

期
深

鉢
　

胴
部

12
期

─
─

（
5.

6）
37

.5
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

─
条

線
文

3
類
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

59
─

94
19

8
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
D

21
─1

4
Ⅳ

1
層

・
Ⅳ

D
21

─1
6

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
深

鉢
　

胴
部

─
─

─
（

4.
4）

35
.3

7
.5

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

条
線

文
3

類

59
─

95
12

9
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

62
8

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
頸

部
11

期
─

─
（

3.
6）

22
.4

7
.5

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
橙

10
YR

6/
2

灰
黄

褐
─

─
1

類

59
─

96
13

6
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

33
3

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
5.

2）
26

.8
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

7.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

─
沈

線
1

類

59
─

97
13

5
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
H

05
─6

Ⅳ
1

層
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

頸
部

─
─

─
（

5.
1）

33
.6

1
0

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

59
16

98

12
2

（
16

0
と

接
合

）

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
49

1・
Ⅳ

D
21

─1
2

Ⅳ
1

層
・

N
o.

69

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
10

～
11

期
─

─
（

4.
3）

10
2.

2
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

口
縁

部
RL

縦

1
類

で
砂

少
な

い

59
16

99
11

9
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

9
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
7）

44
.2

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

59
─

10
0

12
1

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
15

1
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
3）

15
.7

1
0

Y
R

8
/3

浅
黄

橙
10

YR
8/

3
浅

黄
橙

─
LR

斜
め

1
類

59
16

10
1

12
5

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
15

2
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

4.
1）

26
.3

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

59
─

10
2

12
3

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
52

6
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

10
～

11
期

─
─

（
3.

8）
23

.9
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

60
16

10
3

16
2

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
32

4
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

10
～

11
期

─
─

（
3.

4）
51

.1
7

.5
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

褐
7.

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
─

─
3

類

60
16

10
4

91
1 ─

①
SQ

01
SQ

0
1

　
N

o.
4

4
7

・
4

4
9

・
　

Ⅳ
D

21
─1

5
Ⅳ

1
層

/　
N

o.
44

6/
Ⅳ

D
21

─1
1

Ⅳ
1

層
・

N
o.

44
8

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
10

期
─

─
（

6.
0）

15
6.

1
5Y

R6
/8

橙
7.

5Y
R7

/6
橙

種
子

圧
痕

縦
条

線
文

4
類

60
16

10
5

11
8

1─
①

SQ
01

SQ
01

N
o.

46
9/

N
o.

57
5/

SQ
03

Ⅳ
H

05
─4

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
（

咲
畑

系
）

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

6.
7）

16
6.

6
1

0
Y

R
7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
種

子
圧

痕
RL

斜
め

9
類

60
─

10
6

19
4

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
Ⅳ

D
21

─1
1

Ⅳ
1

層
・

Ⅳ
D

21
─1

4
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
10

～
11

期
─

─
（

3.
0）

23
.0

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
条

線
文

3
類

で
角

閃
石

が
見

え
な

い

60
─

10
7

19
5

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
Ⅳ

D
21

─1
5

Ⅳ
1

層
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

11
～

12
期

─
─

（
3.

1）
11

.3
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

60
─

10
8

15
9

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
Ⅳ

D
21

─1
4

Ⅳ
1

層
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

2.
8）

14
.3

7
.5

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
橙

7.
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

─
─

1
類

60
─

10
9

12
0

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
55

5
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

11
期

─
─

（
3.

2）
19

.6
2

.5
Y

R
8

/3
淡

黄
2.

5Y
R8

/3
淡

黄
─

─
1

類

60
─

11
0

12
4

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
16

2
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

4.
7）

33
.8

1
0

Y
R

6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

3
類

60
16

11
1

16
4

1 ─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
33

5・
Ⅳ

D
21

─1
4

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
胴

部
─

─
─

（
5.

2）
66

.0
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

60
─

11
2

25
3

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
Ⅳ

H
05

─6
Ⅳ

1
層

/S
Q

03
 

N
o.

77
/S

Q
01

　
Ⅳ

H
05

─6
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
頸

部
─

─
─

（
5.

9）
79

.7
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
3

類

60
─

11
3

94
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

68
2

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
東

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
曽

利
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
9～

10
期

─
─

（
3.

5）
15

.9
1

0
Y

R
6

/4
黄

橙
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

3
類

に
赤

褐
色

粒
子

60
─

11
4

10
2

1─
①

SQ
01

SQ
01

　
N

o.
30

6
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

曽
利

・
唐

草
文

系
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
5.

8）
62

.7
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

縦
条

線
1

類

60
─

11
5

18
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文

1
類

61
─

14
5

23
3

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

C2
4─

15
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
4）

24
.4

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

61
16

14
6

23
0

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

C2
4─

15
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅲ
類

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

5.
3）

69
.0

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
条

線
文

1
類

61
─

14
7

23
5

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

C2
4─

15
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

B
タ

イ
プ

深
鉢

　
口

縁
部

12
期

─
─

（
5.

1）
62

.4
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

61
─

14
8

23
1

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

H
04

─3
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
在

地
系

粗
製

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

6.
1）

55
.2

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
な

し
1

類

61
─

14
9

21
3

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
14

8
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

西
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

在
地

系
粗

製
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
7.

3）
52

.7
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

な
し

1
類

61
─

15
0

23
2

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

C2
4─

15
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
在

地
系

粗
製

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
7）

16
.8

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

61
16

15
1

22
9

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

H
04

─2
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
3.

5）
22

.9
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

7.
5Y

R6
/6

橙
表

面
赤

彩
か

─
1

類

61
16

15
2

22
0

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
14

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
深

鉢
　

頸
部

10
期

─
─

（
3.

6）
30

.5
7

.5
Y

R
6

/6
橙

7.
5Y

R6
/6

橙
─

─
3

類

61
16

15
3

86
1─

①
SQ

02
SQ

02
　

N
o.

74
・

Ⅳ
C2

4─
15

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
唐

草
文

系
Ⅱ

期
新

深
鉢

　
胴

部
11

期
─

─
（

7.
9）

92
.7

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
8/

3
浅

黄
橙

種
子

圧
痕

沈
線

4
類

61
─

15
4

22
1

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
16

0
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

西
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

唐
草

文
系

深
鉢

　
胴

部
12

期
─

─
（

5.
9）

52
.2

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
条

線
1

類

61
16

15
5

21
8

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
92

/S
Q

01
　

N
o.

47
4

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
10

期
─

─
（

8.
1）

13
8.

9
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

L
横

3
類

61
16

15
6

23
9

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

H
04

─3
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
4.

9）
32

.7
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
6

明
黄

褐
─

LR
横

3
類

に
輝

石

61
─

15
7

21
7

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

H
04

─2
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
2.

8）
9.

3
1

0
Y

R
8

/2
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙

被
熱

・
種

子
圧

痕
─

1
類

で
砂

が
微

細

61
16

15
8

21
1

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
35

・
36

・
37

/S
Q

03
 

Ⅳ
H

05
─4

Ⅳ
1

層
　

SQ
01

　
Ⅳ

I0
1─

9
Ⅳ

1
層

/S
Q

02
　

N
o.

7/
SQ

03
　

Ⅳ
H

05
─2

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
曽

利
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
～

頸
部

10
期

＜
19

.8
＞

─
（

6.
8）

17
6.

3
7

.5
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

橙
10

YR
7/

6
明

黄
褐

─
─

4
類

61
─

15
9

22
8

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
66

・
68

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
曽

利
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
8.

3）
68

.6
2

.5
Y

R
5

/3
黄

褐
2.

5Y
R5

/3
黄

褐
─

な
し

1
類

61
16

16
0

21
9

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
14

1
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

西
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

加
曽

利
E・

大
木

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

12
期

─
─

（
5.

3）
27

.7
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

沈
線

1
類

61
─

16
1

22
5

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
15

1
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

西
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

加
曽

利
E

式
系

深
鉢

　
胴

部
11

期
─

─
（

4.
2）

31
.9

7
.5

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
褐

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

RL
横

1
類

で
砂

少
な

い

61
16

16
2

22
2

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
N

o.
77

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
底

部
─

─
5.

9
（

3.
4）

98
.6

7
.5

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
橙

5Y
R6

/6
橙

─
不

明
1

類

61
16

16
3

21
6

1─
①

SQ
02

SQ
02

　
Ⅳ

H
04

─3
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
西

）
─

縄
文

中
期

～
後

葉
/土

器
─

深
鉢

　
胴

部
8～

9
期

─
─

（
5.

2）
41

.2
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
沈

線
1

類

62
16

16
4

25
8

1─
①

SQ
03

SQ
03

　
N

o.
12

7・
12

8/
Ⅳ

H
05

─
4

Ⅳ
1

層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
中

央
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅰ

類
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
4.

2）
61

.8
1

0
Y

R
7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

62
16

16
5

26
4

1─
①

SQ
03

SQ
03

　
Ⅳ

H
05

─4
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
中

央
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅰ

類
深

鉢
　

口
縁

部
─

─
─

（
3.

7）
40

.6
1

0
Y

R
8

/3
淡

黄
橙

10
YR

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

62
16

16
6

87
1─

①
SQ

03
SQ

03
　

N
o.

71
・

49
・

Ⅳ
H

05
─3

Ⅳ
1

層
/N

o.
53

/S
Q

03
　

N
o.

42

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
中

央
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
伊

那
A

タ
イ

プ
Ⅱ

類
深

鉢
　

口
縁

部
10

期
＜

25
.0

＞
─

（
8.

2）
21

9.
2

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

62
17

16
7

25
0

1─
①

SQ
03

SQ
03

　
N

o.
14

5・
14

6/
N

o.
17

8
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

中
央

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

Ⅲ
類

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

4.
7）

82
.1

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

62
16

16
8

24
5

1─
①

SQ
03

SQ
03

　
N

o.
6/

N
o.

75
/9

5/
86

/Ⅳ
H

05
─3

Ⅳ
層

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
中

央
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
～

胴
部

11
期

か
─

─
（

6.
9）

16
3.

3
7

.5
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

橙
7.

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
─

─
4

類

62
17

16
9

24
0

1─
①

SQ
03

SQ
03

　
N

o.
14

7・
Ⅳ

C2
5

Ⅳ
1

層
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

中
央

）
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

A
タ

イ
プ

深
鉢

　
口

縁
部

下
─

─
─

（
5.

8）
19

4.
1

1
0

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
7.

5Y
R6

/6
橙

─
─

1
類

62
─

17
0

25
6

1─
①

SQ
03

SQ
03

　
N

o.
64

Ⅳ
1

層
遺

物
包

含
層

（
中

央
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

下
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胴

部
1～

2
期

─
─

（
7.

6）
63

.1
1

0
Y

R
6

/2
灰

黄
褐

10
YR

5/
1

褐
灰

─
孔

子
目

状
沈

線
1

類

63
─

20
0

35
4

1─
①

Ⅴ
F0

6
Ⅴ

F0
6─

5
Ⅳ

1
層

─
─

縄
文

中
期

前
葉

/
土

器
五

領
ヶ

台
Ⅱ

・
梨

久
保

式
併

行
深

鉢
　

口
縁

部
1～

2
期

─
─

（
4.

2）
35

.1
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類

63
17

20
1

41
7

1─
①

Ⅳ
I0

2
1─

①
区

　
Ⅳ

I0
2─

6
Ⅳ

1
層

─
─

縄
文

/土
器

─
深

鉢
　

胴
部

─
長

さ
（

2.
0）

幅
（

5.
4）

厚
さ

（
1.

2）
11

.7
7

.5
Y

R
6

/6
橙

7.
5Y

R6
/6

橙
─

─

本
体

1
類

、
隆

帯
10

類

63
17

20
2

33
1

1─
①

SM
01

SM
01

　
17

層
N

o.
50

─
Ⅳ

層
N

o.
50

縄
文

早
期

/土
器

─
深

鉢
　

底
部

─
─

─
（

1.
5）

6.
0

7
.5

Y
R

5
/3

に
ぶ

い
褐

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
外

面
摩

耗
─

3
類

63
17

20
3

33
0

1─
①

SM
01

SM
01

　
17

層
N

o.
12

・
33

─
Ⅳ

層
N

o.
12

・
33

縄
文

早
期

/土
器

押
型

文
土

器
（

立
野

式
）

深
鉢

　
胴

部
─

─
─

（
4.

7）
53

.0
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

橙
10

YR
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
山

形
押

型
文

1
類

63
─

20
4

41
0

1─
①

SM
01

SM
01

　
17

層
─

Ⅳ
層

縄
文

草
創

期
/土

器
絡

条
体

圧
痕

文
土

器
深

鉢
　

胴
部

─
─

─
（

2.
6）

7.
2

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

─
絡

条
体

圧
痕

3́
類

で
さ

ら
に

微
細
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

63
17

20
5

33
2

1─
①

SM
01

SM
01

　
17

層
N

o.
21

─
Ⅳ

層
N

o.
21

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器

結
節

縄
文

土
器

（
下

伊
那

B
タ

イ
プ

）
深

鉢
　

胴
部

14
～

15
期

─
─

（
6.

2）
36

.8
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

結
節

縄
文

・
綾

杉
条

沈
線

1
類

で
大

形
斜

長
石

少

63
17

20
6

33
3

1─
①

SM
01

SM
01

　
1

区
17

層
─

1
区

Ⅳ
層

弥
生

後
期

中
島

式
甕

か
　

底
部

付
近

─
─

＜
7.

2＞
（

3.
9）

26
.4

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

─
─

11
類

63
17

20
7

35
7

1─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2

Ⅲ
1

層
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

北
裏

C
式

深
鉢

　
口

縁
部

1～
2

期
─

─
（

4.
2）

23
.3

7
.5

Y
R

4
/3

褐
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

63
17

20
8

35
8

1 ─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2

Ⅲ
1

層
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
1～

2
期

─
─

（
3.

9）
57

.3
1

0
Y

R
6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

LR
斜

め
3

類

63
17

20
9

36
2

1─
①

Ⅴ
F0

7
Ⅴ

F0
7

Ⅲ
1

層
/Ⅴ

F0
7

Ⅴ
層

/Ⅴ
F0

6─
16

Ⅴ
層

、
そ

の
他

同
一

片
あ

り
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

五
領

ヶ
台

・
梨

久
保

式
併

行
深

鉢
　

口
縁

部
1～

2
期

─
─

（
5.

8）
19

8.
7

1
0

Y
R

5
/1

褐
灰

2.
5Y

R6
/2

灰
黄

─
半

裁
竹

管
文

1
類

63
─

21
0

36
0

1─
①

Ⅴ
F0

7
Ⅴ

F0
7

Ⅲ
1

層
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

胴
部

1～
2

期
─

─
（

3.
5）

29
.7

1
0

Y
R

6
/2

灰
黄

褐
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
半

裁
竹

管
文

1
類

63
─

21
1

35
1

1─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2─

12
Ⅲ

1
層

/Ⅴ
F0

2─
12

Ⅴ
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

初
期

/土
器

─
深

鉢
　

頸
部

8
期

か
─

─
（

4.
5）

54
.3

N
3

暗
灰

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

─
─

1
類

63
─

21
2

37
8

1─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2─

12
Ⅲ

1
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
口

縁
部

下
10

期
─

─
（

5.
7）

22
.2

7
.5

Y
R

7
/4

に
ぶ

い
橙

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

─
─

1
類

63
─

21
3

36
1

1─
①

Ⅴ
F0

7
Ⅴ

F0
7

Ⅲ
1

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

─
深

鉢
　

口
縁

部
9～

10
期

─
─

（
2.

8）
27

.7
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

半
裁

竹
管

文
9

類

63
─

21
4

37
6

1─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2─

12
Ⅲ

1
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
口

縁
10

期
─

─
（

4.
5）

14
.9

1
0

Y
R

5
/2

灰
黄

褐
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
RL

横
1

類

63
17

21
5

35
9

1─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2─

12
Ⅲ

1
層

/Ⅴ
F0

2─
12

Ⅴ
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
中

富
式

系
深

鉢
　

口
縁

部
～

頸
部

10
期

＜
22

.5
＞

─
（

5.
4）

25
3.

1
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

縄
文

1
類

63
─

21
6

38
1

1─
①

Ⅴ
F0

2
Ⅴ

F0
2─

12
Ⅲ

1
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
在

地
系

粗
製

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
7）

52
.3

1
0

Y
R

6
/2

灰
黄

褐
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

3́
類

に
赤

褐
色

粒
子

63
17

21
7

37
5

1─
①

Ⅳ
E0

7
Ⅳ

E0
7─

12
　

Ⅰ
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
（

中
富

式
系

）
深

鉢
　

口
縁

～
胴

部
11

期
＜

13
.6

＞
─

（
10

.0
）

97
.6

1
0

Y
R

7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
縦

条
線

1
類

64
17

21
8

36
4

1 ─
①

16
T

16
T6

層
─

─
縄

文
早

期
/土

器
押

型
文

土
器

（
立

野
式

）
胴

部
─

─
─

（
3.

3）
11

.0
7

.5
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

橙
7.

5Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
─

山
形

押
型

文
3

類

64
17

21
9

38
2

1─
①

10
T

10
T4

層
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

倉
平

土
器

深
鉢

　
口

縁
部

1～
2

期
─

─
（

7.
8）

50
.6

1
0

Y
R

7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

─
半

裁
竹

管
文

1
類

64
17

22
0

36
8

1─
①

10
T

10
T4

層
─

─
縄

文
中

期
前

葉
/

土
器

倉
平

土
器

深
鉢

　
口

縁
部

1～
2

期
─

─
（

5.
4）

43
.7

1
0

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
5/

1
褐

灰
─

併
行

沈
線

1
類

64
─

22
1

36
6

1─
①

10
T

10
T1

1
層

─
─

縄
文

中
期

前
葉

/
土

器
倉

平
土

器
深

鉢
　

口
縁

部
1～

2
期

─
─

（
4.

2）
38

.6
7

.5
Y

R
5

/4
に

ぶ
い

褐
7.

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
─

半
裁

竹
管

文
1

類

64
─

22
2

36
7

1─
①

10
T

10
T1

1
層

─
─

縄
文

中
期

前
葉

/
土

器
曽

利
式

系
か

口
縁

部
─

─
─

（
3.

2）
11

.4
1

0
Y

R
6

/2
灰

黄
褐

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
3

類

64
17

22
3

25
1─

①
2

ト
レ

ン
チ

1─
①

　
2T

　
8

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

中
富

式
系

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

3.
3）

34
.0

7
.5

Y
R

7
/6

橙
7.

5Y
R7

/6
橙

─
─

3
類

64
─

22
4

36
3

1─
①

16
T

16
T5

層
─

─
縄

文
中

期
後

葉
/

土
器

唐
草

文
系

Ⅲ
期

胴
部

12
期

─
─

（
4.

4）
19

.5
7

.5
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
綾

杉
状

沈
線

3
類

64
─

22
5

36
9

1─
①

9T
9T

7
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
下

伊
那

B
タ

イ
プ

深
鉢

　
胴

部
12

期
─

─
（

4.
5）

43
.2

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

─
刺

突
3

類

64
17

22
6

41
4

1 ─
①

Z
1─

①
区

　
Z

─
─

縄
文

早
期

/土
器

表
裏

縄
文

深
鉢

　
口

縁
部

─
─

─
（

10
.2

）
91

.3
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

7.
5Y

R6
/6

橙
─

外
R

L
縦

・
内

RL
横

1
類

64
17

22
7

57
1─

①
SB

13
　

（
SK

15
9）

SB
13

　
N

o.
1/

SB
13

　
N

o.
1

─
─

弥
生

後
期

終
末

/
土

器
中

島
式

甕
　

口
縁

部
～

胴
部

弥
生

＜
16

.7
＞

─
（

10
.9

）
31

6.
2

5Y
R6

/6
橙

5Y
R6

/6
橙

─
─

9
類

64
─

22
8

65
1─

①
SK

96
SK

9
6

　
N

o.
2

・
3

・
6

・
7

・
8

、
SB

13
　

1
層

─
─

古
墳

/土
師

器
─

高
坏

　
脚

部
─

─
11

.9
（

3.
6）

11
7.

6
1

0
Y

R
7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
9

類
で

赤
色

岩
片

多
量
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

64
17

22
9

64
1─

①
SK

96
SK

96
　

N
o.

1/
1

層
─

─
古

墳
/土

師
器

─
小

型
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し
掛

け
─

─

68
─

31
5

49
1─

①
SD

03
SD

03
　

N
o.

1
─

─
中

世
/青

磁
龍

泉
窯

碗
　

底
部

13
後

半
～

14
世

紀
─

＜
4.

5＞
（

2.
0）

25
.9

7
.5

G
Y

6
/1

緑
灰

7.
5G

Y6
/1

緑
灰

─
─

─

68
20

31
6

51
1─

①
SD

03
SD

03
　

2
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

口
縁

部
突

起
10

～
11

期
─

─
（

4.
9）

32
.9

7
.5

Y
R

6
/3

に
ぶ

い
褐

7.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

─
─

8
類

68
─

31
7

52
1─

①
SD

03
SD

03
　

2
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
口

縁
部

11
期

─
─

（
1.

8）
4.

9
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
1

類
で

砂
多

い

68
20

31
8

50
1─

①
SD

03
SD

03
　

2
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/
土

器
─

深
鉢

　
胴

部
11

期
─

─
（

11
.6

）
13

1.
3

7
.5

Y
R

5
/2

灰
褐

10
YR

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
表

面
煤

付
着

条
線

地
文

1
類

に
黒

雲
母

含
む

─
20

─
1

2─
①

SB
01

SB
01

─
─

平
安

/灰
釉

陶
器

虎
渓

山
～

丸
石

2
号

窯
式

碗
（

輪
花

）　
胴

部
10

後
半

～
11

世
紀

─
─

─
9.

1
N

8/
灰

白
7.

5Y
7/

1
灰

白
灰

釉
─

─

─
20

─
8

2─
①

SB
03

SB
03

　
2

層
、

SB
01

　
Pi

t　
2

層
─

─
平

安
/灰

釉
陶

器
丸

石
2

号
窯

式
深

碗
　

口
縁

部
～

胴
部

下
半

11
世

紀
前

葉
─

─
─

16
.0

7.
5Y

7/
1

灰
白

5R
P7

/1
明

紫
灰

灰
釉

─
─

─
20

─
9

2─
①

SB
04

SB
04

　（
上

部
礫

層
中

）
─

─
中

世
/陶

磁
器

古
瀬

戸
～

大
窯

期
天

目
茶

碗
　

胴
部

15
末

～
16

世
紀

─
─

─
7.

0
1

0
Y

R
2

/1
黒

10
YR

2/
1

黒
釉

─
─

─
20

─
10

2─
①

SB
04

SB
04

　（
上

部
礫

層
中

）
─

─
中

世
/陶

磁
器

大
窯

期
す

り
鉢

　
胴

部
16

世
紀

─
─

─
8.

1
2

.5
Y

R
4

/1
赤

灰
2.

5Y
R4

/1
赤

灰
釉

─
─
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

─
20

─
17

2─
①

SD
02

SD
02

　
4

層
─

─
中

世
/青

磁
龍

泉
窯

碗
　

口
縁

部
（

鎬
蓮

弁
）

13
世

紀
─

─
─

3.
1

7
.5

G
Y

7
/1

明
緑

灰
断

面
10

Y8
/1

灰
白

─
─

─

─
20

─
18

2─
①

SD
02

SD
02

　
4

層
─

─
中

世
/陶

磁
器

大
窯

期
す

り
鉢

　
胴

部
16

世
紀

─
─

─
95

.2
2

.5
Y

R
3

/1
暗

赤
灰

2.
5Y

R4
/1

赤
灰

釉
─

─

─
20

─
22

2─
①

SD
02

SD
02

　
4

層
─

─
中

世
/陶

磁
器

古
瀬

戸
～

大
窯

期
天

目
茶

碗
15

～
16

世
紀

─
─

─
6.

5
5Y

R3
/1

黒
褐

断
面

5Y
R8

/2
灰

白
釉

─
─

─
20

─
55

1─
①

SB
10

SB
10

─
─

弥
生

後
期

/土
器

中
島

式
甕

　
胴

部
─

─
─

─
8.

7
7

.5
Y

R
4

/4
褐

7.
5Y

R4
/4

褐
─

─
─

─
20

─
56

1─
①

SB
11

SB
11

　
N

o.
1

─
─

中
近

世
/青

磁
龍

泉
窯

碗
　

口
縁

部
（

鎬
蓮

弁
）

13
世

紀
─

─
─

9.
6

7.
5Y

6/
2

オ
リ

ー
ブ

断
面

7.
5Y

8/
1

灰
白

─
─

─

─
20

─
63

1─
①

SB
17

SB
17

　
1

層
─

─
古

墳
か

/土
師

器
─

坏
か

　
口

縁
部

─
─

─
─

7.
4

1
0

Y
R

5
/2

灰
黄

褐
10

YR
4/

1
褐

灰
─

─
─

─
17

─
33

9
1─

①
SK

17
4

SK
17

4　
N

o.
1・

2
層

─
─

古
墳

/土
師

器
─

胴
部

─
─

─
─

26
.8

1
0

Y
R

7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

─

─
17

─
34

0
1─

①
SK

17
4

SK
17

4　
N

o.
4

─
─

弥
生

/土
器

中
島

式
甕

　
胴

部
─

─
─

─
16

.7
7

.5
Y

R
5

/4
に

ぶ
い

褐
7.

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
─

─
─

─
17

─
34

2
1─

①
SK

17
4

SK
17

4
─

─
弥

生
/土

器
中

島
式

甕
　

胴
部

─
─

─
─

─
1

0
Y

R
4

/4
褐

10
YR

4/
4

褐
─

─
─

─
17

─
34

3
1─

①
SK

17
4

SK
17

4　
N

o.
5

─
─

古
墳

/土
師

器
─

胴
部

─
─

─
─

─
1

0
Y

R
6

/4
に

ぶ
い

黄
褐

10
YR

4/
4

褐
─

─
─

─
19

─
38

4
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

　
5

層
─

3
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
系

茶
碗

　
口

縁
部

～
胴

部
19

～
20

世
紀

─
─

─
11

.3
10

Y8
/1

灰
白

断
面

10
Y8

/1
灰

白
─

─
─

─
19

─
38

5
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

　
5

層
─

3
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
（

上
絵

付
）

系
茶

碗
　

胴
部

19
世

紀
末

─
─

─
17

.8
5G

7/
1

明
緑

灰
断

面
10

Y8
/1

灰
白

─
─

─

─
19

─
38

6
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

　
5

層
─

3
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
系

茶
碗

　
底

部
19

～
20

世
紀

─
─

─
30

.3
N

8/
灰

白
断

面
10

Y8
/1

灰
白

─
─

─

─
19

─
38

7
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

　
5

層
─

3
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
系

茶
碗

　
底

部
19

～
20

世
紀

─
─

─
20

.0
5G

7/
1

明
緑

灰
断

面
10

Y8
/1

灰
白

─
─

─

─
19

─
38

8
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

　
4

層
─

3
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
（

型
紙

摺
）

系
茶

碗
　

口
縁

～
底

部
19

～
20

世
紀

（
明

治
25

年
以

降
）

─
─

─
7.

4
N

8/
1

灰
白

断
面

10
Y8

/1
灰

白
─

─
─

─
20

─
38

9
1─

①
SX

01
SX

01
　

3
層

─
SM

01
　

Ⅱ
層

近
代

/磁
器

瀬
戸

美
濃

系
茶

碗
　

胴
部

～
底

部
19

～
20

世
紀

─
─

─
11

.6
白

断
面

10
Y8

/1
灰

白
─

─
─

─
19

─
39

0
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

　
13

層
─

3
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
系

茶
碗

　
胴

部
～

底
部

19
～

20
世

紀
─

─
─

5.
6

7.
5Y

8/
1

灰
白

断
面

10
Y8

/1
灰

白
─

─
─

─
19

─
39

1
1─

①
SM

01
SM

01
　

2
区

　
9

層
─

2
区

　
Ⅱ

層
近

代
/磁

器
瀬

戸
美

濃
系

茶
碗

　
胴

部
19

～
20

世
紀

─
─

─
1.

4
青

断
面

10
Y8

/1
灰

白
─

─
─

─
20

─
39

2
1─

①
SB

11
SB

11
　

1
層

─
─

中
世

／
白

磁
─

碗
　

胴
部

11
後

～
12

世
紀

─
─

─
9.

2
7.

5Y
7/

2
灰

白
断

面
7.

5Y
8/

1
灰

白
─

─
─

─
19

─
41

9
1─

①
SM

01
1─

①
区

SM
01

　
16

a
層

─
1─

①
区

SM
01

　
Ⅲ

1
層

古
墳

/土
師

器
─

坏
　

底
部

6
世

紀
か

─
─

─
15

.0
1

0
Y

R
7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
─

─
─

─
20

─
42

0
1─

①
1T

1─
①

区
　

1T
N

o.
1（

8
層

）
─

─
須

恵
器

─
蓋

か
　

口
縁

部
─

長
さ

（
2.

0）
幅

（
4.

0）
厚

さ
（

0.
6）

7.
6

5Y
R5

/1
灰

5Y
R5

/1
灰

─
─

─

─
20

─
42

1
1─

①
12

T
1─

①
区

　
12

TN
o.

2（
3

層
）

─
─

中
世

/青
磁

─
碗

　
胴

部
─

長
さ

（
5.

0）
幅

（
3.

5）
厚

さ
（

0.
6）

12
.5

1
0

Y
R

6
/1

灰
10

YR
6/

1
灰

─
─

─

─
20

─
42

2
1─

①
6T

1─
①

区
　

6T
N

o.
4

─
─

中
世

/陶
磁

器
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
縁

釉
小

皿
　

口
縁

部
15

世
紀

長
さ

（
2.

3）
幅

（
2.

9）
厚

さ
（

0.
4）

3.
7

5Y
7/

3
浅

黄
2.

5Y
8/

1
灰

白
5Y

7/
2

灰
白

灰
釉

漬
け

掛
け

─
─
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番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

土
器

基
本

情
報

土
器

法
量

情
報

土
器

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

（
遺

構
外

の
場

合
は

グ
リ

ッ
ド

）

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
器

も
し

く
は

袋
に

記
載

し
た

名
称

）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

土
器

型
式

（
系

統
・

窯
式

等
）

器
種

・
部

位
具

体
時

期
口

径
（

m
m

）
底

径
（

m
m

）
器

高
（

m
m

）
重

量
（

g）
外

面
色

調
内

面
色

調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

＊
土

器
基

本
情

報
：「

土
器

型
式

」
で

は
、

2
つ

以
上

の
可

能
性

の
あ

る
も

の
に

つ
い

て
は

「
─

」
と

し
た

。
ま

た
検

討
の

余
地

が
大

き
い

も
の

は
括

弧
で

括
っ

た
。

＊
土

器
法

量
情

報
：

器
形

が
分

か
ら

な
い

も
の

は
法

量
を

省
略

す
る

。
＜

　
＞

は
推

定
の

非
接

合
の

場
合

の
実

測
図

の
推

計
長

。（
　

）
は

破
片

の
実

際
の

器
高

。
傾

き
が

分
か

ら
な

い
も

の
は

器
高

は
省

略
。

【
胎

土
の

凡
例

】
 1

類
　

　
　

　
　

　　
0.

5～
4 

m
m

大
の

砂
を

多
量

に
含

む
。

花
崗

岩
片

は
平

均
3 

m
m

、
斜

長
石

、
石

英
は

1 
m

m
程

度
で

や
や

多
い

。
ま

た
黒

雲
母

、
角

閃
石

は
0.

5 
m

m
程

度
で

少
数

含
む

。
 2

類
　

　
　

　
　

　　
0.

5 
m

m
大

の
砂

を
多

く
含

む
。

花
崗

岩
片

は
2 

m
m

程
度

の
も

の
を

少
数

含
む

。
0.

5 
m

m
程

度
の

黒
雲

母
を

多
く

含
む

。
石

英
、

風
化

斜
長

石
と

も
に

0.
5 

m
m

未
満

で
あ

る
。

総
じ

て
、

1
類

よ
り

も
砂

粒
子

が
細

か
く

黒
雲

母
が

多
い

。
 3

類
　

　
　

　
　

　　
大

形
（

2～
4 

m
m

）
の

斜
長

石
や

花
崗

岩
片

は
比

較
的

少
な

く
、

微
細

（
0.

5 
m

m
未

満
）

な
黒

雲
母

と
角

閃
石

を
多

く
を

含
む

。
一

部
は

火
山

ガ
ラ

ス
を

含
む

。（
前

6
類

）
 4

類
　

　
　

　
　

　　
1

類
に

0.
5～

2 
m

m
大

の
赤

色
岩

片
（

磁
鉄

鉱
・

赤
鉄

鉱
）

が
加

わ
っ

た
も

の
。

 5
類

　
　

　
　

　
　　

0.
5 

m
m

未
満

の
斜

長
石

を
多

量
に

含
む

。
赤

色
岩

片
（

磁
鉄

鉱
・

赤
鉄

鉱
）、

火
山

岩
と

見
ら

れ
る

岩
片

も
含

ま
れ

、
詳

細
な

検
討

を
要

す
る

。
 6

類
　

　
　

　
　

　　
0.

5 
m

m
未

満
の

砂
に

3～
4 

m
m

大
の

花
崗

岩
を

ご
く

少
数

含
む

。
黒

雲
母

は
み

ら
れ

な
い

。
 7

類
　

　
　

　
　

　　
1

類
に

微
細

な
黒

雲
母

を
多

く
含

む
。

雲
母

を
含

む
こ

と
で

共
通

す
る

2
類

、
3

類
よ

り
も

粒
子

が
大

き
く

、
1

類
に

近
い

。
 8

類
　

　
　

　
　

　　
か

な
り

大
形

で
へ

き
開

が
残

っ
た

黒
雲

母
を

多
く

含
む

。
そ

の
他

は
花

崗
岩

と
斜

長
石

、
角

閃
石

、
石

英
、

輝
石

等
の

砂
で

あ
る

が
大

粒
の

花
崗

岩
が

見
ら

れ
な

い
た

め
1

類
と

は
異

な
る

。
 9

類
　

　
　

　
　

　　
砂

は
0.

5～
1 

m
m

程
度

と
そ

れ
未

満
で

あ
る

が
斜

長
石

、
黒

雲
母

、
石

英
、

角
閃

石
と

い
っ

た
1

類
と

同
様

の
組

成
を

示
す

。
う

ち
、

一
部

の
個

体
は

砂
が

円
磨

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
も

の
を

含
む

。
ま

た
23

3
の

よ
う

に
赤

褐
色

粒
子

を
含

む
も

の
も

あ
る

。
10

類
　

　
　

　
　

　　
砂

が
極

め
て

少
な

い
、

も
し

く
は

殆
ど

含
ま

な
い

。
た

だ
し

少
数

含
ま

れ
る

斜
長

石
の

大
き

さ
や

量
に

よ
っ

て
細

分
の

余
地

が
あ

る
。

11
類

　
　

　
　

　
　　

砂
は

全
て

0.
5 

m
m

未
満

。
さ

ら
に

0.
5 

m
m

程
度

の
斜

長
石

は
ご

く
少

数
で

、
そ

の
他

は
極

め
て

微
細

（
0.

25
 m

m
未

満
）。

黒
雲

母
が

多
量

で
、

そ
の

他
斜

長
石

、
石

英
、

赤
褐

色
粒

子
を

含
む

。
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第
4
表
　
鬼
釜
遺
跡
　
土
製
品
・
土
器
片
加
工
品
観
察
表

番
号

情
報

出
土

遺
構

情
報

基
本

情
報

法
量

情
報

詳
細

情
報

図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

地
区

出
土

遺
構

注
記

層
位

（
/は

同
一

個
体

非
接

合
、

土
製

品
も

し
く

は
袋

に
記

載
し

た
名

称
）

掲
載

遺
構

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

出
土

遺
構

に
同

じ
）

掲
載

層
位

（
記

載
が

な
い

場
合

に
は

注
記

層
位

に
同

じ
）

時
期

/種
類

器
種

・
部

位
口

径
（

m
m
）

底
径

（
m
m
）

器
高

（
m
m
）

重
量

（
g）

外
面

色
調

内
面

色
調

赤
彩

・
釉

・
種

子
圧

痕
等

地
文

胎
土

（
縄

文
・

弥
生

・
土

師
器

）

68
20

1
20

1
1 ─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
I0
1─

2
Ⅳ

層
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/土

偶
頭

部
長

（
3.
4）

短
（

2.
0）

─
12

.8
10

YR
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

68
20

2
20

2
1─

①
Ⅳ

D
23

Ⅳ
D
23

─9
Ⅳ

1
層

─
─

縄
文

中
期

後
葉

/土
偶

胴
部

─
─

（
5.
3）

53
.2

2.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

2.
5Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

─
─

1
類

68
20

3
20

3
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

68
6

Ⅳ
1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/土

偶
左

腕
─

─
（

7.
2）

43
.6

10
YR

6/
3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

6/
3
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

68
20

4
20

4
1 ─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

27
2

Ⅳ
1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/土

偶
左

腕
長

（
4.
7）

短
（

4.
1）

─
25

.1
10

YR
6/

4
に

ぶ
い

橙
7.
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

─
─

1
類

68
─

5
31

4
1─

①
SM

01
SM

01
　

周
溝

5
区

2
層

─
─

古
墳

か
/土

製
品

─
長

さ
（

2.
0）

幅
（

2.
0）

厚
さ

（
1.
9）

8.
1

7.
5Y

R7
/6

橙
7.
5Y

R7
/6

橙
─

─
磨

き
で

不
明

68
20

6
20

6
1 ─

①
SQ

01
SQ

01
　

Ⅳ
I0
1─

1
Ⅳ

1
層

Ⅳ
1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
不

明
/土

製
品

─
長

（
4.
1）

短
（

1.
5）

─
10

.7
5Y

R6
/6

橙
5Y

R6
/6

橙
─

─
1
類

68
─

7
21

0
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

48
7

Ⅳ
1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
/土

器
片

加
工

品
土

器
片

加
工

品
長

（
8.
8）

短
（

6.
7）

─
89

.1
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

10
YR

6/
4
に

ぶ
い

黄
橙

─
条

線
文

1
類

68
20

8
32

3
1 ─

①
SM

01
SM

01
　

1
区

5
層

─
1
区

Ⅱ
層

古
墳

/土
器

片
加

工
品

土
器

片
加

工
円

板
長

さ
（

8.
3）

幅
（

8.
2）

厚
さ

（
1.
0）

67
.6

N
2/

黒
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

内
黒

─
6
類

68
─

9
20

9
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

4
Ⅳ

1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
/土

器
片

加
工

品
土

器
片

加
工

円
板

長
（

4.
8）

短
（

3.
6）

─
15

.7
10

YR
6/

2
灰

黄
褐

7.
5Y

R6
/6

橙
─

─
1
類

68
─

10
33

4
1─

①
SM

01
SM

01
　

3
区

5
層

─
3
区

Ⅱ
層

古
墳

/土
器

片
加

工
品

土
器

片
加

工
円

板
長

さ
（

2.
6）

幅
（

2.
6）

厚
さ

（
0.
6）

5.
9

7.
5Y

R4
/1

褐
灰

7.
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

─
─

10
類

68
20

11
41

5
1─

①
SQ

01
Ⅳ

D
21

─1
5
Ⅳ

1
層

─
─

縄
文

/土
器

片
加

工
品

土
器

片
加

工
円

板
長

さ
（

3.
6）

幅
（

3.
6）

厚
さ

（
0.
9）

12
.2

表
2.
5Y

R7
/2

灰
黄

裏
10

YR
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

─
─

1
類

68
─

12
26

1
1─

①
SQ

01
SQ

01
　

N
o.

60
2

Ⅳ
1
層

遺
物

包
含

層
（

東
）

─
縄

文
中

期
後

葉
/土

器
片

加
工

品
─

長
8.
1

短
3.
8

─
29

.6
2.
5Y

R7
/3

浅
黄

2.
5Y

R6
/2

灰
黄

─
─

11
類

68
20

13
31

6
1 ─

①
SM

01
SM

01
　

周
溝

N
o.

14
─

─
古

墳
/土

器
片

加
工

品
高

坏
を

加
工

長
さ

（
6.
6）

幅
（

4.
5）

厚
さ

（
0.
9）

26
.6

10
YR

7/
3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

8/
3
浅

黄
橙

─
─

13
類

68
20

14
31

5
1─

①
SM

01
SM

01
　

周
溝

N
o.

19
/周

溝
N
o.

19
─

─
古

墳
/土

器
片

加
工

品
高

坏
を

加
工

長
さ

（
6.
8）

幅
（

2.
9）

厚
さ

（
1.
0）

22
.2

10
YR

7/
3
に

ぶ
い

黄
橙

10
YR

8/
3
浅

黄
橙

─
─

13
類

土
器

法
量

情
報

：
傾

き
が

分
か

ら
な

い
も

の
は

器
高

は
省

略
。
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図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号 地区

出土遺構
（遺構外の場合

はグリッド）

注記層位
（石器もしくは袋
に記載した名称）

掲載遺構
（記載がない場合は

出土遺構に同じ）

掲載層位
（記載がない場
合は注記層位に

同じ）

器種 石材 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g）

75 21 1 1100 2─① SB01 北 東 部　2 層　
（石） ─ ─ 石鏃 黒曜石 23.5 19.0 3.5 1.19

75 21 2 1002 1─① SB08 ②　4 層 ─ ─ 石鏃 チャート 23.8 18.0 4.0 1.13
75 21 3 1003 1─①　東 SB08 ④　5 層 ─ ─ 石鏃 チャート 13.5 14.0 3.0 0.44
75 21 4 1102 1─① SB09 No. 1 ─ ─ 石鏃 チャート 21.0 17.0 5.5 1.43
75 21 5 1101 1─① SB09 覆土 ─ 埋土 石鏃 黒曜石 20.0 13.0 2.5 0.32

75 21 6 1105 2─① SD01

②　14 層　底 部
か ら 2 層 目　
SD02 との切り合
い付近　黒褐色土

─ ─ 石鏃 チャート 24.5 17.0 3.0 0.82

75 21 7 1096 1─① SM01 ②区　5 層 ─ ②区　Ⅱ層 石鏃 頁岩 16.5 13.5 3.5 0.82

75 21 8 1095 1─① SM01 17 層　No. 38 ─ Ⅳ層　No. 38 石鏃 湯ヶ峰流紋岩（下
呂石） 18.0 12.0 3.0 0.63

75 21 9 1107 1─① SX01 3 層 ─ SM01 Ⅱ層 石鏃 チャート（赤） 15.5 14.5 3.0 0.40
75 21 10 1117 1─① Ⅴ F02─14 黒 ─ Ⅲ 1 層 石鏃 黒曜石 28.5 16.0 5.0 1.52
75 21 11 1115 1─①　東 Ⅳ E17 黒色土 ─ Ⅲ 1 層 石鏃 チャート 19.5 13.0 3.0 0.48
75 21 12 1116 1─① Ⅳ H05 灰色シルト　石鏃 ─ Ⅳ 1 層 石鏃 黒曜石 17.0 17.5 4.5 0.90
75 21 13 1104 1─①　東 SD03 ─ ─ ─ 石錐 黒曜石 36.5 11.0 8.0 1.67
75 21 14 1001 1─① SB08 ④　4 層 ─ ─ 石錐 黒曜石 24.2 15.0 7.0 2.02

75 21 15 1046 1─① SQ01 灰 色 シ ル ト　
No. 95

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 石匙 粗粒砂岩 104.0 41.0 21.0 93.01

75 21 16 1125 1─① Ⅳ E24─3 Ⅴ層 ─ Ⅴ 1 層 石匙 凝灰岩 78.0 30.5 10.0 25.58
75 21 17 1123 1─① Ⅴ F08 灰色シルト ─ Ⅳ 1 層 石匙 砂岩 97.5 39.0 12.0 50.00

76 21 18 1092 1─① SM01 周 溝 2 層　黒 色
土　4 区 ─ ─ 掻器 黒曜石 27.0 17.5 9.5 3.46

76 21 19 1094 1─① SM01 17 層　No. 34 ─ Ⅳ層　No. 34 掻器 黒曜石 27.5 15.5 8.0 2.24

76 21 20 1110 1─① SX01 2 区　16 層 ─ 2 区　SM01 Ⅲ
層 掻器 黒曜石 24.0 16.0 7.0 1.79

76 21 21 1114 1─① グリッド 調査区境壁　現耕
作土 ─ 調査区境壁Ⅰ層 掻器 黒曜石 18.5 15.0 8.0 2.14

76 21 22 1113 1─① グリッド 灰色シルト 1　
No. 3 ─ Ⅳ 1 層 掻器 凝灰質泥岩 41.0 30.5 9.0 9.22

76 21 23 1099 1─① SM01 No. 10　石器 ─ ─ 掻器 チャート（赤） 40.0 29.0 11.0 13.14
76 21 24 1108 1─① SX02 10 層 ─ SM01 Ⅱ層 掻器 黒曜石 17.5 20.0 9.0 3.37

76 21 25 1033 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 削器 チャート 30.5 28.0 10.5 8.37

76 21 26 1093 1─① SM01 1 区　5 層 ─ 1 区　Ⅱ層 削器 黒曜石 40.0 19.0 8.5 5.70
76 21 27 1130 1─① Ⅴ F02─7 黒色土 ─ Ⅲ 1 層 削器 チャート（赤） 44.5 24.0 10.5 8.95

76 21 28 1034 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 楔形石器 黒曜石 20.0 17.5 8.0 2.40

76 21 29 1111 1─①　東 Ⅳ E23 ─ ─ ─ 楔形石器 チャート 21.5 14.0 10.0 3.34
76 21 30 1112 1─① Ⅳ J03─16 Ⅲ層 ─ Ⅲ 1 層 楔形石器 黒曜石 19.5 18.0 11.5 4.21

76 21 31 1129 1─① SM01
5 層　Ⅴ F05・
09・11 グリッド
及びグリッドなし

─

Ⅱ層　Ⅴ F05・
09・11 グリッ
ド及びグリッド
なし

剥片 湯ヶ峰流紋岩（下
呂石） 47.0 46.5 9.0 15.07

77 22 32 1004 1─① SB08 No. 48 ─ ─ 打製石斧 砂岩 134.0 52.5 22.0 153.16

77 22 33 1039 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 202

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 砂岩 115.0 44.0 19.0 122.64

77 22 34 1037 1─① SQ01 No. 307 Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 砂岩 110.0 42.5 18.0 105.24

77 22 35 1041 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 凝灰岩 103.0 36.0 10.0 47.25

77 ─ 36 1122 1─① Ⅴ F12─15 灰色シルト ─ Ⅳ 1 層 打製石斧 凝灰岩 114.0 40.0 18.0 113.48
77 ─ 37 1119 1─① Ⅴ F02─6 黒色土 ─ Ⅲ 1 層 打製石斧 凝灰岩 86.5 44.5 14.0 78.30

77 ─ 38 1070 1─① SQ02 灰色シルト　
No. 100

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 打製石斧 砂岩 130.0 46.0 19.0 104.10

78 22 39 1038 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 砂岩 109.0 50.5 16.0 98.77

78 ─ 40 1036 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 92

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 凝灰岩 116.5 44.5 17.5 107.89

78 22 41 1128 1─① Ⅳ D23─13 灰色シルト ─ Ⅳ 1 層 打製石斧 凝灰岩 91.0 41.5 13.0 68.49
78 22 42 1120 1─① Ⅴ F06─2 黒色土 ─ Ⅲ 1 層 打製石斧 砂岩 107.0 38.0 23.0 107.28

78 ─ 43 1084 1─① SQ03 灰色シルト　
No. 154

Ⅳ 1 層遺物包含層
（中央） ─ 打製石斧 砂岩 110.0 43.0 16.0 93.97

78 22 44 1069 1─① SQ02 灰色シルト　
No. 93

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 打製石斧 凝灰岩 117.0 45.0 16.0 105.30

78 ─ 45 1040 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 凝灰質砂岩 110.5 42.5 12.0 84.70

79 22 46 1086 1─① SQ03 灰色シルト　
No. 11

Ⅳ 1 層遺物包含層
（中央） ─ 打製石斧 砂岩 134.0 74.0 30.0 343.66

79 22 47 1045 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 504

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 凝灰岩 91.5 37.5 10.5 42.66

79 ─ 48 1042 1─① SQ01 Ⅳ層　灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 凝灰質砂岩 84.0 49.5 18.0 76.24

79 22 49 1043 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 打製石斧 砂岩 96.5 51.0 21.0 105.31

79 22 50 1106 2─① SD01
②　18 層礫層　
最下層Ⅳ A14＋
6.0 付近

─ ─ 打製石斧 緑色片岩 111.0 48.5 19.0 125.68

79 ─ 51 1009 1─① SB08 No. 29 ─ ─ 横刃形石器 粗粒砂岩 8.5 5.9 13.5 58.76

第 5表　鬼釜遺跡　石器観察表
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図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号 地区

出土遺構
（遺構外の場合

はグリッド）

注記層位
（石器もしくは袋
に記載した名称）

掲載遺構
（記載がない場合は

出土遺構に同じ）

掲載層位
（記載がない場
合は注記層位に

同じ）

器種 石材 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g）

79 23 52 1074 1─① SB08 No. 49 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 106.0 44.0 10.0 50.90

80 ─ 53 1029 1─ ①　中
央 SK192 2 層　No. 4 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 88.5 47.0 13.5 59.94

80 23 54 1019 1─ ①　中
央 SK192 3 層　No. 3 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 117.5 46.5 11.0 53.67

80 23 55 1011 1─① SB08 No. 47 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 95.4 49.0 13.5 74.93
80 ─ 56 1010 1─① SB08 No. 63 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 62.9 38.0 10.0 21.52
80 ─ 57 1020 1─① SK192 1 層 ─ ─ 横刃形石器 凝灰岩 91.2 66.0 13.0 87.09

80 ─ 58 1024 1─① SK192
SK192　No. 13　
SM01 ③区　東ト
レンチ 17 層

─ ─ 横刃形石器 砂岩 81.2 67.0 15.0 65.27

80 ─ 59 1030 1─① SK192 No. 2 ─ ─ 横刃形石器 凝灰質砂岩 70.0 45.0 9.5 35.44
80 23 60 1008 1─① SB08 No. 50 ─ ─ 横刃形石器 粗粒砂岩 108.0 77.5 16.5 115.45

81 ─ 61 1017 1─① SB14 Pit7　No. 72　1
層 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 83.0 55.0 11.0 76.70

81 ─ 62 1013 1─① SB08 ①　3 層 ─ ─ 横刃形石器 砂岩 70.0 49.0 11.5 29.83

81 ─ 63 1055 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 82

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 粗粒砂岩 132.0 53.0 22.0 173.26

81 23 64 1075 1─① SQ02 灰色シルト　
No. 20

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 横刃形石器 砂岩 105.0 74.5 20.5 137.08

81 ─ 65 1056 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 534

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 不明 98.0 38.0 9.0 49.04

81 ─ 66 1062 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 129

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 凝灰岩（緑色片

岩） 81.0 44.0 9.0 48.75

82 23 67 1047 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 492

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 95.0 61.0 16.5 142.70

82 23 68 1058 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 212

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 118.0 65.0 15.0 76.18

82 ─ 69 1052 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 60.0 63.0 8.5 36.61

82 23 70 1090 1─① SQ03 灰色シルト　
No. 153

Ⅳ 1 層遺物包含層
（中央） ─ 横刃形石器 砂岩 131.5 65.0 25.0 202.92

82 ─ 71 1076 1─① SQ02 灰色シルト　
No. 13

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 横刃形石器 砂岩 77.5 47.5 11.0 39.96

82 ─ 72 1053 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 2

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 103.5 48.5 14.0 79.49

83 ─ 73 1077 1─① SQ02 No. 57　灰色シル
ト

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 横刃形石器 砂岩 92.0 63.5 21.0 112.87

83 ─ 74 1078 1─① SQ02 No. 47　灰色シル
ト

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 横刃形石器 砂岩 94.5 49.5 19.0 72.92

83 ─ 75 1081 1─① SQ02 No. 124　灰色シ
ルト

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 横刃形石器 粗粒砂岩 102.0 64.0 20.0 122.17

83 ─ 76 1087 1─① SQ03 灰色シルト　
No. 13

Ⅳ 1 層遺物包含層
（中央） ─ 横刃形石器 粗粒砂岩 103.0 79.0 23.5 208.42

84 ─ 77 1089 1─① SQ03 灰色シルト　
No. 26

Ⅳ 1 層遺物包含層
（中央） ─ 横刃形石器 砂岩 107.0 64.0 19.0 116.35

84 23 78 1048 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 244

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 80.5 73.0 13.0 97.92

84 ─ 79 1049 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 574

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 95.0 108.0 19.0 200.84

84 ─ 80 1050 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 350

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 横刃形石器 砂岩 109.0 68.0 18.0 128.08

85 23 81 1097 1─① SM01 ③区　5 層 ─ ③区　Ⅱ層 抉入打製石包
丁 砂岩 70.0 48.5 13.0 49.89

85 ─ 82 1098 1─① SM01 ③区　5 層 ─ ③区　Ⅱ層 抉入打製石包
丁 砂岩 89.0 55.0 13.0 52.34

85 23 83 1109 1─① SX01 3 層 ─ SM01 Ⅱ層 抉入打製石包
丁 砂岩 79.5 47.0 9.0 35.42

85 23 84 1126 1─① Ⅳ C20─15 Ⅴ層 ─ Ⅴ 1 層 抉入打製石包
丁か 不明 73.0 43.5 13.0 45.86

85 24 85 1021 1─① SK192
SK192　No. 10　
SM01　③層東ト
レンチ　17 層

─ ─ 刃器 砂岩 78.0 80.5 19.0 159.10

85 ─ 86 1059 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 刃器 砂岩 98.5 85.5 24.5 170.20

85 24 87 1072 1─① SQ02 灰色シルト　
No. 49

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 刃器 凝灰質砂岩 88.0 54.0 23.5 129.32

85 24 88 1071 1─① SQ02 灰色シルト　
No. 19

Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 刃器 砂岩 73.0 67.0 21.0 120.48

86 24 89 1005 1─① SB08 No. 27 ─ ─ 磨製石斧 凝灰質砂岩（緑色
岩） 137.5 48.2 29.0 324.80

86 24 90 1060 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 477

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 磨製石斧 変輝緑岩（結晶片

岩） 110.0 56.0 35.0 323.33

86 24 91 1063 1─① SQ01 No. 182　灰色シ
ルト

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 磨製石斧 凝灰岩（緑色岩） 56.5 35.0 12.0 39.78

86 24 92 1006 1─① SB08 No. 51 ─ ─ 磨製石斧 緑色片岩 111.0 77.5 45.0 661.28

86 ─ 93 1061 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 507

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 磨製石斧 凝灰質砂岩（緑色

片岩） 90.0 42.0 25.0 151.47

86 24 94 1065 1─① SQ01 灰色シルト 1　
No. 669

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 磨製石斧 凝灰質砂岩（緑色

岩） 136.5 60.0 39.0 598.47

87 24 95 1124 1─① Ⅳ I07─2 灰色シルト ─ Ⅳ 1 層 磨製石斧 変輝緑岩 115.0 57.0 40.5 418.0

87 24 96 1067 1─① SQ01 No. 669 Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 敲石（磨製石

斧を転用）
凝灰質砂岩（緑色
岩） 159.0 53.0 32.0 453.86
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図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号 地区

出土遺構
（遺構外の場合

はグリッド）

注記層位
（石器もしくは袋
に記載した名称）

掲載遺構
（記載がない場合は

出土遺構に同じ）

掲載層位
（記載がない場
合は注記層位に

同じ）

器種 石材 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g）

87 24 97 1066 1─① SQ01 灰色シルト　
No. 567

Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 敲石（磨製石

斧を転用）
凝灰質砂岩（緑色
片岩） 82.5 60.0 41.0 334.82

87 24 98 1016 1─①　東 SB08 調査区外線脇サン
プル　②　4 層 ─ ─ 剥片 細粒砂岩 26.5 20.0 5.0 2.74

87 24 99 1018 1─①　東 SB14 P. 10 下 ─ ─ 剥片 黒曜石 25.5 17.5 6.5 1.75

87 25 100 1012 1─①　東 SB08
②　4 層（調査区
外線脇サブトレン
チ）

─ ─ 剥片 砂岩 140.0 48.5 13.0 67.28

87 ─ 101 1118 1─① SM01 ③区　表土 ─ ③区　Ⅰ層 剥片 片状ホルンフェル
ス 64.5 30.5 6.0 14.25

87 25 102 1014 1─① SB08 ④　3 層 ─ ─ 剥片 白雲母片岩 54.7 32.0 7.0 10.98

88 25 103 1022 1─① SK192
SK192　No. 11　
SM01 ③区　東ト
レンチ 17 層

─ ─ 剥片 砂岩 81.5 64.0 15.0 60.91

88 25 104 1026 1─① SK192
SK192　No. 15　
SM01 ③区　東ト
レンチ 17 層

─ ─ 剥片 砂岩 67.0 43.5 9.5 27.72

88 25 105 1027 1─ ①　中
央 SK192 2 層　No. 5 ─ ─ 剥片 砂岩 55.0 70.5 13.0 45.76

88 25 106 1028 1─ ①　中
央 SK192 No. 9　4 層 よ り

下　根の影響 ─ ─ 剥片 砂岩 60.4 61.4 11.0 33.52

88 25 107 1031 1─ ①　中
央 SK192 2 層 ─ ─ 剥片 粗粒砂岩 82.0 96.0 16.0 126.63

88 25 108 1064 1─① SQ01 灰色シルト 1 Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 磨石 安山岩 83.0 91.5 45.5 409.68

88 25 109 1121 1─① Ⅳ I01─10 黒色土 2 ─ Ⅲ 2 層 磨石 細粒黒雲母花崗岩 107.5 80.0 41.5 564.60

88 25 110 1131 1─① SM01
5 層　Ⅴ F05・
09・11 グリッド
及びグリッドなし

─

Ⅱ層　Ⅴ F05・
09・11 グリッ
ド及びグリッド
なし

凹石 片状ホルンフェル
ス 121.0 73.0 58.0 843.8

89 25 111 1007 1─①　東 SB08 ②　4 層 ─ ─ 敲石 凝灰岩（緑色岩） 114.0 36.0 19.0 99.59
89 25 112 1103 1─①　東 SB11 北東部　1 層 ─ ─ 敲石 凝灰岩（緑色岩） 87.0 24.5 1.9 67.65

89 25 113 1032 1─ ①　中
央 SK192 SK192　No. 7　1

層 ─ ─ 敲石 角閃石黒雲母片麻
岩 116.0 77.0 41.0 564.05

89 25 114 1068 1─① SQ01 灰色シルト Ⅳ 1 層遺物包含層
（東） ─ 敲石 凝灰質砂岩（緑色

岩） 87.5 68.0 48.0 450.47

89 25 115 1083 1─① SQ02 灰色シルト 1 Ⅳ 1 層遺物包含層
（西） ─ 敲石か 花崗岩 97.5 93.0 48.0 563.89

89 25 116 1127 1─① Ⅳ D22─15 灰色シルト ─ Ⅳ 1 層 （打欠）石錘 砂岩 75.5 59.5 24.0 160.22

第 6表　鬼釜遺跡　石製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号 地区

出土遺構
（遺構外の場合は

グリッド）

注記層位
（石器もしくは

袋に記載した名称）

掲載遺構
（記載がない場合は

出土遺構に同じ）

掲載層位
（記載がない場合は

注記層位に同じ）
器種 石材 長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
重量
（g）

90 25 1 1132 1─①区 SM01 17 層　No. 49 ─ Ⅳ層　No. 49 箆状垂飾（玉斧） 透閃石岩 88.0 44.5 5.6 29.67
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第 7表　鬼釜遺跡　玉類観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号 地区 出土遺構

注記層位
（玉類もしくは

袋に記載した名称）

掲載遺構
（記載がない場合は

出土遺構に同じ）

掲載層位
（記載がない場合は

注記層位に同じ）
器種 石材 長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
重量
（g）

遺物
色調

90 26 2 6001 1─① SM01 SM01 No. 1 ─ ─ 勾玉 碧玉 20.0 10.0 7.0 2.0 ─

90 26 3 6005 1─① SM01 SM01 No. 22 ─ ─ 管玉 碧玉 30.0 10.0 10.0 5.4 ─

90 26 4 6002 1─① SM01 SM01 No. 2 ─ ─ 管玉 碧玉 28.0 10.5 10.5 6.0 ─

90 26 5 6007 1─① SM01 SM01 No. 30 ─ ─ 管玉 碧玉 26.5 9.5 9.5 4.5 ─

90 26 6 6003 1─① SM01 SM01 No. 3 ─ ─ 管玉 碧玉 21.0 7.5 7.5 2.2 ─

90 26 7 6006 1─① SM01 SM01 No. 27 ─ ─ 管玉 凝灰岩もしくは
凝灰石岩 16.0 7.0 7.0 1.2 ─

90 26 8 6041 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.0 0.1 緑

90 26 9 6042 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.0 0.1 緑

90 26 10 6045 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.0 0.1 緑

90 26 11 6039 1─① SM01 SM01 ④区 5 層 ─ ④区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.0 3.0 1.5 0.1 緑

90 26 12 6043 1─① SM01 SM01 ④区 5 層 ─ ④区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.8 3.0 3.0 0.1 緑

90 26 13 6046 1─① SM01 SM01 2T 東側 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.0 0.1 緑

90 26 14 6044 1─① SM01 SM01 2T 西側 ─ ─ ガラス小玉 ─ 5.3 5.3 2.5 0.1 緑

90 26 15 6040 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 5.2 5.2 4.0 0.2 緑

90 26 16 6050 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.2 3.5 3.0 0.1 黄色

90 26 17 6047 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 5.3 5.0 2.8 0.1 黄色

90 26 18 6048 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 4.5 4.5 2.5 0.1 黄色

90 16 19 6049 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 4.2 4.2 2.0 0.1 黄色

90 26 20 6051 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 5.2 4.5 2.5 0.1 黄色

90 26 21 6037 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 3.0 0.1 淡緑

90 26 22 6038 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.0 0.1 淡緑

90 26 23 6036 1─① SM01 SM01 2T 東側 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.5 4.5 3.0 0.1 淡緑

90 26 24 6012 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 3.0 0.1 濃紺

90 26 25 6015 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.2 3.2 2.0 0.1 濃紺

90 26 26 6016 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 2.0 0.1 濃紺

90 26 27 6019 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 1.8 0.1 濃紺

90 26 28 6026 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 1.8 0.1 濃紺

90 26 29 6027 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.2 3.2 1.8 0.1 濃紺

90 26 30 6028 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.1 3.1 2.0 0.1 濃紺

90 26 31 6029 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.8 0.1 濃紺

90 26 32 6030 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.3 3.3 1.8 0.1 濃紺

90 26 33 6031 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.1 3.1 2.0 0.1 濃紺

90 26 34 6032 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.0 3.0 1.5 0.1 濃紺

90 26 35 6034 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 1.8 0.1 濃紺

90 26 36 6035 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 2.0 0.1 濃紺

90 26 37 6011 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 1.5 0.1 濃紺

90 26 38 6014 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.3 5.0 3.0 0.1 濃紺

90 26 39 6018 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 2.0 0.1 濃紺

90 26 40 6020 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 3.4 3.4 1.8 0.1 濃紺

90 26 41 6021 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.8 4.8 3.0 0.1 濃紺

90 26 42 6022 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 3.6 3.6 1.8 0.1 濃紺

90 26 43 6023 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 3.5 3.5 1.8 0.1 濃紺

90 26 44 6024 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 3.0 3.0 2.0 0.1 濃紺

90 26 45 6025 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.5 4.5 2.5 0.1 濃紺

90 26 46 6033 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.5 0.1 濃紺

90 26 47 6010 1─① SM01 SM01 1T 南側 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.0 4.0 2.5 0.1 濃紺

90 26 48 6017 1─① SM01 SM01 2T 西側黒色土 ─ ─ ガラス小玉 ─ 4.1 5.0 2.5 0.1 濃紺

90 26 49 6009 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 7.0 6.3 3.0 0.2 濃紺

90 26 50 6013 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ ガラス小玉 ─ 6.1 6.1 4.0 0.3 濃紺

90 26 51 6052 1─① SM01 SM01 ③区 5 層 ─ ③区　Ⅱ層 ガラス小玉 ─ 2.0 2.0 1.1 0.05 透明

90 26 52 6008 1─① SM01 SM01 ③区 ─ ─ 臼玉 石英片岩 ─ 7.0 4.0 0.4 ─

＊長さ・幅：ガラス小玉、臼玉の場合は径を表す。
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第 8表　鬼釜遺跡　金属製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号

脆弱遺物
台帳番号 地区

出土遺構
（遺構外の

場合は
グリッド）

注記層位
（金属製品

もしくは
袋に記載した

名称）

掲載遺構
（記載がない

場合は
出土遺構に

同じ）

掲載層位
（記載がない

場合は
注記層位に

同じ）

器種 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考 応急処理

91 26
1─1
1─2
1─3

3001 5 1─① SK174 No. 1 ─ ─ 雲珠 鉄 95 70 2 ─ 土中埋没状態
でとり上げ ○

91 27 2 3002 6 1─① SK174 No. 2 ─ ─ 金具 鉄 5.8 48 6 75.5 土壌付着状態
でとり上げ ○

91 27 3 3003 7 1─① SK174 No. 3 ─ ─ 金具 鉄 60 50 7 土中
不明

土中埋没状態
でとり上げ ○

91 27 4 3006 11 1─① SM01 No. 9 ─ ─ 面繋金具 鉄 32 13 10 3.2 ─ ○

91 27 5 3022 31 1─① SM01 （SX04）周溝
（⑦区）4 層 ─ ─ ─ 鉄 38 17 12 7.7 ─ ○

91 27 6 3007 8 1─① SM01 No. 5 ─ ─ 鉄鏃 鉄 34 18 5 3.5 ─ ○

91 27 7 3018 20 1─① SM01 No. 19 ─ ─ 鉄鏃 鉄 40 16 7 3.5 ─ ─

91 27 8 3024 40 1─① SM01 ①区　表土 ─ ①区　Ⅰ層 鉄鏃 鉄 36 14 6 3.4 ─ ─

91 27 9 3031 28 1─① SM01 （SX03 8 層）
No. 31 ─ （SM01 Ⅱ層）

No. 31 鉄鏃 鉄 25 21 6 3 ─ ○

91 27 10 3014 18 1─① SM01 No. 17 ─ ─ 鉄鏃 鉄 53 13 9 5.1 ─ ○

91 27 11 3010 29 1─① SM01 （SX04 6 層）
No. 32 ─ （SM01 Ⅱ層）

No. 32 鉄族 鉄 48 14 10 6.4 ─ ○

91 27 12 3008 23 1─① SM01 No. 24 ─ ─ 鉄鏃 鉄 56 13 11 7.8 ─ ○

91 27 13 3005 10 1─① SM01 No. 8 ─ ─ 鉄鏃 鉄 52 22 12 5.7 ─ ○

91 27 14 3009 25 1─① SM01 No. 26 ─ ─ 鉄鏃 鉄 84 15 11 10.9 ─ ○

91 27 15 3011 33 1─① SM01 ②区　9 層 ─ ②区　Ⅱ層 鉄族 鉄 49/39/
35/41

10/14/
15/10

8/8/
11/7

3.2/3.4/
4.3/3.2 ─ ─

91 27 16 3012 52 1─① SM01 ③区 ─ ─ 鉄族 鉄 39 11 5 2.5 篩で検出 ─

91 27 17 3017 15 1─① SM01 No. 14 ─ ─ 刀 鉄 40 22 16 16.2 ─ ○

91 27 18 3021 30 1─① SM01 （SX04）
No. 33 ─ ─ 刀子 鉄 76 19 12 15.6 ─ ─

91 27 19 3013 21 1─① SM01 No. 20 ─ ─ 刀子 鉄 63 24 13 18 ─ ─

91 27 20 3004 53 1─① SM01 ─ ─ ─ 刀子 鉄 53 16 9 8.6 篩で検出 ○

91 27 21 3020 27 1─① SM01 No. 29 ─ ─ 刀子 鉄 42 14 11 5 ─ ─

92 27 22 3016 12 1─① SM01 No. 11 ─ ─ 刀子 鉄 36 20 12 6.6 ─ ○

92 27 23 3030 17 1─① SM01 No. 16 ─ ─ 刀子か 鉄 43 16 8 6.6 ─ ○

92 27 24 3019 26 1─① SM01 No. 28 ─ ─ 刀子 鉄 39 12 7 3.5 ─ ─

92 27 25 3026 61 1─① SM01 ②区 ─ ─ 刀子 鉄 39 15 8 6.2 篩で検出 ─

92 27 26 3040 58 1─① SM01 ②区 ─ ─ 刀子 鉄 17 14 5 2.4 篩で検出 ─

92 27 27 3034 36 1─① SM01 ③区　11 層 ─ ③区　Ⅱ層 刀子 鉄 19 16 4 1.6 ─ ─

92 27 28 3035 37 1─① SM01 ③区　11 層 ─ ③区　Ⅱ層 刀子 鉄 25 14 4 1.7 ─ ─

92 27 28 3041 59 1─① SM01 ②区 ─ ─ 刀子 鉄 27 17 4 3.3 篩で検出 ─

92 27 29 3032 54 1─① SM01 ③区 ─ ─ 刀子か 鉄 28 9 3 1.4 篩で検出 ─

92 27 30 3038 50 1─① SM01 ③区 ─ ─ 刀子 鉄 51 12 10 7.3 篩で検出 ─

92 27 31 3027 63 1─① SM01 ①区 ─ ─ 刀子 鉄 40 18 4 2.7 篩で検出 ─

92 27 32 3015 1 2─① SB01 No. 1 ─ ─ 刀子 鉄 47/20 21/14 19/10 15.8/2.4 ─ ○

92 27 33 3043 24 1─① SM01 No. 25 ─ ─ 耳環 金銅 32 30 11 9.5 ─ ○

92 27 34 3044 22 1─① SM01 No. 23 ─ ─ 耳環 青銅 19 16 1 0.6 ─ ○

92 27 35 3046 42 1─① SM01 西側トレンチ
出土 ─ ─ 銭貨 青銅 24 9 1 1.6 「寛永通寳」 ─

92 27 36 3045 65 1─① 現耕作土 ─ ─ ─ 煙管
（キセル）銅 16 16 10 2.7 篩で検出 ─
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第 9表　風張遺跡　竪穴建物跡一覧

図版番号 遺構記号 番号 時期 調査地区 大・中地区 平面形
主軸方向

（─）は方向
不明

計測値（　）は推定値 推定床面積
（m2）

（下端で計測）

埋土の
分層状況

特記事項
（遺物出土状況）長辺

（m）
短辺
（m）

深さ
（m）

115 SB 01 15～16 世紀 4 Ⅲ D20、E16 方形 N─53°─W 2.87 2.40 0.43 3.305 7 層

埋土より古瀬戸後Ⅳ期の
平碗・すり鉢・花盆、礫
多量出土。入口施設あ
り。

第 10 表　風張遺跡　掘立柱建物跡一覧

図
版
番
号

遺
構
記
号

番号 時
期

調
査
地
区

大・中地
区

主軸方向
（─）は方向

不明

規模

平面形
該当

ピット
名

重複関係 特記事項
（含遺物出土状況）

長辺方向 短辺方向 柱間数
柱間間隔
（長辺方

向）

柱間間隔
（短辺方

向）
庇 面積

（m） （m） 長辺×
短辺

最少～最
大値
（m）

最少～最
大値
（m）

有無 （m2）

106 ST 01 中世
以降 2

Ⅱ V22、
Ⅳ B01～
03・07・
08

N─45°─W 8.0 7.6 4×4 0.6～3.7 1.7～2.3 有 57.911 長方形 P1～31
ST1004P2 と重複する
ST1004P3、SF02 を切
る

縁あり・炉 2 つあり
（SK128・SF01）。P9
より陶磁器、P10・
P27 より古瀬戸後Ⅳ

（新）筒形香炉、P29
より大窯1段階小壺。
P22より古瀬戸茶壺、
P11 より煙管

107 ST 02 中世
以降 2 Ⅳ B09・

13・14 N─27°─E 5.7 3.8 2×1 2.4～3.3 3.7～4.0 ─ 22.448 長方形 P1～4・
6～8

SK1001 を切る
SK110～112 と重複す
る

─

107 ST 04 中世
以降 3

Ⅳ F07・
08・12・
13

N─27°─W 6.0 2.0 3×1 1.9～2.2 2.0～2.0 ─ 11.669 長方形 P1～8 ST05、SK138・144・
145 と重複する ─

108 ST 05 中世 3 Ⅳ F07・
12・13 N─29°─W 7.6 3.9 4×1 1.8～2.0 3.8～3.9 ─ 29.504 長方形 P1～10 ST01、SK145・146・

150・151 と重複する

焼土跡 1 つあり。P8
より古瀬戸鉢か碗、
P13 より古瀬戸後Ⅳ

（新）すり鉢ほか

109 ST 06 中世
以降 2

Ⅳ A13・
17・18・
23

N─49°─E 7.5 7.5 3×4 1.3～3.8 1.6～2.2 ─ 56.789
（推定） 正方形 P1～18

SK96・256～258・
2 6 2～2 6 4・2 6 9・
2 7 0・2 7 2～2 7 9・
1002 と重複する

焼土跡 1 つあり

110 ST 07 中世
以降 3

Ⅳ F16・
17・21・
22

N─49°─E 8.0 4.2 4×2 1.6～2.2 1.9～4.2 ─ 33.584 長方形
P1～5・
7 ・ 8 ・
11～14

SK184・194～199・
201・203・204・
207・211・212・
267・268・1009～
1011 と重複する

─

111 ST 08 中世 2 Ⅳ A22 N─48°─E 4.0 3.6 3×2 1.2～1.8 1.7～1.9 ─ 14.090 長方形 P1～12 SK253 と重複する P6 よりかわらけ

112 ST 10 中世
以降 2 Ⅳ F04・

09・10 N─47°─W 6.7 3.6 2×2 2.6～4.2 1.7～1.9 ─ 23.952 長方形 P1～9 ST11 と重複する ─

112 ST 11 中世
以降 2 Ⅳ F04・

05・09 N─41°─E 6.9 3.4 2×2 3.2～3.9 3.3～3.4 ─ 23.728 長方形 P1～6 ST10 と重複する ─

110 ST 12 15
世紀 2 Ⅲ D25 N─49°─W 3.9 3.2 1×2 3.9～4.0 0.6～2.7 ─ 12.567 長方形 P1～6 SK387 に切られる

P1 より古瀬戸すり
鉢。P4 より古瀬戸後
Ⅳ期（新）すり鉢

108 ST 13 中世
以降 3 Ⅳ F11・

12・17 N─28°─W 3.6 3.7 2×1 1.7～1.9 3.6～3.6 ─ 12.986 正方形 P1～6 SK1031 を切る SD09
と重複する ─

113 ST 1001 中世
以降 2 Ⅳ B13 N─47°─W 4.1 3.2 1×2 4.1～4.2 1.5～1.6 ─ 13.061

（推定） 長方形 P1～5 ─ P4 から陶磁器

113 ST 1002 中世
以降 4

Ⅲ D24・
25、
I04・05

N─35°─E 5.7（現
存） 4.5 2（現

存）×3 3.7 0.9～1.8 ─
26.192
（現存

値）

長方形
（推定）P1～5 SK381 を切る ─

113 ST 1003 中世
以降 3 Ⅳ F08・

13 N─30°─W 4.0 3.8 2×2 2.0～2.1 1.7～2.2 ─ 15.424 長方形 P1～9 SD07 と重複する ─

114 ST 1004 中世
以降 2

Ⅳ B01・
02・06・
07

N─39°─W 11.1 4.1 6×2 1.5～4.1 2.0～3.9 ─ 44.779 長方形 P1～14
ST01、SK84～88・90
～93・109・1026、
SF01・02 と重複する

焼土跡 3 つあり、P1
よりかわらけ、P4 よ
り大窯のすり鉢。P5
より青磁・鉢・かわ
らけ、P13 より内耳
土器か
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図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

出
土

遺
構

等
（

報
告

書
呼

称
）

出
土

遺
構

等
（

現
場

呼
称

）

取
り

上
げ

番
号

・
地

点
等

地
区

注
記

記
号

時
期

詳
細

時
期

（
瀬

戸
美

濃
製

品
、

中
津

川
製

品
は

藤
澤

氏
年

代
観

）

型
式

器
種

部
位

産
地

法
量

（
cm

）
重

量
（

g）

整
形

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

外
面

内
面

12
0

34
1

4
SB

01
SB

01
N

o.
7

4
SB

01
　

N
o.

7
中

世
15

世
紀

後
半

～
15

世
紀

末
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

新
）

平
碗

口
縁

─
─

─
（

3.
7）

10
5.

8
─

─
胎

土
2.

5Y
8/

4
淡

黄
釉

5Y
6/

6
オ

リ
ー

ブ
白

・
黄

褐
色

粒
子

少
量

良
─

12
0

34
2

5
SB

01
SB

01
N

o.
11

4
SB

01
　

N
o.

11
中

世
15

世
紀

後
半

～
15

世
紀

末
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

新
）

す
り

鉢
口

縁
─

＜
30

.0
＞

─
（

3.
0）

31
.9

─
─

釉
7.

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
釉

7.
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

白
色

粒
子

少
量

良
─

12
0

34
3

6
SB

01
SB

01
N

o.
14

4
SB

01
　

N
o.

14
中

世
15

世
紀

後
半

～
15

世
紀

末
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

新
）

す
り

鉢
口

縁
─

＜
28

.5
＞

─
（

5.
5）

58
.9

─
─

5Y
R5

/6
明

赤
褐

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

白
色

粒
子

少
量

良
─

12
0

34
4

1
SB

01
SB

01
N

o.
4・

10
・

12
4

SB
01

　
N

o.
4・

10
・

12
中

世
15

世
紀

後
半

～
15

世
紀

末
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

新
）

す
り

鉢
胴

部
～

底
部

─
─

9
（

5.
6）

53
0

─
─

2.
5Y

8/
3

淡
黄

2.
5Y

8/
3

淡
黄

砂
粒

な
し

良
内

面
黒

色
化

。
科

学
分

析
実

施

12
0

34
5

2
SB

01
SB

01
N

o
.1

・
2

・
5

・
6・

8・
13

4
SB

01
　

N
o.

1・
2・

5・
6・

8・
13

中
世

15
世

紀
前

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

Ⅳ
期

花
盆

胴
部

─
─

─
（

12
.5

）
41

1.
4

─
─

釉
5Y

R4
/3

に
ぶ

い
赤

褐
胎

土
10

YR
8/

4
浅

黄
橙

1
～

3
 m

m
砂

粒
少

量
・

黒
色

粒
子

少
量

良
─

12
0

34
6

28
ST

01
　

P1
9

ST
01

　
P1

0
1

層
2

ST
01

　
P1

0　
1

層
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図
版

番
号
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号

出
土

遺
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第 12 表　風張遺跡　土製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号 管理番号 地区

出土遺構（遺構
外の場合はグ

リッド）

注記層位（資料
もしくは袋に記

載した名称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

121 35 1 2001 4 区 SD22 ─ ─ ─ 土玉 46 38 32 52.5 ─

第 15 表　風張遺跡　木製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号 管理番号 地区

出土遺構（遺構
外の場合はグ

リッド）

注記層位（木製
品もしくは袋に
記載した名称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 種類 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm） 備　　　考

124 36 1 3008 4 区 SK388 No. なし　木③ ─ ─ 板材（木枠か） ─ 84.2 10.8 3.1 長テン水漬け
124 36 2 3007 4 区 SK388 No. なし　木④ ─ ─ 棒状品 ─ 54.6 2.8 1.7 長テン水漬け

124 36 3 3005 4 区 SK392 No. 2　木⑦ ─ ─ 杭 モミ属 42.7 4.1 3.4 放射性炭素年代測定。
長テン水漬け

124 36 4 3006 4 区 SK392 No. 3　木⑧ ─ ─ 杭 ─ 43.6 3.8 3 長テン水漬け
124 36 5 3002 4 区 SK392 No. 5　木⑤ ─ ─ 板材（木枠） ─ 48.1 5.9 1 長テン水漬け

124 36 6 3004 4 区 SK392 No. 7　木⑥ ─ ─ 板材（木枠） ─ 51 13.2 1.6 放射性炭素年代測定。
長テン水漬け

125 36 7 3003 4 区 SK392 No. 6　木① ─ ─ 板材（木枠） サワラ 77.9 24.3 2.5 放射性炭素年代測定。
長テン水漬け

125 36 8 3001 4 区 SK392 No. 4　木② ─ ─ 板材（木枠） サワラ 76.6 23.7 2.5 放射性炭素年代測定。
長テン水漬け

第 13 表　風張遺跡　石器観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号 管理番号 地区

出土遺構（遺構
外の場合はグ

リッド）

注記層位（石器
もしくは袋に記

載した名称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 石材 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

122 35 1 1001 2 SD03 SD03　1 層 ─ ─ 石鏃 黒曜石 10 12 2.5 0.2 ─
122 35 2 1003 2 SD05 SD05　1 層 ─ ─ 打製石斧 砂岩 125 40 20 120.4 ─
122 35 3 1004 2 T5 T5 ─ ─ 打製石斧 砂岩 74 45 19 54.9 ─
122 35 4 1005 2 T6 T6　3 層 ─ ─ 打製石斧 砂岩 113.5 49 22 128.9 ─

122 35 5 1006 3 表採 3 区　Z ─ ─ 礫石器 砂岩 159 50 38.5 388.3 こも編
み石か

第 14 表　風張遺跡　金属製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理番
号

脆弱遺
物台帳
番号

地区
出土遺構（遺構
外の場合はグ

リッド）

注記層位（金属
製品もしくは袋
に記載した名

称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚
（mm）

重量
（g） 備考 応急

処理

123 35 1 3001 2 2 ST01 Pit11 No.5 SK1020 ─ 煙管（キセ
ル） 青銅 46 12 12 10.8 ─ ─

123 35 2 3003 4 3 ─ ─ ─ ─ 銭貨 青銅 23 23 1 1.6 「洪武通寳」 ─
123 35 3 3004 5 3 排土 ─ ─ ─ 銭貨 青銅 23 24 1 2.3 「寛永通寳」 ─
123 35 4 3005 6 3 表採 ─ ─ ─ 銭貨 青銅 22 22 1 1.9 「寛永通寳」 ─
123 35 5 3002 7 4 表採 ─ ─ ─ 銭貨 青銅 26 25 7 9.1 銭 5 枚が付着 ○
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第 16 表　神之峯城跡　掘立柱建物跡・礎石建物跡一覧

図
版
番
号

遺
構

　
　
記
号

番号 時期
調
査
地
区

大・中地
区 平坦地

主軸方向
（─）は方

向不明

規模

平面形
該当

ピット
名

重複関係 特記事項
（含遺物出土状況）

長辺
方向

短辺
方向 柱間数

柱間間隔
（長辺方

向）

柱間間隔
（短辺方

向）
庇 面積

（m） （m） 長辺×
短辺

最小～最
大値
（m）

最小～最
大値
（m）

有
無

（m2）

143 ST 01 近世以降 1─2 Ⅴ K14・
19 平坦地 6 N─44°─E 5.50 2.30 3×1 1.68～

2.01
2.25～
2.38 ─ 12.757 長方形 P1～8

SK09、畝跡に切られ
る　SK33～35・45・
46・71～73・75 と
重複する

─

140
・
141

ST 02
15 世紀中
頃～16 世
紀後半

1─2 Ⅴ L16・
17・22 平坦地 7 N─80°─E 6.83

（現存）
5.16

（現存）
3×2

（現存）
2.0～
2.54

1.70～
1.96 ─ ─ 長方形 P1～8 SK113・115 を切る ─

143 ST 03 近世以降 1─1 Ⅴ H21・
22 平坦地 27 N─61°─W 3.22 1.42 2×1 1.53～

1.63 1.39 ─ 4.645 長方形 P1～5 ST04 と重複する ─

143 ST 04 近世以降 1─1 Ⅴ H17・
22 平坦地 27 N─25°─E 2.86 1.23 2×1 1.32～

1.58 1.16 ─ 3.664 長方形 P1～5 ST03 と重複する ─

143 ST 05 近世以降 1─1 Ⅴ M01・
06 平坦地 27 N─52°─E 3.67 1.33 2×1 1.62～

2.00
1.25～
1.40 ─ 4.853 長方形 P1～6 ─ ─

143 ST 06 中世以降 1─1 Ⅴ L15・
20 平坦地 27 N─7°─W 3.39 3.45 2×2 1.17～

2.19
1.21～
1.95 ─ 11.456 方形 P1～9 ─ P1 より常滑壺、

P5 より内耳

186 ST 301 中世以降 3─1
Ⅱ V25・
W21、Ⅵ
B05・C01

平坦地
301 N─2°─E 6.08 5.81 3×3 1.75～

2.16
1.74～
2.42 ─ 35.403 方形 P1～16

SK481・484 を切る
SK1003 に切られる
SK38 基、ST303・
304・306 と重複する

1 層より古瀬戸後
Ⅲ 期 天 目 茶 碗、
P16 より古瀬戸後
Ⅳ期壺

187 ST 302 中世以降 3─1
Ⅱ W21・
22、Ⅵ
C01・02

平坦地
301 N─2°─W 5.82 3.70 3×2 1.40～

2.37
1.64～
2.01 ─ 21.760 長方形 P1～12

SK1010・ 他 13 基、
ST307・312 と 重 複
する

─

186 ST 303 中世以降 3─1 Ⅱ V25、
Ⅵ B05

平坦地
301 N─0° 3.64 2.46 2×1 1.74～

1.86
2.37～
2.50 ─ 8.773 長方形 P1～8 ST301、SK7 基と重複

する ─

187 ST 304 中世以降 3─1 Ⅱ W21 平坦地
301 N─1°─W 3.93 2.98 2×1 1.20～

2.60
2.90～
3.09 ─ 11.547 長方形 P1～6

SK443・481 を切る
ST301、SK17 基と重
複する

─

188 ST 305 中世以降 3─1 Ⅱ W21・
22

平坦地
301 N─88°─E 3.95 2.55 2×1 1.87～

2.06
2.33～
2.71 ─ 9.840 長方形 P1～6 ST302・307、SK4 基

と重複する ─

188 ST 306 中世以降 3─1 Ⅱ W21、
Ⅵ C01

平坦地
301 N─89°─E 3.81 2.26 3×1 0.64～

1.28
2.24～
2.26 ─ 8.624 長方形 P1～8

SK568 を切る
ST301、SK13 基と重
複する

─

189 ST 307 中世以降 3─1 Ⅱ W17・
21・22

平坦地
301 N─90°─W 5.36 4.38 3×2 1.60～

1.88
1.95～
2.50 ─ 23.488 長方形 P1～10 ST302・305、SK11

基と重複する ─

188 ST 310 中世以降 3─1 Ⅱ W16・
17

平坦地
301 N─88°─W 4.38 2.94

3（推
定）×

2

1.03～
3.37

1.37～
1.63 ─ 12.816 長方形 P1～8 SK6 基と重複する ─

189 ST 314 中世以降 3─1
Ⅱ V18・
19・23・
24

平坦地
301 N─3°─E 5.74 3.82 3×2 1.85～

1.99
1.89～
3.81 ─ 22.208 長方形 P1～9 SK346 に切られる

SK8 基と重複する ─
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図
版

番
号

PL 番
号

掲
載

番
号

管
理

番
号

平
坦

地
出

土
遺

構
等

（
報

告
書

呼
称

）

出
土

遺
構

等
（

現
場

呼
称

）

取
り

上
げ

番
号

等
地

区
注

記
記

号
時

期

詳
細

時
期

（
瀬

戸
美

濃
製

品
、

中
津

川
製

品
は

藤
沢

氏
年

代
観

」）

型
式

器
種

部
位

産
地

法
量

（
cm

）
重

量
（

g）

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

19
6

52
1

61
7

SK
87

SK
87

N
o.

 1
1─

2
平

7　
SK

87
　

N
o.

 1
中

世
13

世
紀

─
青

白
磁

梅
瓶

胴
部

龍
泉

窯
─

─
（

3.
4）

14
.9

釉
10

GY
7/

1
明

緑
灰

釉
10

GY
7/

1
明

緑
灰

黒
色

粒
子

少
量

良
─

19
6

52
2

1
2

SD
11

SD
11

N
o.

 3
1─

2
平

2　
N

o.
 3

・
検

中
世

16
世

紀
後

半
大

窯
3

段
階

前
半

丸
皿

口
縁

～
底

部
─

10
.7

6.
7

2.
7

12
0.

5
釉

7.
5Y

7/
2

灰
白

釉
7.

5Y
7/

2
灰

白
灰

白
色

粒
子

多
量

良
内

・
外

面
被

熱

19
6

52
3

52
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 2
32

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 2
32

中
世

15
世

紀
前

半
古

瀬
戸

後
Ⅲ

期
縁

釉
小

皿
底

部
─

─
＜

5.
1＞

（
1.

4）
29

.2
胎

土
7.

5Y
7/

1
灰

白
釉

7.
5Y

2/
1

黒
白

色
・

黒
色

粒
子

少
量

良
内

・
外

面
黒

色
付

着
物

19
6

52
4

2
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 1
09

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 1
09

中
世

15
世

紀
後

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

Ⅳ
期

（
新

）
天

目
茶

碗
口

縁
─

＜
11

.2
＞

─
（

3.
6）

12
.3

釉
7.

5Y
R1

.7
/1

黒
釉

7.
5Y

R1
.7

/1
黒

白
色

粒
子

微
良

外
面

被
熱

19
6

─
5

34
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 1
22

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 1
22

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

古
瀬

戸
後

Ⅳ
期

（
新

）
か

大
窯

天
目

茶
碗

胴
部

─
─

─
（

2.
3）

10
.3

錆
釉

2.
5Y

R6
/2

灰
赤

釉
1.

7/
1

赤
黒

白
色

粒
子

微
良

─

19
6

52
6

36
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 1
06

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 1
06

中
世

15
世

紀
前

半
～

15
世

紀
後

半
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

古
）

す
り

鉢
口

縁
─

＜
27

.1
＞

─
（

3.
9）

25
.6

釉
5Y

R4
/6

赤
褐

釉
5Y

R3
/2

暗
赤

褐
黒

色
粒

子
微

良
─

19
6

52
7

53
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 2
33

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 2
33

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

大
窯

1
段

階
す

り
鉢

胴
部

～
底

部
─

─
＜

9.
8＞

（
7.

0）
10

8.
8

釉
5P

B4
/1

暗
青

灰
釉

2.
5Y

R4
/1

赤
灰

黄
褐

色
粒

子
少

量
良

─

19
6

52
8

60
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 1
1─

2
平

7　
6

層
N

o.
 1

中
世

15
世

紀
前

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

Ⅲ
期

か
Ⅳ

期
花

瓶
口

縁
─

＜
11

.8
＞

─
（

2.
0）

8
釉

10
YR

2/
2

黒
褐

釉
7.

5Y
R2

/2
黒

褐
白

・
黒

色
粒

子
中

量
良

古
瀬

戸
後

Ⅲ
期

の
可

能
性

高
い

。
内

・
外

面
被

熱

19
6

52
9

33
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 1
08

・
11

4・
24

5・
24

7・
26

2・
26

4

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 1
08

・
24

7・
26

4・
11

4・
24

5・
26

2・
/

平
7　

6
層

N
o.

 1
32

・
平

7　
6

層

中
世

14
世

紀
後

半
～

15
世

紀
前

半
古

瀬
戸

後
Ⅱ

期
筒

形
容

器
口

縁
～

胴
部

─
＜

14
.2

＞
─

（
14

.0
）

23
3

釉
7.

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

胎
土

2.
5Y

8/
2

灰
白

白
・

褐
・

黒
色

粒
子

少
量

良
─

19
6

52
10

75
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 2
64

1─
2

平
7　

6
層

N
o.

 2
64

中
世

14
世

紀
後

半
～

15
世

紀
前

半
古

瀬
戸

後
Ⅱ

期
筒

形
容

器
口

縁
─

＜
14

.8
＞

─
（

2.
2）

6.
3

釉
7.

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

釉
7.

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

白
・

黒
粒

子
少

量
良

─

19
6

52
11

37
7

Ⅵ
層

6
層

N
o.

 1
07

・
11

0
1─

2
平

7　
6

層
N

o.
 1

07
・

11
0

中
世

15
世

紀
前

半
～

15
世

紀
後

半
か

古
瀬

戸
後

Ⅳ
期

（
古

か
）

筒
形

香
炉

胴
部

～
底

部
─

─
＜

10
.0

＞
（

7.
5）

67
.3

釉
5Y

R3
/2

暗
赤

褐
釉

5Y
R3

/1
黒

褐
褐

・
黒

色
粒

子
少

量
良

─

19
6

52
12

32
7
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層

6
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N
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Ⅳ
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黒
色

粒
子

少
良

─

19
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7

Ⅵ
層

6
層
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 1
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平
7　

6
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05
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世
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期
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縁
～

胴
部

─
＜
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＞
─
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子
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熱
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縁
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＜
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Ⅵ
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＜
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＞
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Ⅵ
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0 ─
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N

o.
 9

9
中

世
15

世
紀

前
半

古
瀬

戸
後

Ⅲ
期

卸
皿

胴
部

～
底

部
─

─
6.

4
（

2.
0）

73
.8

胎
土

2.
5Y

8/
3

淡
黄

胎
土

2.
5Y

8/
3

淡
黄

白
・

褐
色

粒
子

少
量

良
─
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号

掲
載
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号

管
理

番
号

平
坦

地
出

土
遺

構
等

（
報

告
書

呼
称

）

出
土

遺
構

等
（

現
場

呼
称

）

取
り

上
げ

番
号

等
地

区
注

記
記

号
時

期

詳
細

時
期

（
瀬

戸
美

濃
製

品
、

中
津

川
製

品
は

藤
沢

氏
年

代
観

」）

型
式

器
種

部
位

産
地

法
量

（
cm

）
重

量
（

g）

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

19
6

52
23

3
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 2
09

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 2
09

中
世

15
世

紀
前

半
～

15
世

紀
後

半
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

古
）

天
目

茶
碗

口
縁

～
胴

部
─

＜
11

.8
＞

─
（

5.
9）

29
.4

釉
10

YR
2/

1
黒

釉
10

YR
2/

1
黒

白
色

粒
子

微
良

─

19
6

─
24

31
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 8
6

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 8
6

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

大
窯

か
天

目
茶

碗
胴

部
─

─
─

（
2.

6）
9.

9
胎

土
2.

5Y
8/

2
灰

白
釉

7.
5Y

R3
/2

黒
褐

白
・

灰
色

粒
子

中
量

良
─

19
6

52
25

57
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 4
2

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 4
2

中
世

15
世

紀
後

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

Ⅳ
期

（
新

）
平

碗
口

縁
～

胴
部

─
＜

16
.8

＞
─

（
5.

2）
41

.2
胎

土
2.

5Y
8/

2
灰

白
釉

5Y
7/

3
浅

黄
白

・
褐

色
粒

子
少

量
良

─

19
6

52
26

44
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 1
59

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 1
59

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

大
窯

1
段

階
平

碗
口

縁
─

＜
15

.8
＞

─
（

2.
9）

11
.4

釉
N

3/
暗

灰
釉

N
3/

暗
灰

石
英

・
白

色
粒

子
微

量
良

内
・

外
面

被
熱

19
6

52
27

42
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 1
42

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 4
8─

2・
14

2
中

世
15

世
紀

後
半

～
15

世
紀

末
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

新
）

花
瓶

底
部

─
─

＜
9.

8＞
（

1.
6）

11
.1

釉
2.

5Y
2/

1
黒

胎
土

2.
5Y

8/
1

灰
白

黒
色

粒
子

中
量

良
─

19
6

52
28

28
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 7
0

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 7
0

中
世

14
世

紀
後

半
～

15
世

紀
前

半
古

瀬
戸

後
期

（
Ⅱ

期
か

）
祖

母
懐

茶
壺

口
縁

─
＜

10
.6

＞
─

（
4.

5）
22

釉
7.

5Y
R4

/3
褐

胎
土

10
YR

7/
1

灰
白

白
～

黄
褐

色
粒

子
少

量
良

外
面

被
熱

19
6

52
29

49
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 2
12

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 2
12

中
世

16
世

紀
末

大
窯

3
段

階
後

半
祖

母
懐

茶
壺

口
縁

初
山

窯
＜

13
.6

＞
─

（
5.

0）
53

.1
釉

7.
5Y

R3
/1

黒
褐

釉
7.

5Y
R3

/1
黒

褐
白

色
粒

子
多

量
良

─

19
6

52
30

27
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 6
4

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 6
4

中
世

14
世

紀
後

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

期
祖

母
懐

茶
壺

胴
部

─
─

─
（

6.
9）

78
.2

釉
7.

5Y
R3

/2
黒

褐
胎

土
5Y

6/
1

灰
白

・
黒

粒
子

少
量

良
─

19
6

52
31

56
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 2
73

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 2
73

中
世

14
世

紀
後

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

期
祖

母
懐

茶
壺

？
胴

部
─

─
─

（
7.

8）
59

.5
釉

7.
5Y

R3
/2

黒
褐

胎
土

2.
5Y

7/
1

灰
白

黒
色

粒
子

多
量

良
─

19
6

52
32

55
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 2
55

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 2
55

中
世

15
世

紀
～

16
世

紀
─

内
耳

鍋
胴

部
～

底
部

─
─

＜
30

.6
＞

（
3.

0）
32

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
2.

5Y
R6

/6
橙

白
色

粒
子

中
量

・
赤

褐
色

・
黒

色
粒

子
少

・
雲

母
微

良
─

19
6

52
33

26
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 5
8

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 5
8

中
世

─
─

内
耳

鍋
底

部
常

滑
─

＜
10

.0
＞

（
1.

4）
25

.5
2.

5Y
7/

2
灰

黄
2.

5Y
5/

1
黄

灰
白

・
黒

粒
子

多
量

良
─

19
6

52
34

50
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 2
15

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 2
15

中
世

15
世

紀
─

青
磁

碗
口

縁
龍

泉
窯

＜
14

.8
＞

─
（

1.
7）

2.
6

釉
5G

Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

釉
5G

Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

白
色

粒
子

少
量

良
─

19
6

52
35

14
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 4
9─

1
1─

2
平

7　
5

層
N

o.
 4

9─
1

中
世

15
世

紀
後

～
16

世
紀

初
頭

─
染

付
碗

口
縁

─
＜

15
.9

＞
─

（
2.

7）
4.

2
釉

7.
5G

Y8
/1

明
緑

灰
釉

7.
5G

Y8
/1

明
緑

灰
磁

器
良

─

19
6

52
36

11
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 5
2

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 8
2

中
世

15
世

紀
後

～
16

世
紀

初
頭

─
染

付
皿

胴
部

～
底

部
─

─
＜

5.
3＞

（
2.

2）
10

.6
釉

10
GY

8/
1

明
緑

灰
釉

5B
7/

1
明

青
灰

磁
器

良
─

19
6

52
37

13
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 4
5─

1
1─

2
平

7　
5

層
N

o.
 4

5─
1

中
世

15
世

紀
後

～
16

世
紀

初
頭

─
染

付
碗

胴
部

～
底

部
─

─
＜

6.
0＞

（
2.

9）
19

.1
釉

10
G7

/1
明

緑
灰

釉
10

G7
/1

明
緑

灰
黒

色
粒

子
微

量
良

─

19
6

─
38

54
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 2
54

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 2
54

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

─
青

花
碗

口
縁

龍
泉

窯
＜

14
.9

＞
─

（
2.

0）
2.

1
釉

10
Y8

/1
灰

白
釉

10
Y8

/1
灰

白
黒

色
粒

子
微

量
良

─

19
6

52
39

29
7

Ⅴ
層

5
層

N
o.

 7
1

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 7
1

中
世

─
7

型
式

片
口

鉢
（

Ⅱ
期

）
口

縁
常

滑
＜

42
.2

＞
─

（
6.

6）
86

.7
釉

10
YR

5/
1

褐
灰

釉
10

YR
4/

1
褐

灰

白
～

褐
色

粒
子

多
量

・
黒

色
粒

子
少

量
良

─

19
7

52
40

47
7

Ⅴ
・

Ⅵ
層

5・
6

層

Ⅴ
層

N
o.

 
47

─1
・

Ⅵ
層

N
o.

 
12

4・
17

1

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 4
7─

1・
6

層
N

o.
 1

24
・

17
1

中
世

15
世

紀
～

16
世

紀
大

窯
徳

利
胴

部
─

─
─

（
9.

4）
76

.9
釉

7.
5R

1.
7/

1
赤

黒
釉

7.
5R

3/
3

暗
赤

褐
白

・
褐

色
粒

子
中

量
良

外
面

被
熱

19
6

52
41

8
7

Ⅴ
・

Ⅵ
層

5・
6

層

5
層

N
o.

 
18

8・
6

層
N

o.
 1

30
─

1・
カ

ク
ラ

ン
N

o.
 5

4

1─
2

平
7　

5
層

N
o.

 1
88

・
　

6
層

N
o.

 1
30

─1
・

カ
ク

ラ
ン

N
o.

 5
4

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

─
白

磁
皿

口
縁

～
底

部
─

＜
18

.8
＞

＜
11

.0
＞

3.
6

31
.9

釉
2.

5Y
8/

1
灰

白
釉

5Y
8/

1
灰

白
黒

色
粒

子
少

量
良

─

19
6

52
42

12
7

Ⅴ
・

Ⅵ
層

5・
6

層
6

層
N

o.
 

12
7・

11
1─

1
1 ─

2
平

7　
5

層
・

6
層

N
o.

 1
27

・
11

1─
1

中
世

15
世

紀
後

～
16

世
紀

初
頭

─
染

付
碗

口
縁

～
胴

部
─

＜
12

.6
＞

─
（

3.
8）

26
.6

釉
7.

5G
Y8

/1
明

緑
灰

釉
7.

5G
Y8

/1
明

緑
灰

黒
色

粒
子

微
量

良
内

・
外

面
被

熱

19
7

52
43

23
7

Ⅳ
層

4
層

N
o.

 3
8

1─
2

平
7　

4
層

N
o.

 3
8

中
世

15
世

紀
前

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

Ⅲ
期

か
Ⅳ

期
四

耳
壺

頸
部

─
─

─
（

4.
1）

22
.2

釉
7.

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

釉
7.

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

白
色

粒
子

少
・

灰
～

黒
色

粒
子

少
良

─

19
7

52
44

38
7

─
─

N
o.

 1
12

1─
2

平
7　

N
o.

 1
12

中
世

15
世

紀
後

半
か

大
窯

1
段

階
（

前
半

か
）

天
目

茶
碗

底
部

─
─

4.
7

（
1.

4）
21

.3
錆

釉
2.

5Y
R3

/1
暗

赤
灰

鉄
釉

2.
5Y

R1
.7

/ 
1

赤
黒

白
色

粒
子

微
量

良
内

面
被

熱
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掲
載

番
号

管
理

番
号

平
坦

地
出

土
遺

構
等

（
報

告
書

呼
称

）

出
土

遺
構

等
（

現
場

呼
称

）

取
り

上
げ

番
号

等
地

区
注

記
記

号
時

期

詳
細

時
期

（
瀬

戸
美

濃
製

品
、

中
津

川
製

品
は

藤
沢

氏
年

代
観

」）

型
式

器
種

部
位

産
地

法
量

（
cm

）
重

量
（

g）

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

底
径

器
高

外
面

内
面

19
7

─
45

46
7

13
T

13
T

N
o.

 1
73

1─
2

平
7　

13
TN

o.
 1

73
中

世
15

世
紀

後
半

～
15

世
紀

末
古

瀬
戸

後
Ⅳ

期
（

新
）

天
目

茶
碗

底
部

─
─

＜
5.

2＞
（

1.
5）

10
.6

釉
5Y

R5
/3

に
ぶ

い
赤

褐
釉

5Y
R1

.7
/1

黒
白

色
粒

子
少

量
良

─

19
7

52
46

64
7

─
─

N
o.

 1
74

1─
2

平
7　

N
o.

 1
74

中
世

16
世

紀
前

半
─

白
磁

皿
口

縁
～

胴
部

─
＜

16
.0

＞
─

（
2.

0）
7.

6
釉

白
釉

白
黒

色
粒

子
微

量
良

─

19
7

─
47

63
7

─
─

─
1─

2
平

7　
Z

中
世

15
世

紀
末

～
16

世
紀

前
半

─
白

磁
輪

花
皿

口
縁

～
胴

部
─

＜
11

.8
＞

─
（

2.
5）

3.
7

釉
7.

5Y
8/

1
灰

白
釉

7.
5Y

8/
1

灰
白

白
・

黒
色

粒
子

少
量

良
京

都
系

19
7

─
48

15
7

カ
ク

ラ
ン

─
N

o.
 5

4
1─

2
平

7　
カ

ク
ラ

ン
N

o.
 5

4
中

世
15

世
紀

後
～

16
世

紀
初

頭
─

染
付

碗
口

縁
─

＜
12

.2
＞

─
（

2.
3）

5.
2

釉
10

GY
8/

1
明

緑
灰

釉
10

GY
8/

1
明

緑
灰

黒
色

粒
子

微
量

良
内

・
外

面
被

熱

19
7

52
49

16
1

─
─

N
o.

 1
1─

2
平

1　
N

o.
 1

中
世

15
世

紀
後

半
～

15
世

紀
末

古
瀬

戸
後

Ⅳ
期

（
新

）
腰

折
皿

底
部

─
─

5.
4

（
1.

2）
27

.6
胎

土
2.

5Y
8/

2
灰

白
釉

10
Y5

/2
オ

リ
ー

ブ
灰

白
色

粒
子

微
量

良
─

19
7

53
50

79
6

SK
08

SK
08

─
1─

2
平

6　
SK

08
　

5
層

近
世

─
─

灰
釉

の
碗

口
縁

～
底

部
瀬

戸
美

濃
＜

9.
0＞

─
（

4.
2）

5.
7

釉
5Y

6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
釉

5Y
6/

2
灰

オ
リ

ー
ブ

黒
色

粒
子

少
量

良
─

19
7

53
51

90
─

SK
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第 18 表　神之峯城跡　瓦製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号 管理番号 地区

出土遺構（遺構
外の場合はグリ

ッド）

注記層位（資料
もしくは袋に記

載した名称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

200 57 1 2002 2 区 平坦地 206 平 206　No. 13 ─ ─ 瓦片加工円板 41 46 15 33.3 ─
200 57 2 2003 2 区 平坦地 206 平 206　No. 17 ─ ─ 瓦片加工円板 39 48 15.5 32.6 ─

第 19 表　神之峯城跡　石器観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号 管理番号 地区

出土遺構（遺構
外の場合はグリ

ッド）

注記層位（石器
もしくは袋に記

載した名称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 石材 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g）

201 57 1 1001 3─1 平坦地 301 平 301 谷 ─ ─ 石鏃 黒曜石 15 16 3 0.4
201 57 2 1002 3─1 ─ Z ─ ─ 打製石斧 砂岩 87 36 17.5 56.1

第 20 表　神之峯城跡　石製品観察表

図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号 地区

出土遺構（遺構
外の場合はグリ

ッド）

注記層位（石製
品もしくは袋に
記載した名称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 石材 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g） 備考

202 57 1 4003 1─2 平坦地 7

平 7　5 層 No.  
50・平 7　6 層
No.  125・平 7　
6 層 No.  130

─ ─ 硯 粘板岩 113 113 14 151.5

長方形で 1/2 程度が残
存。下部縁帯部と硯面
の段差は使用によって
消失。

202 57 2 4002 1─2 平坦地 7

平 7　5 層 No.  
44・76・平 7　
6 層 No. 111/
平 7　5 層 No. 
44/ 平 7　5 層
No. 76/ 平 7　
6 層 No. 118/
平 7　6 層 No. 
121/ 平 7　
13TNo. 172/
平 7　6 層 No. 
3/ 平 7　6 層
No. 4/ 平 7　6
層

─ ─ 硯 粘板岩 64.5 43.5 11 88.7 長方形で 1/4 程度が残
存。

202 57 3 4022 1─2 平坦地 7 平 7　6 層 No. 
222 ─ ─ 硯 凝灰質砂岩 33 30 8 10.9 ─

202 57 4 4016 2 平坦地 207 平 207　No. 7　
1 層 ─ ─ 硯 粘板岩 110 65 14 68.7 長方形で 1/4 程度が残

存。

202 57 5 4009 1─1 SK119 1─1 区　SK119　
2 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 83 32 21.5 63 鰹ぶし状

202 57 6 4008 1─1 SK119 1─1 区　SK119　
2 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 70 48 22 112.6 鰹ぶし状

202 57 7 4007 1─1 SK119 1─1 区　SK119　
2 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 103.5 27 21 75.1 鰹ぶし状

202 57 8 4005 1─1 SK119 1─1 区　SK119　
1 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 116 36 24 137.2 鰹ぶし状

202 57 9 4006 1─1 SK119 1─1 区　SK119　
1 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 118 23 22 76 鰹ぶし状

202 57 10 4011 1─1 SK125 1─1 区　SK125　
No. 8 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 72 42 24 75.9 鰹ぶし状

202 57 11 4012 1─1 SK126 1─1 区　SK126　
1 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 65.5 51.5 21.5 113.8 断面長方形棒状

202 57 12 4013 1─1 SF10 1─1 区　SF10　
No. 1 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 40 15 14.5 14.5 断面四角形棒状

202 57 13 4021 1─2 平坦地 7 平 7 ─ ─ 砥石 片状ホルン
フェルス 76 20 14 37.9 断面四角形棒状

202 57 14 4001 1─2 平坦地 7 平 7　1 面 No. 
19 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 75 31 21 45.8 鰹ぶし状

202 57 15 4019 3─1 平坦地 301 平 301　1 層　
Ⅵ B05─8 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 40 22 23 27.5 断面四角形棒状

202 57 16 4020 3─1 308 トレンチ 308T　12 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し
た流紋岩 41 24 22.5 33.8 断面四角形棒状

202 57 17 4014 1─1 51 トレンチ 1─1 区　51T　
1 層 ─ ─ 砥石 熱水変質し

た流紋岩 97 29 19.5 70.8 鰹ぶし状か

202 57 18 4017 3─1 平坦地 3─1 区　3 層
No. 5 ─ ─ 砥石 安山岩 40.5 20 13 14.6 断面長方形棒状

203 57 19 4018 3─1 平坦地 3─1 区　2 層
No. 23 ─ ─ 砥石 片状ホルン

フェルス 43 12.5 12.5 11.2 断面四角形棒状

203 57 20 4015 1─1 ─ 1─1 区　Z ─ ─ 砥石 熱水変質し
た流紋岩 53.5 28.5 17 37.5 鰹ぶし状か

203 57 21 4004 1─1 SK118 1─1 区　
SK118No. 2 ─ ─ こも編石 砂岩 144 52.5 34 424 ─

203 57 22 4010 1─1 SK119 1─1 区　SK119　
3 層 ─ ─ こも編石 砂岩 136 47 38 339.8 ─
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図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号

脆弱
遺物
台帳
番号

地区
出土遺構（遺構
外の場合はグリ

ッド）

注記層位（金属
製品もしくは袋
に記載した名

称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚
（mm）

重量
（g） 備考（初鋳年） 応急

処理

204 57 1 3015 1030 3─1 SK307 No. 1 ─ ─ 釘 鉄 66 52 27 51.9 断面正方形、角
釘 ─

204 57 2 3016 1032 3─1 SK351 No. 1 ─ ─ 釘 鉄 71 22 20 22.9 断面正方形、角
釘 ─

204 57 3 3009 19 1─2 平坦地 7 No. 80 ─ ─ 釘 鉄 25 12 19 2.4 断面正方形、角
釘 ─

204 57 4 3010 24 1─2 平坦地 7 No. 226 ─ ─ 釘 鉄 31 9 7 2.6 断面正方形、角
釘 ─

204 57 5 3012 26 1─2 平坦地 7 No. 238 ─ ─ 釘 鉄 20 7 7 1.3 断面正方形、角
釘 ─

204 57 6 3014 31 1─2 平坦地 7 ─ ─ ─ 釘 鉄 29/32 15/14 10/14 4.6/5.8 断面正方形、角
釘 ─

204 57 7 3007 1045 3─1 平 坦 地 301 Ⅱ
V19─8 ─ ─ ─ 釘 鉄

26/22/
28/20/

11

18/15/
13/11/

6

16/15/
12/8/5

6.3/4.5/
4.1/1.3/

0.4

断面長方形、角
釘 ─

204 57 8 3018 1047 3─1 平 坦 地 301 Ⅱ
V20─3 ─ ─ ─ 釘 鉄 28 16 11 4.2 断面長方形、角

釘 ─

204 57 9 3019 1084 3─1 平 坦 地 301 Ⅱ
V20─5 ─ ─ ─ 釘 鉄 23 13 10 3.6 断面長方形、角

釘 ─

204 58 10 3020 1085 3─1 平 坦 地 301 Ⅵ
B05─8 ─ ─ ─ 釘 鉄 29 19 15 8.0 断面正方形、角

釘 ─

204 58 11 3026 1058 3─1 平坦地 No. 2 ─ ─ 釘 鉄 28 9 10 2.4 断面正方形、角
釘 ─

204 58 12 3028 1062 3─1 平坦地 No. 19 ─ ─ 釘 鉄 20/33/
28/25

17/14/
15/13

13/12/
11/10

4.1/5.2/
3.5/2.6

断面正方形、角
釘 ─

204 58 13 3029 1063 3─1 平坦地 No. 25 ─ ─ 釘 鉄 48/22 20/18 17/7 13.2/1.7 断面正方形、角
釘 ─

204 58 14 3030 1064 3─1 平坦地 No. 27 ─ ─ 釘 鉄 34/35 17/17 15/14 7.6/6.7 断面正方形、角
釘 ─

204 58 15 3032 1065 3─1 平坦地 No. 53 ─ ─ 釘 鉄 47 17 15 10.7 断面正方形、角
釘 ─

204 58 16 3033 1066 3─1 平坦地 No. 56 ─ ─ 釘 鉄 20/26/
34

12/10/
21

11/10/
18

2.4/2.5/
7.6

断面正方形、角
釘 ─

204 58 17 3034 1068 3─1 平坦地 No. 63 ─ ─ 釘 鉄 39 14 10 5.1 断面正方形、角
釘 ─

204 58 18 3024 1087 3─1 平 坦 地 301 表
採 ─ ─ ─ 釘 鉄 26 16 12 5.0 断面正方形、角

釘 ─

204 58 19 3025 1088 3─1 平 坦 地 301 耕
作土 ─ ─ ─ 釘 鉄 36 16 15 5.0 断面正方形、角

釘 ─

204 58 20 3021 1092 3─1 平 坦 地 302 Ⅱ
V15─14 ─ ─ ─ 釘 鉄 24/14 12/8 12/7 3.6/0.6 断面正方形、角

釘 ─

204 58 21 3035 1071 3─1 ─ No. 78 ─ ─ 釘 鉄 35 12 11 3.8 断面正方形、角
釘 ─

204 58 22 3036 1072 3─1 ─ No. 82 ─ ─ 釘 鉄 22 15 12 2.5 断面正方形、角
釘 ─

204 58 23 3037 1073 3─1 ─ No. 90 ─ ─ 釘 鉄 27 13 12 3.2 断面正方形、角
釘 ─

204 58 24 3038 1077 3─1 ─ No. 114 ─ ─ 釘 鉄 40 16 16 10.6 断面正方形、角
釘 ─

204 58 25 3039 1078 3─1 ─ No. 119 ─ ─ 釘 鉄 25 11 12 3.3 断面正方形、角
釘 ─

204 58 26 3041 1080 3─1 ─ No. 147 ─ ─ 釘 鉄 35 22 18 11.2 断面正方形、角
釘 ─

204 58 27 3022 1036 3─1 Ⅱ V─20 303T ─ ─ ─ 釘 鉄 25/39 14/14 14/13 4.9/8.3 断面正方形、角
釘 ─

204 58 28 3005 1005 1─1 SK125 No. 3 ─ ─ 刀子 鉄 110 33 11 52.6 ─ ─
204 58 29 3004 1090 3─1 平坦地 301 ─ ─ ─ 刀子 鉄 30/15 20/15 12/8 7.8/1.6 ─ ─

204 58 30 3006 1054 3─1 平 坦 地 301 Ⅱ
W23─6 ─ ─ ─ 刀子・釘 鉄 68/28 35/14 13/9 20.9/3.4 ─ ─

204 58 31 3003 1069 3─1 ─ No. 69 ─ ─ 刀子 鉄 30/24/
10

18/11/
9 17/7/7 7.9/1.7/

0.6 ─ ─

204 58 32 3042 1008 1─1 SK125 No. 6 ─ ─ 引手金具 鉄 80/33 17/14 10/16 10.6/3.9 ─ ─

204 58 33 3043 1037 3─1 303T No. 1 ─ ─ 不明鉄製
品 鉄 37 28 18 14.6 ─ ─

204 58 34 3044 20 1─2 平坦地 7 No. 197 ─ ─ 簪 青銅 150 11 1 9.9 ─

204 58 35 3045 16 1─2 平坦地 6　
SK14 ─ 煙管（キ

セル） 青銅 61 11 10 7.1/0.6/
0.1 煙管部のみ ─

205 58 1 3048 3 1─2 SK01 No. 3 ─ ─ 銭貨 青銅 24 24 1 2.9 「太平通寳」（北
宋 976 年） ─

205 58 2 3047 2 1─2 SK01 No. 2 ─ ─ 銭貨 青銅 24 25 1 2.7 「咸平元寳」（北
宋 998 年） ─

205 58 3 3054 9 1─2 SK01 No. 9 ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 3.5 「皇宋通寳」（北
宋 1038 年） ─

205 58 4 3046 1 1─2 SK01 No. 1 ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 4.1 「皇宋通寳」（北
宋 1038 年） ─

205 58 5 3050 5 1─2 SK01 No. 5 ─ ─ 銭貨 青銅 24 25 1 3.6 「元祐通寳」（北
宋 1086） ─

205 58 6 3053 8 1─2 SK01 No. 8 ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 2.5 「政和通寳」（北
宋 1111） ─

205 58 7 3049 4 1─2 SK01 No. 4 ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 2.4 「永楽通寳」（明
1408） ─

205 58 8 3052 7 1─2 SK01 No. 7 ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 2.7 「咸□元寳」 ─
205 58 9 3051 6 1─2 SK01 No. 6 ─ ─ 銭貨 青銅 26 26 1 3.6 ─ ─
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第 21 表　神之峯城跡　金属製品観察表



図版
番号

PL
番号

掲載
番号

管理
番号

脆弱
遺物
台帳
番号

地区
出土遺構（遺構
外の場合はグリ

ッド）

注記層位（金属
製品もしくは袋
に記載した名

称）

掲載遺構（記載
がない場合は出
土遺構に同じ）

掲載層位（記載
がない場合は注
記層位に同じ）

器種 材質 長さ
（mm）

幅
（mm）

厚
（mm）

重量
（g） 備考（初鋳年） 応急

処理

205 58 10 3056 11 1─2 SK37 銭 No. 2 ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 2.2 「永楽通寳」（明
1408） ─

205 58 11 3057 12 1─2 SK37 銭 No. 3 ─ ─ 銭貨 青銅 24 24 3 2.8 「開元通寳」（唐
621） ─

205 58 12 3055 10 1─2 SK37 銭 No. 1 ─ ─ 銭貨 青銅 24 24 2 4.6 銭複数枚が付着
「開元通寶」 ○

205 58 13 3062 1026 2─1 SK201 No. 1 ─ ─ 銭貨 青銅 23 23 1 2.3 ─ ─

205 58 14 3063 1027 2─1 SK201 No. 2 ─ ─ 銭貨 青銅 24 24 1 2.4 「治平元寳」（北
宋 1064） ─

205 58 15 3058 13 1─2 平坦地 6 ─ ─ ─ 銭貨 青銅 25 25 1 3.1 「寛永通寳」（寛
文 8 年以降） ─

205 58 16 3065 1052 3─1 平 坦 地 301 Ⅱ
W12─7 ─ ─ ─ 銭貨 青銅 28 27 1 3.2 「寛永通寳」（寛

文 8 年以降） ─

205 58 17 3064 1042 3─1

平 坦 地 301 Ⅵ
B05
現耕作土

（309T）

─ ─ ─ 銭貨 青銅 24 24 1 2.2 「寛永通寳」（寛
文 8 年以降） ─

205 58 18 3061 1025 1─1 平坦地 21（北
東側盛土内） No. 2 ─ ─ 銭貨 青銅 23 23 1 2.5 「寛永通寳」（寛

文 8 年以降） ─

205 58 19 3060 1024 1─1 1 層溝（畝 ?） No. 1 ─ ─ 銭貨 青銅 24 24 1 2.6 「寛永通寳」か ─
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写 真 図 版





鬼釜遺跡 PL １

ＳＢ０８　遺物出土状況（北西から）ＳＢ０８　完掘（北西から）

調査前風景（南西から）鬼釜遺跡　遠景（北から）

鬼釜遺跡　遠景（北西から）



鬼釜遺跡PL ２

ＳＢ１４　埋甕（西から）

ＳＢ１４　土器敷炉　遺物出土状況（北から）

ＳＢ１４　土器敷炉　遺物出土状況（北から）

ＳＢ１４　土器敷炉　掘方（写真上が南東）

ＳＢ１４　土器敷炉　遺物出土状況（南東から）

ＳＢ１４　土器敷炉　遺物出土状況（北から）

ＳＢ１４　完掘（南から）ＳＢ０８　炉（北西から）



鬼釜遺跡 PL ３

ＳＫ１７５　坑底ピットセクション（東から）ＳＫ１７５　セクション（北西から）

ＳＫ１７５　完掘（北から）

ＳＫ１8６　完掘（北から）

ＳＢ１６　完掘（南から）

ＳＫ１８７　完掘（北から）

ＳＢ１６　埋甕（33）セクション（南西から）

ＳＢ１４　埋甕２（20） セクション（北から）



鬼釜遺跡PL ４

ＳＢ１３　炉体土器（２２７）セクション（南西から）ＳＢ１３　炉体土器（２２７）出土状況（写真上が南東）

ＳＢ１３　全景（西から）Ⅳ１層遺物包含層（東）遺物出土状況（北から）

Ⅳ１層遺物包含層（西）遺物出土状況（北から）ＳＭ０１　Ⅳ層出土箆状垂飾（１）出土状況（東から）

ＳＫ１９２　完掘（北から）ＳＫ１９２　遺物（36）出土状況（東から）



鬼釜遺跡 PL 5

ＳＭ０１　周溝セクション（M―M’）（南西から）ＳＭ０１　周溝セクション（Ｋ―Ｋ’）（南から）

ＳＭ０１　周溝全景（南から）ＳＭ０１　調査前風景（北東から）

ＳＭ０１（鬼釜古墳）全景（写真上が北西）



鬼釜遺跡PL 6

ＳＫ１７４　セクション（北から）ＳＫ１７４　完掘（北から）

ＳＫ１７４・１８６・１８７　完掘（北から）ＳＭ０１　周溝遺物（第30図）出土状況（北西から）

ＳＭ０１　周溝遺物（第29図）出土状況（東から）ＳＭ０１　周溝遺物（第29図）出土状況（南から）

ＳＭ０１　周溝遺物（第30図）出土状況（西から）ＳＭ０１　周溝遺物（第30図）出土状況（東から）



鬼釜遺跡 PL 7

ＳＭ０１　勾玉（２）出土状況（西から）ＳＭ０１　石室の石（奥壁）・礫出土状況（北東から）

ＳＭ０１トレンチ内　高坏（２８６）出土状況（南西から）ＳＭ０１　トレンチセクション（南東から）

ＳＭ０１　トレンチセクション（南から）ＳＭ０１　基本土層（東から）

ＳＫ１７４　馬具（１・２・３）出土状況（北から）ＳＫ１７４　馬具出土状況（北から）



鬼釜遺跡PL 8

ＳＸ０４　石室の石（奥壁）出土状況（南から）ＳＸ０１～０４　完掘（西から）

ＳＸ０３　セクション（東から）ＳＭ０１　鉄製品（１０ ・ ２３）出土状況（西から）

ＳＭ０１　管玉（６）出土状況（南西から）ＳＭ０１　管玉（４）出土状況（北西から）

ＳＭ０１　耳環（３３）出土状況（北から）ＳＭ０１　鉄鏃（６）出土状況（南から）



鬼釜遺跡 PL 9

ＳＢ１０　完掘（西から）ＳＢ０９　完掘（北から）

ＳＢ０５　完掘（西から）ＳＢ０３　完掘（南西から）

ＳＢ０２　カマド完掘（北西から）ＳＢ０２　炭化物・炭化材出土状況（北から）

ＳＢ０２　完掘（西から）ＳＢ０１　完掘（南から）



鬼釜遺跡PL １0

ＳＴ０７　完掘（西から）ＳＴ０４　完掘（南から）

ＳＴ０３　完掘（東から）ＳＴ０１　完掘（東から）

ＳＢ１７　掘方（東から）ＳＢ１１　完掘（東から）

ＳＢ０４　セクション（南から） ＳＢ０４　完掘（東から）



PL １1鬼釜遺跡

自然堤防～低地 （５・１６トレンチ）セクション（南西から）自然堤防～低地（５・１６トレンチ）　セクション（北西から）

ＳＤ０２　完掘（南東から）ＳＤ０１　完掘（東から）

ＳＴ１７　完掘（南から）ＳＴ１４　完掘（西から）

ＳＴ１３・１５　完掘（北から）ＳＴ０８・０９　完掘（東から）
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SB08

SB14縄文時代遺構出土土器

３

７

９

５

８

15

19

20

2421

14

12

４

２

６
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SB14

25

28

27 23

22

26
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SB14

SK192

SK185

29

30

31

33

37

36 35 34

SB16



鬼釜遺跡 PL １5

4948

55

69

75

76
79

72
73

57 61 66 67 68

38 39 41

42
43

44

45

46 47

545350

80 85 84 87

86

78

遺構外Ⅴ層

Ⅳ１層遺物包含層（東）
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9998

101

103

111

127

142140138
137

139

120

125
128

129 136

155 156 162160158

164 165 166 168

163

144 146 151 152
153

143

116

117
118 119

104

105

83

89 92
88

Ⅳ１層遺物包含層（東）

Ⅳ１層遺物包含層（中央）

Ⅳ１層遺物包含層（西）
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173

174

167

176

177181

182

191

198 199

201

202 203 205 206

207

217

230 231

227
229

232 233

218
(16T)

219
(10T)223(2T)

220
(10T)

208 209

193 194 197195

183 184 186 187

180

190

169

Ⅳ１層遺物包含層（中央）

SM01Ⅳ層〔17 層〕

遺構外Ⅲ１層

遺構外Ⅰ層

SK96

トレンチ出土縄文土器 １－①区

遺構外Ⅳ１層

管理番号 343

管理番号 339 管理番号 340

管理番号 342

SM01 周溝

弥生時代遺構出土土器

SB13

古墳時代遺構出土土器

SK174

215

226



鬼釜遺跡PL 18

234

235

240

241

237

243242
238

239

246
248

249

251

250 252 254

SM01 周溝



鬼釜遺跡 PL 19

255

262

256 259 261

265 266 管理番号 419
270

271 272 273

286279276
275

274

SM01 周溝

SM01 遺物包含層 ･近代以降盛土出土
土器・陶磁器

Ⅲ2層〔16 層（下）〕

Ⅱ層

管理番号 384 管理番号 385 管理番号 386 管理番号 387 管理番号 388 管理番号 390 管理番号 391

Ⅲ1層〔16 層（上）〕



鬼釜遺跡PL 20

Ⅱ層[SX03]

SB05

Ⅱ層[SX04]

SD03

平安時代遺構
出土土器

Ⅱ層[SX01]

中世遺構等出土土器

中世遺構出土土器 トレンチ出土土器

SB17

SB10

縄文時代・古墳時代土器片加工品

SB02 SB03

288

289

290

299

293

297

300

311

305

298

291

316

318

８

３

２

４

６

１

11 13 14

287 管理番号 389

管理番号 8

管理番号 10 管理番号 9 管理番号 55

管理番号 392 管理番号 56 管理番号 63 管理番号 18 管理番号 22

管理番号 17

管理番号420
(1T)

管理番号422
(6T)

管理番号421
(12T)

管理番号 1

SB01

SB04

近世遺構出土土器
SD02

SD01

SB11

SM01

縄文時代土製品
土偶

土製品
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SB01 SB08 SB08 SB09 SB09 SD01

SD03 SB08

SM01 SM01 SX01

SM01 SM01 SM01(SX02)SM01 SX01 １‒①区Ⅰ層 １‒①区　Ⅳ1層

Ⅳ１層遺物包含層（東）

ⅣJ03　Ⅲ1層

Ⅳ1層遺物包含層（東） ⅣE24V 層 VF08Ⅳ１層

石器
石鏃

石匙

掻器

削器 楔形石器 剥片

石錐

7 8 9 10 11 12

13 14

27

28 29

2625
30 31

18 19 20 21 22 23 24

15 16 17

SM01 VF02　Ⅲ1層 Ⅳ１層遺物包含層（東）ⅣE23 SM01

1 2 4 5 63
VF02　Ⅲ1層 ⅣE17　Ⅲ1層 ⅣH05　Ⅳ1層



鬼釜遺跡PL 22

打製石斧

46

32

35

44

50

34

42

49

41

47

33

39

Ⅳ1層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（西）

SD01

Ⅳ1層遺物包含層（東）

VF06　Ⅲ1 層

Ⅳ１層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（東）

ⅣD23　Ⅳ1層

Ⅳ1層遺物包含層（東）

SB08

Ⅳ1層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（中央）



鬼釜遺跡 PL 23

横刃形石器

抉入打製石包丁

52

55

64

68

78

81 83 84

54

60

67

70

Ⅳ1層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（東） Ⅳ1層遺物包含層（中央）

Ⅳ1層遺物包含層（西）

Ⅳ1層遺物包含層（東）

SB08

SB08

SK192

SB08

SM01 SM01(SX01) ⅣC20V 層



鬼釜遺跡PL 24

刃器

磨製石斧

剥片

90
89

95 99

97

96

94

92

91

98

Ⅳ1層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（東）

SK192

SB08

SB08

85 87 88

Ⅳ1層遺物包含層（西） Ⅳ1層遺物包含層（西）

ⅣⅠ07　Ⅳ1層
Ⅳ1層遺物包含層（東）

SB08

SB14



鬼釜遺跡 PL 25

剥片

磨石 凹石

石製品
箆状垂飾

石錘

敲石

Ⅳ1層遺物包含層（東）

Ⅳ1層遺物包含層（東）
SK192 SB08

SB11

Ⅳ1層遺物包含層（西）

ⅣD22　Ⅳ1層

SB08

SM01

SM01

SK192

SB08
SK192

SK192
SK192

SK192

ⅣⅠ01　Ⅲ1層

100 102 104

106

107

110

114

115 112 116 1

113 111

109

108

103105
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石製品
勾玉

SM01

ガラス小玉

滑石製臼玉

SM01

金属製品
鉄製品
雲珠

SK174
Ⅹ線透過撮影写真（土に埋まった状態）

管玉

SM01

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

42

52

1-1

1-1

1-2

1-3

43 44 45 46 47 48 49 50 51

２

３ ４
５

６
７

8

19

30

41
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　金具

SK174

面繫金具他

鉄製品
刀
SM01

青銅製品
耳環
SM01

鉄鏃

刀子
SM01

SB01

銭貨 煙管（キセル）

SM01 Ⅰ層

２

３

２

３

４

６ ７
９

８

５
10 1211

13

14

15

28 29 30 3231

22 23 24 2725 26

17 18 19 2120

33 34 35 36

16

Ⅹ線透過撮影写真（土に埋まった状態）

SM01 SM01



風張遺跡PL 28

２～４区 遠景（北西から）

風張遺跡 遠景（北西から）



風張遺跡 PL 29

ＳＴ０１ 全景（写真上が北東）

ＳＢ０１ 礫出土状況（南西から）ＳＢ０１ 完掘（南西から）

１区 トレンチ　全景（北西から）２・３区 調査前風景（西から）



風張遺跡PL 30

ＳＴ０６ 完掘（南西から）ＳＦ０７（STO5炉） 礫出土状況（東から）

ＳＴ０５ 完掘（南東から）ＳＴ０４ 完掘（北西から）

ＳＴ０２ 完掘（北東から）ＳＫ１２７ 完掘（東から）

ＳＫ１２８（ＳＴ０１炉） 完掘（南東から）ＳＫ１２８（ＳＴ０１炉） 炭化物出土状況（南東から）



風張遺跡 PL 31

ＳＫ１７７・２６５ 完掘（西から）ＳＴ１３ 完掘（南東から）

ＳＴ１２、 SD２１ 完掘（南東から）ＳＴ１０ ・ １１、 SD10 完掘（南東から）

ＳＴ０８ Ｐ６ セクション（北西から）ＳＴ０８ Ｐ６ 土器（１０）出土状況（北西から）

ＳＴ０８ 完掘（南西から）ＳＴ０７ 完掘（南西から）



風張遺跡PL 32

ＳＤ２２・２３ 完掘（南西から）ＳＫ４６ ・ ４９～５３ ・ ５６、 SD02 ・ 06 ・ 11 完掘（南東から）

ＳＤ０５ 完掘（北東から）ＳＫ１８４ 完掘（北西から）

ＳＫ１８３ 完掘（北西から）ＳＫ１８０・１８７ 完掘（南西から）

ＳＫ２８ 壁面（拡大）（南東から）ＳＫ２８ 完掘（南東から）



風張遺跡 PL 33

８トレンチ 北東壁セクション（西から）６トレンチ 北東壁セクション（南西から）

ＳＫ３８８ 木杭打設の痕跡（北西から）ＳＫ３９２ セクション（南東から）

ＳＫ３９２ 板材・木杭出土状況（北東から）ＳＫ３９２ 板材・木杭出土状況（北西から）

ＳＫ３８８・３９２ 完掘（南西から）ＳＤ２２ 屈曲部、SK３８８完堀（北から）
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ST01

SK03 SK71 SK90

SK95

SD01

SD17

SD05 SD06

SD19 SD22

SD12

SK109 SK128 SK180 SK1020 SK1028

ST05

ST08

ST11 ST12 ST1004

1

6

7

9

10

13 15 16

17

26 25 29 28
27

18 19 22
23

11

12

管理番号 26

管理番号 33

管理番号 44

管理番号 7

管理番号 15 管理番号 16 管理番号 18

管理番号 8 管理番号 9 管理番号 10 管理番号 12

管理番号 23

管理番号 36

2

3

4

5

管理番号 3

中世以降遺構出土土器・陶磁器

SB01



風張遺跡 PL 35

石器
石鏃

土製品
土玉

金属製品
青銅製品
煙管（キセル）

銭貨 3区排土3区

3区

打製石斧

5トレンチ

6トレンチ

SD23

SD05

SD03

SD22

SK1020

30 31

35

36

32

44 43

遺構外 2区

礫石器

近世土器・陶磁器

3区 4区

47

33

１

１

１
４ ５

２ ３

４ ５

３

２

34

37 4640

39

38 45

4 区表採3区表採
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SK388

1

2

3 4

5

6

8

7

木製品

SK392



神之峯城跡 PL 37

１ ‐ 2 区 全景（北から）

１区 全景（北から）



神之峯城跡PL 38

１ ‐ 2 区 調査前風景（北から）

１ ‐ 2 区  中近世遺構全景（北から）



神之峯城跡 PL 39

ＳＴ０２ S2（P６）掘方（西から）ＳＴ０２ 炭化物出土状況（南から）

ＳＴ０２ 全景（北から）ＳＴ０２ 全景（北から）

１‐ ２ 区 中世遺構全景（写真上が南）



神之峯城跡PL 40

ＳＫ１１２ 礫出土状況（北から） ＳＫ１１３ 礫出土状況（西から）

ＳＫ０１ 銭貨出土状況（南東から）ＳＫ０１ 人骨出土状況（東から）

ＳＫ０１ セクション（南から）ＳＫ０１ 完掘（南から）

ＳＴ０２ ピット掘方 完掘（北から）ＳＴ０２ ピット掘方たち割り（北西から）



神之峯城跡 PL 41

ＳＦ０１ 検出状況（西から）ＳＤ０８・１１ セクション（第155図 C ― C ’）（東から）

ＳＤ１１ 瀬戸大窯の皿（２）出土状況（東から）ＳＤ０８・０９ 完掘（北から）

ＳＤ１０ 完掘（西から）ＳＤ０５ 完掘（北から）

ＳＤ０４・０７ 完掘（南から）ＳＫ１１４ 礫出土状況（南東から）



神之峯城跡PL 42

ＳＫ１２ 完掘（南西から）ＳＫ０５ 完掘（南西から）

ＳＴ０５ 完掘（南西から）ＳＴ０１ 完掘（南西から）

１－１区 平坦地27 近世遺構全景（南から）１－２区 平坦地6 近世遺構全景（南から）

Ⅶ1層下層 トレンチセクション（13・５１トレンチ）（北西から）Ⅶ1層下層 トレンチセクション（５０トレンチ）（南西から）



神之峯城跡 PL 43

ＳＨ０１ 礫出土状況（北から）ＳＡ０１ 完掘（北東から）

平坦地13 遺物（58）出土状況（東から）ＳＤ０６ 完掘（北西から）

ＳＨ０２ 石積み（北東から）ＳＤ０３ 完掘（北西から）

ＳＫ１５ 完掘（北東から）ＳＫ１２ 礫出土状況（南東から）



神之峯城跡PL 44

ＳＤ２０１ 東側全景（北から）ＳＤ２０１ 屈曲部全景（南から）

ＳＤ２０１ 調査前風景（北から）ＳＤ２０１ 調査前風景（南西から）

２区 ＳＤ２０１ 遠景（北西から）



神之峯城跡 PL 45

ＳＤ２０１ セクション（202トレンチ南東壁）（北から）ＳＤ２０１ セクション（第174図 G ― G ’）（南東から）

ＳＤ２０１ セクション（第174図 G ― G ’）（東から）ＳＤ２０１ セクション（２１３トレンチ）（東から）

ＳＤ２０１ セクション（第170図 B ― B ’）（南西から）ＳＤ２０１ セクション（第170図 B ― B ’）（南西から）

ＳＤ２０１ セクション（第172図 C ― C ’）（南東から）ＳＤ２０１ セクション（第170図 A ― A ’）（南西から）



神之峯城跡PL 46

ＳＨ２０１・ＳＫ２０１・ＳＤ２０１ セクション（202トレンチ南東壁）（北東から）ＳＫ２０１ 銭貨出土状況（北西から）

ＳＫ２０１ 完掘（南東から）ＳＫ２０１ 炭化物分布状況（北から）

ＳＨ２０１ 掘方（南から）ＳＨ２０１ 掘方セクション（北西から）

ＳＨ２０１ 礫出土状況（西から）ＳＨ２０１ 盛土セクション（北西から）



神之峯城跡 PL 47

３ 区 中近世遺構全景（北から）

３区 調査前風景（北西から）



神之峯城跡PL 48

ＳＫ５４０ 礫出土状況（南から）ＳＫ５４０ ピット・溝状の落込み検出状況（北から）

ＳK５４０ 完掘（南から）ＳＫ３５１ 遺物出土状況（北から）

ＳK３５１ 焼土・炭化物状況（北から）ＳＫ３５１ 遺物出土状況（東から）

ＳＫ３５１ 完掘（北から）「新慶寺」推定地 調査前風景（北から）



神之峯城跡 PL 49

ＳＴ３０３ 完掘（南から）ＳＴ３０２ 完掘（南から）

ＳＴ３０１ 完掘（西から）ＳＨ３０１ 遺物・礫出土状況（東から）

ＳＨ３０２ 礫出土状況（東から）ＳＫ５８１ セクション（東から）

ＳＫ５８１ 完掘（北から）ＳＫ５４４ 礫出土状況（北東から）



神之峯城跡PL 50

ＳＴ３１４ 完掘（南から）ＳＴ３１０ Ｐ５　礎板石の設置状況（東から）

ＳＴ３１０ 完掘（東から）ＳＴ３０７ 完掘（東から）

ＳＴ３０６ 完掘（南から）ＳＴ３０５ P5 礎板石の設置状況（南から）

ＳＴ３０５ 完掘（南から）ＳＴ３０４ 完掘（南から）



神之峯城跡 PL 51

3区 谷状地形（３１１トレンチ）セクション（北西から）3区 谷状地形（３１１トレンチ）セクション（北東から）

3区 谷状地形（３０８トレンチ）セクション（南西から）3区 谷状地形（３０８トレンチ）セクション（北西から）

3区 谷状地形（３０３トレンチ）セクション（南東から）3区 谷状地形（３０３トレンチ） セクション（北東から）

3区 谷状地形全景（北西から）ＳK500 完堀（北東から）



神之峯城跡PL 52

1 区　中世遺構・中世堆積層　出土土器・陶磁器
SK87 SD11 平坦地 7

Ⅶ層 Ⅵ層

Ⅴ層

Ⅴ・Ⅵ層

Ⅳ層 平坦地 7 平坦地 1

1

管理番号204

17

13

18

222120

23

30

40 43 44 46 49

41 42

31

39

3533

34 管理番号25

管理番号 45

32

36

37

25
26 27 28

29

19 14 15 16

2 ３ ４ ６

７ ９

11
12

8 10



神之峯城跡 PL 53

1 区　近世遺構・近世堆積層　出土土器・陶磁器
SK08

6 トレンチ
2層

11 トレンチ
2層

21 トレンチ17 トレンチ

23 トレンチ 5層

51 トレンチ 4層

3層

ST06

SK125

SD02
SD06(平坦地 13)

SK192

SK119

50

51

管理番号 84

管理番号 86

管理番号 88

管理番号 89

管理番号 30

管理番号 80

56

59 60
63

68

73 7574 76 77

78 79

80

818382

70 66 65

67

71

72

55

54 58

53

57

52

平坦地 7
Ⅲ層上面

2区　出土　近世土器・陶磁器
SD201　埋土上層 平坦地 206

平坦地 13

Ⅲ層

Ⅲ層下 Ⅰ2層

平坦地 4
Ⅲ層（１調査面）
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SK351

SH301

SH302

3 区　中世遺構　出土土器・陶磁器

86

84

88

89 91

90

93

87

1051021041039996

94

98

95
100

97



神之峯城跡 PL 55

3 区　中世堆積層　出土土器・陶磁器
Ⅴ2層

3 区　近世遺構・近世堆積層　出土土器・陶磁器

Ⅴ2層

Ⅳ1層

Ⅲ2層

Ⅲ3層

Ⅳ3層

Ⅱ3層

Ⅱ5層

管理番号 145

管理番号 137

126127 125123

130 132 133

136 137

134 135

138

107

108

111

112 113 114 115

119

120

122

Ⅲ1層

SK302 Ⅱ11 層 Ⅱ6層

平坦地 301 304 トレンチ

管理番号 123

129

121



神之峯城跡PL 56

3 区　近世堆積層　出土土器・陶磁器
Ⅱ2層 SD11

Ⅱ1 層

Ⅰ層

Ⅱ層

管理番号 185

管理番号 159

管理番号 153

管理番号 151 管理番号 150

139 143

140

142

146
149 151

141 152

162 161

154

164

165

169

172

171

174

166

163

173
管理番号 155

153 155
156 157 158 159



神之峯城跡 PL 57

土製品
瓦加工円板

砥石

石製品
硯

平坦地 206

SK119

SF10 平坦地 7

平坦地 301

平坦地 7 平坦地301

平坦地 301

3‒1 区

308トレンチ
51 トレンチ

3‒1 区Ⅲ層 3‒1 区Ⅱ層 1‒1 区

SK125 SK126

平坦地 207平坦地 7

SK118

SK307

SK119

SK351

こも編石

金属製品
鉄製品
釘

石器
石鏃

打製石斧

１ ２

１ ２ ３ ４

5 6

１ ２

３ ４ ５
６

７ ８ ９

１

7 8 9 1110

12

13 14 15 16 17 18 19 20

21 ２22
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10 11 12

13 15
16 17 18 1914

20 21 22 23 24 25 26 27

鉄製品
釘
平坦地301

平坦地302 3‒1 区
303トレンチ

銭貨

1‒1 区
Ⅰ層

平坦地 301
平坦地21

SK201 平坦地 6

SK37

SK01

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10

1514131211

19181716

刀子

SK125

SK125

平坦地301

303トレンチ

青銅製品 簪
平坦地 73‒1 区

平坦地301
28 29 31

32

30

33

煙管（キセル）
SK14

34

35
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１３７°88′08＂
（ 世界測地 ）
１３７°88′39＂
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　　　　２０１０．１．１５
２０１１．４．２３～  
　   １２．１９

３５，３００㎡
国道４７４号飯喬道路
建設に伴う記録保
存調査

風
かざ

張
はり

遺
い

跡
せき 長

なが

野
の

県
けん

飯
いい

田
だ

市
し

上
かみ

久
ひさ

堅
かた ２０２０５ ４６６

３５°４６′22＂
（ 世界測地 ）
３５°４５′89＂
（ 日本測地 ）

１３７°87′93＂
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（ 日本測地 ）
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２０１２．４．１０～
　　　　　     ８．１７
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国道４７４号飯喬道路
建設に伴う記録保
存調査
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久
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堅
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３５°４６′１７＂
（ 世界測地 ）
３５°４５′８５＂
（ 日本測地 ）

１３７°８７′１８＂
（ 世界測地 ）
１３７°８７′４８＂
（ 日本測地 ）

２０１２．８．１７～　　　　
　　　　　　　　　１２．２０
２０１３．３．４～　　　　　
　　　　　　　　　１２．１６

２９，２４３㎡
国道４７４号飯喬道路
建設に伴う記録保
存調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

鬼釜遺跡 集落跡

縄文時代
弥生時代　
古墳時代
平安時代
平安時代
以降
中世
近世

縄文時代 （ 竪穴建物跡 ３
軒、 土坑２３基 ）、 弥生時代
（ 竪穴建物跡 １軒 ）、 古墳
時 代 （ 古 墳 １基、 「 馬の
埋葬土坑」 １ 基 ）、 平安時
代 （ 竪穴建物跡 ５軒 ）、 平
安時代以降 （竪穴建物跡 ２
軒、 掘立柱建物跡 ２棟 ）、
中世 （ 竪穴建物跡 ２棟 ）、
近世 （溝跡 ）

縄文土器、 弥生土器、 土師器、
陶磁器 （ 青磁 ・ 白磁 ・ 中世陶
器 ）、 鉄製品 （ 馬具 ・ 鉄鏃 ・ 刀
子 ）、 青銅製品 （ 耳環、 煙管、
銭貨 ）、 石器、 ガラス製品 （ ガ
ラス小玉 ）

遺跡内から古墳 （鬼釜古墳 ）
を発見。 鬼釜古墳は ６世紀前
半に初葬、 ６ 世紀末～ ７世紀
初頭に追葬。 周溝内から検出
された馬の埋葬土坑から、 雲
珠と 金具が出土。

風張遺跡 集 落 中世以降　
近世

中世以降 （竪穴建物跡 １軒、
掘立柱建物跡 １５ 棟、 溝跡
２３ 条 ）

陶磁器 （ 中世陶磁器、 近世陶磁
器 ）、 土玉、 銭貨 （ 寛永通宝 ）、
木製品 （木枠 ・木杭 ）

緩やかに傾斜する尾根を造成
して掘立柱建物跡等の遺構を
構築。

神之峯城跡 城 跡

中世
中世以降
近世　
近世以降

中世 （ 礎石建物跡 １棟、 焼
土跡 １ 基 、 土坑、 溝跡 ）、
中世以降 （ 土坑 １基、 掘立
柱建物跡、 土坑）、 近世（掘
立柱建物跡、 土坑、 柵列、
溝跡 ）

陶磁器（中世陶磁器、近世陶磁
器）、銭貨（咸平元寳・皇宋通寳・
元祐通寳・政和通寳・永楽通寳・
寛永通宝）、石製品（硯・砥石）、
鉄製品（釘・刀子）

中世は、 谷状地形を埋めて平
場を形成し、 礎石建物跡等を
構築。 近世には掘立柱建物跡
を中心とした屋敷地が展開。

要　　約

　本書で報告した ３遺跡は、伊那谷の天竜川左岸（竜東）にある山間地に所在する。神之峯城跡は天竜川支流の玉川左岸の
独立丘陵、風張遺跡はその北東側の細田川を挟んだ対岸の尾根、鬼釜遺跡は風張遺跡の北側に広がる段丘に立地する。
　鬼釜遺跡は細長い河岸段丘に集落が展開。縄文時代では、土器を複数埋設した炉や、多系統の縄文中期後葉の土器、横刃
形石器など、付近の北田遺跡を補完する貴重な成果を得られた。また、位置が不確定であった「鬼釜古墳」を発見。墳丘は
遺存しなかったが、周溝内等の出土遺物から、 ６世紀前半に初葬、 ６世紀末～ ７世紀初頭の追葬といった変遷がわかった。
周溝内からは馬具（雲珠・ 金具）を含む「馬の埋葬土坑」が発見され、 ６世紀前半に竜東に馬匹文化が拡大したことがわ
かった。
　神之峯城跡は天竜川左岸を治めた国人領主である知久氏の本城であり、今回、城が立地する独立丘陵の中腹を調査した結
果、１５世紀～１６世紀の礎石建物跡が検出され、建物の構造等から寺院（堂宇）と推測した。　
　風張遺跡では、掘立柱建物跡で構成された中世以降の屋敷地が発見された。出土陶磁器の器種はすり鉢が多いことから、
日常的な居住空間と理解できる。鬼釜遺跡では中世の掘立柱建物跡が検出されており、風張遺跡との関連も考えられる。　
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